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◆第一節　王都ユグドラシティ第三階層・王立軍学校戦術科講義室◆




　──空の青さに寂せき寥りよう感を抱いだくようになったのはいつからだろうか。

　狭せまい講義室の窓まど枠わくに切り取られたあまりにも広大な蒼そう天てんを見上げて、エルヴィン・ケーニヒヴィルヘルムはぼんやりとそんなことを考える。

　寂せき寥りよう感、というほど具体的な感情ではないかもしれない。ただ空を見ると、彼かれはいつも喉のどの奥おくをくすぐられるような、何とも言えない不思議な感覚に襲おそわれるのだ。

　寂さびしいような哀かなしいような、それでいて少し嬉うれしいような複雑な感情──。

　子供の頃ころから当たり前のように抱いだいていたその感情の理由を、彼かれはまだ知らない。

　そもそも体質的な問題であり、理由などないのかもしれない。

　ただ何とも言えない胸むねの奥おくが疼うずくような感覚に、彼かれは不思議な心ここ地ちよさを覚えていた。

　まるで遠い昔に忘れてしまった原初の夢にまどろむような──。

「──ケーニヒヴィルヘルム！」不意に耳じ朶だに響ひびいた怒ど声せい。

　エルヴィンは思考を中断して、視線を窓の外から講義室前方へと移す。

　講義室前方の教きよう壇だんには、額に青筋を浮うかべた眼鏡の男性講師がエルヴィンを睨にらみつけて立っていた。

　何となく穏おだやかでないものを感じ、エルヴィンは姿勢を改める。

「──何か？」

　冷静にエルヴィンは切り返す。しかし、彼かれの態度が気に入らなかったのか、男性講師は苛いら立だたしげに一度教きよう卓たくの天板を指示棒で叩たたく。

「私の講義中によそ見とは、随ずい分ぶんと偉えらくなったな。基き礎そ戦術理論講義はそんなにも退たい屈くつか」

　危あやうく頷うなずきそうになるのを何とか堪こらえて、エルヴィンは相変わらず冷静に応じる。

「いえ、そんなことは」

「退たい屈くつでないなら、講義中頰ほお杖づえを突ついて窓の外を見ているわけがないだろう！」

　男性講師は声を荒あららげる。確かにそのとおりだ、とエルヴィンは納なつ得とくする。それと同時にもっとマシなお為ためごかしの発言にしておけばよかった、と反省する。

　怒ど鳴なられてもまるで動じない彼かれの態度がますます気に障さわったのか、男性講師は指示棒で教きよう卓たくの天板を強く叩たたいて言う。

「ここは将来の特級戦術師育成を担になう特別クラスだぞ！　おまえのようなやる気のない学生がいると迷めい惑わくだ！　大体、戦術師たるもの、常に目の前の問題に意識を集中させ、戦場では戦せん況きようを有利に進められるよう思考を巡めぐらせないといけないのに、その注意散さん漫まんな態度はなんだ！」

「それはまあ……ここは戦場じゃありませんし」

「口答えをするんじゃない！」

　さすがにキレたのか男性講師は教きよう卓たくに拳こぶしを振ふり下ろす。対するエルヴィンは、この程度でキレるなんて戦術師に向いてないのでは、などとあくまでも冷静に他ひ人と事ごとのような感想を抱いだく。

　それから、収まりがつかないのか男性講師は黒板を手のひらで一度叩たたいてからエルヴィンを睨にらみつけて言う。

「私の講義が退たい屈くつだというのなら、この程度の問題も簡単だな！　一分以内に答えて、偉い大だいな父親の七光りで入学しただけのボンクラじゃないってことを証明してみせろ！」

　言われて初めてエルヴィンは、黒板の内容に目を向ける。そこにはさまざまな記号が乱雑に書かき込こまれていた。よくある俯ふ瞰かん戦せん況きよう図だ。

　渓けい谷こくを背に、天然の要よう塞さいと化した城じよう塞さい都市で籠ろう城じよう戦を仕し掛かけてくる敵勢力に対して、一個小隊の自軍がどう対処するか、ということを問うているようだ。

　どうやらこの戦せん況きようを覆くつがえす戦術理論に関する講義を行っていたらしい。

　あまり現実的ではない状じよう況きようであったが、エルヴィンは仕方なくため息をかみ殺しながら立ち上がって答える。

「──セオリィでは、彼ひ我がの戦力差が激しいこのような状じよう況きようでは、まず敵側の補給路を断たつことが先決です。しかし、当然敵側もそれを警けい戒かいしてこちらから攻せめられない渓けい谷こく側に補給路を用意していることでしょう。なので、まずは敵のこちら側の補給路を利用して工作員を数名都市に潜もぐり込こませ、彼かれらに渓けい谷こく側の補給路を破は壊かいさせます。それから、改めてこちら側の補給路も断ってしまえば、一ヶ月も待たずに白旗を揚あげるでしょうね。確かに要よう塞さいは防衛の点では脅きよう威いですが、上う手まく使えば彼かれらの動きを封ふうじ込こめる檻おりとしても使えます。増ぞう援えんが来たら逆に彼かれらを人ひと質じちに取ってその後の交こう渉しようも有利に進められるでしょうから、そう悪くない手です。机き上じようの空論ではありますが、俺おれがその小隊の指揮を任されたら戦術はこんなものでしょう」

　一息に言い終わってから、いかがです、とエルヴィンは男性講師に問う。

　男性講師は、ますます顔を赤くしながらもエルヴィンの解答の正当性を無視できないのか、正解だ、と肩かたを震ふるわせて呟つぶやいた。

　どうも、と返して椅い子すに腰こしを下ろすエルヴィンを忌いま々いましげに見つめながら、男性講師は吐はき捨すてるように言う。

「──ふんっ。《ゼロ》め……っ！　座学ばかりできても、どうせおまえは特級戦術師にはなれんぞ。何せおまえは、《ティール》の刻印ルーンを持つ偉い大だいな父親から生まれた、驚おどろくべき《ウィアド能なし》なのだからな！」

　男性講師の言葉に、クラスのあちらこちらから嘲あざけりの笑いが零こぼれる。それから、周囲の反応で多少機き嫌げんを取とり戻もどしたのか、彼かれは口元に下げ卑びた笑えみを浮うかべながら続ける。

「──そうだ。せっかくだから、成績優ゆう秀しゆうなおまえに《ウィアド》に関する講こう釈しやくでも垂れてもらおうか。我々凡ぼん人じんにもわかるよう丁てい寧ねいにな！」

　再び周囲から嘲あざけりの笑いが零こぼれる。さすがに気に障さわったので何か反論でもしてやろうか、とエルヴィンが椅い子すから腰こしを浮うかした瞬しゆん間かん、それよりも早く凜りんとして美しい声がクラスの空気を一いつ掃そうした。

「──先生。ケーニヒヴィルヘルムくんは、反省と慚ざん愧きの念でこんな初歩的な問いにも答えられないほど混乱しているようです。なので、僭せん越えつながらクラス代表である私が代わりにご説明させていただきます」

　教室中の視線が声の主一点に集まり、釣つられてエルヴィンもそちらを向く。

　そして、その先で優ゆう雅がに存在する、声よりもなお美しい金きん髪ぱつの少女の姿を認めると、エルヴィンは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を浮うかべた。

　ちらりと一いつ瞬しゆんだけエルヴィンのほうを向いた少女と視線が合う。

　あまりにも見慣れた美び麗れいなサファイアの双そう眸ぼう。たったそれだけで毒気を抜ぬかれ、エルヴィンは仕方なく浮うかした腰こしを椅い子すに戻もどした。

　少女は澄すまし顔を浮うかべながら続ける。

「──今から五百年ほどまえ、突とつ然ぜん人類に発現した異能の力《刻印ルーン》。これによって人類は、《マナ》と呼ばれる惑ほ星しに満ちるエネルギィを生体利用した様々な現象を引き起こすことができるようになりました。実際にはそのほとんどがささやかな《才能》のようなものですが、ごく一部の強力なもの──たとえば身体能力を一時的に向上させるものや、炎ほのおを操あやつるものなどは《攻こう性せい刻こく印いん》と呼ばれ、軍事利用されています。そして能力の指向性に関係なく、現在ではほとんどの人類が何かしらの刻印ルーンを持って生まれますが、逆に何億人に一人という奇き跡せき的な割合でこの刻印ルーンを生まれつき持たない人間もいます。それが──《ウィアド》です」

　流りゆう麗れいな口調で告げたのち、少女は小首を傾かしげて上品に微ほほ笑えみかける。

「──先生。雑談も良よいですが、そろそろ講義を再開してください。私たちは、特級戦術師になるため、まだまだたくさんのことを学ばないといけないのですから」

　男性講師は少女の指し摘てきに少しだけ戸と惑まどったような様子を浮うかべながらも、これ以上エルヴィンに関わっても仕方がないと判断したのか、軽く咳せき払ばらいをしたのち、何事もなかったかのように講義を再開した。

　また面めん倒どうな貸しを作ってしまった、とエルヴィンは密ひそかにため息をつく。それから講師の声を右から左へと聞き流しながら、再び頰ほお杖づえを突ついて窓の外の蒼そう天てんを眺ながめるのだった。







◆第二節　王都ユグドラシティ第三階層・王立軍学校戦術科講義室◆




　──周囲に満ちた喧けん噪そうで、エルヴィンは不意に意識を取とり戻もどした。

　どうやら陽光のあまりの心ここ地ちよさに眠ねむってしまっていたらしい。周囲の喧けん噪そうから察するに、無事講義も終わったようだ。

　頰ほお杖づえを突ついた姿勢で眠ねむっていたためか、身体の節々が凝こり固かたまっている。

　大あくびを浮うかべながら、伸のびをしているとき──不意に誰かが近づいてくる気配を感じた。

　何となく嫌いやな予感を覚えながらも、気づかないふりをしてやり過ごそうとしたところで──彼女はエルヴィンのすぐそばに立ち止まった。彼かれの目の前にきらりとプラチナブロンドのカーテンが揺ゆらめく。

　さすがにこの状じよう況きようで無視を決きめ込こむのも不自然だったので、エルヴィンはため息交じりに頭を搔かきながら視線を上げる。

　──アーデルハイト・プリンツアーダルベルト。

　先ほど鶴つるの一ひと声こえで教室の空気を一いつ掃そうした予想どおりの人物が立っていたことを知り、エルヴィンは苦虫スムージィを飲み干したような何とも言えない表情を浮うかべて応じる。

「……なに？」

「なに、じゃないでしょう」

　少女──アーデルハイトは、腰こしに両手を当てて言う。

「さっきの態度はなによ、エル。もう少し真面目に講義を受けたらどうなの」

　アーデルハイトの言葉を聞き流しながら、ちらりと周囲に視線を向けるとクラスメイト──特に男子連中の冷たい視線が集まっているのが見えた。

　これ以上のトラブルはごめんなので、エルヴィンは少女の美しい顔を見上げながら努めて感情を排はいした言葉を返す。

「あの、俺おれのことは放っておいてくれませんかね、プリンツアーダルベルトさん」

「あなたみたいな問題児、放っておけるわけないでしょう」

　わずかに怒いかりの感情を滲にじませてそう言うと、アーデルハイトはエルヴィンのネクタイを摑つかんで無理矢理立ち上がらせる。

「とにかく話があるから付いてきて」

　それから、ネクタイを摑つかんだままずんずんと廊ろう下かに向かって歩いていく。飼い主に無理矢理散歩へ連れて行かれる犬のように、エルヴィンは引きずられる。

「……あの、乱暴は良くないと思いますよ、プリンツアーダルベルトさん」

　エルヴィンのささやかな反論も無視して、アーデルハイトはそのまま廊ろう下かを進んでいく。

「勘かん弁べんしてくださいよ、プリンツアーダルベルトさーん」

　周囲の厳しい視線（特に男子連中）を一身に浴びながら廊ろう下かを引きずられるように歩き──廊ろう下かの端はしのひとけの無い一角まで連れてこられたところでようやくネクタイを解放された。

　軽く息を整えながら、ここならば誰だれも見ていないだろうしいつもの態度で大だい丈じよう夫ぶだろうと思い直し、なぜか背中を向けたまま立たち尽つくす少女に声を掛かける。

「──おい、何のつもりだ、アーデ」

　その言葉に、少女はようやく振ふり返かえった。

「……やっと名前で呼んでくれた」

　拗すねたように小さく頰ほおを膨ふくらませながら、アーデルハイトは上うわ目め遣づかいで睨にらんでくる。まるで子供のような仕草に、エルヴィンは渋しぶい表情を浮うかべながら応じる。

「……みんなの前では勘かん弁べんしてくれよ。俺おれはこれ以上この学校で敵を作りたくないんだ」

「どうして私の名前を呼ぶことで敵ができるのよ。理解に苦しむわ」

「……それはおまえの想像力が足りていないせいだ」

　エルヴィンは無自覚の幼なじみを見ながら深いため息を吐はく。

　アーデルハイト・プリンツアーダルベルトは、背中に流れる艶つややかな金きん髪ぱつと、吸すい込こまれそうなほど深い彩いろどりを宿すサファイアの双そう眸ぼうが特とく徴ちよう的な非常に人目を引く少女だ。

　おまけにスタイルも良く、成績も戦術科首席という完かん璧ぺき超ちよう人じんなものだから、彼かの女じよは戦術科の──否、軍学校全体の偶ぐう像ぞうとして人気を博している。

　そんな恐おそるべき美少女が、ただの幼なじみというだけで自分のような落ちこぼれに絡からんでくるのだから、周囲のやっかみといったらない。

　しかし、エルヴィンの懊おう悩のうも知らず、不思議そうに小首を傾かしげる幼なじみの姿を見ていたら、いろいろとどうでも良よくなってきた。再び深いため息をついて、エルヴィンは尋たずねる。
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「──で、貴重な昼休み、飯を食うヒマも与あたえずに俺おれをこんなところへ連れ出して何のつもりだ。不真面目な俺おれに焼きでも入れるつもりか？」

「……入れないわよ」呆あきれたようにアーデルハイトもため息をつく。「まあ、確かに不真面目な授業態度はどうにかしたほうがいいと思うけど……さっきのは先生が悪かったわ。きっとあなたの才能をひがんでいるのよ、気にしないほうがいいわ」

「……フォローどうも。だが、おまえも知ってのとおり俺おれはクラスメイトからも講師陣じんからも嫌きらわれている落ちこぼれだ。下手に俺おれに絡からむとおまえのためにならない」

「大だい丈じよう夫ぶよ、私は上う手まく立ち回っているから。というか落ちこぼれなんて卑ひ下げするのは感心しないわ。あなた、未いまだに成績は戦術科二位でしょう」

「親おや父じがアレで、それでも首席のおまえに勝てないんだから、十分落ちこぼれだよ」

「それはあなたが真面目に講義を受けないからよ。少しでもやる気を出したら私の成績なんて、あっという間に抜ぬいていくに決まってるわ」

「……おまえは俺おれを過大評価しすぎだ」

「あなたが自分を過小評価しすぎなだけよ」

　エルヴィンの目をじっと見上げながらアーデルハイトはそんなことを言う。

　さすがに戦術科首席相手に論理展開と口の上手さで勝つ自信はなかったので、エルヴィンは早々に引き下がる。

「──で、わざわざ俺おれを慰なぐさめるためにこんなところへ連れ出したわけでもないだろう。そろそろ本題に入ってくれ」

「あら、つれないわね」アーデルハイトは後ろ手を組んで、ずいと顔を寄せてくる。「幼なじみとお話をするのに、いちいち理由が必要なのかしら」

　不意打ちの鼻び腔くうをくすぐる芳ほう香こうに少しだけ動どう揺ようする。

　ここ数年で驚おどろくほど成長し、女性らしさが増したにもかかわらず、彼かれに対する態度と距きよ離り感は昔のままなので、エルヴィンはこの幼なじみに密ひそかな苦手意識を抱いだいていた。どうにも調子が狂くるうのである。

　しかし、当のアーデルハイトは、エルヴィンの動どう揺ようなどまるで気づかないというふうに姿勢を正すと、まあいいわ、と話題を変えた。

「こんなところでも何だから、これからちょっと街のほうへご飯でも食べに行きましょう」

「──は？」突とつ然ぜんの話題転てん換かんにエルヴィンは戸と惑まどう。「これから、って午後の講義はどうするんだよ」

「サボタージュ」

　口元に人差し指を当てて色っぽい笑えみを浮うかべながら、悪びれもなくアーデルハイトは言う。

「普ふ段だん、真面目に講義を受けているのだから、たまには羽を伸のばさないと」

「……おまえ、意外としたたかだよな」

「特級戦術師なんて大層なものを目指しているのだから、したたかにもなるわ。それより、私に付き合ってくれるのか、あるいは退たい屈くつな午後の講義を真面目に受けるのか、お返事を聞かせてちょうだい？」

「────」

　試ためすような幼なじみへの返事に窮きゆうするエルヴィン。論理的に言っても、ここでアーデルハイトの誘さそいを断る理由はない。あるとしたら、感情的な理由か──。

　断る理由を何とか捻ねん出しゆつしようとするエルヴィン。しかし、彼かれの思考を先読みしたのか、アーデルハイトはずっと温存していた切り札を出すような得意げな表情を浮うかべて続けた。

「──奢おごってあげるわ」

「行きます」

　間かん髪はつを容いれず清すが々すがしいまでの即そく答とうだった。

　奢おごりともなれば話は変わってくる。これは、最近疎そ遠えんになっている幼なじみとの食事、という気まずい悪条件を一いつ掃そうするほどの好条件である。

　本日の昼食代を浮うかせられる、というのは、彼かれにとってそれほど魅み力りよく的な条件だ。

　斯か様ように、エルヴィン・ケーニヒヴィルヘルムという少年は、存外現金な人間なのである。







◆第三節　王都ユグドラシティ第三階層・商業地区◆




　アスガルズ王国の王都であるユグドラシティは、《世せ界かい樹じゆ》と呼ばれる天を突つくほどの巨きよ大だいな樹木の上に作られた階層都市だ。

　全長千メートルを優に超こえるあまりにも巨きよ大だいな《世せ界かい樹じゆ》には、やはり巨きよ大だいな九本の枝が地上から約百メートルごとに一本ずつ生えており、その枝の上に作られた九つのプレートが階層都市を形成しているのである。

　そして、最上階層である第一階層は王室居城、その下の第二階層は王立軍本部、さらにその下の第三階層は軍学校と商業地区というように、階層ごとに用よう途とを分けてこの巨きよ大だいな都市は運営されている。

　──今エルヴィンたちは、軍学校を抜ぬけ出だして商業地区の大通りを歩いているところだった。

　春まで間があり、まだまだ寒さの厳しい季節だというのに商業地区は熱気に満ちている。

　大通りにも人が溢あふれ、皆みな売り買いや立ち食いや井い戸ど端ばた会議をしたりと忙いそがしそうだ。

　そんな賑にぎ々にぎしくも楽しそうな住民を横目に見ながら、エルヴィンたちは行きつけの食堂《詩人の蜜みつ酒しゆ》までやってきた。

　三年ほどまえ──軍学校に入学するために彼かれらが郷里から王都へ出てきたばかりの頃ころは、よく二人で一いつ緒しよに利用したものだが、ここ最近はアーデルハイトともすっかり疎そ遠えんになってしまっていたため、二人でここを訪おとずれるのは実に一年ぶりくらいだった。

　多少の感かん慨がい深ぶかさも覚えつつ、しかしそれ以上にタダ飯である事実に胸を躍おどらせながらエルヴィンはスウィングドアをくぐる。

　店内に一歩足を踏ふみ入いれると、いらっしゃい、となじみの女将おかみさんの威い勢せいのいい一声が響ひびく。それからドスドスと床ゆかを踏ふみ鳴らしながら現れた恰かつ幅ぷくのいい中年の女性は、エルヴィンたちの姿を認めるなり目を丸くして声を上げた。

「おやまあ！　二人揃そろってるなんて珍めずらしいこともあるもんだね！」

「どうも、ご無ぶ沙さ汰たしてます、おばさま」アーデルハイトは余よ所そ行ゆきではない自然な笑え顔がおで挨あい拶さつする。「最近はなかなかお邪じや魔まできなくて寂さびしかったです」

「私もさね！」女将おかみさんは、嬉うれしそうにアーデルハイトを抱だき締しめる。「少し見なかっただけなのにまたずいぶんと綺き麗れいになったもんだね！　お母さんの学生時代にそっくりだよ！」

　女将おかみさんの言葉にアーデルハイトは頰ほおを染めてはにかむ。

　ここ《詩人の蜜みつ酒しゆ》の女将おかみさんは、エルヴィンたちの両親がユグドラシティで学生をやっていた頃ころから食堂を続けているらしく、その縁えんで彼かれらも色々と世話になっていた。ある意味では、この王都での保護者代わりとも言える存在である。

　満足したのかアーデルハイトを解放した女将おかみさんは、続いてエルヴィンをちらりと見やる。

「私はアーデがそこのボンクラにいよいよ愛あい想そ尽づかしたんじゃないかと心配してたよ。ここ最近、ずっとエルは一人でここに来てたからねえ。友だちもいないみたいだし、もう憐あわれで憐あわれで……」

「余計なお世話っすわ……。というかそもそも、一人でもちゃんと毎週ここ来て売り上げに貢こう献けんしてあげてたんだからいいでしょう」

　不ふ機き嫌げんなエルヴィンの言葉を、女将おかみさんは快活に笑い飛ばす。

「生言うんじゃないよ。あんたいつも一番安いハンバーグ定食しか頼たのまないじゃないか」

「おい、そう易やす々やすと個人情報を漏もらすなよ！」

　やや納なつ得とくのいかないものを感じながらも、簡単な挨あい拶さつを終えた彼かれらは店の奥おくのテーブルへと通される。食事時をぎりぎり外していたので、店内は空いていた。騒さわがしいのがあまり得意でないエルヴィンには、ありがたい。

　エルヴィンはいつものハンバーグ定食を、アーデルハイトは本日のおすすめ定食を注文する。そして、女将おかみさんが厨ちゆう房ぼうへ戻もどっていったところでアーデルハイトが不意に尋たずねてくる。

「──飽あきもせずまたハンバーグ定食ね。私の奢おごりなんだから、たまにはほかのもの食べれば？」

「奢おごりといえど無む駄だ遣づかいは俺おれの主義に反するんだよ。あと、誤解があるようだから言っておくが、俺おれは別に値段で決めてるわけじゃなくて純じゆん粋すいにここのハンバーグ定食が好きなだけだ」

　真顔で答えるエルヴィンに、しかしアーデルハイトは呆あきれ声で言う。

「──そうやって必要以上にお金を節約して。特待生奨しよう学がく金だけでやっていこうっていう心こころ掛がけはとても立派だけど、まだ子供なのだから親に頼たよることは恥はずかしいことではないわよ？」

「──親おや父じには頼たよりたくない」胸むねの奥おくから湧わき上あがった苦い思いを飲み下してエルヴィンは答える。「俺おれはね、早く自立したいの。早々に親おや離ばなれすることが最大の親孝行ってもんだろう」

「それは……そうかもしれないけど……」

　アーデルハイトは言いい淀よどむ。

　自分のことを心配してくれているのはわかるが、これはエルヴィン自身の問題なので余計なお世話というやつだ。これ以上深入りされるまえに、彼かれは話題を変える。

「──それより、突とつ然ぜん俺おれを呼び出して何を企たくらんでいる？」

「……企たくらむなんてそんな滅めつ相そうもない」

　急な話題転てん換かんに戸と惑まどった様子を浮うかべながらも、アーデルハイトは気持ちを切きり替かえるように給きゆう仕じされた水を一口含ふくんでから続ける。

「私はただ遠い郷里から一いつ緒しよに出てきた幼なじみと久しぶりに食事でもしようと思っただけよ」

「……よく言うよ。大体おまえがそういう殊しゆ勝しような態度に出るときは何か裏があるって決まってるんだ」

「あっ、ひどーい」アーデルハイトは昔に戻もどったように頰ほおを膨ふくらませる。「でも、これくらい強ごう引いんにしなきゃエルは私とご飯なんて行ってくれなかったでしょ。というか、ここ一年くらい明らかに私のこと避さけてたでしょ？　どうして？」

「──避さけてないヨ？」

「目が回遊魚並みに泳いでるでしょ！」

　テーブルから身を乗り出して両手でエルヴィンの顔面を固定して覗のぞき込こみ、無理矢理視線を合わせながらアーデルハイトは続ける。

「私が何かエルのいやなことした？　もしそうなら謝あやまるから正直に答えて」

「────」

　至近距きよ離りでこの透すき通とおるような碧へき眼がんに見つめられたら、いくらエルヴィンでもそう上う手まい言い訳は浮うかんでこない。仕方なく正直に答える。

「──一年まえ、《刻こく印いん診しん断だん》があっただろ。そこでおまえは《ティール》と《イサ》のダブルホルダだったことが判明して一いち躍やく軍学校中の有名人になった。そして俺おれは何の才能も持たない《ウィアド》であることが判明した。《ゼロ》なんて蔑称でバカにされてる俺が恐おそれ多おおくて近づきにくくなるのは自然なことだろ」

「──やっぱり。そんなことだろうと思った」

　呆あきれたようにそう呟つぶやいてアーデルハイトはエルヴィンを解放して椅い子すに座すわり直す。

「確かにあの一件で私は必要以上に持もて囃はやされるようになったし、エルは必要以上に周囲から疎そ外がいされることになったわ。でも──私はあなたのすごさを誰だれよりも知っているつもりなのだから、気にしなくて良かったのに」

「おまえが気にしなくても周りが気にするんだよ……。自覚が全くないようだから直ちよく截せつ的に言ってやるが、おまえは才さい色しよく兼けん備びの優等生として軍学校でカリスマ扱あつかいされてるの。そんなおまえに、最底辺である《ゼロ》の俺おれが親しくしようものならもう周囲のやっかみが半はん端ぱないの。だから俺おれは自己保身のためにおまえと距きよ離りを取ってたの。おまえももう少し自分の立場とか理解したほうがいいぞ」

　忠告的に少し突つき放はなした物言いをするエルヴィン。しかし、当のアーデルハイトは聞いているのか聞いていないのか、頰ほおを染めて惚ほうけた表情を浮うかべている。

　何事かと戸と惑まどうエルヴィンを前に、手ぐしで流りゆう麗れいなプラチナブロンドの髪かみを梳すきながら、アーデルハイトは、えへへ、とはにかむ。

「エルの口から、才さい色しよく兼けん備び、なんて言われると照れるなあ……」

「あ、いや、それは別に俺おれが思ってるわけじゃなくてな、ただ周りがそう言ってるだけで……」

「でも、その言葉を鵜う吞のみにしてるってことは、そんなに否定するほど間ま違ちがってるとは思ってないってことだよね？　ねえ、さっきおばさまも言ってたけど、私、少しは綺き麗れいになった？」

「────」

　さすがに答えに窮きゆうす。いくらエルヴィンでも、少しどころではなく軍学校中でも群を抜ぬいてとびきりの美少女に成長したではないか、とは言えない。それが周囲の正当な評価であり、彼かれ自身異を唱えるつもりは毛頭なかったとしても、この幼なじみにその事実を告げることはなぜかとても躊躇ためらわれた。

　なのでここは適当にお茶を濁にごしておく。

「──まあ、もう十五歳なんだし子供の頃ころのちんちくりんに比べれば多少はマシになってるんじゃないか。特に胸のあたり」

「──えっち」

　顔を赤らめながら身を引いて胸を腕うでで隠かくすような仕草をするアーデルハイト。彼かの女じよの意識を何とか逸そらすことに成功したと胸をなで下ろしていたところで、注文していた料理が到とう着ちやくした。

　配はい膳ぜんをしてくれた女将おかみさんは、意味深な笑えみを浮うかべながら二人を見やり、ごゆっくり、とだけ呟つぶやいてまた厨ちゆう房ぼうの奥おくへと戻もどっていった。

　何だかあらぬ誤解をさせたようだが、わざわざ追いかけていってそれを訂てい正せいするのも面めん倒どうだ。気にしないことにして、エルヴィンは食事に取とり掛かかる。

　それから二人は無言で食事を楽しむ。もともと二人ともそれほどおしゃべりなほうではないし、お互たがいの性格をよく理解しているので沈ちん黙もくが苦にならないのである。

　大した会話もなく食事を平らげてまったりとし始めたところで、アーデルハイトは不意に口を開いた。

「──実は私、戦術科首席として特務を言いい渡わたされてね。これから本部へ出頭するの」

　予想外の言葉にエルヴィンは驚おどろく。本部、というのは軍本部のことだ。つまり、軍学校の学生でありながら国の情勢を左右する軍の特別任務を与あたえられたということになる。

「──すごいじゃないか。なかなかあることじゃないぞ。このチャンスをものにして、是ぜ非ひ俺おれの分も立派な特級戦術師になってくれ」

「何言ってるの。あなたも来るのよ」

「──は？」

　さらなる予想外の言葉に、エルヴィンは間の抜ぬけた声を上げてしまう。しかし、アーデルハイトはあくまでも優ゆう雅がに紅茶のカップを傾かたむけながら、エルヴィンのことなどお構いなしというふうに続ける。

「私一人で特務なんて不安でしょう。エルがいてくれたらとても安心だわ」

「いや、ちょっと待て……。そもそも特別任務なんだから勝手に人数増やしちゃまずいだろ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。特別に一人だけ同行者を連れて行くことを許されてるから」アーデルハイトは澄すまし顔で言う。「もちろん優ゆう秀しゆうな学生、っていう条件はついてるけど、戦術科次席のエルなら申し分ないわ」

「ぐっ……まさか初めから俺おれを巻まき込こむつもりで、食事に誘さそったのか……っ！」

　完全に塡はめられたとエルヴィンはほぞを嚙かむ。対するアーデルハイトは、勝かち誇ほこった笑えみを浮うかべて言う。

「もちろん、エルが奢おごりに弱いことを知った上で、ね。どう？　私も戦術師として少しは成長してるかしら？」

「────」

　エルヴィンは返答に詰つまる。まだ支し払はらいをしていない以上、この場に代金を置いて立ち去れば何事もなく逃にげおおせるだろうから、戦術としては残念の一言でしかない。だが、そもそもその一手を考こう慮りよにも入れないのは、エルヴィンならばそんなことはしない、という確信を彼かの女じよが持っているからにほかならない。

　みんなの前では立派に優等生を務めあげているアーデルハイトだが、どうにもエルヴィンが絡からむと冷静な判断力を欠いてしまうことが多い。

　エルヴィンとしてはそんな幼なじみのことが放ってはおけないし、何より彼かの女じよの手放しの信しん頼らいを裏切れるほど人でなしでもなかった。

　つまり、ある意味でアーデルハイトの戦術は見事に奏功しているわけだが、それを認めるのも悔くやしくて返答に窮きゆうしていると、なぜかアーデルハイトはカップをソーサに戻もどし、双そう眸ぼうを潤うるませていた。訳がわからず動どう揺ようするエルヴィンに、彼かの女じよは掠かすれるような声で尋たずねる。

「……どうしてもだめかな？」

「────」

　これはずるい。

　そんな縋すがるような目で見つめられたら、もうどうあっても断れるはずがないではないか。

　子供の頃ころから、アーデルハイトの涙なみだにはてんで弱いのである。

　仕方なく本日一番の深いため息をついてから、エルヴィンは覚かく悟ごを決める。

「──わかったよ。まあ、確かにおまえ一人を行かせるのも不安だから付いて行ってやる。その代わり、この先一週間は昼飯を奢おごってくれ。それくらいの報ほう酬しゆうは認められるはずだろ」

「もちろん！」アーデルハイトは途と端たんに表情を輝かがやかせる。「ありがとう、エル！　やっぱり優やさしいね！　それじゃあ、時間が無いから急がないと！」

　エルヴィンの許可を得ることなくアーデルハイトは、彼かれの腕うでを引いて歩き出した。

　女将おかみさんに二人分の代金を支し払はらい、晴れやかな笑えみを浮うかべながら、また来ますね、と告げるアーデルハイト。女将おかみさんも、いつでもおいで、と嬉うれししそうに送り出してくれる。

　半ば引きずられるように大通りを進みながらエルヴィンは、またぞろ厄やつ介かいなことになりそうだ、と他ひ人と事ごとのようにそんなことを考えるのだった。

　肘ひじのあたりに感じる、成長した幼なじみの胸の感かん触しよくに気づかないふりをして──。







◆第四節　王都ユグドラシティ第二階層・王立軍本部◆




　ユグドラシティで階層間の移動をする際は、支柱（幹）に設置されたエレベータを利用する。

　軍本部のある第二階層まで上がってきたエルヴィンたちは、そこかしこに配備された警備兵から奇き異いの視線に晒さらされながら、軍本部構内を目指して歩みを進めていた。

　軍関係者とはいえ学生の彼かれらがこの階層に足を踏ふみ入いれることは滅めつ多たにないので、アーデルハイトは少しだけ緊きん張ちようしているようにも見える。対するエルヴィンは、普ふ段だんどおりの心持ちだった。情じよう緒ちよに乏とぼしい彼かれは、あまり物事に動じないのである。

　何とか辿たどり着ついた軍本部構内で受付嬢じように用件を伝える。それから、受付嬢じように連れられるまま上級将しよう校こう執しつ務む室の前まで到とう着ちやくした。

　重じゆう厚こうな樫かしの扉とびらをノックして受付嬢じようは室内の人物に来客の旨むねを伝える。すると中から、入りたまえ、という予想外に涼すずやかな女性の声が響ひびいてきた。

　少しだけ戸と惑まどいながら、失礼します、とアーデルハイトに続いて室内に足を踏ふみ入いれ──そしてその先に待ち構えていた人物を見た瞬しゆん間かん、その感情は驚おどろきに変わった。

　この国では珍めずらしいぬばたまの黒くろ髪かみを腰こしまで伸のばし。

　細筆で書いたようなやや鋭えい角かく的な眉まゆの下には、切れ長の双そう眸ぼうが黄こ金がね色いろの輝かがやきを宿している。

　あまりにも特とく徴ちよう的などこか異国を思わせる顔立ちの美女の名は、セルベリア・オーディン。

　十年まえの世界大戦時、どこからともなく綺き羅ら星ぼしのように現れて国を守り、その後も数々の武ぶ勲くんを上げ続け、二十四歳さいという若さで王立軍中将の地位まで上のぼり詰つめた伝説的な英えい雄ゆうである。

　王立軍最強の軍人と名高いだけでなく、今は女王直属の戦せん闘とう部隊《戦いくさ乙女おとめ隊》の隊長として、王都の守護を担になっているはず──そうエルヴィンは記き憶おくしているが……そもそもなぜそんな大人物が登場したのか理解できず、彼かれは再び戸と惑まどう。

　しかし、当の本人は噂うわさに聞く鬼き神じんぶりをまるで感じさせない気さくさで二人を迎むかえ入いれた。

「やあ、忙いそがしい中こんなところへ呼びつけて申し訳ない。きみがアーデルハイト・プリンツアーダルベルトだね。きみの話は教師陣じんから聞きき及およんでいる。とても優ゆう秀しゆうな上に《イサ》と《ティール》の刻印ルーンを持っているらしいね。十年に一人の逸いつ材ざいだと評判だ」

「恐おそれ入いります」アーデルハイトは緊きん張ちようした面おも持もちで恭うやうやしく頭を下げる。「天下の英えい傑けつオーディン中将にお褒ほめいただけるなんて、この上ない誉ほまれです」

「楽にしてくれ。堅かた苦くるしいのは好きではない」

「──申し訳ありませんでした」

　ゆっくりと頭を上げるアーデルハイト。次いでセルベリアはエルヴィンを見やる。

「それから、きみがプリンツアーダルベルトの同行者だね。名は何という？」

「──エルヴィン・ケーニヒヴィルヘルムです」多少動どう揺ようしながらもエルヴィンは答える。「一応、成績は戦術科次席です。あと、彼かの女じよとは幼なじみなので、ほかの人よりは多少彼かの女じよの役に立てるかと愚ぐ考こうします。よろしければ、同行を許可いただければ幸いです」

「ケーニヒヴィルヘルム……？」セルベリアは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。「まさかきみ、ラインハルト・ケーニヒヴィルヘルム大将のご子息か？」

「──ええ、まあ」

　エルヴィンは何とも言えない複雑な心境で頷うなずく。彼かれの父ラインハルトは、国内に数名しかいない特級戦術師の一人としてそこそこの知名度がある。

　するとセルベリアは何とも嬉うれしそうに彼かれのもとまで歩み寄り、気さくに彼かれの肩かたを叩たたいた。

「そうかそうか、まさか大将にこんな大きな子供がいたとは知らなんだ。確かに、その見事な赤あか髪がみは父上譲りのようだな。ああ、突とつ然ぜん驚おどろかせてすまない。ラインハルト大将にはいろいろと世話になっていてね。大将のご子息であればなおのこと問題はない。是ぜ非ひ、プリンツアーダルベルトのサポートに参加してくれ。とりあえず立ち話も何だから奥おくで落ち着いて話そう。飲み物は紅茶でいいかな」

　言われるままに奥おくの応接スペースに連つれ込こまれ、エルヴィンたちはあれよあれよという間に不意の接待を受ける。

　仮にも軍学校の学生として、伝説的軍人にお茶汲くみなどさせていいはずもなかったが、当の本人が上じよう機き嫌げんにお茶の準備を始めてしまったのだから仕方がない。エルヴィンたちにできるのは、ただじっとされるがままに接待を受けることだけである。

　給きゆう仕じを終え、ようやく彼かれらと同じテーブルに着いたセルベリアは、自分で淹いれた紅茶を美お味いしそうに一口啜すすってから、さて──、と語り始める。

「本題に入るまえに──少しだけ最新の世界情勢の話をしよう。この広大なユースティティア大陸を治める二つの大国、我らアスガルズ王国と隣となりのアンドヴァリ連れん邦ぽう共和国の小こ競ぜり合あいが始まってそろそろ五百年が経たとうとしているわけだが……ここまで両国の関係が悪化して、戦争が無む駄だに長引いてしまった理由の一つに、五百年まえの連れん邦ぽうの軍事転てん換かんが上げられる」

「──連れん邦ぽうが軍備をどんどんと強化していくので、和平交こう渉しようを進めたい王国側もやむなく軍備を増強せざるを得ない、という悪あく循じゆん環かんに陥おちいっている、と軍学校で習いました」

　アーデルハイトの小気味の良よい合いの手に、セルベリアは上じよう機き嫌げんにそうだ、と頷うなずく。

「しかし、その軍備増強の悪あく循じゆん環かんもそろそろ限界に来ている。冷戦構造とはいえ、大量生産して備えた弾だん薬やくにも使用期限があるし、何よりこんな虚きよ勢せいの戦争を続けていたら兵士の士気が下がるばかりだ。そんなわけで今から十年まえ、ついに両国は全面的な武力行使を行った」

「──オーディン中将が活かつ躍やくしたミドガルズ戦せん役えきですね」

「うむ。だが結局、勝敗を決するところまではいかなかった。我々に得られたものといえば、家族や大切な誰だれかを失った人々の悲しみだけ……。あのときと同じ轍てつを踏ふまないよう、我々は和平交こう渉しようの努力を続けながら国の復興に尽じん力りよくしてきた。だが、ここ数ヶ月、再びきな臭くさい事態に陥おちいっている。和平交こう渉しようの努力の甲か斐いもなく、前線の緊きん張ちよう感は増すばかりで、両国の武力均きん衡こうも極限に達しつつある」

「つまり、いつ均きん衡こうが破れて再び全面戦争に突とつ入にゆうしても不思議ではない、と？」

　思った疑問を投げかけるエルヴィン。セルベリアは困ったように眉まゆをひそめて頷うなずく。

「……そもそも何が火種になるかもわからないほど切せつ迫ぱくした均きん衡こう状態なのだ。下手に軍を動かすこともままならない、という現状を理解した上で、これからの話に耳を傾かたむけてもらいたい」

　そこでセルベリアは一度紅茶の満たされたカップに口をつけて、気持ちを切きり替かえたかのように本題へ入る。

「──きみたちには、ある田舎いなかに住む少女を一人、秘密裏に王都まで招しよう聘へいしてもらいたい」

「少女の──招しよう聘へい、ですか」アーデルハイトは小首を傾かしげる。「確かに、それくらいならば学生の我々にも可能かもしれませんが……しかし、当然その少女というのは、ごく普ふ通つうの一いつ般ぱん人じん、というわけではないのですよね？」

「うむ。未み確かく認にんの情報だが──どうにもその少女は《ゲーボ》の刻印ルーンを保持しているらしい」

「──《ゲーボ》」アーデルハイトは驚おどろいたように両眼を丸くして言う。「治ち癒ゆの刻印ルーンですね。対象者の治ち癒ゆ能力を向上させて怪け我がの治ち療りようなどが行える希き少しよう刻こく印いんだったと記き憶おくしています」

　希き少しよう刻こく印いんとは、文字通り希少価値の高い刻印ルーンである。比較的よくあるものでも数万人に一人、さらに希少になると数千万人に一人というとてつもないものも存在する。

　なるほど、そんな希少かつ軍事的価値も高い刻印ルーンの保持者ならば手元に置いておきたいと軍部が考えるのも頷うなずける。だが──。

「ですが、オーディン中将。それくらいならば、わざわざ学生である俺おれらを駒こまとして使う必要もないんじゃないですか？　極きよく端たんな話、地元の兵士に連れん絡らくを取って招しよう聘へいすればそれで事足りるはずです。にもかかわらずそれをしない理由──まだ何か大切なことを隠かくしていますよね？」

「ちょっとエル──っ！」

　慌あわてた様子でアーデルハイトに窘たしなめられるが、すぐにセルベリアは手でそれを制する。

「いや、構わない。それくらい率そつ直ちよくなほうが私も話しやすい」

　さすがはラインハルト大将の息子むすこだ、などと感心しながらセルベリアは神しん妙みような顔で言う。

「──ここから先は他言無用で頼たのむ。この任務は形式上特務となっているが、実際には私の独断で行っている越えつ権けん行こう為いなんだ」

　予想外の言葉に戸と惑まどうエルヴィン。セルベリアは心なしか声のトーンを落として続ける。

「きみたちは、アスガルズ王国建国の起源──《世せ界かい樹じゆ》創造の神話を知っているかな？」

　再び予想外の話題展開に戸と惑まどいながらエルヴィンたちは顔を見合わせる。

「──《災さい厄やくの魔ま女じよ》と《聖女エイル》の神話ですよね。講義でも習いましたし、この町に住む人間であれば子供でも知っていると思いますが」エルヴィンは答える。

「そうか、ならば話は早い。──クーア教の教義を生んだとされる聖女エイル様は《災さい厄やくの魔ま女じよ》を屠ほふった《大いなる力》のほかに、人を癒いやす超ちよう常じようの力を持っていた……と言われている。当時人類はまだ刻印ルーンに目覚めていないが、しかし、もしも彼かの女じよが現代に生きていたならばやはり刻印ルーンは《ゲーボ》として表現されたことだろう」

「あの、恐おそれながらお話がまだよく見えないのですが……」アーデルハイトは怖こわ々ごわと尋たずねる。「その少女と聖女エイル様にどのような関係が……？」

「──この場で私の考えを隠かくしても意味が無いから単刀直入に言おうか」セルベリアは、アーデルハイトとエルヴィンの顔を交こう互ごに見つめて告げる。「私はその少女が、エイル様の生まれ変わりではないか、と考えている」

　生まれ変わり──？　と無意識に反復するエルヴィン。セルベリアは、そうだ、と頷うなずく。

「まだ可能性の話だがね。厳密に言えば、生まれ変わりというよりは、能力の継けい承しよう、というほうが正しい。もちろん、私の妄もう言げんというわけではないぞ。実際、過去にエイル様の《大いなる力》を継けい承しようした方がいる」

「──まさか、《救国の戦いくさ乙女おとめ》ですか……？」

　エルヴィンの言葉に、セルベリアは重々しく頷うなずいた。

　救国の戦いくさ乙女おとめ──アスガルズ王国王女リーゼロッテ・ヴィクトリア・ルイーゼ。

　千年まえ、民たみを守るため国を背負って戦ったうら若き戦いくさ乙女おとめ。伝承の彼かの女じよもまた、聖女エイルと同様の《大いなる力》を持っていたと言われている。

　曰いわく、触ふれることなく巨きよ大だいな岩を砕くだき。

　曰いわく、砲ほう煙えん弾だん雨うの中をまるで見えない壁かべに守られているかのごとく無傷で駆かけ抜ぬけ。

　曰いわく、数万の軍勢をただの一いつ喝かつで昏こん倒とうさせ。

　しかし、可か憐れんな容姿に似つかわしくない破は壊かい的な力だけではなく、人々の傷を癒いやす力も持っていたと──そう伝えられている。

　もしも、セルベリアの言うように聖女エイルの力が継けい承しようされるのだとしたら、くだんの《ゲーボ》の刻印ルーンを持つ少女もまた《大いなる力》を継けい承しようしている可能性はある。現状それは考えられる必要条件なのだから──。

　勝手な思考を進めるエルヴィンをよそに、セルベリアは再び声のトーンを落として続ける。

「──もしも本当にその少女が《大いなる力》を継けい承しようしているのだとすれば、この均きん衡こうした世界情勢を打開する切り札になり得る。まだ可能性の段階とはいえ、当然この事実が漏もれれば王立軍もアンドヴァリ連れん邦ぽう軍も、必死になって少女を確保しようと動くだろう。下手したらクーア教まで巻まき込こんだ、少女の争そう奪だつ戦になりかねない」

「本来切り札のはずが、逆に全面戦争を加速させるための火種にもなりかねない、と。つまり、どうあっても軍を介かいさず秘密裏に少女を確保するため、学生であるアーデルハイトに白羽の矢が立った、ということですね」

「うむ。だからこれは軍とは無関係に、あくまでも私の独断で行っていることだと理解して行動してもらいたい。もちろん、結果的にそれがこの国のためになると思ってのことだ。だから──私のわがままに少しばかり付き合ってほしい」

　セルベリアは、真しん摯しな視線をエルヴィンたちに向ける。それから彼かの女じよは、すぐにくだけた笑えみを浮うかべた。

「まあ、そうは言ってもおそらくは私の取とり越こし苦ぐ労ろうだろうとも思っている。傾けい向こうとして《大いなる力》の継けい承しよう者は、大きな世界の危機に際して誕生するが、戦争中とはいえ現状はそれほどの危機というわけでもないからな。とりあえず、きみたちもそんなに肩かた肘ひじ張らなくて構わない。ちょっとした小旅行のつもりで気軽にこの特務を楽しんできてくれ──」

　そう言ってセルベリアは、快活に笑ったのだった──。
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◆第一節　アスガルズ王国西部・ユグドラシティから百キロ地点◆




　大陸横断列車ラタトスクの車内で、エルヴィンは流れゆく風景をぼんやりと眺ながめながらあくびをした。

　車窓から覗のぞく穏おだやかな眺ちよう望ぼうはのどかとしか言い様がなく、ともすれば今が戦時下であることを忘れてしまいそうになる。

　しかし、たとえこれが仮かり初そめの平和だったとしても、これはこれで悪くない、などと考えながら、エルヴィンは向かいの席に座すわる幼なじみに視線を向ける。

　──気持ちいいわね、とアーデルハイトは窓からの風に前まえ髪がみを揺ゆらしながら言う。

「ふふっ、エルと二人でお出かけなんて久しぶりね。郷里から王都へ出たとき以来かしら」

「……上じよう機き嫌げんだな」エルヴィンは呆あきれ顔で言う。「俺おれが言うのも何だが、これ任務だからな」

「わかってるわよ」アーデルハイトは拗すねたように頰ほおを膨ふくらませる。「だから、こうしてちゃんと制服も着ているでしょう？　本当はもう少しおめかししたかったのに」

　そう言って、着ている制服を見せつけるようにアーデルハイトは座席から身を乗り出す。胸むな元もとが強調されるデザインなので正直目のやり場に困る。昔は洗せん濯たく板もかくやというレベルで抑よく揚ように乏とぼしかったというのに、いつの間にこんなたわわに実ってしまったのか。

　エルヴィンは視線を逸そらしつつ珍めずらしく素す直なおに答える。

「──まあ、おまえは根が真面目だからそういうかっちりした服が似合ってるよ」

「本当？　あ、ありがとう……。で、でも確かに制服効果みたいなものはあるかもね。あなたも根が不真面目なのに制服を着ているとそこそこ真面目に見えるわ」

　アーデルハイトは、照れたようにはにかむ。

　ちなみに彼かれらが制服を着ているのにもちゃんとした理由がある。本来、軍に内ない緒しよの特務なのだから私服で隠おん密みつ行動をすべきなのだが、しかし、そうすると今度は子供二人の長旅という別の意味で軍の目を引いてしまう恐おそれがある。その違い和わ感かんを払ふつ拭しよくするためには結局『何らかの任務中の学生』を装よそおうのが一番自然なので、こうして律りち儀ぎにも制服を着ている次し第だいだ。

　それにしても──とエルヴィンは窓まど枠わくに肘ひじを突ついたままアーデルハイトに顔を向けて言う。

「こんなに穏おだやかだと、戦争なんてとっくに終わってるんじゃないかって錯さつ覚かくするな」

「そうね……五百年も戦争が続けば仕方ないわ。でも、お互たがい引ひき際ぎわを完全に逸いつしちゃってるから、この戦争がどういう幕引きをするのか、なかなかビジョンが見えないわね」

「だが前線は最近ますます苛か烈れつの一いつ途とを辿たどってるらしいじゃないか。緩かん衝しよう地帯を越こえてきた軽装歩兵が国境の町で暴れるなんて話もよく聞く。このままじゃ軍事費だけで国が傾かたむくぞ」

「……ほんと、エルらしい意見ね、と笑えないのがつらいところだわ」

　苦く笑しようしながら、彼かの女じよは指で摘つまんだミカンを一片ぺんエルヴィンに差し出してくる。

　ぱくりと、ほとんど無意識にエルヴィンは直接口で受け取る。ひんやりと冷たい食感が思考を冷やす。というか異常に冷たかった。

「──おい」エルヴィンは向かいの幼なじみに呆あきれ顔を向ける。「常温のミカンで即そく席せきの冷れい凍とうミカンを作るなよ。才能の無む駄だ遣づかい過ぎる」

「あら、別にいいじゃない。冷たいほうが酸味が抑おさえられて美お味いしいわ。ほら」

　言って再び一片ぺん差し出してくる。同じようにエルヴィンも口で受け取る。

「まあ、確かに美う味まいことは美う味まいが──」

　そこまで言いかけたところではたと気づく。あまりにも自然に行った一連の動作は、さすがに年とし頃ごろの男女としていかがなものだろうか、と。

　アーデルハイトも同じことを考えたようで、再びエルヴィンに手を伸のばしかけた姿勢で静止して、次し第だいに赤面していく。なんとも気まずい。おまけに──。
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「見てママ。あの人たち『こうしゅうのめんぜん』でイチャイチャしてるわ。アベックー？　アベックなのー？」

「ダメよ、そういうことを言っては。淑しゆく女じよはこういうとき、見て見ぬ振ふりをするものなのよ」

「わかったわ、ママ。でもわたし、あのお兄さんたちの恋れん愛あいが上う手まくいくよう、こっそりお祈いのりしてあげるわ」

「…………」

　別の席のおませな幼女に冷やかされてしまった。アーデルハイトの赤面はいよいよ加速し、お湯が沸わかせそうなレベルだ。エルヴィンもいろいろな意味で冷ひや汗あせが大変なことになっていたので、こほん、とわざとらしく咳せき払ばらいをして話題を変える。

「そ、そういえば、目的地まではあとどれくらいなんだ？」

「え、あ、ちょ、ちょっと待ってね！」

　意図を察したアーデルハイトも、わざとらしく手間を掛かけて手帳を眺ながめながら答える。

「えっと、このまま大陸横断列車ラタトスクでヨルムンガンド山脈の麓ふもと町まちスルズヘイムまで行って一泊ぱく。それから、縦断列車フレスヴェルグ十二号で北上して北ほつ方ぽう城じよう塞さい都市ノルズリまで行って、そこから馬車で山道を進んでようやく目的のニヴルヘイムに到とう着ちやくね」

「……予想以上のクソ田舎いなかだな」

　予定を聞いていなかったエルヴィンは、今さらながら行程を把は握あくしてため息をついた。

　惑星最大の大陸であるユースティティア。その中央を南北に走るヨルムンガンド山脈によって二分された西側をアスガルズ王国、東側をアンドヴァリ連れん邦ぽう共和国がそれぞれ治めている。

　今彼かれらの乗っている大陸横断列車ラタトスクは、アスガルズ王国西せい端たんの大都市である王都ユグドラシティと、王国東とう端たんにあるヨルムンガンド山脈の麓ふもと町まちスルズヘイムまでをほぼ一直線で繫つなぐ鉄道路線である。

　また、ラタトスク沿線の十二の都市は大陸縦断列車フレスヴェルグと連れん絡らくしており、物流は比ひ較かく的てき整っているが、それでもまだ北部や南部の一部は山さん岳がく地ち帯たいなどの関係で開発があまり進んでいないのが現状である。

　これから向かうニヴルヘイムも、そんな北部の辺境集落の一つだ。

　ちなみに両国の国境であるヨルムンガンドは標高二千メートル級の山々の連なる非常に険しい山脈で、両国の緩かん衝しよう地帯として設定されている──。

「──しかし、気が利きかないよな」エルヴィンは独り言のように愚ぐ痴ちを漏もらす。「──航こう空くう艦かんなら六時間程度なんだろ。空いてる艦かんでちょこっと送ってくれればいいのに……」

　エルヴィンの愚ぐ痴ちにアーデルハイトは苦く笑しようを浮うかべる。

「まあ、そう無茶言わないの。世界情勢が悪化しているこの状じよう況きようで二隻せきしかない軍ぐん艦かんを動かすわけにはいかないでしょう。そのために私たちが特務で動いているのだから、多少の手間は仕方がないわ」

　それにこうしてのんびりする旅もいいものでしょう、と彼かの女じよははにかみながら結ぶ。

　確かに──、と多少不服ながらも幼なじみの言葉にエルヴィンは納なつ得とくする。

　手間も時間も掛かかるが、こうして列車に揺ゆられてぼんやりするのも悪くはない。特に最近はいろいろと鬱うつ屈くつしていたので、いい気晴らしになる。

　もしかしたらそんなエルヴィンに気づいて、アーデルハイトは強ごう引いんに彼かれを特務に引き入れたのかもしれない。

　そう考えると、エルヴィンも幼なじみの厚こう意いを無下にはできない。

「──その、いろいろとありがとな」

　照れくささを感じながらも、エルヴィンはアーデルハイトに礼を述べる。

　しかし、エルヴィンの意図に気づいているはずのアーデルハイトは、澄すまし顔を浮うかべながら、何のことかしら、などと嘯うそぶく。

　まったくもってこの幼なじみの少女には敵かなわないと、改めて認にん識しきするエルヴィンの複雑な心境をよそに、大陸横断列車ラタトスクは一路東へ向けて走り続ける──。







◆第二節　スルズヘイム・目め抜ぬき通どおり◆




　──王国東とう端たんのスルズヘイムは、国内でも有数の大都市である。

　王国東側の流通の要として、さまざまな物や人が集まり独自の文化発展を遂とげたとても賑にぎやかな所だ。

　だが、国境と緩かん衝しよう地帯にほど近いという立地条件から常に連れん邦ぽうからの脅きよう威いに晒さらされる危険な町でもある。

　特に近年、両国の緊きん張ちよう感が増してきてからは毎日のように何かしらの嫌いやがらせが発生しているようで、正直なところ治安は驚おどろくほど悪い。

　その半面、そんな連れん邦ぽうの妨ぼう害がいになど屈くつしないとばかりに町は活気に溢あふれており、人々はこの国と国、危険と平和、善意と悪意の渦うず巻まく境界の町で今日もしたたかに生きている──。

　さて、半日近く列車に揺ゆられ、そろそろ尻しりの肉がボロボロと崩くずれ落おちるのではないかと錯さつ覚かくするほど肉体的にも精神的にも限界を感じていた夕刻過ぎ──ようやくエルヴィンたちは、本日の目的地であるスルズヘイムに到とう着ちやくした。

　転げ落ちるように列車から逃にげ出だしたエルヴィンとは対照的に、少し遅おくれて列車から降りてきたアーデルハイトはあくまでも余よ裕ゆうの表情を崩くずさなかった。

　彼かの女じよはここ数時間でやたらとやつれた様相のエルヴィンを見てクスリと笑う。

「もう、エルはちょっと軟なん弱じやくすぎよ。少しは身体を鍛きたえないと。これくらいで音を上げていたらこの先軍人としてやっていけないわ」

「──俺おれはおまえと違ちがって臀でん部ぶに最高級低反発クッションを装備してないんだよ」

「あら、私のお尻しりに興味があるの？　良かったら触さわってみる？」試ためすような視線。

「……いや、遠えん慮りよしておきます」

　勝ち目のない戦いと見み越こして早々に撤てつ退たいする。今はそんな余よ裕ゆうもないのである。

　それから這ほう々ほうのていで宿に着き、一段落してから二人は夕食を取るために街へと繰くり出だす。

　王都ほどではないにせよさすがに大都市だけあって、夜の繁はん華か街は賑にぎやかだった。

　普ふ段だんのエルヴィンたちはユグドラシティ第三階層の軍ぐん学がつ校こう施し設せつ内からほとんど出ない生活をしているので、こうした活気溢あふれる夜の賑にぎわいは新しん鮮せんで興味深い。

　そんな物もの珍めずらしい雰ふん囲い気きに流されながら、夜の街の散策と洒落しやれ込こんでいたときのことだ。

　大通りを歩いていたアーデルハイトが不意に足を止めた。

　釣つられてエルヴィンも足を止める。

「どうした？」

　エルヴィンの問いに、アーデルハイトはわずかに視線を外しながら眉まゆをひそめて答える。

「──何か、あっちのほうから言い争うような声が聞こえるわ」

　言って彼かの女じよは、路地裏のほうを指さす。言われるままエルヴィンも騒さわがしい周囲の雑音を意識的に排はい除じよしながら路地裏に耳をそばだてる。

　すると確かに、一人の女性と複数の男の声が聞こえてきた。その構成は明らかに何らかのトラブルが起きていることを予感させる。

　一応、軍の特務中であるエルヴィンたちは、あまり厄やつ介かい事に首を突つっ込こむべきではなかったが、二人ともこの状じよう況きようを見過ごせるほど大人でもなかったので、顔を見合わせ一いつ瞬しゆんで幼なじみ特有の意思疎そ通つうを済ませると同時に駆かけ出だした。

　大通りから路地裏へ入ると喧けん噪そうが薄うすまり、ますます奥おくで言い争う声が大きくなる。

　大事になるまえに早いところ何とかしよう、とエルヴィンたちは加速する。

　そうして走はしり抜ぬけた袋ふくろ小路こうじで──エルヴィンは、一人の小こ柄がらな少女が四人の巨きよ漢かんに囲まれている光景を目もく撃げきした。

　男たちの胸むな元もとには連れん邦ぽう軍人の国章が付いていた。これがおそらく例の緩かん衝しよう地帯を越こえて悪さをするという連中なのだろう。

　筋肉の壁かべで囲い、じりじりと少女のパーソナルスペースを侵しん食しよくするその光景は恐きよう怖ふを通とおり越こして滑こつ稽けいですらある。

「──おい、その辺でやめとけ」

　とりあえず、エルヴィンは声を掛かけてみる。

　すると男たちは驚おどろいたようにエルヴィンのほうを振ふり返かえってから、そこに立っていたエルヴィンたちの姿を認めて失しつ笑しようを浮うかべた。

「何だよ、警備兵かと思ったらガキじゃねえか。邪じや魔まだから消えな」

「まあ、そう言うなって」

　肩かたを竦すくめ、エルヴィンはあくまでも余よ裕ゆうの表情を崩くずさず続ける。

「俺おれたちも厄やつ介かい事は避さけたいし、あんたらも痛い思いはしたくないだろうから、その子を解放すればこの場は見み逃のがしてやるって言ってるんだ。お互たがい悪い条件じゃないだろう？」

　エルヴィンの言葉に、男たちは顔を見合わせると突とつ然ぜん大声で笑い出した。ひとしきり笑ってから、下げ卑びた笑えみを顔に貼はりつけたリーダ格の男が一歩エルヴィンたちのほうへ進み出る。

「おまえみたいなもやしに何ができるってんだ。おう、やる気なら掛かかってこい」

「そうか──なら仕方ないな」

　余よ裕ゆうの態度で男の挑ちよう発はつを受けてから──エルヴィンは朗々と告げる。

「さあ！　やっちゃってくだせえ、アーデルハイト先生！」

　地面に膝ひざを突つき、すちゃ、と隣となりの幼なじみを示す。

「……はあ、そんなことだろうと思ったけど」

　調子のいいエルヴィンの様子に、あからさまな落らく胆たんのため息をつくアーデルハイト。

　しかし──。

「──まあ、でも。この状じよう況きようを手早く解決するにはそれが一番合理的だし、彼ひ我がの戦力差を見み極きわめた戦術としては最適解とも言えるわ。仕方ないから、あなたの戦術に乗ってあげる」

　意外とノリよくそう言うと、アーデルハイトはコケティッシュなウィンクを残してリーダ格の男に向かって歩いて行く。

　一いつ瞬しゆん男も呆あつ気けにとられたようだったが、細身の少女であるアーデルハイトにできることなど何もないと見切ったのか、むしろ今まで以上に下げ卑びた笑えみを浮うかべて手を伸のばす。

　幼なじみのエルヴィンから見ても美しく成長したアーデルハイト。そんな美少女が微ほほ笑えみを浮うかべながら無造作に歩いてくるのである。すでに一人少女を襲おそっていた男たちからすれば、鴨かもがネギを背負ってやって来たようなものだろう。

　だが、相手はそんな見た目が可愛かわいらしいだけの存在ではなく、軍学校戦術科首席にして文武両道才さい色しよく兼けん備びのアーデルハイト・プリンツアーダルベルトなのである──っ！

　自らに伸のばされた丸太のように太い腕うでを何気ない動作で抱かかえ込こんだアーデルハイトは、注意の逸それた男の足を払はらう。

　そしてそのまま、緩かん慢まんながらも力強い円の動作で自分の質量の三倍はありそうな大男を投げ飛ばし、地面に叩たたきつけた。

　ズシン、という低い音が響ひびく。

　少女の周囲を囲っていた男たちも、そして投げ飛ばされた男自身も何が起こったのかわからない様子で呆ぼう然ぜんとしている。

　しかし、アーデルハイトの真価はここからだった。

「つ、冷た……痛っ、痛てててて！」

　腕うでを摑つかまれたまま地面に転がされていた男が突とつ然ぜん、アーデルハイトの手を振ふり払はらうと摑つかまれていたほうの腕うでを抱かかえて悶もだえ始めた。

　男の腕うでは、片方だけ血の気が引いて青白くなっている。それはまるで凍とう傷しようのような──。

　何が起こったのか理解できず困こん惑わくする仲間たちをよそに、状じよう況きようの深刻さにようやく気づいた男は、悲鳴のように叫さけぶ。

「や、やべえ！　こいつ、攻こう性せい刻こく印いん者しやだ！」

　地面に尻しりをつき、まるで化け物にでも出くわしたかのような恐きよう怖ふに満ちた視線でアーデルハイトを見上げる男に対し、彼女はあくまでも優ゆう雅がに小首を傾かしげて微ほほ笑えみかける。

「──大人しくこの場を立ち去れば、今回は見み逃のがしてあげましょう。その代わり──もう二度とこの町でオイタしてはダメですからね？　二度目は──ありませんよ？」

　天使のような悪あく魔まの囁ささやきにこくこくと何度も頷うなずき──男たちは蜘く蛛もの子を散らすように路地裏から消えていった。

　男たちが完全に立ち去るのを見届けてから──アーデルハイトは深いため息をついた。

「──ふう。まあ、大体想定どおり、という感じね。大事にならなくて本当に良かったわ」

　それからアーデルハイトは、状じよう況きようについていけない様子で戸と惑まどっている少女に声を掛かける。

「──災難でしたね。お怪け我がはありませんか？」

「え……あ……はい」

　相変わらず困こん惑わくを示しながらも、少女はエルヴィンたちに向かって深々と頭を下げる。

「その……助けてくださってありがとうございます……こういうことに慣れていなくて、どうやって穏おん便びんにお引き取りいただこうかと困っていたのです」
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　寝ねぼけた子犬のような仕草で、どうにもピントのずれた答えをする少女。

　何だか不思議な印象だな、と思いながら、エルヴィンは先ほどまで巨きよ漢かんに囲まれてよく見えなかった少女の顔を改めて眺ながめる。

　年の頃ころはエルヴィンたちと同じくらいだろうか。

　亜あ麻ま色の髪かみを後頭部で几き帳ちよう面めんに編み上げた清せい楚そな印象の少女で、よく見ればアーデルハイトに匹ひつ敵てきするほどの整った顔立ちをしていた。どことなく高貴な感じもする。

　双そう眸ぼうは黄こ金がね色いろの怪あやしい輝かがやきを宿しており、蠱こ惑わく的にこちらを誘さそっているようにも見える。セルベリア・オーディンの瞳ひとみとよく似ている。

　ただし、その美しい瞳ひとみを隠かくすように眼鏡を装着しているため、地味な服装と相まって全体的には何とも野や暮ぼったい印象になってしまっている。

　もっとキッチリとした格好をすれば、それこそアーデルハイトと並ぶほどの美少女になるのに、と勝手に残念がるエルヴィンに、少女は相変わらず何とも言えない雰ふん囲い気きを醸かもし出だしながら小首を傾かしげて尋たずねる。

「その、どうしてあなたたちは、私を助けてくださったのですか？」

「どうして、って聞かれても……」

　予想外の質問に当とう惑わくしながらも、エルヴィンは後頭部を搔かいて答える。

「……だってあんた困ってたろ？　困ってる人を助けるのがそんなに不思議か？」

「ちょっとエル、そんな言い方ないでしょう」

　多少つっけんどんな物言いになっていたようで、アーデルハイトに窘たしなめられる。

　アーデルハイトは、ごめんなさいね、と少女に断りを入れてから優やさしく続ける。

「突とつ然ぜんのことで却って驚おどろかせてしまったかしら。私たちの郷里ではね、困っている人を見かけたらなるべく助けてあげましょう、っていう決まりがあってね。私たちは、お節せつ介かいでそれを実じつ践せんしただけだから、気にしなくていいわ。それよりも、あなたに怪け我ががなくて本当に良かった」

　少女はきょとんとした表情を浮うかべてから、感情に乏とぼしい表情をわずかに綻ほころばせて言う。

「──素す敵てきなところですね。いえ、私こそ助けていただいたのに失礼しました。その……少し動どう揺ようしていて……」

「無理もないわ」アーデルハイトは微ほほ笑えむ。「怖こわかったでしょう？　でも、もう大だい丈じよう夫ぶよ。私は、アーデルハイト・プリンツアーダルベルト。こっちは、エルヴィン・ケーニヒヴィルヘルム」

「ん、よろしく」エルヴィンは気安い感じに言う。

　すると少女は、再び困ったように眉まゆ根ねを寄せ、しかしすぐに平静の表情に戻もどって応じる。

「──私は、ヘンリエッタ・ヴェッティンです。このご恩は決して忘れません、アーデルハイト、エルヴィン」

　そう言って少女──ヘンリエッタは手を差さし伸のべてくる。アーデルハイトとエルヴィンは続けて握あく手しゆを交かわす。

「とにかく、ここは離はなれたほうが良さそうね。またトラブルにでも巻まき込こまれたら大変だわ」

　アーデルハイトの提案により、三人は早々に路地裏を離はなれて表通りを歩く。

　足を進めながらエルヴィンは、ヘンリエッタに尋たずねる。

「──で、こんな時間に何やってたんだ？　こんな治安の悪い町で夜、女の子が一人で出歩いてたら襲おそってくれと言ってるようなものだぞ」

「その……実は連れとはぐれてしまって」ヘンリエッタは答えにくそうに言う。「この町は初めてで道もよくわからないし、途と方ほうに暮れていたら先ほどの大きな方たちに路地裏へ連つれ込こまれてしまうし、もうどうすればよいのかと」

「危ないところだったみたいね」アーデルハイトは心底安心したように言う。「本当にいいタイミングだったわ。ここへは旅行か何かで？」

　アーデルハイトの質問に、ヘンリエッタは曖あい昧まいに頷うなずく。

「まあ──そんなところです。実は私、フィールドワークでこの国の伝承を調べているのですが……。お二人はご存じありませんか。『巨きよ人じん』の伝説を」

　──巨きよ人じん？　とエルヴィンたちは同時に聞き返す。ええ、とヘンリエッタは続ける。

「この国──いえ、この惑ほ星しには太古の時代、巨きよ人じんと呼ばれる巨きよ大だいな神様がいたらしいのです。しかし、いつしかその神様はいなくなり、私たちのいるこの世界ができた……。私は各地を回って伝承を集め、巨きよ人じんの正体を探さぐっているのです」

「──へえ、すごいな」

　表情に乏とぼしいながらも熱意を込こめて語るヘンリエッタを見て、エルヴィンは感かん嘆たんする。

「そういう熱中できることがあって羨うらやましいよ」

「エルの趣しゆ味みなんて、お金かね儲もうけくらいしかないものね」

　澄すまし顔で茶化すアーデルハイト。エルヴィンは反はん撃げきを試みる。

「おい、初対面の方の前で印象の悪くなる発言は慎つつしんでくれよ、いい歳としをしてぬいぐるみ集めが趣しゆ味みのアーデルハイトさん」

「何で知ってるのっ!?」

「おまえのルームメイトが言いふらしてたからたぶん、学校中の奴やつらが知ってると思うぞ。戦術科首席アーデルハイトちゃんの可愛かわいらしい趣しゆ味みのことは」

「とてもつらい！」

　じゃれ合う二人を見て、ヘンリエッタはわずかに表情を崩くずして笑う。

「──仲がよろしいのですね。お二人はその、お付き合いされているのですか？」

　ヘンリエッタの何気ない問い。しかし、アーデルハイトは全力でそれを否定する。

「まさか！　エルとはただの幼なじみよ。兄妹きようだいみたいなものだわ」

　そこまで全力で否定しなくても、とエルヴィンは少々不満を抱いだいたが、そんなエルヴィンもお構いなしといった様子でヘンリエッタはますます表情を緩ゆるめて言う。

「そうでしたか、それは失礼しました。ですが──羨うらやましいです。私には、あなたたちのように互たがいに心を開き合える友人がいませんので」

「なんだ、ぼっちか。俺おれも似たようなもんだが、ぼっちもそう悪いものじゃ、」

　頑がん張ばってフォローしようとしたのに、なぜかアーデルハイトに後ろから小突かれる。

　解げせん、と恨うらめしく思いながらアーデルハイトを見るも、彼かの女じよは見事にそれを無視してヘンリエッタに言う。

「これも何かの縁えんだわ。あなたさえ良ければ、私たちとお友達になってくれないかしら」

「──私が、ですか？」ヘンリエッタは目を丸くする。「その、私、気が利きかないし無愛想だし根暗だし……」

「気にしなくていいわ。そんなのエルも一いつ緒しよだし」

　アーデルハイトは失礼なことを平気で宣のたまう。するとヘンリエッタは、初めて破顔した。

　ひとしきり笑い終えたあと、彼女は微ほほ笑えみを湛たたえたまま言う。

「──とても嬉うれしいです。私はその、とても遠くに住んでいるのでこれっきりもう会えないかも知れませんが、こんな私でもよろしければ、お友達になってください」

「もちろん、よろこんで」

　アーデルハイトも笑え顔がおで応じる。それから、エルヴィンに試ためすような視線を向けて続ける。

「エルもこんなに美人の友だちができて良かったわね」

「──両手に花だネ！」

　ノックアウト狙ねらいのストレートをエルヴィンは華か麗れいなダッキングで回かい避ひする。

　この手の話題は、ハードボイルドにかわすのが一番被ひ害がいが少ないことを、彼かれは幼なじみとの長年の付き合いから学習していた。

　だが、基本的には負まけ戦いくさなので、エルヴィンは早々に話題を変える。

「──でだ、せっかく友だちになったところ申し訳ないが、その『巨きよ人じん』とやらに関して俺おれたちが役に立てることはないぞ。あいにくとそんな伝承、初めて聞いたくらいだ」

「そうね……私も初耳だわ」アーデルハイトも申し訳なさそうに言う。「力になれなくてごめんなさいね」

　そう答えると、ヘンリエッタは残念そうに表情を少しだけ曇くもらせる。

「そうですか……。伝承の分布から考えておそらくこのあたりが発はつ祥しようかと思ったのですが……。いえ、お二人が気に病やむことはありません。地道に情報を集めていきますので大だい丈じよう夫ぶです」

「頑がん張ばるな」感心しながらエルヴィンは続ける。「フィールドワークが上う手まくいくように応おう援えんしてるよ。俺おれたちはまだしばらくは王都に住んでると思うから、あっちのほうを調べに来るときは良かったら訪ねてきてくれ。美う味まい店知ってるからご馳ち走そうするよ」

　その言葉にアーデルハイトは目を丸くする。

「エルからご馳ち走そうする、なんて言葉が出るなんて驚おどろきだわ。でも、私も賛成。気が向いたら、いつでも訪ねてきてね」

　そんな何気ない提案に対して──なぜかヘンリエッタは一いつ瞬しゆん、心底悲しそうに表情を歪ゆがませて、しかしすぐに平静の表情を浮うかべ直して答えた。

「──ありがとうございます。……いつかきっと、伺うかがいます」

　ヘンリエッタのその不思議な表情の真意をエルヴィンが問とい質ただそうかと思ったそのとき、不意に彼かれらに声が掛かけられた。

「──ちゅう……じゃなくて、ヘンリエッタさん！　探しましたよ！」

　驚おどろいて声のほうを振ふり向むく。するとその先から、背の高い男性が走って来るのが見えた。

　ヘンリエッタと同じく、黄こ金がね色いろの双そう眸ぼうをした男性だ。体つきががっしりしているところを見ると、軍関係者かもしれない。

　男性がエルヴィンたちの元へ到とう着ちやくするよりも早く、ヘンリエッタは彼かれらから一歩距きよ離りを取って切なげに告げる。

「──どうやら、連れが来たみたいです。私はもう行かなければなりません。アーデルハイト、エルヴィン。今日ここであなたたちに会えたことを私は決して忘れません。──さようなら」

　そしてエルヴィンたちの返事を待つことなく、駆かけ出だしていく。

　男性と合流したヘンリエッタは、やがて夜の喧けん噪そうの中へ消えていった。

　少女の背中を見送ってから、アーデルハイトがため息交じりに告げる。

「──何だか、不思議な感じの子だったわね。どうせならこのあと一いつ緒しよに食事でもと思ったのだけど……急いでいたのかしら？」

「何か事情があったんだろう。詮せん索さくすることじゃない」

　エルヴィンは淡たん泊ぱくに答える。だが、彼かれ自じ身しんもアーデルハイトと同じ疑問を抱いだいていた。

　幽ゆう霊れい、とまでは言わないが、何とも存在の希き薄はくな印象の少女だ。この世の存在とは思えないというか、とにかく浮うき世よ離ばなれしていたのは間ま違ちがいない。

　しかしまあ──それもまた自分で言ったとおり詮せん索さくすることではない。

　機会があれば彼かの女じよのほうからエルヴィンたちを訪ねてくるだろうし──そして何より、いずれまた再会するのではないか、という根こん拠きよのない予感もあった。

　だからエルヴィンは、今はそれ以上考えることなく話題を変える。

「──とにかく、俺おれたちも飯にしよう。早くしないと飯屋も閉まっちゃうぞ」

「それもそうね」アーデルハイトも気を取り直して言う。「ガイドブックから良さそうな食事処どころを見み繕つくろっておいたから、急いでそこへ行きましょう。エル、今日は好きなものを好きなだけ注文していいわよ。全部、軍の経費だから」

「ヒューッ！　軍属最高ゥ！」

　そうして、無む駄だにテンションを上げながら、エルヴィンたちは束つかの間まの休息を楽しむため夜の街に繰くり出だすのだった──。

　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　◆

　エルヴィンたちと別れた少女は、迎むかえに来た男性に連れられてひとけの少ない通りまでやって来た。

　そして周囲に人がいないことを確かく認にんしてから──唐とう突とつに男性は頭を下げる。

「──本当に申しわけありませんでした、ヴィッテルスバッハ中ちゆう尉い……っ！　まさかこんな治安の悪い場所で中ちゆう尉いを一人にしてしまうなんて……っ！」

「いえ、良よいのです。私も少々注意散さん漫まんでした」

　感情の伴ともなわない声で少女──ヘンリエッテ・ヴィッテルスバッハは淡たん々たんと告げる。

「それよりも無理に私の趣しゆ味みに付き合わせてしまって、そちらのほうが申し訳なく思います」

「任務ですので」男は頭を上げ至し極ごく真面目な表情で言う。「休きゆう暇かとは言え、将校殿どのが下界に降りられるのです。その護衛をするのは当然のことです。もっとも──中ちゆう尉いほどのお方であれば私のような雑ぞう兵ひようの護衛など本当は不要なのでしょうが……規則なので」

　多少自じ虐ぎやく的な男性の言葉に、ヘンリエッテは少しだけ声を和らげて応える。

「私も一人こちらで行動するのは不安が伴ともなうので、護衛していただいて助かっています」

「身に余る光栄であります！」

　男性は姿勢を正して敬礼をし、それから声のトーンを落として続ける。

「──それで中ちゆう尉い。休きゆう暇か中のところ大変申し訳ないのですが、本部より緊きん急きゆう連れん絡らくが入りまして、大至急本国へ帰投していただくことになりました」

　男性の言葉に、さすがのヘンリエッテも眉まゆをひそめる。

「──また急な呼び出しですね。何かありましたか？」

「それが、その……」言いい淀よどみながらも男性は告げる。「《遺い存ぞん種しゆ》を発見した、と」

　その報告に、もともと大きめの双そう眸ぼうをさらに見開いてヘンリエッテは驚おどろく。

「──本当ですか？」

　問とい詰つめられた男性は、自信なさげに頷うなずく。

「連れん絡らくではそのように。何でも、大たい佐さの独自の情報網もうで発見したとか」

「……大たい佐さ絡がらみならば間ま違ちがいないでしょう」

　せっかくの休きゆう暇かを十全に消化できなかったことにわずかな名残なごり惜おしさを感じつつも、ヘンリエッテは掛かけていた眼鏡を外して気持ちを切きり替かえる。

「わかりました、急いで帰投しましょう」

　言うや否いなや、ヘンリエッテは足早に歩き始める。男性もその後に続く。

　近道のため路地裏を進んでいたところで──先ほど彼かの女じよに絡からんでいた連れん邦ぽうの兵士四人組と再び出くわす。

　兵士たちは、逃のがした魚が再び無防備に現れたと喜び勇みながらヘンリエッテに近づいていく。

　しかし──。

「邪じや魔まです。──『道を空けなさい』」

　男たちを一いち瞥べつし、一いつ瞬しゆんだけ双そう眸ぼうを虹にじ色いろに煌きらめかせてヘンリエッテは冷たく告げる。

　それから彼かの女じよは何事も無かったかのように歩みを進め──やがて連れの男性とともに路地裏の闇やみへと消えていった。

　あとに残されたのは、壁かべに頭ず蓋がい骨こつをめり込こませてけいれんする連れん邦ぽう兵士たちだけだった──。







◆第三節　アスガルズ王国北部・山道◆




　翌日昼過ぎ──ようやくエルヴィンとアーデルハイトの長旅はいよいよゴール目前というところまで迫せまってきた。

　あとは獣けもの道みちにも等しいこの山道を馬車に揺ゆられながら進むだけである。

　些いささか感かん慨がい深ぶかいものさえ抱いだきながら、エルヴィンはこれまでの旅路を想起する。

　あのあと──夕食に赴おもむいた食堂で名物料理の数々に舌した鼓つづみを打ちながら昔話に花を咲さかせたエルヴィンたちは、翌日の集合時間だけ決めると早々に宿の自室へと戻もどった。

　そして翌朝──約束の時間ぴったりに落ち合った彼らは、宿の食堂で質素ながらもやたらと美味な朝食を平らげ、早さつ速そく北ほつ方ぽう行きの列車に乗のり込こんだ。

　ほとんど乗客のいない列車に数時間揺ゆられ、終点である北ほつ方ぽう城じよう塞さい都市ノルズリへと到とう着ちやくした彼かれらは、一日一本しかないという乗合馬車に乗のり込こみ一路最終目的地のニヴルヘイムへと向かい──そして今に至る。

　馬車が進むにつれて風景から文明という言葉の存在感が希き薄はくになり、ついに山道と呼ぶのもおこがましい獣けもの道みちを上り始めたときは、このまま盗とう賊ぞくのアジトへでも連れて行かれるのではないかとエルヴィンも訝いぶかったものだが、もちろんそれは杞き憂ゆうで馬車はただ粛しゆく々しゆくと立ち並ぶ木々の隙すき間まを縫ぬって行く。

　そうして軍用車なら小一時間ほどの道程に数時間を費やし──彼かれらはようやく旅の最終目的地であるニヴルヘイムに到とう着ちやくした。

「──へえ」

　馬車から降りたエルヴィンは、見知らぬ土地に立ち──思わず感かん嘆たんの声を上げた。

　ド田舎いなかと聞いていたので寂さびれた小こ汚ぎたない集落のようなものを想像していたが、実際には石造りの家々がまばらに立ち並ぶ小こ綺ぎ麗れいで雰ふん囲い気きの良よい所だった。

　彼かれらが下ろされたのは村の広場のような場所で、真ん中にはシンプルながらも品の良よい意い匠しようの施ほどこされた噴ふん水すいが設置され今も暢のん気きに水を放出していた。

　広場には二十人ほどの人がいた。いくつかある出店の周りはなかなか賑にぎわっており、楽しそうに商売や談だん笑しようをしている。そして彼かれらの足あし下もとを、子供たちや鶏にわとりが賑にぎ々にぎしく駆かけ回まわっていた。

「──のどかで素す敵てきな所ね」不意に隣となりのアーデルハイトが口を開く。「何だか郷里を思い出すわ」

「そうだな」エルヴィンは素す直なおに同意する。「文化レベルはどっこいどっこいってとこかな。しかし、この戦時下でもみんなが笑っていられるってのは強みだよな。希望を失ってない」

「私たちはこれから軍人になって、こういう人たちの笑え顔がおを守るために戦うのかしら」

「まあ──月並みだけどそうだよな」

　田舎いなか特有の瑞みず々みずしい空気を胸一杯ぱいに吸すい込こんで、エルヴィンはそう応える。

　そんなとき、広場にいた一人がエルヴィンたちに気づいたようでのそのそと近づいてきた。

　そのやたらふくよかな三十代くらいのご婦人は豪ごう快かいに笑いながら声を掛かけてくる。

「こんな辺へん鄙ぴなところにこんな若くて可愛かわいらしいお客さんが来るなんて珍めずらしいねえ！　おや、その制服、もしかして軍人さんかい？」

「あ、いえ。私たちは軍学校の学生なんです。その……実は、シャルンホルストさんのお宅をを探していて……」

「おや、ネージュに用かい」ご婦人は嬉うれしそうに笑う。「うちの隣となりだよ。ついてきな」

　手招きをして歩き出すご婦人。エルヴィンとアーデルハイトは顔を見合わせてから、彼かの女じよの背中を追って歩き出す。おそらく狭せまい村なのでみんな顔見知りなのだろう。

　目的地への道すがら、アーデルハイトはご婦人に尋たずねる。

「あの、ネージュ・シャルンホルストさんというのはどういう方なのですか？」

　どこか緊きん張ちようした面おも持もちで目的の少女の名を出すアーデルハイトだったが、尋たずねられたご婦人は気安げに応える。

「この村のアイドルってところかな。田舎いなかで年寄りばかりだからねえ。明るくて優やさしくて気が利きいて──おまけに村一番のべっぴんさね。まあ、ちょうどあの年とし頃ごろの子がこの村にはほかに居ない、ってだけの話なんだけどね」

　それからまた豪ごう快かいに笑う。何が面おも白しろいのかエルヴィンには皆かい目もくわからなかったが、それでも大人しくご婦人の言葉に耳を傾かたむける。

「あの子は神様から特別な力を授さずかっているらしくてね、人の傷なんかを手をかざしただけで治しちまうのさ。それはもう奇き跡せきみたいにね。だからいつかは、軍にスカウトされてこの村を巣立って行っちまうときが来るとは覚かく悟ごしてたけど……寂さびしくなるねえ」

　どこか哀あい愁しゆう漂ただよう口調で語るご婦人。さすがにエルヴィンたちも言葉に詰つまる。

　そんな話をしているうちに目的地へ到とう着ちやくしたらしい。ある小さな家の前で足を止めたご婦人は、無ぶ遠えん慮りよにドアを叩たたきながら声を掛かける。

「ニーナ！　お客さんだよ！」

　するとドアの向こうから、はいはい、という声が聞こえすぐにドアが開かれた。中から現れた妙みよう齢れいの女性は、玄げん関かん先に立つエルヴィンたちを見て目を丸くする。

「あら、マリオン。今日は随ずい分ぶんと若いお客様を連れてるのね」

「軍学校の学生さんなんだって」やたらふくよかなご婦人──マリオンは、楽しそうに言う。「ネージュに用があるらしいんだけどいるかい？」

「……ネージュに？」妙みよう齢れいの女性は一いつ瞬しゆんだけ困ったような表情を浮うかべてから、すぐにまた明るい表情を浮うかべ直して続ける。「軍学校ってことは、わざわざ王都からいらしたのね！　遠くからご苦労様ねえ。ほら、どうぞ上がって。今、お茶の用意をするから」

　強ごう引いんに手を引かれてエルヴィンたちは家の中に入る。小こ柄がらな割には妙みように力強い。

「それじゃあ、ニーナ！」マリオンはドアの外から相変わらず豪ごう快かいな発声で言う。「あとで、特製パン焼いて持ってくるから！　可愛かわいいお客さんにご馳ち走そうしてあげな！」

「あら、ありがとうマリオン」ニーナと呼ばれた妙みよう齢れいの女性は落ち着いた微ほほ笑えみを浮うかべる。「クリームシチューを作るから、くるみパンをお願いね」

　マリオンは、はいよ、と呟つぶやいてドアを閉めた。ニーナは嬉うれしそうにエルヴィンたちに言う。

「マリオンはパン屋さんなの。とっても美お味いしいパンを焼いてくれるから、期待しててね」

「はあ……」

　展開についていけず戸と惑まどう二人。それから、ニーナはエルヴィンたちを椅い子すに座すわらせ、あらためて告げる。

「私は、ニーナ・シャルンホルスト。ネージュの母よ。ニーナでいいわ、よろしくね」

　慌あわてて、アーデルハイトとエルヴィンも自己紹しよう介かいをする。

「アーデちゃんとエルくん……二人とも素す敵てきなお名前ね」

　エルヴィンたちの顔を交こう互ごに見てから、ニーナはにっこりと微ほほ笑えんだ。

　目的のネージュは自分たちと同年代だと聞いているので、逆算するとニーナは三十代以上のはずだが、どう見ても二十代くらいにしか見えない。てっきり、姉的な何かだと思っていた。

　失礼ながら勝手に感心するエルヴィンをよそに、ニーナは小首を傾かしげて尋たずねてくる。

「それで、二人はネージュに何のご用なの？」

「あ、目的もお話しせずにすみません」アーデルハイトが慌あわてた様子で答える。「実は私たちは、ネージュさんを軍へ招しよう聘へいするために王都から参りました。ネージュさんの人を癒いやす力を、国のためにお借りしたいのです」

「あらまあ」ニーナは口元に手を当ててことさら大げさに驚おどろく。「それってつまり、軍からのスカウトってことかしら？」

「ありていに言えばそうですね」

　アーデルハイトの返答に、ニーナはどこか芝しば居いがかった様子で眉み間けんにしわを寄せて言う。

「いやあ……でも、あの子にはそんな特別な力はないわよ？　傷を治せると言っても、つば付けておけば治るレベルの怪け我がくらいだし……。せっかく遠路はるばる来ていただいて、期待外れで申し訳ないけど、あの子じゃ軍のお役には立てないんじゃないかしら……？」

「そ、そういうものですかね……？」

　戸と惑まどいながらアーデルハイトはエルヴィンの顔を見やるが、見られたところで彼かれも困る。

　たとえ噂うわさに尾おひれがついて実際以上の能力としてセルベリアの耳に入ってしまっていたとしても、彼かれらの任務は目的の少女──ネージュを王都まで連れ帰ることなので、実際がどうあれ大人しくそれを遂すい行こうするしかないのである。

　しかしそうは言ってもセルベリア自身、自分の仮説──つまり、ネージュが聖女様の生まれ変わりである、という説には懐かい疑ぎ的な様子であったし、まあ、何でもいいからとりあえず王都まで連れて帰って予想どおり何ごともなかったらまたこの村へ帰ってもらえばいいだろう、と勝手に結論づけて、エルヴィンは話を進める。

「──それであの、ニーナさん。ネージュさんはどちらに？」

「ごめんなさい、今あの子は遊びに出で掛かけちゃってるのよ」心底申し訳なさそうに言いながらニーナはカチャカチャとお茶の用意を始める。「おなかが空いたら帰ってくると思うから、それまでのんびりしていてね。それにあなたたち今日はもうこの村に泊とまっていくのでしょう？　なら、せっかくだからうちに泊とまっていきなさいよ。夕ご飯もご馳ち走そう作るから」

「あ、いえ、そんなご迷めい惑わくをお掛かけするわけには」

　アーデルハイトは、慌あわてたように両手を広げるが、手早くお茶の用意をして戻もどってきたニーナにやんわりと窘たしなめられる。

「せっかくわざわざうちの子に会いに王都からいらしてくれたんだもの。それくらいのおもてなしはさせてもらわないと、女王陛下にも失礼だわ」

　そう言われてしまっては、さすがに断るわけにもいかない。

　エルヴィンとアーデルハイトは一度顔を見合わせてから、幼なじみ特有のアイコンタクトで意思の疎そ通つうを行い、代表してアーデルハイトが答える。

「──では、お言葉に甘あまえて本日はお世話になります」

「よかったわ」ニーナは上品に微ほほ笑えむ。「そうと決まれば、早さつ速そくご馳ち走そうの準備を始めないとね。二人は少しそこでゆっくりしてて。下ごしらえが終わったら、お部屋の用意もするから」

「あ、では是ぜ非ひお手伝いさせてください」アーデルハイトは勢いよく立ち上がる。「ニーナさんには及およばないでしょうけど、私も多少料理の心得はあります。ご迷めい惑わくかもしれませんが、このまま何もせずただお世話になるなんて、あまりにも心苦しいのでお願いします」

「そう……？　それじゃあ、お手伝いお願いしちゃおうかしら。うちの子はあまりお手伝いをしてくれないから、正直嬉うれしいわ」

　そう言ってニーナは、嬉うれしそうにアーデルハイトの手を取る。アーデルハイトは照れ笑いを浮うかべながらもまんざらではなさそうな様子だ。そうしていると、まるで仲のいい姉妹しまいにも見えて大変微ほほ笑えましいが、実際には親子ほどの年ねん齢れい差があるのだからままならない。

「──俺おれはどうしましょうかね」蚊か帳やの外だったエルヴィンは、おもむろに口を開く。「残念ながら料理では何の役にも立たないので……とりあえず、薪まきでも割りましょうか」

「あら、エルくんも優やさしいのね」ニーナは小首を傾かしげて微ほほ笑えむ。「良かったらうちの子をお嫁よめさんにもらってくれないかしら？　そうすれば、私も安心だしすごく嬉うれしいわ」

「……考えておきます」

　エルヴィンは適当にいなす。というか、答える瞬しゆん間かんアーデルハイトの顔がちらりと見えたがなぜだかすごく怖こわかった。

　しかし、エルヴィンの雑な回答に気分を害した様子もなく、ニーナは苦く笑しようを浮うかべて言う。

「あら、つれないのね。まあ、お手伝いは一人いてくれれば十分だからエルくんは休んでいていいわよ。幸い今は、薪まきも水もあるから」

　つまり役立たずはじっとしていろ、という無む慈じ悲ひな指示である。確かに実際問題今の彼かれはただの役立たずだが、改めて言われるとなかなかにつらいものがある。

　先に仕事を見つけた幼なじみをちらりと窺うかがうと、くすくすと笑いをこらえている様子だった。おのれアーデルハイトおのれ。

「あ、そうだわ」エルヴィンの消しよう沈ちんを察したのか、ニーナは何かを思いついたように手を叩たたく。「それじゃあ、エルくんにはネージュを探してきてもらおうかしら」

「──ネージュさんを？　でも俺おれ、ネージュさんに会ったことないから顔わかりませんよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あなたたちと同じぐらいの年ねん齢れいで、私に似た可愛かわいい子だからすぐにわかるわ」

「……抽ちゆう象しよう的ですね。もう少し具体的な特とく徴ちようとかないんですか？」

「あとはそう──『白い』わね」

「白い？　色白ってことですか？」

「まあ、見れば一目でわかるから」ニーナは意味深に微ほほ笑えむ。「うちの裏手に少しだけ小高い丘おかがあるのだけど、大体いつもそこで風に当たってぼんやりしてるから、とりあえずそこに行ってみて」

「はあ……」

　何だか狐きつねに摘つままれたような心持ちでとりあえずエルヴィンは頷うなずいた。

　それから、淹いれてもらったばかりの熱い紅茶を飲み干して、エルヴィンは早さつ速そく、目的の少女ネージュを探すために、シャルンホルスト家を出たのだった。







◆第四節　ニヴルヘイム・村はずれの丘◆




　──ニーナが『小高い丘おか』と表現したその場所は、実際に訪おとずれてみるとわりとガチな山だった。散策気分で『小高い丘おか』を目指すつもりであったエルヴィンだったが、突とつ然ぜん過か酷こくな登山を強しいられてしまう。頭脳労働はそこそこ自信のあるエルヴィンだが、肉体労働はからきし苦手なのである。

　さりとて逃にげ出だすわけにもいかないので、一度深いため息をついてから、覚かく悟ごを決めてエルヴィンはクソ寒い冬空の下、やたらと険しい山道（エルヴィン主観）を登り始める。

　すぐに息が上がってくるが、木々に覆おおわれた山道特有の瑞みず々みずしい豊ほう潤じゆんな空気が彼かれの肺を満たし、思いの外気持ちよかった。

　スローテンポで足を動かし、ようやく開けた頂いただきに到とう着ちやくしたエルヴィンは──それを見た。




　──まばゆいばかりの純白。




　突とつ然ぜんのことに言葉を失う。

　新雪のように輝かがやく白い髪かみをなびかせながら、天へ向かって伸のび上あがるように風を受ける、美しい少女がそこにいた。西日のせいで後光が差しているようにも見える。

　天使かあるいは妖よう精せいか──そんな超ちよう常じよう存在を想起するほど、それは常じよう軌きを逸いつして美しい光景だった。

　しかし──美しさを感じると同時に、なぜか彼かれの胸の内には、慟どう哭こくしたいほどの深い悲しみも湧わき上あがってきた。

　憧しよう憬けいと憂ゆう愁しゆう──相そう克こくする矛む盾じゆんした感情が螺ら旋せんを描えがきながら彼かれの裡うちを侵しん蝕しよくしていく。

　しばし見とれて立たち尽つくすエルヴィン。金かな縛しばりのように身体が動かない上、思考も上う手まく回らない。
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　それからどれくらいの時間が経過しただろうか。数秒かもしれないし、もしかしたら一時間くらいは経過していたかもしれない。意識と思考の乖かい離りが甚はなはだしくて、エルヴィンはまだ上う手まく現実を認にん識しきできていなかったが、不意に少女がエルヴィンの方を向いて微ほほ笑えんだ。

「──こんにちは」

　鈴すずを転がしたような愛らしくも耳に心ここ地ちよい声。どこか懐なつかしささえ覚えるその声こわ色いろに戸と惑まどいながらも、エルヴィンは何とか言葉を返す。

「──邪じや魔ましたかな」

「ううん、そんなことないよ」白い少女は、童女めいた無防備な笑えみを浮うかべる。「私はただ風を浴びていただけだから」

　腰こし掛かけていた石せき碑ひのような物体から、少女は軽快に飛び降りる。それからもの珍めずらしそうにエルヴィンのほうへ近寄ってきて、覗のぞき込こむように彼かれの顔を見上げた。

「この辺の子じゃないよね？　都会から来たのかな？　こんな何もない田舎いなかに観光？」

「──いや」なんと答えたらいいものか、戸と惑まどいながらもエルヴィンは続ける。「きみに会いに来たんだ、ネージュ・シャルンホルスト」

「ふえっ!?」白い少女──ネージュは、寝ねぼけて驚おどろいた猫ねこのように飛び上がる。「な、なんで私の名前知ってるのっ!?　まさか田舎いなか特有の壊かい滅めつ的な情報リテラシィの弊へい害がいがっ!?」

「まあ、確かに個人情報とかの扱あつかいは雑そうだよな。きみの母上がいろいろ教えてくれたよ」

「情報ソースがまさかのママン!?」ネージュは大げさに天を仰あおぐ。「くっ……お人ひと好よしのお母さんを利用するなんて……家族の弱みまで握にぎって何が望みなの！　まさか拉ら致ちまがいの脅きよう迫はく的ナンパ!?　田舎いなか者ものは貞てい操そう観念が低いと思ってるところ悪いけど、私はそんなのに引っかからないんだからねっ！　逆に貞てい操そう観念が高すぎて、ボーイフレンドどころかそもそも友だちすらいないんだからっ！」

「────」

　予想外に愉ゆ快かいなパーソナリティの持ち主のようだった。今まであまり例のないタイプ。

　警けい戒かいするように肩かたを抱だいてこちらを睨にらみつけてくる少女を見て、エルヴィンは思わず苦く笑しようを浮うかべた。

　とにかく目を惹ひくのは、彼かの女じよを彩いろどる純白の髪かみ。柔らかな質感の、肩かたに掛かかるほどの長さに切きり揃そろえられたそれは、いわゆる老人の白しら髪がとは異なり、シルクのような独特の光こう沢たくを放っていて、息を吞のむほど幻げん想そう的で美しい。

　そして、純白の髪かみ色と対比するような漆しつ黒こくの双そう眸ぼうもまたとても印象深い。黒真しん珠じゆなど遠く及およばないほど圧あつ倒とう的てきな深みのある漆しつ黒こくで、見る者の視線を放はなさない怪あやしげな魔ま性しようの輝かがやきを宿している。

　しかし、顔の造形は美しいというより愛らしく、年とし頃ごろの少女特有の幼さを残した豊かな表情は、髪かみ色と双そう眸ぼうの放つ異い彩さいをもってしても人好きのするもので、対たい峙じした存在に絶対的な安心感と好感を与あたえてくる。

　おまけに、同年代にしては小こ柄がらな体たい軀くがまた少女の愛らしさを強調しており、結局全体的には何ともミスマッチで、最終的には何だかよくわからないけど可愛かわいらしいことは間ま違ちがいない、という思考停止状態を誘ゆう発はつする──そんな印象の少女である。

　少女を見ていたらいつの間にか、先ほどまで胸の内を侵しん蝕しよくしていた正体不明の感情も霧む散さんしていた。気を取り直して、エルヴィンは話を進める。

「まあ、落ち着け。自己紹しよう介かいが遅おくれたが、俺おれはエルヴィン・ケーニヒヴィルヘルム。王立軍学校の学生だ」

「……軍の人？」ネージュはいぶかしげな視線をエルヴィンに向ける。「言っちゃ悪いけどそのわりにはあまり強くなさそうだけど……」

「こう見えて握あく力りよくは五百キロだ」

「ごひゃく!?　なにそれこわい！」

「そして噓うそだ」

「噓うそかーっ！　わずかな憤いきどおりを覚えると同時に大部分では逆に安心したよーっ！」

　大げさに天を仰あおぐネージュ。そのコミカルな仕草は何ともいえぬ脱だつ力りよく感を見る者に抱いだかせるが、不思議と好印象だった。

　逸それかけた話題をエルヴィンは強ごう引いんに引ひき戻もどす。

「──俺おれは戦術科の学生でね。頭脳労働がメインの戦術師が進路だから、俺おれ自じ身しんが強くある必要はないんだ」

　その言葉に今度少女は、ぱあ、と表情を輝かがやかせる。

「戦術師！　作戦とか考える人だね！　すごーい！　エルくん頭いいんだね！」

　いきなりのあだ名呼び。普ふ段だんのエルヴィンならば抵てい抗こうを示すところだったが、なぜか不快感はなく、それどころか妙みように心ここ地ちよかったのでそのまま受け入れる。

　それからネージュは、一度その場でくるりと回る。足あし下もとまで伸のびたロングスカートが風をはらんでふわりと揺ゆれる。

「──それで、軍学校の学生さんが私に何のご用なのかな？」

　不思議そうに小首を傾かしげるネージュに、エルヴィンは少しだけ真面目に答える。

「実はきみをスカウトに来たんだ。なんでもきみには人の傷を癒いやす力があるらしいな。その力を是ぜ非ひ軍のため、ひいては国のために貸してほしい」

「いーよー」

「気軽っ!?」

　予想外にノリの軽い返事にエルヴィンは戸と惑まどう。ネージュは双そう眸ぼうをキラキラと輝かがやかせながらエルヴィンに身を寄せてくる。

「ねえねえ、スカウトってことは王都へ行けるんだよね？　うわあ、嬉うれしいなあ！　私、生まれてこの方この村を出たことがないから楽しみだよ！」

「お、おう……」

　言葉を濁にごすエルヴィン。

　思いの外、招しよう聘へいに応じる気満々のネージュに、まあそのまますぐトンボ返りになる可能性が高いけどネ！　とは言えない。

　だが、あくまでも彼かれの任務は少女を王都まで連れ帰ることであり、それ以上のことは彼かれの関知するところではない。とりあえず任務自体は簡単に遂すい行こうできそうなので、ここまで来た苦労が報むくわれたことに内心で胸をなで下ろす。

　勝手に安心するエルヴィンをよそに、ネージュは不意にパンと手を叩たたく。

「そうだ！　おじいちゃんにも報告しないと！」

　おじいちゃん？　と首を傾かしげるエルヴィンの手を引いて、ネージュは先ほど腰こし掛かけていた石せき碑ひのようなものの前までやってくる。

　四角く整えられた濃こい黒の御み影かげ石いし。よく見るとそれは、石せき碑ひというより墓ぼ碑ひであった。正面から見るとしっかり名前と墓ぼ碑ひ銘めいが刻まれている。

「──これ墓なのか」

　驚おどろきをはらんだエルヴィンの言葉に、ネージュは、んー、と難しそうに眉まゆを顰ひそめる。

「お墓と言えばお墓なんだけどね。別にこの下におじいちゃんが眠ねむってるわけじゃないんだ」

「……どういうことだ？」

　当を得ない言葉に首を傾かしげるエルヴィン。ネージュは気き恥はずかしげに答える。

「えっとね、おじいちゃんが生前、私が好きなこの場所に自分のお墓を作る、って言い出してなぜか五年くらい掛かけての大工事の末、無事に完成させたはいいんだけど……。いざ今際いまわの際になったら突とつ然ぜん、やっぱ海に散骨してほしいとかロックなこと言い出してねー。それで形だけのお墓になっちゃったわけ。まあでも、形だけでも、毎日こうして会いに来られるから私はこのお墓好きだけどねー」

　おじいちゃん私ついに都会デビューだよー、などと優やさしげな表情で墓ぼ碑ひを撫なでながらネージュは言う。

　楽しげに祖父に報告をするネージュを眺ながめながら、改めて墓ぼ碑ひにも意識を傾かたむける。

　御み影かげ石いしの表面には次のような文字が刻まれていた。





──《アブラハム・シャルンホルストここに眠ねむる》




《求めよ。さすれば道は与あたえられん》──






　後半は座ざ右ゆうの銘めいだろうか。

　おそらくクーア教の教典に記された《求めよ。さすれば与あたえられん》を踏とう襲しゆうしたオリジナルの文言なのだろう。こんな何もない丘おかの上に《道は与あたえられん》と刻んだところで道など与あたえられるはずもないだろうに、と半ば故人を愚ぐ弄ろうするかのような感想をエルヴィンが持ったところで、報告に満足したのかネージュがこちらに向き直る。

「ようし報告終しゆう了りよう！　ねえ、エルくん今日はこの村に泊とまっていくんでしょ！　良かったらうちに泊とまっていきなよ！　お母さんもきっと喜ぶよ！」

　嬉うれしそうにそう提案するネージュがなんとも可お笑かしくて、エルヴィンは苦く笑しようを浮うかべる。

「──ああ、お袋ふくろさんにも同じようなこと言われたよ。とりあえず今夜は世話になるからよろしくな。あと、俺おれだけじゃなくてもう一人、アーデルハイトっていう俺おれと同い年のやつが来てるから仲良くしてやってくれ」

「アーデルハイトちゃん？」ネージュは首を傾かしげる。「女の子だよね？　美人？」

「──まあ、見てのお楽しみってことで」

　答えにくかったのでエルヴィンは回答をはぐらかす。それから、ネージュは不意にエルヴィンの手を引いて歩き出す。

「ま、積もる話はあとだよー。とりあえず、外はまだ冷えるからおうちに戻もどってお話しよう」

「おい、引っ張るな……軟なん弱じやくな都会人にはこの山道はきついんだよ……っ！」

　不平を漏もらしながらもエルヴィンは、ネージュの強ごう引いんさにどこか懐なつかしさと心ここ地ちよさを覚えながら、足を動かすのだった──。













◆第五節　ニヴルヘイム・シャルンホルスト家◆




　シャルンホルスト家に戻もどって、顔合わせをしたネージュとアーデルハイトは、すぐに意気投合して仲良くなった。

　子供の頃ころからアーデルハイトを見ているエルヴィンは、彼かの女じよが実は人見知りであることを知っていたので、二人がすぐに仲良くなってしまったのには、正直驚おどろいた。田舎いなか育ちで他人に対して警けい戒かい心が薄うすいところが奏功したのかもしれない。

　それから、アーデルハイトがニーナの手伝いを終えたタイミングで、三人は夕食までの間、ネージュの部屋でくつろぐことになったのだが──。

「アーデちゃんのお洋服すごく可愛かわいいね！　私も一度くらいはそういうおしゃれで都会的なお洋服着てみたいよ！」

「あら、ネージュの服も上品で落ち着いていて素す敵てきだわ。清せい楚そな印象がネージュにとても似合っているわよ。私にはそういう服は似合わないからうらやましいわ」

「えー、そうかなあ。アーデちゃん、めちゃくちゃ清せい楚そだから似合うと思うけど……。そうだ、良かったらちょっとお洋服交こう換かんしてみない？　アーデちゃん、きっとすごく可愛かわいいよ！」

　──というようなやりとりの末、二人の服交換が行なわれたのが現在の状況である。

　ところで、アーデルハイトの制服を着たネージュも、ネージュの白いワンピースを着たアーデルハイトも、どういうわけかすこぶる似合っていて、新しん鮮せんみも相まって普ふ段だんの魅み力りよくの五倍増しくらいに見えた。

　しかし、何となくそれを認めるのに抵てい抗こうがあったエルヴィンは、二人を見て「馬ま子ごにも衣い装しようだな」などというクソつまらないコメントを残してお茶を濁にごした。年ごろの男の子には、意地を張らなければならない時があるのである。

　それはさておき。

　その後は何事もなかったかのような歓かん談だんが始まった。この機会にとネージュはエルヴィンたちにいろいろな話をねだった。特に彼かの女じよは都会に興きよう味み津しん々しんの様子だった。

「──ねえねえ！　都会ってどんな感じ？　王都って木の上にあるんでしょ？　というか、そもそもどうして木の上なんかに町があるの？　不便じゃないの？」

　建国神話を知らないのか、とエルヴィンはわずかに驚おどろくがこの田舎いなか娘むすめならそれもあり得るかと思い直して、滔とう々とうと語り始める。

「──今から五千年くらいまえ、この惑ほ星しに《大いなる災さい厄やく》っていう悪い魔ま女じよが現れて、人類が滅ほろびかけたことがあるんだけど……そのとき人類を守るために悪い魔ま女じよと戦ったのが聖女エイルだ。やがてそのときの彼かの女じよの行いや発言が今のクーア教の大教義になっていくわけだが……その辺の話は今は省く。とにかくこのとき聖女エイルは《大いなる力》を用いて、その命と引ひき替かえに悪い魔ま女じよを倒たおした。しかし悪い魔ま女じよが死の間ま際ぎわ、大地に呪のろいを振ふりまいて、地上では人が生きられなくなったんだ。で、そのときかろうじて生き残ったごく少数の人類が、巨きよ大だいな樹きの上で生活を始めて、やがて町ができ、国ができていったんだ」

「ははあ……その巨きよ大だいな樹きっていうのが噂うわさに聞く《世せ界かい樹じゆ》なわけだね」

　得心いったというふうにネージュは腕うで組ぐみをして何度も頷うなずく。エルヴィンは続ける。

「そうだ。何でも、悪い魔ま女じよが根城にしていた場所だったためか、惑ほ星し中のマナが集まって人類も過ごしやすかったらしい。それでまた長い年月が経たって少しずつこの街も立派になっていって──それで二千年前、ようやく地上に振ふりまかれた呪のろいが解けて人類が住む場所を広げられるようになったタイミングで、アスガルズ王国が建国されたんだ」

「へえ……なんか変わった神話だねえ」感心したようにネージュは呟つぶやく。「この辺りに伝わる昔話とは全然違ちがうんだね」

「ニヴルヘイムだとどんなお話が伝わっているの？」アーデルハイトは尋たずねる。

「えっとね……」ネージュは何かを思い出すようにこめかみに人差し指を当てながら答える。「私たち人類は空から来た旅人で……でも、もともとこの惑ほ星しは《巨きよ人じん》っていう大きな神様のもので……それを侵おかそうとした人類が神様の怒いかりに触ふれて、それが原因で戦争が起こったっていうお話。ニヴルヘイムの地下には、今でもそのとき神様を鎮しずめるため生いけ贄にえにされた女の子が眠ねむってるんだって。だから、神様への感謝を忘れず自然を大事にしましょう、みたいな」

　ネージュの説明にアーデルハイトは少しだけ双そう眸ぼうを大きくしてエルヴィンを見つめる。

「エル──巨きよ人じんってもしかして」

「──ああ、たぶんな」

　皆みなまで言い終わるまえにエルヴィンは断定する。どうやら先日、スルズヘイムで出会った不思議少女ヘンリエッタが言っていた《巨きよ人じん》伝承の発はつ祥しようはニヴルヘイム地方だったようだ。

　この辺りの土着信しん仰こうのようなもので、おそらくは自然崇すう拝はいに近い信しん仰こうなのだろう。

　人間には逆らうことができない自然現象などを《巨きよ人じん》に見立て、恐おそれ敬ったのかもしれない。ある意味では、最も原始的な自然崇すう拝はいの擬ぎ人じん化が《巨きよ人じん》とも言える。

　あるいは──ヘンリエッタやネージュの言うように本当に昔は《巨きよ人じん》がいたのかもしれない。もしかしたら建国神話の《大いなる力》というのも、《巨きよ人じん》が何らかの形で表現されているのかも──。

　そのあたりの議論をもう少し展開したかったが、話題の中心であるネージュはあまり興味がないらしく、それよりも、と早々に話題を変える。

「──でも、木の上に街があって、風とか寒くないの？　水とかどうしてるの？」

　目を輝かがやかせながら身を乗り出して尋たずねるネージュを押おしとどめながら、アーデルハイトは苦く笑しようを浮うかべて答える。

「ユグドラシティのある《世界樹》は、全体がマナで保護されているから高度のわりには風も強くないし、酸素も地上とほとんど同じように整えられているのよ。水もマナを利用して地底湖から汲くみ上げているから豊富だし──。とてもいい所だから、楽しみにしていてね」

　クラスメイトの女子連中と話すときの彼かの女じよはもう少し硬こう質しつな印象だったので、エルヴィンといるときとほとんど同じくらい態度を軟なん化かさせている幼なじみの姿は、少しだけ新しん鮮せんだった。

　仲睦むつまじい姉妹しまいの楽しげな会話を眺ながめる親しん戚せきのおじさんの如ごとき心境に達するエルヴィンをよそに、二人の会話は続く。

「マナ、って実は私よくわからないんだよねえ」ネージュは愛らしく小首を傾かしげる。「なんかさ、この惑ほ星しを循じゆん環かんするエネルギィ、みたいなものなんだよね？」

「ええ、そうよ」アーデルハイトは上じよう機き嫌げんに微ほほ笑えむ。「マナは惑ほ星しの内部で生まれ、地ち殻かく表面に放出されて大地を潤うるおし、そして再び内部へ戻もどっていくの。そして、私たちは地上に放出されたマナを利用して生活している。マナを結けつ晶しよう化して保存が利きくようにする技術も生まれたし、あるいはマナそのものを動力源とする技術も存在するわ。自動車や列車、あるいは航こう空くう艦かんは、マナを利用して動いているわけね」

「へえ、知らなかった！　マナってそういうふうにも使えるんだ！」

「ええそう。マナは今や私たちの生活になくてはならないものよ。ほら、このお部屋のランプも小さなマナの結けつ晶しよう体──マナクリスタを利用してるのだから」

「知らなかった!?」ネージュは大げさに驚おどろく。「てっきり妖よう精せいさんの不思議な力的なアレだと思ってたよ！」

　おまえほんとに現代人なの？　というツッコミをエルヴィンは何とか飲のみ込こむ。田舎いなか者ものにしてもいろいろ知らなすぎる。よく今まで何事もなく生活できたものだと。

　エルヴィンの心のツッコミをよそに、アーデルハイトは話を戻もどす。

「あとは、刻印ルーンもマナを生体利用した力なのよ。ネージュの人の傷を癒いやす力──《ゲーボ》もその一つね」

「ああ、これ刻印ルーンっていうんだ」何とも気軽な調子でネージュは呟つぶやく。「なんか、二ヶ月くらいまえから急に使えるようになった便利な力、くらいにしか思ってなかったよー」

「……おまえそれ、軍関係者が聞いたら卒そつ倒とうするレベルの暴言だからな」

「んぅ？　どうして？」

　エルヴィンの力ない突つっ込こみに、ネージュは首を傾かしげる。その疑問に、アーデルハイトは苦く笑しようを浮うかべながら答える。

「──刻印ルーン自体は誰だれでも持ってるものなんだけどね、あなたの《ゲーボ》は希き少しよう刻こく印いんといって、非常に珍めずらしいものなの。たぶん、今国内に確かく認にんされているだけで五人いるかいないか、というレベルね」

「へえ……私って意外とすごかったんだねえ」

　あくまでも暢のん気きなネージュ。アーデルハイトは、そうね、と同意して続ける。

「でも、基本的に刻印ルーンは、ささやかな個人の才能でしかないわ。それは大たい抵てい、商才であったり、あるいは人付き合いが得意であったりといった、日常の小さな得手不得手として表現される。でも、中にはネージュの《ゲーボ》のように特別強力な刻印ルーンもあるから、そういうものは軍で重宝される傾けい向こうにあるわね。刻こく印いん診しん断だんという簡単な検査でその人の持っている刻印ルーンがわかるわ」

「へえ、知らなかったなあ」感心したようにネージュは何度も頷うなずく。「ねえねえ！　それじゃあ、強力な刻印ルーンってほかにはどういうものがあるの？」

「有名なところだと《アンサズ》かしら。これは遠えん距きよ離り通信に関する希き少しよう刻こく印いんね。マナの影響で通常の無線通信はせいぜい一キロメートルほどしか届かないのだけど、《アンサズ》の刻印保持者同士なら十キロメートル程度まで念のようなものを飛ばした遠えん距きよ離り通信が可能なの。もっとも、国内の各軍支部はそれぞれ特別な有線通信網もうで繫つながれているから《ゲーボ》ほどには重宝されてないのだけど。あとほかには──そうね。たとえば、こういうのかしら」

　そう言ってアーデルハイトはおもむろに、淹いれたて熱々のティーカップを持ち上げた。

　何事かと興きよう味み津しん々しんに目を輝かがやかせて身を乗り出すネージュ。

　一いつ瞬しゆん、アーデルハイトの双そう眸ぼうが虹にじ色いろの煌きらめきを放つ。

　すると直後──何の脈みやく絡らくもなくティーカップから小さな氷の槍やりが飛び出してきて、ネージュは驚おどろきのあまり大きく仰のけ反ぞった。

「な、なにごと!?」動どう揺ようしつつ、アーデルハイトとエルヴィンの顔を交こう互ごに眺ながめる。

「ふふっ、ごめんなさいね」

　いたずらがバレた子供のような笑えみを浮うかべながらアーデルハイトは言う。

「これが私の刻印ルーン《イサ》よ。その本質は分子運動の抑よく制せい──つまり、熱を奪うばうことができるの。小規模での行使ならせいぜいカップの中身を凍こおらせることくらいだけど、最大規模で行使すれば、一定範はん囲いの気候を操あやつることだってできるわ。戦場で気候をコントロールできれば、戦せん況きようを有利に進められるでしょう？　そんな具合に、軍事応用できる刻印ルーンは攻こう性せい刻こく印いんと呼ばれて軍部で重宝されるのよ」

「はええ……何だかよくわからないけど、すごいんだね……っ！」

　ネージュは尊敬のまなざしをアーデルハイトに向ける。

　これが──昨夜、スルズヘイムで連れん邦ぽうのならず者を恐きよう怖ふさせたアーデルハイトの能力ちからだ。

　照れたように頰ほおを搔かく幼なじみを横目に見て、せっかくなのでエルヴィンも注ちゆう釈しやくを入れる。

「──攻こう性せい刻こく印いん自体、持ってるやつが少ないから、あればそれだけでもう将来が約束されたようなものなんだが、なんとアーデはほかに希き少しよう刻こく印いんも持ってるんだ」

「ちょっとエル！」

　慌あわてて話を遮さえぎろうとするアーデルハイトをよそに、ネージュは興きよう味み津しん々しんに双そう眸ぼうを輝かがやかせて身を乗り出す。

「なにそれかっこいい！　アーデちゃんも実は傷とか治せちゃうの？」

「いや、アーデのはちょっと特とく殊しゆでな──。《ティール》っていう刻印ルーンなんだが、これは刻印保持者を問答無用で勝利に導くんだ」

「勝利に導く……？　どういう意味？」

　首を傾かしげてアーデルハイトを見つめるネージュ。アーデルハイトは観念したようにため息をついてから答える。

「──私には荷が重すぎるからあまり吹ふい聴ちようしたくなかったのだけど……ネージュにだけ特別に教えてあげる。私の持つ《ティール》は、勝利の刻印ルーンと言われててね。理由はよくわからないのだけど、あらゆる勝負事に勝っちゃうの。もちろん、最善を尽つくして最大限努力をしたら、という条件がつくのだけど……」

「なにそれすごい！」ネージュはことさら大げさに手を叩たたいて喜ぶ。「つまり、アーデちゃんは勝利の女め神がみさんなんだね！」

「うーん……どうなのかしらね……。でも子供の頃ころから、よくエルといろいろな勝負をしたけど、結構負けてるのよね……だから正直、あまりパッとはしないわね……」

「たぶん、何か条件があるんだよ」エルヴィンはフォローするように言う。「いずれにせよ、刻こく印いん診しん断だんでそういう結果が出て、学校からも軍からも期待されてるんだから、おまえは頑がん張ばってそれに応えないとな」

　才能あふれる幼なじみにエールを送ったところで、不意にネージュが尋たずねてくる。

「──それで、エルくんはどんな刻印ルーン持ってるの？」

　その何気ない言葉に、エルヴィンとアーデルハイトの二人は一いつ瞬しゆん止まる。

　特にアーデルハイトは、しまった、というような表情を浮うかべ、続けてすぐに心底申し訳なさそうに眉まゆを歪ゆがめる。

　またつい勢いで気を遣つかわせてしまった。

　幼なじみにつらい表情を浮うかべさせてしまったことを申し訳なく思いながらも、自分は何も気にしていないふうを装よそおって、エルヴィンは努めて明るい口調で答える。

「──俺おれはね、《ウィアド》なんだ」

「うぃあど？」

　聞いたことがない、というふうに首を傾かしげるネージュに、ああ、とエルヴィンは頷うなずく。

「さっきアーデルハイトの説明で、刻印ルーンは誰だれでも持ってる、っていうような話が出たかと思うが……実はごくまれに何億人に一人って確率で、生まれつき刻印ルーンを持たない人間がいる。それが俺おれで、そういうやつを《ウィアド》──あるいは《ゼロ能なし》って呼ぶんだ」

「ほほう──」

　ネージュはエルヴィンの自じ虐ぎやくに気づいているのかいないのか、妙みように明るく感心したようなそぶりで唸うなってから幾いく分ぶん冷さめた紅茶をすすって言う。

「──つまり、エルくんは何の才能にも縛しばられない、何でもやりたいことができるスーパー自由人ってことだね！」

「え、何その超ちよう絶ぜつポジティブ解かい釈しやく!?」

　まるで予想だにしない感想にエルヴィンは驚おどろく。しかし、ネージュはエルヴィンを勇気づけるようにニコニコと笑えみを浮うかべながら続ける。

「だって、刻印ルーンって何かしらの才能なわけでしょ？　自分に何の才能があるのかわかったら、普ふ通つうはもうそのことで頭がいっぱいになっちゃうけど、エルくんはそうはならないんでしょ？　つまりエルくんはいつでも好きなときに好きなことを全力でやれちゃうわけじゃん？　それって下手に何かの才能があるよりもよっぽど価値のあることだと思うけど」

「────」

　目から鱗うろこの新発想だった。アーデルハイトも同様のようで、驚おどろきのあまり元々大きな双そう眸ぼうをさらに大きく見開いている。

　確かに軍属である彼かれらには、無意識のうちに刻印さいのうを駆く使しして国のために戦う、という思おもい込こみがあり、刻印さいのうを持たない人間は役に立てない、という短たん絡らく的な認にん識しきを持ってしまっていた。

　それをこの田舎いなか育ちの純白少女は、いともたやすく打うち壊こわした。

　エルヴィンは、なぜか少しだけ救われた気持ちになり、思わず苦く笑しようを浮うかべてしまった。釣つられるようにアーデルハイトも笑え顔がおを見せる。

「──おまえはすごいよ、ネージュ」

「ええ、本当。最高に素す敵てきだわ」

　そんな二人の自然の賛辞に、ネージュは動どう揺ようする。

「えっえっ、なんで突とつ然ぜん私の評価が上がってるの!?　陰いん謀ぼう!?　何かの陰いん謀ぼうなの!?」

　動どう揺ようのあまり奇き妙みような動作を繰くり返かえす純白の田舎いなか娘むすめの姿がまた妙みように愛らしくて、エルヴィンとアーデルハイトは、ついに声を上げて笑ったのだった──。







◆第六節　ニヴルヘイム・シャルンホルスト家◆




　──ここまですべてが順調に進んでいたので、エルヴィンも少しだけ気を抜ぬいていたことは否いなめない。

　あとはもう、夜が明けたらネージュを王都まで連れ帰るだけだ、と安心しきって任務の成功を確信しかけていたところで──唐とう突とつに雲行きが怪あやしくなってきた。

　それは夕食時、ささやかながら心のこもった家庭料理の数々を振ふる舞まわれていたときのことだ。不意にニーナが口を開いた。

「──でもお母さん、ネージュが都会に行くのはまだ少し早いと思うなあ」

　あまりにも突とつ然ぜんの話題転てん換かんに戸と惑まどうエルヴィンとアーデルハイト。しかし、二人の戸と惑まどいに気づかないネージュは、気に入ったのか相変わらずアーデルハイトの制服を着たまま、シチューにくるみパンをひたひたさせて首を傾かしげる。

「えー、そうかなあ。私もう十六歳さいだよ。都会デビューくらい余よ裕ゆうだよー？」

　娘むすめの反論に、ニーナはこれ見よがしのため息をついて続ける。

「あなたは都会を知らなさすぎるのよ。あなたみたいな何も知らない田舎いなか者ものが行ってもエルくんたちに迷めい惑わくを掛かけるだけだわ」

　母の言葉に、先ほどまで暢のん気きに食事をしていたネージュは手を止め、わずかな不快感を滲にじませて言う。

「田舎いなか者ものって……そういう言い方はないんじゃないかな」

　どうにも穏おだやかじゃない気配を察し、エルヴィンは早々に割って入る。

「ま、まあまあ。そう目くじらを立てず。俺おれたちは迷めい惑わくなんてそんなこと、」

「エルくんは黙だまってて」

　ぴしゃりと。皆みなまで言い終わるまえに、ネージュの凄すご味みに黙だまらされる。一いつ触しよく即そく発はつの空気をまとったままネージュは続ける。

「確かに私は田舎いなか者ものだけどさ、でもそれはお母さんが私をこの村から一度も外へ出してくれなかったからでしょ？　山を下りた先にあるノルズリにさえ、私は行ったことないんだよ？」

「この村の中だけで生活できるのだから、必要ないでしょう？」

　澄すまし顔で切り捨てるニーナ。ネージュはいよいよ感情を露あらわにして立ち上がる。

「必要だよ！　だって私には同年代の友だちすらいないんだもん！　村の外に出れば、人だってたくさんいるのに！」

「友だちは人生において必ずしも必要な存在ではないわ。むしろあなたの成長を妨さまたげる可能性すらある。おかげであなたは、この村で大人たちに囲まれてのんびり温おん厚こうに、ケンカ一つせずここまで成長できたでしょう？　むしろ私の教育方針に感謝してほしいくらいだわ」

　あくまでも余よ裕ゆうの態度で言い切るニーナに、ネージュは癇かん癪しやくを起こしたようにテーブルを叩たたいて怒ど鳴なる。

「そうやって！　私をずっとこの村に閉とじ込こめて！　私はお母さんのお人形さんじゃない！」

　さすがに静観しかねると判断したのかアーデルハイトも割って入る。

「あ、あの、ネージュ……？　少し言い過ぎよ……？　ニーナさんも少し落ち着いて……」

　しかし、アーデルハイトの制止の声も聞こえないのか、二人の会話は過熱していく。

「お人形なんて思ってないわ。私はただ、親としてあなたをまともな人間に育てる義務があるの。だいたいあなたは、見た目が普ふ通つうじゃないんだから、せめて中身は普ふ通つうにしないと──」

「私だって普ふ通つうが良かったよ！」ネージュは涙なみだを浮うかべて叫さけぶ。「この髪かみも！　この眼めも！　誰だれとも違ちがってみんな私を珍ちん獣じゆうみたいに見るのに！　おまけに私には友だちも……お父さんさえもいない！　全部お母さんが悪いんだよ！　お母さんなんか……お母さんなんか大だい嫌きらい！」

　悲痛な叫さけびを残して、ネージュは食事もそこそこに二階へ走り去っていってしまった。

　慌あわててネージュを追いかけようとするアーデルハイト。しかし──。

「アーデちゃん。少し……一人にさせてあげて」

　どこか悲しげなニーナの言葉に、アーデルハイトは戸と惑まどいながらも再び椅い子すに腰こし掛かける。

「その……余よ所そ様の家庭の事情に口を出すのは失礼かと思いますが……もう少しネージュの気持ちも汲くんであげたほうがよろしいのでは……？」

　恐おそる恐おそる声を掛かけるアーデルハイト。ニーナは深いため息をつき、後こう悔かいを滲にじませて言う。

「……そうね。私も……大人げなかったかしら……。すべてあの子を思ってのことなのに……親というのは、本当に難しいものね……」

　見ていられなくてエルヴィンも割って入る。

「俺おれみたいな子供が偉えらそうなこと言って恐きよう縮しゆくですけど……。今のやりとりを客観的に聞いていると、やはりニーナさんは少し過保護が過ぎると思います。十六歳さいならもう結けつ婚こんもできますし、場所によれば成人扱あつかいされることもあります。それなのに、まだ村から一歩も出たことがないなんて……正直異常ですよ」

「ちょっとエル──っ！」

　言い過ぎだと窘たしなめてくるアーデルハイトを、ニーナは悲しげに笑って片手で制する。

「いいのよ、アーデちゃん。全部エルくんの言うとおり。私だって……それくらい自覚しているもの。でも……それでも、私はあの子をこの村から出すわけにはいかないの……っ！」

　強い決意のようなものを感じさせるニーナの言葉にエルヴィンたちは困こん惑わくする。

　どうやらただの過保護ではなさそうだが……。

　どうしたものかと顔を見合わせるエルヴィンたちに、ニーナは覚かく悟ごを決めたように告げる。

「……エルくんたちには、話しておこうかしら。せっかくはるばる王都からネージュを誘さそいに来てくれたのに、何も教えず追い返すのはあまりにも申し訳ないわ。それに……あなたたちは、あの子の初めてのお友だちだから……」

　それからニーナは、気つけのためかワインのグラスを一気に飲み干して続ける。

「……さっきネージュが、父親がいないって言っていたけど……。実はあの子にはね、生物学的な父親がいないの」

「生物学的な父親……？」

　妙みような言い回しにエルヴィンは首を傾かしげる。ニーナは至し極ごく真面目な表情を浮うかべて頷うなずく。

「あの子はね──私の処女受胎で生まれたの」

「────」

　突とつ然ぜんの告白に、エルヴィンもアーデルハイトも驚おどろきのあまり絶句した。

　処女受じゆ胎たい──それは性せい行こう為いに因よらない懐かい妊にんという奇き跡せきだ。

　生物学的にはありえない話だが、しかし眉まゆ唾つばではあるものの過去にも処女受じゆ胎たいにより誕生した、と言われている人物は存在する。

　それが真に事実であるかどうかは判断がつかないが、今この状じよう況きようでニーナが噓うそをつく理由はないので、少なくとも彼かの女じよはそれを真実として認にん識しきしているのだろう。

「──我わが子可愛かわいさのひいき目で言ってるわけじゃないんだけど……あの子はね、特別なの。エイル様やリーゼロッテ様のように、世界を変える可能性を持っている──。だから私は、あの子にこの村を出てほしくないの。この村を出たら最後、否いや応おうなしに過か酷こくな運命が待ち受けてしまっているような気がするから……」

「────」

　たとえば、クーア教の教義を生んだ、聖女エイル・グナイゼナウ。

　たとえば、千年前にアスガルズ王国を背負って戦った王女リーゼロッテ・ヴィクトリア・ルイーゼ。

　いずれも処女受じゆ胎たいにより誕生したと言われている歴史に名を残す偉い人じんである。

　ニーナは、自分の娘むすめが同じような存在であると考えているようだ。

　確かにニーナの言うように、本当に処女受じゆ胎たいという奇き跡せきがあったのであれば、ネージュは特別な存在なのかもしれない。そしてそれは、彼かの女じよがセルベリアの期待する《大いなる力》の継けい承しよう者であることを示す裏付けにもなる。

　ゆえに、愛まな娘むすめをそんな過か酷こくな運命に関わらせたくないという親心も、ネージュを必要以上にこの村の中に閉とじ込こめておきたくなる理由も納なつ得とくできる。

　だが──。

「──ですが、それなら尚なおのこと、ネージュは王都で保護するべきです。オーディン中将の言うように、もしもネージュが聖女エイルの生まれ変わりで、世界を変える可能性を持っているのだとしたら、それこそ否いや応おうなく世界は彼かの女じよを過か酷こくな運命へ引ひきずり込こむはずです。そうなったらネージュだけではなくあなたも、それにこの村だって危険に晒さらされるかもしれない」

「…………」

　エルヴィンの鋭するどい指し摘てきに黙だまり込こむニーナ。そんなことは初めからわかっていると言わんばかりの葛かつ藤とうを、ありありと示す沈ちん黙もく。ニーナの複雑な心境を察しながら、エルヴィンは優やさしい口調で続ける。

「──しかし、オーディン中将の庇ひ護ごがあれば話は別です。あの人は人類最強の一角で、存在自体が戦争の抑よく止し力みたいな化け物ですし、そのわりにはずいぶんと温おん厚こうな人格のようなのでネージュを悪いようには決してしないでしょう。もしもネージュが聖女エイルの生まれ変わりであることが世に知れたら、連れん邦ぽうや教会も全力でネージュを欲ほつするに違ちがいありません。そうなってからでは──ネージュの身の安全は保証できない。ニーナさん、連れん邦ぽうにも教会にも、そして王国にさえ知られていない今がベストなんです。今が最もネージュを安全に世界に放てるタイミングなんです。この村にネージュを隠かくし続けるのは──もう限界です」

「わかってる……わかってるけど……っ！」

　エルヴィンの優やさしいながらも厳しい言葉に、ニーナは血を吐はくような悲痛さで叫さけぶ。

「あの子に待ち受ける運命は、私なんかには太た刀ち打うちできないくらい強大なもので、あの子のためにも誰だれかに託たくしたほうがいいのは……わかってる……っ！　でも……それでも私は、親としてあの子を最後まで守りたい……っ！　あの子を……愛しているから……っ！」

　守れないけど守りたいという堂どう々どう巡めぐりの矛む盾じゆん。エルヴィンにはそのロジックが理解できないが、そもそも人間の感情なんて必ずしも論理的なものではない。そうして破は綻たんした論理に人は葛かつ藤とうし、その末に新たな道を切り開いていくのである。

　黙だまって二人の会話を聞いていたアーデルハイトが不意に口を開く。

「──ニーナさん。今すぐに決断をする必要はありません。いくらなんでも今回は話が急すぎましたから、お気持ちが整理できないのもわかります。ですから、今回私たちは何も聞かなかったことにしてこの村を立ち去ります。今のお話は上にも伝えません。私たちだけの秘密です。そして私たちが可能な限り時間を稼かせぎますので──その間にネージュともよく話し合って、お気持ちをまとめてください。ネージュのために、ニーナさんのために──どうするのが一番良いいのかを」

　アーデルハイトの優やさしい言葉に、ニーナは悲痛な面おも持もちながらも何とか頷うなずく。

　そうしてエルヴィンが、何か締しめの一言を告げようと口を開き掛かけた次の瞬しゆん間かん──。

　突とつ然ぜんの爆ばく音おんと次いで訪おとずれた大きな振しん動どうが、彼かれらの会話を妨さまたげた。







◆第七節　ニヴルヘイム・シャルンホルスト家◆




　突とつ然ぜんの爆ばく音おんと振しん動どう。

　慌あわててエルヴィンは、窓に飛びついて外の様子を窺うかがう。

　もう日暮れから大分経つというのに、窓の外に見える村の光景は不自然に明るかった。

　赤く揺ゆらめく光に照らされた家々の姿を見て、すぐにそれが炎ほのおの類いであることに気づく。それに先ほどの耳をつんざくような爆ばく音おん──アンドヴァリ連れん邦ぽうの襲しゆう撃げきか、とも思うがこの期に及およんでこんな何もないような田舎いなかの村を襲しゆう撃げきする理由が思おもい浮うかばない。強しいて言うならばネージュのことがバレた場合くらいだが……それにしても村の襲しゆう撃げきなんてこの均きん衡こうした情勢では愚ぐ策さくでしかない。

　とにかく正確な状じよう況きようを見み極きわめなければならない。

　エルヴィンはアーデルハイトと顔を見合わせて頷うなずき合い、ニーナに早口で告げる。

「ニーナさんは、ネージュと一いつ緒しよに家の中で待機していてください。俺おれたちが様子を窺うかがって来ますので、そのあとで動向を決めます」

「わ、わかったわ……っ！　でも、二人とも、無理しないでね……っ！」

　ニーナの動どう揺ようをはらんだ言葉に、頷うなずくだけで返事をしてから二人は家を飛び出す。




　家の外は──地じ獄ごくだった。




　冬なのに夏のような高温の風が吹ふき、あちらこちらから悲鳴や怒ど声せいが響ひびいている。

　しかし、村に点在する家々には見たところ火の手は上がっていなかった。どうやら村そのものが巨きよ大だいな炎ほのおのようなものに囲まれているようだ。

　兵器の類いではない。おそらくこれは、刻印ルーンによる攻こう撃げき──。

「──エル、とにかく中央広場まで行ってみましょう。何だか騒さわがしいわ」

「あ、ああ」

　アーデルハイトの冷静な言葉に我を取とり戻もどし、エルヴィンは駆かけ出だす。

　広場付近まで一気に駆かけ抜ぬけたところで、二人はその先に広がるあまりの異常事態に足を止めて急いで近くの茂しげみに隠かくれた。

　気づかれないように、こっそりと中央広場の様子を窺うかがう。

　広場には、身みの丈たけ五メートルほどの《鉄の巨きよ人じん》が七機ほど屹きつ立りつしていた。

「──《刻印機兵シグムンド》」

　隣となりのアーデルハイトが惚ほうけたように呟つぶやく。

　刻印機兵シグムンドは、マナを動力とする強化外骨格だ。本来は中に人が入り土木作業などを行うためのものだが、広場に居並ぶそれらは、明らかに軍用にチューンナップされた代しろ物ものだった。

　アスガルズ王国もアンドヴァリ連れん邦ぽう共和国も刻印機兵シグムンドの量産にはまだ成功していないので、本来であれば最前線や軍用重要拠きよ点てんでしか見ることができないはず。

　にもかかわらず、こんな田舎いなかの、最前線でも軍用拠きよ点てんでもない小さな村に七機も。

　はっきり言って理解を超こえる光景だった。

　はやる鼓こ動どうを抑おさえつつ動向を見守っていると、七機の中で唯ゆい一いつ漆しつ黒こくに塗ぬられた刻印機兵シグムンドのコクピットが開き、中から白い軍服を着た人物が現れた。

　金きん髪ぱつをオールバックに撫なでつけたひょろりと背の高い男性で、年の頃ころは二十代前半というところだろうか。黄こ金がね色いろの双そう眸ぼうに鋭するどい眼光を湛たたえつつ、鋭えい角かく的なメタルフレームの眼鏡がさらに男の印象をキツくしている。底冷えするような、得体の知れない恐おそろしさを感じさせる男だ。

　それから男は、まるで虫けらでも見下ろすかのような冷たい視線で集まった人々を睥へい睨げいしつつ、感情を伴ともなわない口調で淡たん々たんと告げる。

「──この村は、私の部隊と《炎カノ》により完全に包囲されています。無む駄だな抵てい抗こうはしないほうが賢けん明めいでしょう」

　謎なぞの男は、広場に集まった人々を見み渡わたしてから、再び淡たん々たんと続ける。

「──我々の目的はただ一つ。この村にいる《遺い存ぞん種しゆ》の少女です。調べはついているので、隠かくしても無む駄だです。太古の奇跡を体現する《遺い存ぞん種しゆ》を──大人しく差し出してください。さもなければ──」

　そこで一いつ旦たん言葉を切ると、男はあまりにも自然な動作で軍服の懐ふところから何かを取り出した。

　どうしようもなく想定外の物体の正体にエルヴィンが気づくよりも早く、それを無造作に村人の集団へ向けると──一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく、乾かわいた破は裂れつ音を中央広場に響ひびかせた。

　一いつ瞬しゆん静まり返り──村人の集団にいたふくよかな女性が鮮せん血けつと脳のう漿しようを撒まき散ちらしながら倒たおれた瞬しゆん間かん、怒ど号ごうと悲鳴が渦うず巻まく。

　すぐさま飛び出して行こうとするアーデルハイト。しかしエルヴィンは必死で幼なじみを押おし留とどめる。ここで飛び出すのはただの自殺行こう為いでしかない。

　だがアーデルハイトが我を忘れるのもわかる。

　今、撃うたれて倒たおれた女性は、この村に来てすぐ彼かれらに気さくに話しかけてくれたあのご婦人──マリオンだった。つい数時間前もシャルンホルスト家に焼きたての特製パンを届けてくれた気のいいご婦人が──たった今目の前であまりにも理り不ふ尽じんに殺されたのだ。エルヴィンのように冷静でいられるほうがおかしい。

　怒いかりのあまり荒あらい呼吸を繰くり返かえしながら暴れるアーデルハイトを何とかなだめながらエルヴィンは状じよう況きようを見守る。

　何の罪もない村人を、害虫を駆く除じよするかのような気軽さで射殺した男は、それでも表情一つ変えることなく、淡たん々たんと告げる。

「──これは警告です。一分ごとに一人ずつ若い女性以外の村人を無む作さく為いに殺害します。我々の望む少女がここに現れるまでこの悲劇は続きますので、心当たりのある方、あるいは我こそはという方は早めに名乗り出てください」

　そうして言いたいことだけ一方的に告げると、軍服の男は再び刻印機兵シグムンドのコクピットの中へ戻もどってしまった。ほかの刻印機兵シグムンドも村人を威い圧あつするように武器を構えて立たち尽つくしている。

　とにかく、一刻の猶ゆう予よもない。

　連中が何者かはわからないが、とにかく目的は、明らかにネージュの確保だ。

　だがネージュが彼かれらの手に渡わたるまで、村人が無造作に殺されていくとしても……ネージュを渡わたすわけにはいかない。

　幸い、アスガルズ王国の軍関係者が今この村に滞たい在ざいしているという事実まではまだ知られていないようだし、男の言動からは、ネージュの顔も名前もわかっていない印象を受けるが、あれだけの情報からでは確証は持てない。少女、と断定しているからには性別くらいは知っているようだが……。

　少し落ち着いて対策を考えたいところだが、最優先でしなければならないことはとにかくこの場を離はなれることである。多少冷静さを取とり戻もどしたアーデルハイトを連れて、エルヴィンはシャルンホルスト家へと戻もどる。

　リビングで抱だき合あって待機していたシャルンホルスト親子は、エルヴィンたちが戻もどると、急いで飛びついてきた。

「いったいどうなってるの……？」

　恐きよう怖ふ心を抑おさえながら冷静に尋たずねてくるニーナに、エルヴィンは状じよう況きようを──さすがにマリオンが殺されたことは省くが──簡潔に説明する。

　それを聞くや否いなや、ネージュは勢いよく椅い子すから立ち上がり家を出て行こうとする。慌あわててアーデルハイトは彼かの女じよの腕うでを引いて止める。

「待って、ネージュ！　どこへ行くつもりなの！」

「みんなのところだよ！」ネージュは悲痛な表情で叫さけぶ。「なんだかよくわからないけど早く私が出て行かないと村のみんなが殺されちゃうんでしょ！　だったら──」

「ダメだ、落ち着けネージュ」彼かの女じよの言葉を遮さえぎるようにエルヴィンは淡たん々たんと告げる。「おまえを連中に引ひき渡わたすことはできない。俺おれも正直なんだかよくわからないが、おまえを欲ほつする王国以外の勢力が現れた以上、王国側である俺おれたちは何が何でもおまえを死守して王都まで連れて帰らなきゃならなくなった。今やおまえは、この国の最重要人物なんだよ」

「い、いきなりそんなこと言われてもわからないよっ！」ネージュは涙なみだ目めでわめく。「だって私、ちょっと傷が治せるだけの田舎いなか娘むすめだよ!?　それなのに何の罪もない人を殺してまで私が欲ほしいなんておかしいよっ！　私にそんな価値あるわけないでしょっ！」

「──傷が治せるだけじゃないんだよ」

　言おうか言うまいか悩なやんだが、このままでは埒らちがあかないと思ったので手短に、ネージュが聖女エイルの生まれ変わりであることを伝えた。本当はまだ可能性の段階だったが、処女受じゆ胎たいの件がある以上、もう断定してしまっていいはずだ。もちろん──処女受じゆ胎たいの件はネージュの混乱を招くだけだと思ったので省かせてもらったが。

「──つまり、おまえが今この状じよう況きようでのこのこと出て行ったら、今度は国中の人が命の危険に晒さらされるかもしれないってことだ。そして、出て行ったところで村の人たちの安全が保証されるわけじゃない」

　簡単に総そう括かつを述べるエルヴィン。ネージュは突とつ然ぜん不条理なことを告げられて困こん惑わくを見せる。

「そんな……じゃあ……私はどうすればいいの……っ!?」

　切なげな問いに、そんなものは決まってる、とエルヴィンは断言して答える。

「この戦力差、戦って勝てる相手じゃないんだから、バレるまえにこっそり逃にげ出だす」

「……それしかないわね」

　苦く渋じゆうの決断にアーデルハイトは顔を歪ゆがめる。この状じよう況きようで、村人はどうするのか、と尋たずねてこないあたり彼かの女じよも覚かく悟ごを決めたのだろう。それから彼かの女じよは、深刻そうな表情で続ける。

「……でも、具体的にどうやって？　この村は完全に包囲されてる上に、相手は刻印機兵シグムンドまで持ち出してきてる。上う手まく村の外へ逃にげられたとしても、簡単に捕つかまってしまいそうだけど……？」

「大だい丈じよう夫ぶ、そのための策もある」

　幼なじみを安心させるよう自信ありげに頷うなずいてから、エルヴィンはニーナを見やり意味深に告げる。

「──こうなったら、おじいさんが用意してくれた隠し通路を使うしかないですね」

　予想外の言葉だったのか、ニーナはビクリと肩かたを振ふるわせる。

「まさか──どうして知ってるの……っ！」

「……いえ、確信はありませんでした。でも、合ってたみたいでほっとしています」

　素す直なおに答えるエルヴィンに、今度はネージュが泣きそうな表情を向ける。

「……おじいちゃんの、隠かくし通路……？」

「ああ。おじいさんがおまえのために用意してくれたとっておきだ」

　エルヴィンはネージュを落ち着かせるため努めて優やさしい口調で言う。

「丘おかの上のおじいさんのお墓、完成までに五年も掛かかったんだろ？　ただ墓を作るだけならそんなに時間が掛かかるわけないから、何かしらの細工をしていたんだろうな、ってのは簡単に予想がつく。そしてそのヒントは、墓ぼ碑ひ銘めいに刻まれていた。『求めよ。さすれば道は与あたえられん』。クーア教教典から引用され、独自にアレンジされたこの文言を見てピンときた。たぶん、おじいさんはいつか来るかもしれないこういう事態に備えて誰だれにもわからないよう《道》を用意してくれてたんだ。村が襲おそわれたときこっそりと逃にげ出だすための《道》を──」

「──エルくんの言うとおりよ」

　苦しげな面おも持もちで頷うなずいてから、何かの覚かく悟ごを決めたようにニーナはネージュに語りかける。

「あなたが将来、今みたいなことに巻まき込こまれたときのために、おじいちゃんが古井い戸どを利用した隠かくし通路を作っておいてくれたの。──こうなってしまったらもう仕方がないわね。みんなでここから逃にげ出だしましょう」

　母の残ざん酷こくな言葉に、ネージュは今にも泣き出しそうなほど顔を歪ゆがめる。

「で、でも、そうしたら村の人たちがみんな殺されちゃう……っ！」

　ネージュの気持ちは痛いほどわかったが、残念ながら今は感傷に浸ひたっている余よ裕ゆうもない。

　エルヴィンは信しん憑ぴよう性を上げるために努めて冷静な口調で言う。

「──ネージュ、俺おれたちが逃にげることは、実は村の人たちを救うことにも繫つながるんだ」

「……ど、どういうこと……？」

　涙なみだ目めでネージュはエルヴィンを見やる。彼かれは何でもないことのように淡たん々たんと告げる。

「たぶん、ネージュやニーナさんがいないことは村の誰だれかがすぐに気づく。そうしたら村人を殺したところで何の意味もないことが連中にも理解できるだろう。連中の目的がネージュの確保ならば、村人を無む駄だに殺して時間を浪ろう費ひしている暇ひまはないはずだ。直ちに村を引き上げて逃にげ出だした俺おれたちの捜そう索さくに乗り出すだろう。見たところ連中の規模はせいぜい小隊程度だし、時間も人員も余よ裕ゆうがないからそうせざるを得ない。つまり──村人の命はおまえの決断に掛かかってるってことだ」

「わ……私が早く逃にげれば逃にげるだけ、村の人たちが助かるってこと……？」

　まるで縋すがるようなネージュの視線。思わず逸そらしそうになるのを必死で堪こらえて見返しながら、力強く頷うなずく。

「……ああ。だから頼たのむ。つらいだろうが、ここは逃にげる選せん択たくをしてくれ。そうすることが……一番、みんなのためになる」

　真しん摯しな口調でそう告げながら──エルヴィンは自分の詭き弁べんに吐はき気けを催もよおす。詭き弁べんというよりも、ほとんどあり得ない希望的観測──あるいは妄もう言げんとさえ言える。

　だが今はこんな妄もう言げんで無む垢くな少女を誑たぶらかすことでしか道が切り開けない。

　数秒の葛かつ藤とう。しかし、少女は──決断した。

「……わかった、みんなで逃にげよう！　時間がないのに泣き言言ってごめんね！　三十秒で支し度たくするから！」

　そう言って、ネージュは急いで部屋へ戻もどっていった。エルヴィンたちもすぐにあてがわれた寝しん室しつへと戻もどり、手早く必要なものをまとめてリビングへと舞まい戻もどる。

　それから、すぐニーナに連れられて家の裏手の丘おかへと向かう。

　近道らしい鬱うつ蒼そうと木々の生おい茂しげる獣けもの道みちを五分ほど進むと──昼間見た墓ぼ碑ひの元へ到とう着ちやくした。

　エルヴィンはニーナと協力して墓石を水平方向へ回転させてからスライドさせる。するとその下に、奈な落らくへと続くのではと錯さつ覚かくする階段が出現した。

　これからこの穴に潜もぐるのか、と考えると気が滅め入いりそうだったが今はそれどころではないので、エルヴィンは余計な思考をシャットダウンする。

「──出口までは一本道だから迷ったりはしないと思うけど、足あし下もとは悪いから気をつけてね」

　ニーナは改めてエルヴィンたちの顔を見回して言う。

「そして、絶対に立ち止まらず、余計なことを考えず、一心に前へ進みなさい」

　いいわね？　と三人──特にエルヴィンへ言い聞かせるようにニーナはそう言った。

　とりあえず頷うなずいておくが、なぜ今そんなことを言うのか、疑問に思う。それこそ穴に潜もぐってからで十分なはずだが──。

　そんな違い和わ感かんを抱いだきながらエルヴィンは墓はか穴あなへ潜もぐり、階段を少し下る。ネージュ、アーデルハイトもそれに続く。

　そして無事に三人が墓はか穴あなへ潜もぐったことを確かく認にんしてから──なぜかいきなりニーナは墓はか穴あなに降りることなくその入り口を閉じた。ガチャリ、という何かを固定したような鈍にぶい金属音が響ひびく。

　突とつ然ぜん訪おとずれた暗くら闇やみに驚おどろく暇ひまもなく、ネージュが入り口に飛びついて叫さけぶ。

「お母さん！　何やってるの！　ふざけてないでここを開けて早く逃にげようよ！」

　ドンドン、と入り口を裏側から叩たたくがびくともしない。

（まさか……一度入り口を閉じたらもう開かないようになっている……？）

　そして、その仕し掛かけを発動させるためあえてニーナが外に残ったことも──エルヴィンは一いつ瞬しゆんで察する。

　外からくぐもったニーナの声が届く。

「──時間がないわ、急ぎなさい」

　しかし、それを無視してネージュはほとんど発はつ狂きようするように叫さけぶ。

「お母さん！　待って！　嫌いやだよ！　お母さん！　お母さん！」

　暴れるネージュを暗くら闇やみの中、何とか後ろから押おさえ込こみ、エルヴィンは宥なだめる。

「頼たのむ、ネージュ、聞いてくれ！　ニーナさんが残ることには意味がある！　ニーナさんがこれからすぐに村のみんなのところへ戻もどってネージュたちが逃にげ出だしたことを伝えれば、それだけ多くの村人が助かるんだ！　これは、こっそりニーナさんと打ち合わせしていた作戦なんだ！　おまえに黙だまってたのは、絶対に反対すると思ったからなんだ！　だがこうなった以上もう仕方ないだろ！　覚かく悟ごを決めろ！　俺おれたちはもう、ここから逃にげる以外ないんだよ！」

　宥なだめながら──彼かれは自らの口から息をするように紡つむがれる虚きよ言げんに辟へき易えきする。そもそも、ニーナは戻もどったところでネージュが逃にげ出だしたことは絶対に伝えないだろう。それこそ、村人全員が殺され、そして自身さえ無残に殺されることになっても──。

　だが、エルヴィンのでまかせが奏功したようにネージュの勢いは削そがれる。

　嗚お咽えつを漏もらしながら、ネージュは鉄の壁で隔へだたれた外側にいる母に尋たずねる。

「……ほんとうに？　そうしたら、本当にお母さんも村のみんなも助かるの……？」

「もちろんよ」ニーナは愛まな娘むすめを安心させるよう穏おだやかに言う。「私だって、死にたくはないもの。だから、ネージュは私が稼かせぐわずかな時間でできるだけ遠くへ逃にげなさい。そして、一段落したら──また村へ戻もどってくるといいわ。そのときは、あなたの大好物のパンプキンパイを焼いて待っていてあげるから」

「──お母さん……っ！」ネージュは感かん極きわまったように叫さけぶ。「約束だからね！　私、必ず戻もどってくるから！　だから、お母さんもそれまで元気でね！　あと、さっきは大だい嫌きらいなんて言っちゃったけど、噓うそだから！　私、お母さんのこと大好きだから！」

「ええ、わかっているわ」微ほほ笑えみをたたえたような優やさしい口調でニーナは言う。「私も大好きよ、ネージュ。だから──行ってらっしゃい。では、エルくん。アーデちゃん。ネージュのこと、よろしくお願いしますね」

　それだけ言い残して──声は途と絶だえた。おそらくこの場を立ち去ったのだろう。こうなってしまってはもう腹を決めるしかない。急ごう、と二人に告げ、エルヴィンたちは先へ進む。階段を下ると永遠に終わりがないのでは、と思う細道に続く。学校で支給された小型ライトの明かりだけを頼りに、心を奮い立たせて先へ急ぐ。

　それから時間の感覚が曖あい昧まいになるほど黙もく々もくと足を進めて──ようやく出口と思おぼしき行き止まりに到とう着ちやくした。アーデルハイトと協力して行き止まりの扉とびらを押おす。ギギギ、と金属同士が擦こすれるような鈍にぶい音が反はん響きようしたあと、扉は開いた。

　次の瞬しゆん間かん、乾かわいた涼すずやかな風が吹ふき込こみ、エルヴィンたちの身体を撫なでた。

　どうにか隠かくし通路を抜ぬけられたらしい。わずかに安あん堵どしながら、エルヴィンたちは通路の外へと飛び出した。

　どうやらそこは山の中腹らしい。周囲が森のようになっているので具体的な場所や地形は判断がつかなかったが、それでも空気が美う味まいことはよくわかる。

　いい加減、通路内に籠こもった土つち臭くさく湿しめった空気にうんざりしていたエルヴィンは、肺一杯ぱいに新しん鮮せんな空気を取とり込こみ、身体の内側に澱おりのように溜たまった諸々を吐はき出だす。

　見上げた空は清せい澄ちように晴はれ渡わたり、天球に昇のぼった二つの月は煌こう々こうと静せい謐ひつな光を放っていた。

　月の高度からしてまだ日を跨またいでからそんなには経たっていないことがわかる。ネージュの家を出てから大体二時間程度が経過しているようだ。歩行速度から考えると、ニヴルヘイムから大体六キロメートルほど離はなれた地点だろうか。

　ここまで離はなれればとりあえずは一安心だろう。この暗くら闇やみで、視界の悪い山の中ならばそうそう見つかることもあるまい。

　念のため明かりを消してから、エルヴィンは尋たずねる。

「──ひとまずはどうにかなったが、大だい丈じよう夫ぶか？　二人とも怪け我がとかしてないか？」

「私は大だい丈じよう夫ぶよ」アーデルハイトは涼すずしい顔で言う。

「私も余よ裕ゆうだよー」

　ネージュは複雑な心境を悟さとらせないためにか努めて明るい口調で言う。

「毎日山の中駆かけ回まわってたからね。これくらいは散歩みたいなもんだよー。それよりもエルくんのほうが息上がっちゃってるけど大だい丈じよう夫ぶ？　一休みする？」

　──いや、とエルヴィンは肩かたを竦すくめて戯おどけ、全力で強がる。

「俺おれのことは心配するな。とにかくノルズリまで急ごう。そして始発の列車で王都へ向かうぞ。さすがに今日中に王都へは着かないが、可能な限り王都には近づきたいからな」

「……エルがそう言うなら。でも、どうしても無理なときは言いなさいよ。あなたに倒たおれられるのが一番困るんだからね」

　急にお姉さんぶるアーデルハイトに何だか懐なつかしい気き恥はずかしさを覚える。そういえば子供の頃ころから何かとそういう傾けい向こうにあったな、などと思い出しつつ、エルヴィンは恥はずかしさを誤ご魔ま化かすため強ごう引いんに話を進める。

「とにかく！　休んでるヒマはないから、急いで山を下りるぞ！　ほら、村のほうの炎ほのおが消えてるだろ？　連中が村から撤てつ退たいした証しよう拠こだ。だから俺おれたちは一刻も早くこの場を離はなれて──」

　ニヴルヘイムがある辺りの山の上を指さしてエルヴィンがそう告げた瞬しゆん間かん──。




　──ニヴルヘイムに直上から目映いばかりの巨大な光の柱が降ってきた。




　え、とネージュが声を漏もらす。

　突とつ然ぜんの出来事に、エルヴィンの思考は停止する。アーデルハイトも同様のようで、三人はただただ放心したように空を見上げる。

　軽い地じ響ひびきがする。断続的に、しかし徐じよ々じよに大きくなるそれにとてつもなく嫌いやな予感を覚えたエルヴィンはほとんど無意識にアーデルハイトとネージュに飛びついて地面に押おし倒たおす。

　そしてその直後──音を置き去りにした無色の衝しよう撃げきが彼かれらを貫つらぬいた。

　暴風と呼ぶことさえおこがましい、圧あつ倒とう的てきに凝縮した空気の塊かたまりに殴なぐりつけられて、エルヴィンは気を失いそうになりながらも押おし倒たおした二人に覆おおい被かぶさって衝しよう撃げきから庇かばう。

　だがそれも一いつ瞬しゆん。次いで訪おとずれた暴風の狂きよう乱らんこそが本番だった。

　先ほどの衝しよう撃げきとは真逆のベクトルでエルヴィンたちに襲おそい掛かかる大気の強制波動。

　数すう瞬しゆんまえ、空気の壁かべにはじき飛ばされた小石や木の枝が、揺ゆり戻もどしのエネルギィにより宙を舞まい、まるで散さん弾だん銃じゆうのようにエルヴィンたちへ襲おそい掛かかる。

　エルヴィンの服や皮ひ膚ふを容よう赦しやなく切きり裂さくかまいたち。それでも彼かれは、激痛に耐たえながら必死で身体の下に庇かばった二人の少女を守る。

　やがて永遠とも思える数十秒が過ぎ去り、暴風と振しん動どうが収まったところでエルヴィンは警けい戒かいを怠おこたらないまま頭を上げて身体を起こす。そしてすぐにアーデルハイトとネージュに手を差さし伸のべて二人を立たせる。

　いったい何が起こったのか。

　働かない頭でニヴルヘイムへ視線を向けるが、炎えん上じようする様子もなく特に変化は見られない。

　だが──確実に何かが起こった。それも致ち命めい的で不可逆的で圧あつ倒とう的てきな何かが。

　しかし、今のエルヴィンたちにそれを確かく認にんするすべはない。確かく認にんのためニヴルヘイムへ戻もどるなんて論外だ。そもそも、今の彼かれらには選せん択たく肢しなんて一つしかないのである。

「──急ごう。だいぶ時間をロスした」

　エルヴィンの言葉にアーデルハイトも同意する。

「……そうね。今はそれしかないもの。ネージュも、村が心配でしょうけどここは我が慢まんして先へ進みましょう。大だい丈じよう夫ぶ、きっとみんな無事よ」

「……うん、そうだね」ネージュは不安のためか少しだけ声を震ふるわせて言う。「……大だい丈じよう夫ぶ。あの元気なお母さんに限って何かあったりするはずないんだから……っ！」

　まるで自分にそう言い聞かせるように呟つぶやいて、ネージュはふらふらとした足取りで歩き出す。慌あわててアーデルハイトはそのあとを追い、手を貸してやる。

　エルヴィンも駆かけ足あしでネージュたちの前に出て安全を確かく認にんしながら先せん陣じんを切る。

　それからまた無言のまま山道を下り、ときおりわずかな休きゆう憩けいを挟はさみつつ、それでもほとんど無休の強行軍で何とか日の出まえにノルズリの町まで到とう着ちやくした。

　疲つかれ切きっていた彼かれらは、ひとまず始発列車までの時間、宿をとって一休みすることにしたのだが──どうにも町の様子がおかしい。

　まだ日の出まえだというのに、妙みように人の気配があり騒さわがしいのだ。

　もしかしたら、先刻の光の柱のせいかもしれない、とエルヴィンが嫌いやな予感を覚え始めたところで、彼かれらの前を号外の新聞を撒まき散ちらしながら歩く男が通りすぎた。

　地面に落ちた号外を拾って一目見た瞬しゆん間かん、エルヴィンの心臓はドクンとひときわ大きく脈打つ。

　その紙し片へんには、速報として次の二点が簡素に書かき綴つづられていた。




　一点目は、突とつ如じよ出現した謎なぞの光に飲まれたニヴルヘイムは消しよう滅めつし、住民が完全に安否不明であるということ。




　そして二点目は──夜半過ぎにアンドヴァリ連れん邦ぽう最強の騎き士しベアトリクス・フレイが王都に奇き襲しゆうを掛かけ、セルベリア・オーディンが応戦。これにより全面戦争の火ぶたが切られ、現在、王都は戦せん渦かに巻まき込こまれて多数の死傷者を出している──と。
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◆第一節　大陸縦断列車フレスヴェルグ車内・王都から数百キロ地点◆




　エルヴィンは、窓まど枠わくに頰ほお杖づえを突ついて、流れる車窓の景色をぼんやりと眺ながめていた。

　数時間まえ、この世の終わりのような地じ獄ごくを体験したとは思えない穏おだやかさだ。まるで──あれは夢の中の出来事だったと錯さつ覚かくしそうなほど、いつもと変わらない風景。

　しかしそれは当然のように仮かり初そめのものであった。そして偽いつわりというヴェールを剝はがされた今、目の前にある危機としてエルヴィンの心の中に逼ひつ迫ぱくしている。

　これからどうすればいいのか。無事にネージュを王都まで送り届けることができるのか。そもそも戦火の真まっ只ただ中なかである王都へネージュを連れて行くことが本当に正しいのか。愚ぐ直ちよくにセルベリアの特務を遂すい行こうすることがネージュにとっていいことなのか。

　これほどの危機的状じよう況きようは彼かれの中でも初めてのことであり、正直なところ不安でいっぱいではあったが、傷ついているネージュやアーデルハイトの前で弱音を吐はくわけにはいかないので、努めていつもどおりの様相を装よそおっていた。

　だが、穏おだやかでない内心では、つい考えなくてもいいことを色々と考えてしまう。

　──号外のあとの朝刊に詳くわしい情報が記き載さいされていたが、ニヴルヘイムは本当に跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていたらしい。

　まるで初めからそこには何もなかったかのような更さら地ちだけが残されていたそうだ。

　具体的に何が起こったのかは不明だったが、文明の残ざん滓しも、人々が暮らしていた名残なごりも、何もかもが無くなって、ただそこには焼けた土だけが一面に広がっていたという。

　当然、朝刊の時点でも住民の安否は不明のまま。

　そして、現人類の技術では到とう底てい不可能な天災の類いであり、あるいは増長した人類に神が発した警告なのかもしれない──などという無責任な言説で記事は終わっていた。

　ちなみに連れん邦ぽうの王都襲しゆう撃げきの件は、号外以上の情報がまだ出回っていない様子だった。ただ、王国と連れん邦ぽうの最高戦力であるセルベリアとベアトリクスの両名が正面からぶつかっている以上、大きな被ひ害がいが出ていることは間ま違ちがいない。

　幸いにして全面戦争の戦火はまだ大陸全土に広がっていないようだったがそれも時間の問題。おそらく、両軍の装備が整い次し第だい、激しい衝しよう突とつが開始されるだろう、ということだった。

　あまりにも急に、世界が動き始めている──とエルヴィンは感じる。

　それこそまるで、ネージュの運命に呼応するかのように──。

　ふと頭に思おもい浮うかんだそんな考えを振ふり払はらい、エルヴィンは傍かたわらのネージュを見やる。

　昨夜と同じアーデルハイトの軍学校制服に身を包んだ純白の少女は、窓辺に顎あごをついて流れる車窓を暢のん気きに眺ながめている。まるで何事もなかったかの様子に微かすかな違い和わ感かんを抱いだくが、おそらく無理をしていつもの調子を装よそおっているだけだろうと当たりをつけ、それ以上余計なことは考えないようにする。

　それからエルヴィンは、ノルズリの町に着いた直後のことを想起する。

　──ノルズリの町でニヴルヘイム消失の号外を読んだネージュは、力なくその場にへたり込こんでそのまま動かなくなってしまった。

　目は開いて意識はあるはずなのに、その漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに光は灯ともっておらずただ呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめるネージュ。全身の筋肉は弛し緩かんし、呼吸音さえ覚おぼ束つかない。

　おそらくショックのあまり放心状態になったのだろう。とにかくネージュをどこか落ち着けるところで休ませないといけないと、アーデルハイトと二人で放心する少女を抱だきかかえて何とか宿に押おし込こめ、そのままそこで小一時間ほど休きゆう憩けいすることに決める。

　多少心苦しくはあったが、男の自分ではいろいろと都合が悪いだろうとアーデルハイトにネージュを任せて、エルヴィンも狭せま苦くるしいシングルルームに籠こもると早々に仮か眠みんをとった。

　正直、一時間弱の仮か眠みんではほとんど疲つかれは取れなかったが、それでも気力は幾いく分ぶん回復したので少しだけ見通しを明るくすることができた。

　それからアーデルハイトたちの部屋へ赴おもむくと、二人とも準備完かん了りようの様子だった。特にネージュは、もうすっかり普ふ段だんどおりの明るさを取とり戻もどしており、意表を突つかれるほどだった。

　ちなみに急いで逃にげ出だしてきたので、着き替がえなどを持ち出す余よ裕ゆうもなく、結局アーデルハイトとネージュは服を交こう換かんしたままでこの先を進むことになった。

　最初はやっぱり服を戻もどそう、という流れになっていたのだが、エルヴィンの鶴つるの一声、

「──まあ、でも二人ともよく似合ってるしもうしばらくそのままでもいいんじゃないか？」

　という雑なアドバイスによって、あっさり現状維い持じが決定された。

　もしかしたら最初から、自分の汗あせや泥どろで汚よごれた服を返すことに抵てい抗こうを感じていたのかもしれない。この町で服を新調しようか、という案も出たがこの先何が起こるかわからない以上、少しでも限りある資金は節約すべきだ、というエルヴィンの強い希望により、それもまた流れた。いずれにせよ、現状眼福であるエルヴィンにとってはとても良よい決定であった。

　それから三人で駅舎に向かい、大陸横断列車ラタトスクと連れん絡らくしているヨルムンガンド山脈の麓ふもと町まちスルズヘイム行きの列車に乗のり込こんだ。

　エルヴィンやアーデルハイトは慣れたものだったが、ネージュは列車に乗ること自体が初めてだったらしくとてもはしゃいでいた。

「うわあ！　列車だよ、列車！　エルくん、アーデちゃん！　こんな金属の塊かたまりがすごいスピードで走るなんてすごいね！」

「あの、ネージュ？」アーデルハイトが心配そうに言う。「悪目立ちするといけないから、あまりはしゃぎすぎないでね……？」

「あ、ごめん！　ここはもう田舎いなかじゃないんだから、エレガントにいかないとね……っ！」

　襟えり元もとを正しながら、ネージュは不自然な真顔を浮うかべてそう言うが、内心でエルヴィンは、ここはまだ田舎いなかだぞ、と突つっ込こみを入れておく。

　アーデルハイトの心配もわかるが、幸いにして列車は非常に空いていた。昨夜の騒そう動どうで、田舎いなかが安全ではないと感じた人々が都会を目指して動き出すかとも思ったが、現在都会は都会で戦火の真まっ只ただ中なかなので、相対的にやはり田舎いなかのほうが安全だとみんな判断したのかもしれない。

　いずれにせよ、ネージュ護送の任務中であるエルヴィンたちからすれば、列車が空いていることは素す直なおにありがたかった。あるいはまた、昨夜のニヴルヘイムのように襲しゆう撃げきされて、乗客を危険に晒さらすことになる可能性もあるのだから。

　もちろん、そんなことはおくびにも出さず、エルヴィンは平常どおりの様子で座席に向かう。

　荷物を仕し舞まうために座席を持ち上げたところで、またネージュが上じよう機き嫌げんにエルヴィンに絡からむ。

「うわあ！　すごい！　ハイテク！　これ座すわるところの下が物入れになってるんだね！　デッドスペースの有効活用だね！　しかも大容量！　もしかして、混んでるときにはこの中にも人を収納して驚おどろきの乗車率を実現する感じのあれかな！」

「……まあ、おまえくらいなら二、三人は入りそうだな」疲つかれもあってエルヴィンは雑に対応する。「せっかくだし、記念にスルズヘイムまでこの中に入ってくか？」

「入ってくか？　じゃないよっ!?　せっかくの機会なのに、なんで暗い箱の中で荷物みたいに運ばれないといけないのっ!?　悪いけど、車窓の風景を全力で満まん喫きつさせてもらうよ!?」

「あの、二人とも。目立つとあれだからもう少し静かに──」

　アーデルハイトに窘たしなめられていたところで、横合いから聞き覚えのある声が飛んできた。

「見てママ。一昨日のお兄さん、新しい女の人を連れているわ。三角関係的なアレなのかしら！」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいてエルヴィンは急いで声のほうに視線を向ける。その先には、先日、ラタトスク車内で一いつ緒しよになった親子がいた。どうやら彼かの女じよたちもあの後ラタトスクからフレスヴェルグに乗のり換かえてノルズリまでやって来ていたらしい。

　前回恥はずかしい失態を見せてしまったエルヴィンとアーデルハイトの二人がリアクションに困っている中、何も知らないネージュは上じよう機き嫌げんに幼女へ寄っていき、優やさしく頭を撫なでる。

「こんにちわー、お嬢じようちゃん。可愛かわいいお召めしもので今日はお出かけかなー？」

「ええ、ノルズリにおじいちゃんが住んでいるので昨日遊びに来たの。今日はもう帰るところだけど」

　幼女ははきはきと答える。言こと葉ば遣づかいも丁てい寧ねいなことから、とても聡そう明めいであることが窺うかがえる。それから、幼女は興きよう味み津しん々しんな様子で双そう眸ぼうを輝かがやかせてネージュに尋たずねる。

「お姉さんも学生さんなの？　やっぱりあのお兄さんのこと好きなの？」

「エルくんのこと？　もちろん大好きだよー」

「きゃあ！　じゃあ、あっちの美人な金きん髪ぱつのお姉さんと、お兄さんを取り合っているのね！」

「そうなの、あのお兄さんモテモテなんだよー」

「ジゴロっていうアレね！　お姉さんもあっちのお姉さんに負けないくらい可愛かわいいから頑がん張ばってね！　私、応おう援えんしているわ！」

「あはは、ありがとう。でも、お嬢じようちゃんが一番可愛いよー」

　上じよう機き嫌げんに笑いながらネージュは幼女の頭を再び撫なでて、エルヴィンの元へ戻もどってきた。

「ただいまー」

「──おまえのコミュ力すごいネ！」

　何ともコメントに困る展開であったため、エルヴィンは率そつ直ちよくな感想を述べてお茶を濁にごすことにした。

　それからまもなくして、列車は動き出す。

　初めての高速で流れる車窓の風景にネージュは歓かん喜きする。きっとそれは、ただの空元気ではないはずだ。少しでもネージュがこの道中で気分転てん換かんできればいいと、エルヴィンは切に願う。

　そしてしばらく何事もなく列車は進み──今に至る。

　ぼんやりと窓の外を眺ながめていたところで、不意に小声で、エルくん、と呼びかけられる。

　なんだ、と返事をして車内に視線を戻もどし──彼かれはすぐに事情を察した。

　向かいの席で仲良く隣となり合あって座すわっていたネージュとアーデルハイトだったが、疲つかれのためか、あるは断続的で単調な振しん動どうに誘さそわれたのか、アーデルハイトはネージュの肩かたに頭を預けて眠ねむってしまっていた。
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「アーデちゃん、寝ねちゃったね」ネージュは小声で言う。「寝ね顔がおも可愛かわいいねえ」

　エルヴィンは苦く笑しようを浮うかべて応じる。

「悪いけど、少しだけ寝ねかせてやってくれ。いろいろ頑がん張ばりすぎて、日常的に寝ね不ぶ足そくなんだ」

「ううん、全然悪くないよ。むしろ役得って感じかなあ」ネージュは慈じ愛あいに満ちた微ほほ笑えみを浮うかべる。「それにしても、寝ね顔がおでこれだけ可愛かわいいってずるいよねえ。私なんかよだれ必至だよー」

「その服に垂らすなよ」

「垂らさないよっ!?」

　少しだけネージュが声を荒あららげたところで、アーデルハイトは、うーん、と唸うなる。慌あわててネージュは自分の口元を手で押おさえる。今さらそんなことをしても遅おそいのだが、義ぎ理り堅がたいというかお約束を忘れないネージュの仕草には素す直なおに好感が持てる。

　再び、声のトーンを落としてネージュはエルヴィンに言う。

「ねえねえ、エルくん。ヒマだし何かお話しようよー」

「疲つかれてるだろ？　おまえも寝ねてろよ。着いたら起こしてやるから」

「うーん……」ネージュは少しだけ言いにくそうに頰ほおを搔かく。「何というか、疲つかれてるんだけど、あまり眠ねむたくはないんだよね。なんか、そわそわして落ち着かない感じ」

　それもそうか、とエルヴィンは自身の浅せん慮りよを反省する。あれだけのことがあったのだから、平静を装よそおっていても内心ではどれほどのショックに打ちひしがれているか。

　ネージュの心境を慮おもんぱかり、エルヴィンは大人しく彼かの女じよの提案を受け入れることにする。

「──都会はいいぞ。特に王都は何でもあるからな。今、いろいろ騒さわがしいみたいだが、一段落したら、案内してやろう。なんか、行ってみたい所とかあるか？」

「あっ！　私ね、甘かん味み処どころ行ってみたいなっ！」大きな瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせてネージュは答える。「なんかクリームとか果物とかがふんだんに使われた、夢のような食べ物があるらしいね！　田舎いなかにはそういう小こ洒落じやれたものがなかったから、食べてみたいよー」

「甘かん味み処どころならアーデが詳くわしいな」エルヴィンは、記き憶おくをさらって答える。「昔一度、カップル限定の食べ放題に連れて行かれて酷ひどい目に遭あったことがある。こう見えてアーデは、甘あまいものならバカみたいに大量に食べるんだ」

「ほほう……カップル限定とな……？」ネージュはイヤらしく、くふふ、と笑う。「いーなー。都会の子は進んでるなー。私も甘かん味み処どころデートとかやってみたいよー」

　ネージュの浮うかべるにやけた笑いを見て、エルヴィンはため息をつく。

「……ご期待に添そえなくて申し訳ないが、俺おれとアーデはそういうのじゃないぞ。ただの腐くされ縁えんの幼なじみだ」

「えー？　またまたー？　恋こい人びとでもない男女が、二人だけで遠出の任務なんてするかなあ？」

「巻まき込こまれて成り行き上仕方なくだよ……。アーデが一人じゃ不安だからって、俺おれを強ごう引いんに巻まき込こんだんだ。しっかりしてるように見えて、昔から気が小さくてな……」

「でも、幼なじみってなんかいいよねえ。私、年の近い子が村にいなかったから、そういうの憧あこがれるな。二人はどれくらい昔から付き合いがあるの？」

「んー……ほとんど生まれたときから、かな。もともと俺おれたちの両親が昔なじみでな。家も近所だし、誕生日も一ヶ月しか違ちがわないしで、ほとんど兄妹きようだいみたいなものだよ。ちなみに、俺おれのほうが生まれは早いからな」

「そうかそうか、アーデちゃんは妹ちゃんだったのかー。私もこんな可愛かわいい妹ちゃん欲ほしかったなー。でもそっか、ご両親同士が仲良しなら納なつ得とくだね。エルくんのご両親は何してる人なの？」

「──っ」

　今のネージュに家族の話題はまずかったか、と一いつ瞬しゆん焦あせったが別段そういう雰ふん囲い気きでもなく彼かの女じよもいつもどおりなので、変に意識させるのも良くないか、と思い直してエルヴィンは素す直なおに答える。

「──軍人だよ。お袋ふくろはもう引いん退たいしてるけど、親おや父じは現げん役えき。特級戦術師っていう、特別な国家資格を持っててな。今は、アスガルズ王国南部で総指揮官みたいなのをやってるよ」

「……それってメチャクチャすごいことなんじゃない？」

　眉まゆをひそめて小首を傾かしげるネージュ。軍事にまったくのド素人しろうとであるはずのネージュでさえ気がつくほど偉い大だいな、エルヴィンの父ラインハルト・ケーニヒヴィルヘルム。

　そして、国の至宝とまで呼ばれる偉い大だいな父から生まれたウィアド能なしの自分。

　父を語るときは、この上ない誇ほこらしさを感じると同時に、それ以上のどうしようもなく惨みじめな気持ちを抱いだかざるを得ないので、これまでエルヴィンは極力父のことを人に語らないようにしていた。しかし、ネージュの前だと不思議と穏おだやかな気持ちのままでいられたので、彼かれは正直に答える。

「──ああ、本当にもう訳わからないくらいすごい親おや父じなんだ。しかも、昨日話したアーデと同じ希き少しよう刻こく印いん《ティール》を持っててな。その効果でほとんど理り不ふ尽じんなくらい自軍に勝利をもたらすから、全戦全勝無敗の天才軍師なんて呼ばれて敵国でも恐おそれられてるらしい」

　もしかしたら、昨日の夜ネージュに自分が何の才能もないウィアドであることをポジティブに肯こう定ていされたおかげかも知れない。

　才能に縛しばられず何をしてもいい、出自に関係なく自分は自分なのだと──認められた。

　エルヴィンはひどく久しぶりに、偉い大だいすぎる父のことを心の底から誇ほこらしく語った気がした。

　エルヴィンの誇ほこらしい気持ちを察したのか、ネージュも嬉うれしそうに笑う。

「素す敵てきなお父さんだね。今度会ってみたいな」

「ああ、きっと機会があるよ。アーデのことを実の娘むすめみたいに溺でき愛あいしててな。たぶん、本当は女の子が欲ほしかったんだと思うけど……。だから、ネージュのことも気に入ると思うよ。特に親おや父じは変わったヤツが好きだから」

「うん、楽しみに──んんっ!?　今最後、さり気なく酷ひどいこと言わなかったっ!?　私、全然変わってないよっ!?　むしろどこにでもいる普ふ通つうの女の子だよっ!?」

　アーデルハイトを起こさないよう小声で怒おこりつつ、しかしすぐに機き嫌げんを直してネージュは続ける。

「はあー、何か怒おこったら少しおなか空いてきちゃった。エルくんは大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん……そういえば俺おれも少し空いてるな……」

　無意識のうちに見過ごしていたが、すでにもう何駅も通りすぎている。列車に乗のり込こんでから結構経たっているようだ。

　朝は疲ひ労ろうのせいかあまり空腹も覚えず、また時間もなかったため軽食で済ませてしまったのが良くなかったか。しかし時刻は八時過ぎであり、昼食時にはまだまだ間がある。どう考えてもそこまで保ちそうもない。

　あまり目立つことはしたくなかったが、仕方ない、とエルヴィンはため息をつく。

「──とりあえず、次の駅で停車中にちょっと弁当でも買ってきてやるからそれまで我が慢まんしろ」

「わーい！」目を輝かがやかせてネージュは喜ぶ。「おべんと嬉うれしいなー。私、お肉がいいよー。村ではお祝い事のときくらいしか食べられなかったから、貴重なんだよー」

「わかったよ」エルヴィンは苦く笑しようする。「なんか適当に見み繕つくろってきてやるから、大人しく──」

　そう、皆みなまで言い終わるまえに──。

　──列車は、急ブレーキを掛かけて突とつ然ぜん停車した。







◆第二節　大陸縦断列車フレスヴェルグ車内・王都から数百キロ地点◆




「──何事っ!?」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいた様子ながらも、飛び起きたアーデルハイトは瞬しゆん時じに尋たずねてくる。

「わからん！」

　雑に答えてエルヴィンは窓の外を見やる。

　そこは何もない草原地帯であり、落石の類いで線路が塞ふさがれて列車が急停止──なんてことにはなり得ない。よしんばあるとしたら、野生動物が線路を横切って進行妨ぼう害がいをしたくらいだが──。

　しかしエルヴィンのそんな淡あわい期待は、すぐに裏切られる。窓から身を乗り出して確かく認にんした列車の前方に──昨日の刻印機兵シグムンドの集団が見えたからだ。

　慌あわてて後ろも確かく認にんすると──背後にも刻印機兵シグムンドが数機確かく認にんできた。つまり──。

　──完全に待まち伏ぶせされた。

　内心で舌打ちをして、エルヴィンは瞬しゆん時じに思考を巡めぐらせる。

（どうする……バレてない今のうちに逃にげ出だすか……。いや、この平野で刻印機兵シグムンド相手に逃にげられるはずがない……。だが、このままだと早々に見つかるだろうし……。いや、そもそもそれ以前に──）

　それ以前になぜネージュがこの列車に乗っているとバレたのか。

　乗車の際には、偽ぎ名めいを使ったから乗客名めい簿ぼから身元がバレるとは考えにくい。

　確かに、いるはずのニヴルヘイムにネージュがいなかったとしたら、逃にげ出だしたと考えるのが妥だ当とうだろうし、そうなれば、ニヴルヘイムに一番近いノルズリから列車に乗のり込こんで王都へ向かう、と推理するのも不自然なことではない。

　だが、当然、列車以外のルートもあるし、そもそも必ずしも王都へ向かうとは限らない。

　にもかかわらず、ここで待まち伏ぶせをしていたということは──ネージュがこの列車に乗っているという確信があったはずだ。

　列車に乗るところを見られた、という可能性はある。だが、エルヴィンもアーデルハイトも尾び行こう者には常に気を配っていた。二人の警けい戒かいを潜くぐり抜ぬけられるほどの手て練だれが尾び行こうしていたならば、暢のん気きに尾び行こうなんてせず、早々にエルヴィンたちを襲おそってネージュを連れ去ればいいだけの話だが……あるいは、それができない事情があったのか。

　そのあたりに、何か突とつ破ぱ口こうがありそうな気はするが──いずれにせよ、現状ではすべての説が可能性の域を出ない。

　それよりもまずは、今この状じよう況きようをどうやり過ごすかだが──。

「──エル！　ねえ、エルってば！」

　肩かたを揺ゆすられてエルヴィンは思考を中断する。意識をこちら側へと引ひき戻もどすと、アーデルハイトが慌あわてた様子でエルヴィンを揺ゆすっていたことに気づく。

　すまない、と彼かれが謝罪をしたところで、今度はネージュが声を上げる。

「ど、どうしよう！　なんか、前からも後ろからも乗のり込こまれてるみたいっ！」

　エルヴィンたちがいる車両は中央のほうなので、まだ多少の猶ゆう予よはあるが見つかるのは時間の問題だ。

「──迎げい撃げきしましょう」アーデルハイトは覚かく悟ごを決めたように言う。「不意を突つけば、私の《イサ》で十分戦えるし、《ティール》の加護もあるから多少ゴリ押おしでもこの場は切きり抜ぬけられると思うわ」

「──いや」エルヴィンは一いつ瞬しゆん考えてからその提案を却きやつ下かする。「見たところ、見張りの刻印機兵シグムンドを数機残して、残りの連中は生身で列車に乗のり込こんできてる。刻印機兵シグムンドを使えば列車自体をひっくり返すことだって容易たやすいのに、だ。それはつまり、少なくとも今のところ戦せん闘とうの意思は持っていないってことだ。昨夜とは……どうも少し事情が違ちがうらしい」

「事情が違ちがうって言っても……このままここでじっとしているわけにもいかないでしょう」

　少しだけ苛いら立だたしげなアーデルハイト。不安そうにネージュもエルヴィンを見つめる。

　そんな二人を交こう互ごに眺ながめてから──エルヴィンは告げる。

「どうにか連中を出し抜いてやり過ごす──それしか道はない」

「やり過ごすって、具体的にはどうするのよ……っ！　早くしないとじきにこの車両にも辿たどり着ついちゃうわよ……っ！」

　焦あせって早口になるアーデルハイトに、エルヴィンは少しだけ躊ちゆう躇ちよしながら言う。

「……方法はある。あるにはあるが──強ごう引いんだから当然危険も伴ともなう。それでも良ければ、その可能性に賭かけてみたいが──どうだ？」

　エルヴィンの言葉に、アーデルハイトとネージュは顔を見合わせる。しかしすぐに、二人とも力強く頷うなずく。

「大だい丈じよう夫ぶ、あなたに間ま違ちがいはないわ、エル。いざとなれば私の刻印ルーンでどうとでもなるしね」

「私も賛成だよー。そもそも私は初めからエルくんとアーデちゃんに命を預けてるわけだからね。言われれば何でもするよ。もちろん、えっちなこと以外だけど！」

「──そうか」二人の言葉に、エルヴィンも緊きん張ちようを解いて苦く笑しようを浮うかべる。「それじゃあ、早さつ速そく始めよう。一世一代の大博打ばくちを──」







◆第三節　大陸縦断列車フレスヴェルグ車内・王都から数百キロ地点◆




　白い軍服の男──ランドルフ・メクレンブルク少しよう尉いは、乗客の顔を一人一人確かく認にんしながら、足早に列車の通路を歩いていた。

（目的の《遺い存ぞん種しゆ》の少女がこの列車に乗っているという情報は確実なもののはずだが……）

　先ほどノルズリの町で撮さつ影えいされた望遠写真を手に目的の少女を探しているが、未いまだ少女を見つけられず、ランドルフは苛いら立だちを覚え始めていた。

　こういう回りくどいやり方は彼かれの得意とするところではなかったが、直属の上官からの厳命ではさすがに無視するわけにもいかない、と不満を抱いだきながらも淡たん々たんと任務を続行する。

　だが、戦略担当官としては確かに腕うでが立つが、如何いかんせんあの小こ娘むすめのやり方はぬるい。

　たとえ《地上人シヤーフ》だとしても人は人。可能な限りこれ以上の犠ぎ牲せいは出したくないなどと、平気で世よ迷まい言ごとを宣のたまう上官の少女が、正直ランドルフは苦手だった。

　内心の苛いら立だちを隠かくして歩を進め、次の車両へ移ろうとしたところで部下に呼び止められる。

「少しよう尉い。次の車両が最後です。前方部隊からの報告では、《遺い存ぞん種しゆ》は未いまだ見つけられていないとのこと。次がおそらく本命かと。ノルズリで確かく認にんされた三名の内二名は、アスガルズ王国軍学校の制服を着ています。思わぬ反はん撃げきを受ける可能性がありますので注意してください」

「──わかりました。前方部隊と外の待機部隊に、警けい戒かいを厳に、と指示を送ってください。……あと乗客に手を上げることは絶対禁止と、《魔ま女じよ》から厳命を承うけたまわっていますので、心に留とめておいてください」

　はっ、と緊きん張ちようした様子で敬礼をする部下から視線を外しながら、ようやくか、とランドルフは息を吐はく。これでこの面めん倒どうな任務ともおさらばできる。

　いつでもすぐに刻印ルーンを発動させられるよう精神を統一してから──ランドルフは車両の引き戸を開け放った。

　その先には──しかし、一組の親子しか乗車していなかった。

　どこかに隠かくれているのかもしれない。警けい戒かいを緩ゆるめないまま、ランドルフは車両の通路を進んでいく。だが、予想に反して物もの陰かげに隠かくれているような様子もなかった。

　一通り空の座席を見て回ってから──彼かれは腕うで組ぐみをして、ふむ、と五秒ほど考える。

　自分たちがこの列車を襲おそうことを察して、早々に逃にげ出だしたか。あるいは、斥せつ候こう部隊からの報告が間ま違ちがっていて初めからこの列車には乗っていなかったのか。

　炎ほのおの壁かべに包囲されたニヴルヘイムからも平然と逃にげ出だすような連中だ。何らかの刻印ルーンを使って脱だつ出しゆつしたという可能性だって決して低くはない。

　それとも──。

　ランドルフは、空の座席を見つめながらある発想に至る。

　それとも、やはりどこかに隠れているのか、と。

　この狭せまい車内で隠かくれられる場所なんて──一つしかない。

　ランドルフは、躊ちゆう躇ちよなく座席を持ち上げて荷物入れを覗のぞき込こむ。

　しかし、その中は──空っぽであった。

　当てが外れたか、あるいは──。

　ランドルフは部下に指示を出し、すべての空席の荷物入れを確かく認にんさせる。

　しかし、どこにも目的の少女たちの姿は見つからなかった。

　ランドルフは考え直す。ほかに隠かくれる場所はないしやはりこの列車には乗っていない──？

　さらに思考を進めようとしたところで、横合いから飛んできた声によって遮さえぎられる。

「その席に座すわっていたお兄さんたちなら、一つ前の駅で降りたわ」

　声の方向へ視線を向ける。その先には──この車両唯ゆい一いつの乗客だった一組の親子がいた。どうやら今ランドルフに声を掛かけたのは、五歳さい前後の幼女のようだった。

　余計なことは言うなとばかりに母親に抱だきしめられる幼女。二人の座席にランドルフは足を向け、感情のこもらない声こわ色いろで尋たずねる。

「──今言ったことは本当ですか？」

「本当よ」

　母親に抱だきしめられながらも、幼女はランドルフの目をまっすぐに見つめて答える。

「学生服のお兄さんとお姉さん、それと田舎いなかっぽい服装のお姉さんでしょ？　その三人なら、何か話し合ったあと一つ前の駅で急いで降りていったわ」

「何を話していたのか、聞こえましたか？」

「内容まではわからないわ。でも、慌あわてていたのは確かよ」

　幼女の言葉を頭の中で反はん芻すうしてから、今度は母親に視線を向ける。するとおびえた視線を向けながらも、母親は頷うなずいた。

「ほ、本当です……。全部本当のことです……。だからどうか、この子の無礼な発言をお許しください……っ！」

「────」

　今にも泣き出しそうな表情で、しかし、それでも懸けん命めいに娘むすめを守ろうとする母親を睥へい睨げいして──ランドルフは辟へき易えきした。

　地上人シヤーフ風ふ情ぜいの命いのち乞ごいなどあまりにも醜しゆう悪あくで見るに堪たえない。

　不ふ機き嫌げんに顔を歪ゆがめながらほとんど無意識にホルスタから拳けん銃じゆうを抜ぬくが、すかさず部下に窘たしなめられる。

「──メクレンブルク少しよう尉い。ヴィッテルスバッハ中尉から乗客への手出しは厳禁との命令が出ているのでは……？」

「……わかっています」内心で舌打ちをしてランドルフは応じる。「ですが、作戦遂行時は実行部隊隊長として私が自らの意思で状じよう況きように沿った対応を取ることが認められています。ですので余計な口出しは無用です」

　冷れい徹てつに突つっぱねたつもりだったが、それでも部下の兵士は怖こわ々ごわと食い下がってくる。

「……その、恐おそれながら進言いたしますが、今は中ちゆう尉いの命令を反ほ故ごにする状じよう況きようにはないと思われます。もちろんあなたは我々の上官ですのであなたの行動を制限する立場にありませんが、我々は中ちゆう尉いの部下でもあるのです。もしも少しよう尉いが余計なことをして中ちゆう尉いの怒いかりに触ふれたとしても、我々は一いつ切さいの庇かばい立だてができませんのでそのおつもりで。──あの《魔ま女じよ》の逆げき鱗りんに触ふれることだけは、我々はごめんですよ」

「…………」

　さすがに部下にそこまで言われてしまったら拳けん銃じゆうを納めざるを得ない。彼かれらの上官であるヴィッテルスバッハ中ちゆう尉いは、地上人シヤーフに情けを掛かけるような生ぬるい小こ娘むすめでありながら、必要とあらばランドルフ同様、否いな、それ以上の残酷さをもって、地上人シヤーフを八やつ裂ざきにするような埒らち外がいだ。

　彼かれとしてもできれば──下手に刺し激げきしたくはない。何よりすでにニヴルヘイムでの住民虐ぎやく殺さつの件で一度『お叱しかり』を受けてしまっている。次はないかもしれない。

　苛いら立だたしげにため息を嚙かみ殺ころしてから、ランドルフは回れ右をして通路を歩き出す。そして慌あわてて付いてきた部下に指示を出す。

「──一つ前の駅周辺を固めるよう、待機部隊に指示を。流通路は要注意です。それから、投入部隊には一刻も早くこの列車から引くよう指示を。特に乗客を傷つけるようなことがないよう、十分注意してください」

　必要な指示だけ出すともう振ふり返かえることなく、ランドルフは列車から離はなれていった──。







◆第四節　大陸縦断列車フレスヴェルグ車内・王都から数百キロ地点◆




　外から聞こえていた謎なぞの軍人──メクレンブルク少しよう尉いの足音が遠ざかり、やがて聞こえなくなったところでエルヴィンは心底安あん堵どしながらも、指先一つまともに動かせない現状に困こん惑わくしていた。

　すぐ目の前には、微かな隙すき間ま明かりに照らされた二人の少女の顔。

　美しい金きん髪ぱつとサファイアの双そう眸ぼうを持つ少女と、まばゆい白はく髪はつと漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを持つ少女。

　異なる美しさを誇ほこる二人の顔が、鼻先に吐と息いきが掛かかるほどの眼前に並んでいるあまりにも非常識な光景。そして、満足に身体を動かすこともできない異常な状じよう況きよう。

　現状を脱だつするために最善の策を模も索さくするが、鼻び腔くうをくすぐる少女たちの芳ほう香こうで頭がまるで働かなかった。

「その……何というか……」沈ちん黙もくに耐たえかねたのかネージュが熱い吐と息いきとともに言葉を漏もらす。「そういう状じよう況きようじゃないのはわかってるつもりなんだけど、男の子とここまで密着するとドキドキしちゃうんだね……っ！　ひょっとしてこれが、発情……っ！」

「……ネージュ」今度はアーデルハイトが感情を押おし殺ころしたような声で呟つぶやく。「……そういう状じよう況きようじゃないのはわかってるつもりだけど、あなたにはこれから淑しゆく女じよとしての振ふるまいを教えてあげないといけないようね……」

「怖こわいっ!?　声が何だか怖こわいよ、アーデちゃんっ！　でも、アーデちゃんも心臓バクバクだよね！　実はさっきからアーデちゃんのおっぱいわしづかみにしてるからわかるよっ！」

「わ、私のこれは、無事に危機を乗のり越こえた安あん堵どから来る頻ひん脈みやくよ……っ！　安心すると逆に頻ひん脈みやくになる特異体質なのよ……っ！」

「アーデちゃん、それたぶんヤバい病気だっ！」

「あの……どうでもいいけど早くどいてもらっていい？」

　眼前で始まるミニコントを見かねてエルヴィンは声を掛かける。いい加減、密着した布越ごしで伝わってくる少女たちの体温に精神的限界を感じ始めていたところである。

　ところが──。

「その……とても言いにくいことなのだけど……」アーデルハイトは確実に周囲温度を上じよう昇しようさせるほど赤面しながらつぶやく。「無理な体勢で潜もぐり込こんだものだから、上う手まく身体に力が入れられません……」

「おっ、奇き遇ぐうだね、アーデちゃん！」ネージュもあからさまに無理矢理テンションを上げて言う。「実は私もそうなのだ！　こう、アーデちゃんとちょっとえっちな感じで絡からまってて身動きが取れないよ！　アーデちゃん柔やわらかくていい匂においだなあ！」

「ちょっ、どこ触さわってるのっ!?　そ、そこはダメなの……っ！　ネージュ、お願いだからじっとしてて……っ！」

「あの……イチャつくならどこかよそでやってもらえません？」

　蚊か帳やの外のエルヴィンは、呆あきれ声で言う。しかし、実際には肉体的限界を超こえつつあってピンチなところであった。

　そんなとき、不意にまばゆい光と涼すずやかな空気がエルヴィンの身体を撫なでた。

　そして──。

「──もういいわよ」

　耳じ朶だに染しみ入いる幼声。ようやくいろいろな意味で助かった、とエルヴィンは心底安あん堵どした。

　それから、外にいた親子の協力を得て──エルヴィンたちはようやくそこから抜ぬけ出だすことに成功した。

　──幼女と母親が腰掛けていた座席の荷物入れから。

　新しん鮮せんな空気を胸一杯ぱいに吸すい込こんでから、エルヴィンは深いため息をついて言う。

「……で、なんでおまえら二人まとめて俺おれのとこ入ってきたの？」

　傍かたわらのアーデルハイトとネージュにエルヴィンは半眼を向ける。

　当初の予定では、親子二人が向かい合って腰こし掛かける座席の荷物入れの片方にエルヴィン、もう片方にアーデルハイトとネージュの二人が隠かくれるはずだったのだが──エルヴィンが荷物入れに隠かくれた直後、大おお慌あわてで二人がエルヴィンの荷物入れに飛とび込こんできたものだから、予想外の大事になってしまったのである。

　エルヴィンの半眼を受けて、アーデルハイトは少しだけ拗すねたように言う。

「だって、あっちの物入れ、荷物がいっぱいでとても二人は入れなかったんだもの」

「……ああ、なるほど」

　不承不承ながらも、エルヴィンは納なつ得とくする。確かに、エルヴィンが隠かくれた荷物入れのほうに親子の荷物が入っていなかったのであれば、もう片方──つまり、アーデルハイトたちが本来隠かくれる予定だったほうにまとめて仕し舞まわれている可能性が高いことは、容易に想像できる。

　そこまで考えが及およばなかったのは、立案者であるエルヴィンの落ち度と言えよう。素す直なおに反省するエルヴィンに、今度はネージュが楽しげに告げる。

「本当は一人くらいなら隠かくれられたんだけどね！　じゃあ、どっちが一人で隠かくれてどっちがエルくんと二人きりで狭せまい箱の中に隠かくれるか、っていう問題が出てきちゃってそれを議論する余よ裕ゆうはなかったから、結果的にみんな仲良く一つの箱で、ってことになったわけさ！」

「ちょ、ちょっとネージュ！」

　慌あわてたようにアーデルハイトはネージュを窘たしなめる。しかし、ネージュはまるで悪びれた様子もなく朗ほがらかに笑う。

「でも、結果オーライってことで許してね！」

「──まあ、いいよ」エルヴィンは仕方なく頷うなずく。「こっちにアーデがいる以上、多少の落ち度なら《ティール》の影えい響きようで帳消しにされるわけだから……」

　それからエルヴィンは話題を変えて、今度は例の幼女に少しだけ強めの口調で問とい質ただす。

「協力してくれたことには感謝するし、あの場でとっさにあれだけの作り話をでっち上げられるのは大したものだが、なんであんな無茶をした？　もしも何か聞かれるようなことがあったら、躊ちゆう躇ちよなく俺おれらを差し出せと言っておいたはずだ」

「──大だい丈じよう夫ぶよ」エルヴィンの責めるような言葉にもまるで動じることなく幼女は平然と答える。「大だい丈じよう夫ぶよ、お兄さん。全部わかっているわ。私はお兄さんたちの味方よ。あの男の人から逃にげているのでしょう？　三角関係どころか四角関係だったなんて驚おどろいたけれども、それくらいの『かいしょう』があったほうが男の人は格好いいわ」

「…………」

　またひどい誤解をされていた。

　だが、その誤解が偶ぐう然ぜんにもいい方向に働いてしまったものだから、エルヴィンもあまり強くは出られない。仕方なく、幼女の頭を無造作に撫なでて礼を述べる。

「──まあ、それでも助かったよ。ありがとう。きみの機転は、確実にこの国の寿じゆ命みようを延ばした。名めい誉よ勲くん章しようモノだよ。良かったら、名前を教えてくれないか」

「イルマよ。イルマ・イレーネ」それから幼女──イルマは年相応の無む邪じや気きな笑えみを浮うかべて言う。「でも私、国とか勲くん章しようとかそういうのはどうでもいいの。ただ世界中の恋こい人びとたちの味方でいられれば、それで幸せよ」

「欲のなさが聖女級だな！」

　思わずエルヴィンは突つっ込こむ。それから気を取り直して今度は母親に頭を下げる。

「──軍の特別任務中とはいえ、お嬢じようさんを危険に晒さらしてしまって本当に申し訳ありませんでした。そしてご協力心より感謝いたします。近日中に軍から感謝状と心ばかりのお礼が届くと思いますのでどうぞ遠えん慮りよなくお受け取りください」

「お気き遣づかいありがとうございます」母氏は我わが子の活かつ躍やくが嬉うれしかったのか満足そうに微ほほ笑えんで小首を傾かしげる。「イルマはおしゃまさんで少し困っていたけれども、こんな私たちでもお国のお役に立てることがあるのですね。とても光栄です」

　和なごやかな雰ふん囲い気きになったところで、列車は再び動き出した。

　エルヴィンたちは最後にもう一度頭を下げて、イレーネ親子と別れる。

　座席に戻もどり、一息ついたところでおもむろにネージュが口を開いた。

「でも、とっさに座席の下の物入れに隠かくれるなんてエルくんよく思いついたね！」

「──いや、物入れに隠かくれる発想自体は、最初からあったよ」エルヴィンは平然と告げる。「ただこれくらいなら敵もすぐに思いつくと思って、却きやつ下かしたんだ。隠かくれたところですぐに見つかったら意味がないだろう？　敵の力量が読めない以上、警けい戒かいするに越こしたことはない。実際、あいつはちゃんと物入れもチェックしていたからな」

　エルヴィンの言葉を受けて、アーデルハイトが不思議そうに尋たずねる。

「じゃあ、どうしてイルマちゃんたちの座席は確かく認にんされないと思ったの？」

「確証は最後までなかったよ。ただ、さっきも言ったが昨日の夜と違ちがって今回は極力乗客を傷つけないようにしている印象を受けた。こんな何もない平原で列車の待まち伏ぶせをしていたのも、おそらくは周囲への影えい響きようを考えてのことだろう。だが、敵の大将──さっきの会話でメクレンブルク少しよう尉いとか言ってたか──やつは本来、人を平気で殺せる類いの人間だ。だからわざわざ列車を止めて一人ずつ乗客を確かく認にんなんて回りくどいことはしないはずなのに、あえて今回はその選せん択たくをした──つまりこれは、やつではない別の人間の指示であると当たりをつけた」

「……言わんとしていることはわかるけど」アーデルハイトが小首を傾かしげて尋たずねてくる。「でも、そこから先の論理の飛ひ躍やくがわからないわ」

「なに、論理の飛ひ躍やくなんて大層なものじゃなくてただの博打ばくちだよ」

　わざとらしく肩かたを竦めてからエルヴィンは続ける。

「さて、平気で人を殺せる人間に『人を殺すな』という指示を与あたえたらどうなるか。これは車で言えば、ブレーキを踏ふみながらアクセルを踏ふむようなものだ。相反する命令が精神に莫ばく大だいなストレスを与あたえて──その結果、やつの思考に心理的盲もう点てんが生まれる可能性に賭かけた」

「そういうこと──っ！」

　当を得たとばかりに、アーデルハイトは感かん嘆たんの声を上げる。しかし、ネージュは状じよう況きようがわからないというふうに小首を傾かしげている。アーデルハイトはネージュに優やさしく説明する。

「つまりね、あの軍人は、半ば無意識に一般人を意識の外に置いていたわけよ。傷つけたいけど傷つけられない──その精神的ストレスが認にん識しきに対して抑よく制せいを掛かけていたの。ネージュだって経験があるでしょう？　本当はやらなきゃいけないことなのに、やりたくないからついサボっちゃう、みたいな」

「あー、あるねー」ネージュは嬉うれしそうに手を叩たたく。「お掃そう除じしてるときに無くしたと思ってた本見つけてそのまま読み入っちゃう感じのアレだね！」

「まあ……少し違ちがうけど大体そんな感じね。でも、やっぱり掃そう除じをしないといけないから、我が慢まんして本を読むのを止める。でも本の続きがとても気になって掃そう除じに身が入らない。そういうとき、意識的に本のことを考えないようにするわね？　それでとりあえず掃そう除じを続けて──掃そう除じが終わったと思ったら肝かん心じんの本ほん棚だなの整理を忘れていた、という感じかしら」

「あー、なるほど！　本のことを気にしないように、見ないようにしていたせいで見落とししちゃってるわけだ！　で、さっきの人の場合は、一いつ般ぱん人じんを気にしないようにしていたせいでイルマちゃんたちが座すわっていた座席の下を見落とした、ってことか！」

　ネージュの理解を察して、エルヴィンは大おお仰ぎように頷うなずく。

「まあ、そういうことだな。だが、さっきも言ったが確証があったわけじゃない。それに、たとえ一いつ般ぱん人じんを意識の外に置いていたとしても都合良く《一いつ般ぱん人じんの座すわる席》まで見み逃のがすとは限らないわけだからな。正直、かなりの綱つな渡わたりだったよ。ただ──」

　そこで一いつ旦たん言葉を切ってアーデルハイトを見やる。

「こっちにはアーデがいる。現状、あれが最善策だし、それを実現させるためのロジックも組み上げた。あとは運うん否ぷ天てん賦ぷ、という段階ならアーデの《ティール》で都合良く展開する可能性が高いとは見み越こしてたよ」

　ありがとうな、とエルヴィンは礼を述べる。

　急に感謝されたためか、アーデルハイトは赤面しながら大層動どう揺ようする。

「わ、私は何もしていないわ。全部、エルの作戦があってこそよ。あの状じよう況きようでとっさにあんな大だい胆たんな発想ができるなんて、さすがエルヴィンだわ。略して、さすエル」

「さすエル！」ネージュも同調する。

「なんかそれすげえバカにされてるみたいだからやめて！」

　エルヴィンの心からの叫さけびで、とりあえず一連の騒そう動どうは収束したのだった──。

　それから、スルズヘイムへ向かう道中の気け怠だるい時間が戻もどってくる。

　通りすぎる車窓の風景を眺ながめていたエルヴィンは、ぼんやりと考える。

　──ニヴルヘイムで村人を平気で虐ぎやく殺さつする一方、列車の乗客を気き遣づかう面も見せる謎なぞの勢力。武装のレベルからそれなりの規模の組織であることは間ま違ちがいなさそうだが、一枚岩というわけでもなさそうだ。ならば連中は本当にどうしようもなく忌いむべき宿敵なのか、それとも──。







◆幕まく間あい　？？？？◆




　ヘンリエッテ・ヴィッテルスバッハは、薄うす暗ぐらい基地の廊ろう下かを足早に歩いていた。

　まだ二は十た歳ちにも満たないあどけなさを残す少女だが、この国の特とく殊しゆ部隊《アードラ》の戦略担当官として、影かげで《魔ま女じよ》と呼ばれ恐おそれられているほどの実力者だ。

　亜あ麻ま色の髪かみを几き帳ちよう面めんに編あみ込こんでおり、その端たん整せいな顔には、《輝き眼がん》と呼ばれるこの国出身者特有の黄こ金がね色いろの双そう眸ぼうが冷たく輝かがやいている。

　年とし頃ごろの少女のように可愛かわいらしく着き飾かざればさぞ人目を引くであろうことは容易に想像できるが、規定の白い軍服を生き真ま面じ目めに着き込こんでいると、整いすぎた容姿も相まって、まるで人形のように無感情で冷れい徹てつな印象を見る者に与あたえる。

　そして、見た目以上に生き真ま面じ目めな彼かの女じよは、現在、直属の上官であるクレイグ・ヴァイセンブルク大たい佐さの執しつ務む室へ向かっていた。《遺い存ぞん種しゆ》の身み柄がら確保に再び失敗したことを報告するためだ。

　本来、まだ任務の途と中ちゆうなので経過報告の義務はないのだが、性しよう分ぶんなのだから仕方がない。それに今、彼かの女じよは静かな激情に駆かられていた。彼かの女じよが立てた作戦を無断で変へん更こうされたからだ。その理由をちゃんと聞かなければこの先の作戦も満足に立てられない。

　クレイグの執しつ務む室に到とう着ちやくすると、ヘンリエッテは雑にノックをし、返事も待たずに、失礼します、と室内に侵しん入にゆうした。

　彼かの女じよの上官、クレイグ・ヴァイセンブルクは少しだけ驚おどろいたような表情を浮うかべながらも、すぐに落ち着いた様子で尋たずねる。

「──どうした？」

　ヘンリエッテは直立姿勢のまま機械的に告げる。

「此こ度たびの《遺い存ぞん種しゆ》拉ら致ち任務、私の力及およばず未いまだ続行中であります。早さつ急きゆうな任務完かん了りようを目指しておりますので、今しばらくお時間をいただきたく参上いたしました」

「地上人シヤーフ風ふ情ぜいにずいぶんと手こずっているみたいだな。おまえを《アードラ》の戦略担当官に推すい薦せんした私を失望させないでくれ」

　淡たん々たんとした上官の言葉に、ヘンリエッテは少しだけ感情的に反論する。

「お言葉ですが大たい佐さ。地上人シヤーフといえど我々と同じ人間です。当然、優ゆう秀しゆうな地上人シヤーフも存在します。《遺い存ぞん種しゆ》にはどういうわけか、アスガルズ王国軍学校の学生が同行してしますが、彼かれらもまた非常に優ゆう秀しゆうです。常にこちらの裏をかき包囲を逃のがれるので、恐おそれながら、たとえ大たい佐さほどのお人でも《遺い存ぞん種しゆ》の確保は極きわめて苦戦するであろうと愚ぐ考こういたします」

「ほう──言うじゃないか」クレイグは口元を歪ゆがめて嫌いやらしく笑う。「彼かれらを取とり逃にがしているのは、おまえの戦略がぬるいからではないのか？　元々、地の利はあちらにあるのだ。包囲など簡単に突とつ破ぱされよう。私なら、ニヴルヘイムでのメクレンブルク少しよう尉いの独断専行を支持するが」

「────っ！」

　一いつ瞬しゆん頭に血が上るが、それでも何とか平静を装よそおいながらヘンリエッテは会話を続ける。

「──恐おそれながら申し上げますが、この国の軍人は地上人シヤーフの命を軽く見過ぎではないでしょうか。我々は、この惑ほ星しの支配者として限りある資源の維い持じと管理を担になう選ばれし存在です。しかし、我々だけではこの惑ほ星しを維い持じすることができません。よって、当然地上人シヤーフもこの惑ほ星しの貴重な資源のはず。にもかかわらず、それを無造作に屠ほふるのは長期的惑星維い持じの観点から見ても失策としか言えないのではないでしょうか」

「──何を怒おこっているのだ、ヴィッテルスバッハ？」

　クレイグが声のトーンを落とし、目を細めて尋たずねる。やや不ふ機き嫌げんそうな物言いに気け圧おされながらも、ヘンリエッテは上官の黄こ金がね色いろの双そう眸ぼうを真まっ直すぐに見つめながら告げる。

「──なぜ、ニヴルヘイムの地に《天の裁きミヨルニル・フアルシユ》を使用したのですか」

　まるで弾だん劾がいするようなその言葉に、クレイグは眉まゆを寄せる。正直、当て推量ではあったがその反応を見て確信を得る。あの状じよう況きようで用いるあれだけの高出力大量破は壊かい兵器は、例の新兵器しかない。ヘンリエッテはたたみかけるように続ける。

「確かに私の落ち度で、《遺い存ぞん種しゆ》をあの村から逃のがしてしまいました。しかし、だからといって見せしめにあの新兵器を使用して村そのものを壊かい滅めつさせる必要はなかったのではありませんか。あれでは何の意味もないただの虐ぎやく殺さつです。そもそも新兵器の使用に関しては事前に使用の時間と場所を議会で決定していたはず。議会決定外使用は、軍規違い反はんであると理解しての行動なのですか」

　一気に捲まくし立たてたので、少しだけ息が上がる。呼吸を整えるヘンリエッテに、クレイグはようやく口を開く。

「──おまえの指し摘てき、疑問はもっともだ。だが、なぜそれでおまえが怒おこる必要がある？」

「────？」

　言われたことの意味がわからずヘンリエッテは小首を傾かしげる。

　クレイグは立ち上がり、ゆっくりとした歩調でヘンリエッテに歩み寄りながら続ける。

「おまえが言ったとおり、我々の使命は地上人シヤーフの管理だ。畢ひつ竟きよう、連中の生せい殺さつ与よ奪だつも我々が握にぎっていることになる。増えすぎた羊シヤーフは、資源を消費するだけの癌がんでしかないゆえ、当然間引かなければならない。それは、管理者としての責務だろう。そこに感情が介かい在ざいする余地はない」

「それは──」

　ヘンリエッテは言いい淀よどむ。まさしくそれは彼かれらにとっての《常識》であったから。

　クレイグは淡たん々たんと続ける。

「そして《天の裁きミヨルニル・フアルシユ》使用の件だが、おまえの部隊が出しゆつ撃げきしたあとまた緊きん急きゆう議会が行われてな。何でも研究者が言うには、本格運用するまえに一度低出力で試射をする必要性が出てきたというのだ。推定で七千年近くも放置されていたらしいから、まあ当然の提案だ。議会はそれを受け入れ承しよう認にんした。さて、どこで試射をするかという段になったところで、おまえの部隊が《遺い存ぞん種しゆ》を取とり逃にがしたという報告を受けた。だから、私が議会に進言した。ニヴルヘイムは地形的にも出力試験をするのに最適だ、とね。まあ、そんなわけで、ニヴルヘイムで《天の裁きミヨルニル・フアルシユ》は試射されたわけだ。もちろん、見せしめの意味はあったが、大部分の目的は本格運用まえのただのデータ収集だ」

「────っ！」

　言葉にならない怒いかりが湧わき上あがる。そんな、そんな下らない理由で、百人近くもの村人が一いつ瞬しゆんで虐ぎやく殺さつされたというのか。

　怒いかりに震ふるえる拳こぶしを必死に押さえながら、それでもヘンリエッテは反論を試みる。

「し、しかし、万が一、《遺い存ぞん種しゆ》が実はまだあの村に隠かくれていたとしたら、どうするおつもりだったのですか。威い力りよく推定はなされていたのですから、確実に巻まき込こまれて死亡すると容易に想像できたはずです。《遺い存ぞん種しゆ》の確保は元老院の決定──それを根本から覆くつがえす行こう為いは看過できません」

　クレイグは意外な言葉を聞いたとばかりに双そう眸ぼうを少し見開く。

「もしも《遺い存ぞん種しゆ》が本物なのであれば、あの程度では死なんよ。つまり、もう少し早く試射の提案が出されていたらそもそも村を部隊で包囲する必要性すらなかったわけだ。不意打ちで一発試射して、生き残ったのが《遺い存ぞん種しゆ》という至し極ごく簡単な図式なのだからな。いずれにせよ──《遺い存ぞん種しゆ》さえ無事に確保できればそれでいい。彼かの女じよの持つ《大いなる力》を手中に収めることだけが、我々がこの惑ほ星しの支配者として君臨し続けるのに不可欠なのだから」

「────っ！」

　怒いかりのあまり目の前が真っ暗になるヘンリエッテ。この人は、否、この国の人間は、地上人シヤーフの命など本当に虫けら以下にしか考えていないらしい。

　打ち拉ひしがれる彼かの女じよの肩かたをクレイグは優やさしく叩たたく。

「──少し休んだほうがいい。疲つかれているのだろう。シャワーでも浴びて一ひと眠ねむりすれば、そんな下らないことに気を遣つかわなくなる」

　クレイグの言葉に、ヘンリエッテは何も答えず俯うつむいて、耐たえるように下した唇くちびるを嚙かむ。

　そんなヘンリエッテの様子を意に介かいすことなく、クレイグは軍人らしい単調さで続ける。

「おまえの部隊には、三時間の休息を与あたえるのでこれを有効活用するように。その後、《遺い存ぞん種しゆ》確保の任務に戻もどってもらう。斥せつ候こう部隊からの報告では、先ほど連中をウルヴダリルの町で発見したらしい。おそらく今夜はそこで宿しゆく泊はくの予定だろう。幸いにも天気が味方したようで、地上はこれから雪が降るそうだ。しばらく、連中はそこに足止めだろう。この好機──今度こそ任務をまっとうしてみせろ。ヘンリエッテ・ヴィッテルスバッハ中ちゆう尉い」

「──了りよう解かいしました」

　何とか言葉を振ふり絞しぼり、ヘンリエッテは執しつ務む室を辞した。

　それからブリーフィングルームへ向かい、待機していた部下に三時間の休息を指示したのち解散させる。そして部屋を次々と出て行く部下の中から、一人を捉つかまえて呼びつける。

「──メクレンブルク少しよう尉い、少しよろしいですか？」

　呼びつけられた男──ランドルフは不ふ機き嫌げんそうに立ち止まりヘンリエッテに向き直る。

「……何でしょうか、ヴィッテルスバッハ中ちゆう尉い」

　露ろ骨こつすぎるその態度に少しだけ躊ちゆう躇ちよする。この部下にあまり好かれていないことは以前から気づいていたが、今回の一件でその悪感情は決定的なものとなった気がする。

　それでも当初の予定どおりヘンリエッテは部下に頭を下げた。

「列車の件は本当に申し訳ありませんでした。少しよう尉いのミスではなくすべて私の責任です」

　さすがに面食らったのか、ランドルフは動どう揺ようを見せる。

「あ、頭を上げてください、中ちゆう尉い。こんなところ誰だれかに見られたら私が困ります」

　言われるままに頭を上げてから、ヘンリエッテはランドルフを見上げて言う。

「……私が乗客には手出し無用と余計な指示を出したせいで、それが思考ノイズとなってしまったのですね。反省しています」

「いえ……わかっていただければいいのです」ランドルフは咳せき払ばらいで気を取り直してから続ける。「とにかく中ちゆう尉いは、地上人シヤーフを尊重しすぎです。この惑ほ星しの管理者としてもっと自信と責任を持ってください」

「……はい、気をつけます」

　しおらしく俯うつむくヘンリエッテ。今回ばかりはさすがに言い訳も立たない。しかし、いつまでもそうして反省を示していても仕方がないので、ヘンリエッテはようやく本題に入る。

「それで少しよう尉い。次の作戦ですが、アウトラインは今までどおり私が発案しますが、詳しよう細さいは少しよう尉いの現場判断で詰つめていただいても構いませんか？」

「──よろしいのですか？」

　予想外だったのか目を丸くするランドルフ。彼かれの本来の役職は、戦略担当補ほ佐さ官かん。あくまでも戦略担当官──つまりヘンリエッテを補ほ佐さする程度の役割しか与あたえられていないのだが、今回に限り作戦の詳しよう細さいを決められるというのは異例の大抜ばつ擢てきである。

　よほど嬉うれしかったのか表情を綻ほころばせる部下に、ヘンリエッテは優やさしく告げる。

「──良よい機会かもしれません。私の指示のせいであなたが本来の力を発揮できないのは、惜おしいことです。この作戦が成功したら、あなたの手て柄がらとして上に報告させていただきますので、頑がん張ばってください」

　あまりにも魅み力りよく的な言葉に、これまでの態度を一変させてランドルフは綺き麗れいな敬礼をする。

「はっ！　このランドルフ・メクレンブルク少しよう尉い、知略の限りを尽つくして《遺い存ぞん種しゆ》を確保したいと思います！」

「ええ、期待しています。では、三時間後」

　揚よう々ようとブリーフィングルームを去って行くランドルフを見送ってから、ヘンリエッテは小さなため息をついた。

　作戦の丸投げは正直、責任感の強い彼かの女じよとしてはやりたくない選せん択たくであったが、少なくともこれでヘンリエッテとランドルフのどちらが正しいかは判断できるだろう。

　ランドルフが正しかったのであれば──もう地上人シヤーフは自分たちとは違ちがう卑ひ賤せんな存在と割り切ろう。

　だがもしも、ヘンリエッテが正しかったとしたら──。

　そこまで考えて、彼かの女じよは頭を振ふって余計な思考を振ふり払はらう。今考えるべきことではない。

　再びため息をついて気持ちを切きり替かえてから彼かの女じよは部屋を出て情報センタへと向かう。

　情報センタは、地上で収集した情報を管理統とう括かつする部署である。次の戦略を練るためにも彼かの女じよは最新の正確な情報を必要としていた。

　目的地に到とう着ちやくする。自動で開閉する扉とびらを抜ぬけるとその先には、数多あまたのディスプレイと数名のスタッフが常じよう駐ちゆうしていた。将しよう校こうであるヘンリエッテが入室したことで、室内にいた全員が慌あわてて立ち上がろうとしたが、彼かの女じよは片手でそれを制して淡たん々たんと告げる。

「──構いません、仕事を続けてください。《遺い存ぞん種しゆ》の現在の状じよう況きようはいかがですか」

「はっ、申し上げます」スタッフのトップである室長が両手でコンソールを操作したまま応じる。「現在、《遺い存ぞん種しゆ》とその警護の学生は、アスガルズ王国西部の宿場町ウルヴダリルにて休息を取っています」

「確かですか？」ヘンリエッテは慎しん重ちようを期して尋たずねる。

「確実な情報です」室長は力強く頷うなずく。「地上の斥せつ候こう部隊から目視の報告が上がってきています。昼間襲しゆう撃げきした列車に隠かくれ潜ひそんでいたと仮定して、本日の終着駅であるウルヴダリルを捜そう索さくしていたら無事発見できました」

「斥せつ候こう部隊はどの程度彼かれらと接せつ触しよくできていますか？」

「……それが全然」室長は心底申し訳なさそうに答える。「彼かれら、恐おそろしく勘かんが鋭するどいですね。接近するのも十メートルが限度です。それ以上近づくと気取られてしまいますので、会話などは全く聞き取れません。一応、斥せつ候こう部隊は地上人シヤーフに変装させているので見た目ではわからないはずなのですが……本物の地上人シヤーフとのわずかな差異に気づいてしまうのでしょうね。あれでまだ学生だというのですから、末すえ恐おそろしい才能です」

「全く同意見です」

　すでに一度ならず二度までも出だし抜ぬかれているヘンリエッテとしては同意せざるを得ない。だが、ここは彼かれらの才を褒ほめ称たたえる場ではないので、気を取り直して本題に戻もどる。

「それで、地上部隊から何か新しい情報は入りましたか？」

　ヘンリエッテの問いに、室長はコンソールを操作していた手を止めて、封ふう筒とうを差し出してくる。

「一応、数時間まえにウルヴダリルで撮とられた最新の写真がこちらに。少し距きよ離りはありますが最大望遠で撮とってありますので、ターゲットの顔がはっきり映っています」

「ありがとうございます」

　ヘンリエッテは封ふう筒とうを受け取る。そういえば現地へ赴おもむかない自分には不要と思ってまだ今回のターゲットの顔を確かく認にんしていなかった。後ほどじっくり確かく認にんしようと考えてから封ふう筒とうを小こ脇わきに抱かかえ、ヘンリエッテは再び尋たずねる。

「ほかに何か情報は？」

「現在、彼かれらはウルヴダリルの安宿の一室に籠こもっています」

　室長は再びコンソールに向き直ろうとして、しかしそこで作業を止めて恐おそる恐おそるといった様子でヘンリエッテを窺うかがいながら続ける。

「──ご要望とあらば宿を斥せつ候こう部隊で包囲しつつ、隣りん室しつを押おさえるなどの対応も取らせますがいかがしますか？」

「……いえ、その必要はないでしょう。そもそもこの時間ではもう列車も最終便を終えています。つまり、彼かれらは現在どうあってもウルヴダリルを出られない、ということになります。ならば、闇やみ雲くもに彼かれらに近づいて危険を冒おかすよりは、遠方からの監かん視しに切きり替かえるべきです」

　それに──、とヘンリエッテは一いつ旦たん言葉を切り、言おうか言うまいか悩なやんだが、結局言うべきだと判断し、少しだけ声のトーンを落として続ける。

「それに──大たい佐さがまた《天の裁きミヨルニル・フアルシユ》を使用する危険性もあります。極力同どう胞ほうには──地上人シヤーフの集落に近づいてほしくないのです。なので、斥せつ候こう部隊にはウルヴダリルの周辺監かん視しに移らせてください」

　その言葉に、室長は表情を固くする。それから、ヘンリエッテと同じように声のトーンを落として言う。

「……その、恐おそれながら申し上げますが、此こ度たびの作戦は、あまりにも無理が過ぎるのではないでしょうか……？」

「──そうですね」

　さすがにヘンリエッテも認めざるを得ない。今回の《遺い存ぞん種しゆ》拉ら致ち作戦はこれまでの地上人シヤーフ拉ら致ち作戦とはあまりにも毛色が違ちがいすぎる。

　とにかく圧あつ倒とう的てきな準備不足なのだ。何せ一昨日の夜、休きゆう暇か中のところ突とつ然ぜんクレイグに緊きん急きゆうで呼び出しをされたと思ったら、簡単なブリーフィングの末、早々に作戦開始ときたものだ。

　本来の《アードラ》の任務であれば、ターゲットやその周辺状じよう況きように関して数日の調査を行ったのち、失敗しない確実な戦略をもってそれを実行するのだが……此こ度たびはあまりにも急ぎすぎている。

　もちろん、それだけ《遺い存ぞん種しゆ》の確保が彼かれらにとって重要であることは理解できる。だがそれならば尚なおのこと、もっと情報を収集し、綿密な戦略を立てて、それを実行に移すべきではないのか。

　室長は眉まゆをひそめながら、一層声を落として言う。

「……そもそもヴァイセンブルク大たい佐さはいったいどこから《遺い存ぞん種しゆ》の情報を持ってきたのです？　我々が数百年の間、血ち眼まなこになって探してもその存在が確かく認にんできなかったというのに」

「……大たい佐さは秘密主義なので私はなにも。ただ、やはり大たい佐さはとても優ゆう秀しゆうな方ですので地上に独自の情報ソースを持っていたとしても不思議ではありません」

「……上に内ない緒しよで？」

「────」

　さすがにヘンリエッテも答えに窮きゆうす。確かにクレイグ・ヴァイセンブルクという人物には謎なぞが多い。直属の部下であるヘンリエッテも彼かれのことは、異例の若さで大たい佐さの地位まで上のぼり詰つめた鬼き才さい、ということくらいしか知らない。だから、それほど徹てつ底ていした秘密主義ならば、上層部に秘密の一つ二つくらい持っていたとしても不思議ではない。

　だがそれでも──優ゆう秀しゆうな軍人であることに変わりはない。たとえ表情一つ変えずに地上人シヤーフの大量虐ぎやく殺さつを決定できるような冷れい徹てつな人間であったとしても──この国に栄えい華がをもたらすのであれば英えい雄ゆうなのだ。

　頭に浮うかんだ上官への不信感を振ふり払はらい、ヘンリエッテは話題を変える。

「──とにかく。念のため、斥せつ候こう部隊には、町から離はなれた周辺監かん視しの任に移って貰もらってください。三時間後、我々《アードラ》が引ひき継つぎます」

「……了りよう解かいしました」不承不承に室長は頷うなずく。「では、我々は情報収集に戻もどります」

「ええ、よろしくお願いしますね」

　言って、情報センタを出ようとするヘンリエッテだったが、去り際、室長に呼び止められる。黙だまって振ふり返かえると、その先では室長がまるで病気の子供を見守る親のような不安そうな表情を浮うかべて立っていた。

「その……ヴィッテルスバッハ中ちゆう尉い」言いにくそうに、しかしとても真しん摯しに室長は告げる。「お顔の色が優すぐれないよう見受けられます。ご無理をなさっているようであれば、どなたかほかの方にこの作戦の任を代わっていただいたほうがよろしいのではないでしょうか……？　それにこのあとには、試射を終えた《神器》の本格運用も控ひかえています。メインで一機とサブで一機、二機ある《神器》を総動員した完かん璧ぺきな作戦です。絶対に失敗はありません。つまり、例の作戦が実行されれば、ますます多くの地上人シヤーフが無む慈じ悲ひに虐ぎやく殺さつされることでしょう。……恐おそれながら、今の中ちゆう尉いには、とても耐たえられないように思われますが……」

　一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよして、それでも何とか微び笑しようを浮うかべてヘンリエッテは答える。

「──お気き遣づかいありがとうございます。ですが、ご心配には及およびません。少し寝ね不ぶ足そくなだけです。これから作戦再開まで三時間の猶ゆう予よがありますので、そこでしっかりと休息を取れば問題ないレベルの疲ひ労ろうですよ。それでは、私はこれで失礼しますね。引き続き、お仕事よろしくお願いします」

　そうしてヘンリエッテは、返答を待つことなく足早に情報センタを抜ぬけ出だした。

　まるで、これから待ち受ける残ざん酷こくな結末から逃にげ出だすように──。

　女子寮りようの自室に着いたヘンリエッテは、軍服を脱ぬぐことなくそのままベッドに倒たおれ込こむ。

　──とても疲つかれた。

　精神の疲ひ弊へいが著いちじるしい。

　この軍は──否、この国は、彼かの女じよにとってあまりにも居い心ごこ地ちが悪すぎる。

　自分たちも地上人シヤーフも同じ人間ではないか……どうしてそこまで残ざん虐ぎやくになれる。

　特に趣しゆ味みのフィールドワークで地上の人々と触ふれあう機会の多い彼かの女じよには、両者の差がまるで理解できない。

　むしろ先日出会った地上の学生、エルヴィンやアーデルハイトのほうがよほど人間として優すぐれているではないか。まったく見ず知らずの他人を、自らの危険を顧かえりみずに助けられるほど上等な人間が果たしてこの国にどれほどいるのか──？

　湧わき上あがった不満を、ヘンリエッテは首を振ふって振ふり払はらう。

　──考えても詮せんないこと。

　この国に生まれ、この国の軍人となった自分には、不要な感情だ。

　意識を切きり替かえるため、先ほど受け取った封ふう筒とうの中身を検める。

　中には今回のターゲットの写真が収められているはずだが──。

　自分が《アードラ》の戦略担当官であることを思い出すためにしたはずの行動だったが──写真に写っていた人物を見た瞬しゆん間かん、無意識に声を上げてしまった。

「エルヴィン……っ！　アーデルハイト……っ！　どうして……っ！」

　そう、今回のターゲットとして写真に収められていたのは、問題の《遺い存ぞん種しゆ》の少女と、エルヴィン、アーデルハイトの三名だったのだ。《遺い存ぞん種しゆ》に軍学校の学生が二名同行している、という情報を聞いたときこの可能性にすぐさま思い至るべきだった。

　彼かれらにはスルズヘイムで助けられた恩がある。本当はあの程度のならず者なら息をつく間もなく無力化できていたのだが、それはさておき助けられたことは紛まぎれもない事実だ。

　何の見返りも求められず、他人に何かをしてもらったことが初めてだったヘンリエッテには、衝しよう撃げき的な出来事だった。

　あんなに純じゆん朴ぼくで優やさしい少年少女が、自分たちの作戦に巻まき込こまれて無残に命を散らしてしまうのは、ヘンリエッテにとっても耐たえがたい苦痛だ。

　できれば彼かれらには無事でいてほしい、と心底願いながら封ふう筒とうに収められた写真を検めていたら、ある違和感に気づいた。

　そしてその違い和わ感かんの正体を悟さとった瞬しゆん間かん、ヘンリエッテは全身が総毛立った。

（まさか──っ！　これが彼らの戦術なの──っ!?）

　あまりにも豪ごう快かいで単純な、常識破りの心理トリック。

　だが、それゆえに効果は絶大であり──このままでは間違いなくランドルフの部隊は出し抜かれる。

　そして、彼かれらの戦術に気づいているのは間ま違ちがいなくこの国でヘンリエッテだけだろう。

　つまり、今作戦成功の鍵かぎは、ヘンリエッテが握にぎっていることになる。

　自分はどうすればいいのか……。

　軍人として、あるいは一人の人間として、正しく進むべき道は何なのか。

　決して正解の出ない問いに、少女は頭を悩なやませる。

　タイムリミットまであと三時間弱。終末はもうすぐそこに──。
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◆第一節　アスガルズ王国大陸西部の町ウルヴダリル・宿屋◆




　ウルヴダリル地区は、大陸横断列車ラタトスク沿線における難所の一つだ。

　千メートル級の山々が密集する連れん峰ぽうの隙すき間まを縫ぬうように線路が走っているので、自然災害の影えい響きようを極きわめて受けやすいのである。

　少しでも強い雨が降ろうものならば、すぐに土ど砂しやや岩石を線路上に降り積もらせ、その間、列車の通行を完全に遮しや断だんしてしまう。

　あまりにも不便だというので一時は、連れん峰ぽうを迂う回かいする新ルートの建設も検討されたが、結果的に莫ばく大だいな時間と労力が掛かかるという理由でそのまま頓とん挫ざしてしまった。

　直線距きよ離りにして一キロほどの難所なので、下手に迂う回かいするよりは最短ルートを突つっ切きったほうが都合がいい、という判断もあったのだろう。

　幸いにしてこの地区は、年間通して降雨量もそう多くはないので今までは何とか騙だまし騙だましやってこられたわけだが──。

「うわあ、いよいよ降ってきたねえ……っ！」

　連れん峰ぽう麓ふもとの宿場町ウルヴダリル。その安宿の一室でネージュ・シャルンホルストは、窓に手を突ついて曇どん天てんの空を見上げながら無む邪じや気きにそんなことを呟つぶやいた。

　予報外れの大寒波が周辺一帯を襲おそった結果、ついに空からは白いものがちらつき始めていた。

「──列車の運行が心配ね」

　ネージュの両りよう肩かたに手を置いて一いつ緒しよに窓の外を眺ながめていたアーデルハイトも眉まゆをひそめて言う。

　そんな二人の様子を横目に見ながら、エルヴィンは部屋に設置してある暖だん炉ろの前から動きもせず尋たずねる。

「……ねえ、なんできみらこんなクソ寒いのにそんな元気なの？」

　エルヴィンの切実な問いに、ネージュとアーデルハイトは一度顔を見合わせる。

「というか、エルが言うほど寒くないわよ……？」アーデルハイトは頰ほおに手を当て困ったように言う。「まあ、確かに私は刻印ルーンの影えい響きようで寒さには強いほうだけど……」

「ニヴルヘイムの冬はもっと寒いよー」とネージュ。「それに子供は風の子なんだから、雪降ったらはしゃがないと！　ちょっと景気づけに外で雪合戦でもしようか！」

「死んじゃうよ……」

　寒さのあまり満足にろれつも回らない。無む駄だに元気な二人とは対照的に、真冬のは虫類の如ごとき緩かん慢まんさを発揮しながら、それでも思考だけは明めい瞭りようにここ数時間の出来事を反はん芻すうする。

　大陸縦断列車フレスヴエルグで謎なぞの軍人メクレンブルクをやり過ごしたエルヴィンたちは、そのまま何事もなく先日訪おとずれた王国東とう端たんの都市スルズヘイムに到とう着ちやくした。

　スルズヘイムで一休みしようか、という提案もあったが今日のうちに少しでも王都に近づいておいたほうが良いい、ということであっさりとスルーして大陸横断列車ラタトスクに乗のり込こむ。

　先ほどと同様にまた列車を襲しゆう撃げきされる可能性を危き惧ぐしたが、意外にも何の接せつ触しよくもないまま一行は本日の終着駅ウルヴダリルに到とう着ちやくした。

　王都まではまだ百キロ近くあるが、成果としては上出来だろう。時刻は午後八時過ぎ、本日の列車の運行は終しゆう了りようしてしまったので、強行軍もここまでだ。

　さすがに疲ひ労ろうもピークに達していたエルヴィンたちは、早々に宿を確保して一休みすることに決める。

　あるいは一晩掛かければ、ウルヴダリル地区の山さん岳がく地ち帯たいを越こえて先に進むこともできるのだろうが、結局王都へ向かうには列車を使うのが一番早く、また王都行き上り列車はこの近辺ではウルヴダリルが始発なので、むやみに先へ進んだところで意味もないのである。

　そんなわけで、気分を切きり替かえてエルヴィンたちは、食事のために繁はん華か街へと繰くり出だした。

　王都に比べればそれほどすごいものでもないが、田舎いなかから出たことのないネージュにとっては初めて見るものばかりだったようで大変喜んだ様子だった。

　せっかくなので夕食のメニューもネージュの意向を汲んで肉料理に決める。

　田舎いなかでは祝い事のときにしか肉を食べられないということで、テーブルいっぱいに並んだ様々な肉料理を前にしてネージュは万ばん感かんの思いを込こめてつぶやいた。

「──神はいた」

「そこまで!?」

　相変わらず底の知れない娘むすめである。

　それから大量の肉料理をみんなで美お味いしく楽しく綺き麗れいに平らげて、宿へ引き上げる。

　ちなみに会計のときエルヴィンは強ごう引いんに値切ろうとしたが、アーデルハイトの無言のボディブロゥによりあえなく断念した。さしもの守しゆ銭せん奴どもこの幼なじみの前では形なしである。

　宿への道すがらはとても冷ひえ込こんでいた。通りすがりの住人の話によると、予報外れの大寒波が周辺一帯を襲おそっていて夜半までに雪が降り始めるだろう、とのことだった。

　着の身着のままでここまでやって来てしまったエルヴィンたちは、寒気から逃にげるように宿へと戻もどる。

　それからエルヴィンたっての希望により暖だん炉ろの前に三人集まって、作戦会議を開始した。

　すでに水面下で進めていたいくつかの作戦の真意も含ふくめてエルヴィンはすべてを二人に話す。

　奇き想そう天てん外がいなエルヴィンの策を聞き、特にアーデルハイトは驚きよう嘆たんの声を上げる。

「──まさかあなた、最初からすべてこのために動いていたというの……？」

「まあ、そうだな」エルヴィンは口元を歪ゆがめて頷うなずく。「もちろん、いろいろと条件や運が良かったのは幸いだが、それでもこの状じよう況きようを目指して動いていたのは事実だ」

「──信じられない」驚おどろきを通とおり越こして呆あきれたようにアーデルハイトはつぶやく。「私はたまにエルの奇き天て烈れつな発想と実行力が怖こわくなるわ……」

「褒ほめ言葉として受け取っておくよ。いずれにせよ、俺おれたちの最終目標はネージュを王都へ無事に送り届けることなんだから、そのためにできることは何でもやっておかないとな。大だい丈じよう夫ぶ、上う手まくいくよ。俺おれを信じろ」

「もちろん、エルのことは信じてるけど……。でも本当にこんな初歩的なトリックに引っかかってくれるかしら……？」

「そこはまあ、相手の有能さを信じよう。こういう奇き策さくは有能なヤツほど引っかかる」

「……まあ、エルくんの作戦はわかったけど……」ネージュは不満そうに頰ほおを膨ふくらませてエルヴィンとアーデルハイトを交こう互ごに見る。「二人とも、絶対無理しちゃダメだからね！　もし無茶をして怪け我がなんかしちゃったら、私、すごい怒おこるからね！」

　不ふ機き嫌げんそうなネージュの頭をエルヴィンは無造作に撫なでて言う。

「安心しろ。自じ慢まんじゃないが俺おれは生き汚ぎたないんだ。今回だって、ちゃんと生き延びるための策を用意してる。だからおまえは俺おれたちのことなんか気にせず、作戦どおり動いてくれ。というか、むしろおまえが今回の騒そう動どうを収めるための鍵かぎなんだぞ。わかってるか？」

「王都へ着いたら、セルベリアさんって人に事情を話すだけでしょ？　ラクショーだよ！」

　自信ありげに胸を叩たたいてから、ネージュは首を傾かしげて尋たずねる。

「ところで、そのセルベリアさんって偉えらい人なんでしょ？　怖こわくないの？」

「大だい丈じよう夫ぶ、温おん厚こうな人だよ。ただ、握あく力りよくは数百キロで跳ちよう躍やく力も数百メートルはあるらしい」

「はは、またエルくんは噓うそついちゃってー。そんな人類いるはずないでしょー」

　笑うネージュに、アーデルハイトが真顔で告げる。

「──ネージュ。マジよ」

「マジなの!?」

　目を見開いて驚おどろくネージュにアーデルハイトは淡たん々たんと続ける。

「マナの加護を受けた特別な人で、ほとんど冗じよう談だんみたいな身体能力を持っているのよ」

「何だか会いたくなくなってきた！」

　そんなネージュの様子に正直不安が全くないわけではなかったが、すでに賽さいは投げられている。大人しく覚かく悟ごを決めてから、エルヴィンは再びアーデルハイトに視線を向ける。

「──あと気になるのは、連中の戦力か。仮に刻印機兵シグムンドで編制された一個小隊として、ちゃんとこちらの狙ねらいどおり動いてくれるだろうか」

「そうね……」アーデルハイトは考えるように頰ほおに人差し指を当てながら言う。「刻印機兵シグムンドは見たことのない型だったから、第三世代以降として──飛行能力がどれだけ向上してるかは未知数だけど、航続距きよ離りがそんな何百キロも増えることはないはずだから、それほど気にしなくてもいいと思うわ」

「刻印機兵シグムンドって列車を襲おそった人たちが乗ってた機械のことだよね？」ネージュは首を傾かしげて尋たずねる。「あれなんなの？」

「ああ、ネージュは初めて見るんだったな」エルヴィンはネージュに向き直って答える。「あれは刻こく印いんエンジン、っていう大気中のマナを取とり込こんで動力に変える機構とマナクリスタを核かくとした高出力モータのハイブリッド機で、短時間の飛行機能を備えた軍用強化外骨格として──って言ってもわからないか」

　苦く笑しようを浮うかべるエルヴィンを真顔で見返してネージュは頷うなずく。

「──端たん的てきに言うと？」

「すごい強い機械。少し飛べる」

「なにそれこわい！」

　ネージュは大きく仰のけ反ぞる。相変わらずリアクションの素す敵てきな娘むすめだった。

「怖こわがらなくて大だい丈じよう夫ぶよ、ネージュ」アーデルハイトは優やさしげに微ほほ笑えむ。「刻印機兵シグムンドは私たちが何とかするから。あなたは自分の役割に集中してね」

「──うん」ネージュは不安そうな表情を浮うかべながらも渋しぶ々しぶといった様子で頷うなずく。「でも、二人とも本当に無理しちゃダメだからね……っ！」

「だから、大だい丈じよう夫ぶだって」エルヴィンは再び苦く笑しようする。「それより作戦実行までまだ時間があるから、二人ともしっかり身体を休めておけよ」

　こうしてつつがなく作戦会議も終しゆう了りようし──今に至る。

　いよいよ冷ひえ込こみが厳しくなってきて、窓の外に雪がちらつき始める。

　それから五分ほど経過したところでエルヴィンは後うしろ髪がみを引かれる思いで暖だん炉ろの前から立ち上がった。

　時刻は午後十時過ぎ──良よい頃ころ合いだ。

　アーデルハイトとネージュもいよいよ空気を察したのか、緊きん張ちようの表情を浮うかべる。

　緩かん慢まんな動作で、二人の少女の顔を見つめてから──エルヴィンはおもむろに口を開いた。

「それじゃあ──作戦開始だ」







◆第二節　ウルヴダリル地区周辺◆




　ウルヴダリルの町を遠巻きに観察しながら、ランドルフは厳しい寒さに耐たえて待機していた。

　時刻は午前二時過ぎ──いよいよ寒さも耐たえがたいレベルになってきた。刻印機兵シグムンドのヒータを全力駆く動どうしているが、付つけ焼やき刃ば程度の効果しかない。待機状態なので負ふ荷かが少なく、マナクリスタがセーブモードになっているせいだ。マナクリスタ寿じゆ命みようを延ばすための技術らしいが、こういう状じよう況きようだと不便でしかない。

　しかし、だからといって任務をおろそかにするわけにはいかない。

　不満を抱いだきながら、ランドルフは軍から支給されたカプセル剤ざいを飲のみ込こむ。任務中は定時で飲まなければならない決まりだ。これを飲むとストレスや眠ねむ気け、さらには疲つかれも取れて任務に集中できるのである。

　薬はすぐに効いてきて、いらいらが治まってくる。ふう、とため息をついてから、ランドルフは任務に戻もどる。

　赤外線カメラからの映像が表示されているメインディスプレイを睨にらみつけながら、街の様子を窺うかがう。相変わらず変化はないようだ。連れん峰ぽうを壁かべとして町を囲むよう扇おうぎ形がたに配置した部隊員からも定時連れん絡らくばかりで、《遺い存ぞん種しゆ》が動いたという報告は入ってこない。

　本当は、万が一のために連れん峰ぽうの向こう側にも二人ほど配置したかったが、小部隊ゆえこちらが手て薄うすになるデメリットは看過できず、やむを得ず町側に重点を置いた配置を採った。

　彼かれらはこの閉へい塞そくした状じよう況きよう下でどう動くつもりなのか──。

　町はすでにランドルフの部隊によって包囲されているので、容易には脱だつ出しゆつできず。

　おまけにこの大寒波だ。ランドルフたちが待機している平野はただ寒いばかりだが、町から連れん峰ぽうに掛かけてはかれこれ四時間ほどまえから局地的に雪が降り始めている。

　今の時点でもざっと十センチは積もっていることだろう。そうなれば線路は雪で埋うもれて、明日以降しばらく列車の運行がマヒするはず。

　つまり、《遺い存ぞん種しゆ》たちはもうどうやってもこの町から出られない。ほぼ完かん璧ぺきな『詰つみ』状態。

　さらには、《遺い存ぞん種しゆ》に助言を与あたえている参さん謀ぼうへ高度な心理戦も仕し掛かけている。

　──ニヴルヘイムのように町を火で囲まれたくなければ大人しく投降しろ、と。

　彼かれらがこの町に滞たい在ざいしていることは斥せつ候こうの報告からも明らかであるので、こちらの意図は十全に伝わっているはず。相手の参さん謀ぼうが非常に優すぐれた頭脳を持っていることは先刻承知である。

　これが──ランドルフ・メクレンブルクによる最善の策だった。

　この作戦において彼かれの上官、ヘンリエッテ・ヴィッテルスバッハから与あたえられた条件はただ一つ、極力無関係の地上人シヤーフを傷つけないこと。

　それを守るのであれば自由に戦略を立てて良よい、と言われランドルフは色めき立った。

　この作戦を成功させれば昇しよう格かくは近づくし、そうなればあのいけ好かない上官の下でくすぶっている必要もなくなる。

　そこで彼かれは、ヘンリエッテの要求を守りつつ、任務も遂すい行こうする完かん璧ぺきな作戦を練り上げた。

　この心理戦ならば、誰だれも傷つけることなく《遺い存ぞん種しゆ》を確保できるし、もしも心理戦に応じないようであれば、改めてウルヴダリルを火の海にしてしまえばそれでいい。

　そして、彼かれの目算では《遺い存ぞん種しゆ》の参さん謀ぼうは十中八九この心理戦に応じてくるはず──。

　気持ちがはやるあまり集中が途と切ぎれかけていた。彼かれは余計な思考を振ふり払はらうように首を振ふってから、赤外線カメラで日中並の明るさに映された町の遠望に視線を向ける。

　相変わらず変化はなし。町は予報外れの大雪に冬ふゆ籠ごもりを始めてしまったかのような静せい寂じやくを保っている。

　少しだけ心配になってくる。まさか──この心理戦に応じてこない……？

　言うなれば、現状の膠こう着ちやく状態はこちらの慈じ悲ひによって成立している砂上の楼ろう閣かくでしかない。いつ終わるとも知れない圧あつ倒とう的てきに優位な戦力差から零こぼれるこの気まぐれを利用しないなんて愚ぐの骨頂である。つまり彼かれらは、本来であればこの機に可能な限り早めの行動を取らなければならないのだ。

　こちらが少しでもその気になれば、今すぐにでも町中を火の海にすることだって容易なのだ。それくらい、ニヴルヘイムの一件を経験した彼かれらならばわかりそうなものだが……。

　そこまで考えてさらなる不安が彼かれを襲おそう。

　まさか──昨夜同様、何らかの手段でもうすでに町を脱だつしている……？

　底の知れない優ゆう秀しゆうなブレインがついているのだ。この厳重な包囲網もうを脱だつする魔ま法ほうをとうに実行しているということも、決してあり得ない話ではない。

　この段になりランドルフは、ヘンリエッテがウルヴダリルから斥せつ候こうを引かせたことを恨うらむ。

　斥せつ候こう部隊を町中に待機させておけば、現在の《遺い存ぞん種しゆ》の状じよう況きようもつぶさにわかるというのに……。斥せつ候こう部隊の安全のためだかなんだか知らないが、斥せつ候こうなどいくらでも代わりはいるのだから、撤てつ退たいさせたのは失策だ。

　舌打ちをしてから、ランドルフは戦略の立て直しを図はかるため、瞬しゆん時じに脳細さい胞ぼうを活性化させる。

　どうする。致ち命めい的なミスにつながるまえに、町へ踏ふみ込こむべきか。

　あるいは、こちらをそう思考誘ゆう導どうするために、わざと未いまだ町に待機しているという可能性もある。そして自分たちが町に踏ふみ込こんだことにより発生した混乱を利用して町を脱だつする──それもまたあり得ない話ではない。

　今すぐに動くべきか、それとももう少し静観して様子を窺うかがうか──。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きによる相対的な思考のループの末、ランドルフが次の行動を決断しようとしたまさにそのとき、通信機ががなり立てた。

『《フリューゲル翼・ゼクス》から各員！　ウルヴダリル東部に動きあり！　対象、高速で移動しています！』

　慌あわてながらも、努めて冷静にランドルフは応答する。

「こちら《フリューゲル・ヌル》、詳しよう細さいを報告してください」

『ほ、報告します……っ！』冷静なランドルフの声に、通信機の向こうの部下は多少冷静さを取とり戻もどしたように続ける。『町の東部より、対象が何らかの乗り物に乗って高速移動中です。あれは──スノーモービルです！』

　報告を聞いた瞬しゆん間かん、ランドルフはすべてを察した。

　スノーモービル──ソリと無限軌き道どうを組み合わせた、雪上車の一種である。

　雪は、地上のあらゆる乗り物を使用不可能にする自然の脅きよう威いだ。しかし逆にスノーモービルは雪上を高速移動するというただそのためだけに特化した特とく殊しゆ車両である。

　そう、つまりこの時間までじっと耐たえていたのは、スノーモービルが稼か働どうできるだけの降雪量を稼かせぐため──っ！

　ランドルフは、敵のブレインの発想に驚きよう嘆たんする。

　一歩でもタイミングを誤れば、町を火の海にされるというリスクを負いながらも、こちらの作戦を読み切り、ぎりぎりまで耐たえてベストの状じよう況きようを作り出すとは……。

　地上に住んだことのないランドルフが、降雪からスノーモービルを連想できなかったのは仕方のないことだとしても、この土ど壇たん場ばでそんな綱つな渡わたりのような策を取れる胆たん力りよくに──感服した。

　しかし、それと同時にこれもまたフェイクなのではないか、という不ふ審しんを抱いだく。

　彼かれらはおそらくこのまま、スノーモービルで山やま越ごえをするつもりなのだろう。

　だが、こちらが刻印機兵シグムンドを使用していることはあちらも理解しているはず。その上で果たしてスノーモービルで逃にげ切きれると本当に考えているのだろうか。

　現実的には不可能に近い。それほど状じよう況きよう的に追おい込こまれているとも考えられるが、もしもこれがフェイクなのであれば──下手にスノーモービルを追うのも危険だ。

　一いつ瞬しゆんであらゆる可能性を考こう慮りよして、ランドルフは再び部下に確かく認にんをとる。

「《遺い存ぞん種しゆ》は三名で行動していたはずです。三人ともスノーモービルに乗っているのですか？」

『いえ、搭とう乗じようしているのは二名のみです。内一名は、周囲に確かく認にんできません！』

　一人足りない──。となると、やはりこちらはフェイクでそちらが本命か──？

　頭の中でいくつかのパターンをシミュレートしながら、再び彼かれは確かく認にんする。

「──搭とう乗じよう者の顔は確かく認にんしましたか？　この寒さです。防寒具で顔を隠かくしていませんか？」

『おっしゃるとおり、厚手の外がい套とうを着てフードを被かぶっています！』

「つまり、顔は確かく認にんできないのですね？」

『──いえ、少々お待ちください』そう言って一いつ瞬しゆん黙だまった部下は次の瞬しゆん間かん再び声を上げた。『確かく認にんしました！　操縦者が《遺い存ぞん種しゆ》に同行していた赤あか髪がみの少年で、その後ろに乗っているのが《遺い存ぞん種しゆ》の少女です！』

　予想外の言葉にランドルフは戸と惑まどう。

《遺い存ぞん種しゆ》の少女が乗っている？　まさかフェイクに見せかけてフェイクじゃないのか……？

「それは確かですか？　似ている人や変装をしている人、という可能性は？」

『彼かれらに双ふた子ごの兄弟でもいない限りありえません！　完全に写真と同一人物です！』

　ここまで念押おしして断定している以上、それは間ま違ちがいなく赤あか髪がみの少年と《遺い存ぞん種しゆ》の少女なのだろう。

　しかし……どういうことだ……？

　彼かれらの作戦がわからない。こちらの裏の裏をかいてやはりシンプルにスノーモービルで山やま越ごえをするつもりなのか。あるいは、こちらの追っ手を振ふり切きって山を越こえる特別な計略でもあるのだろうか。

　それに、彼かれらに同行していたもう一人の学生の少女は今どこで何をしている……？

　様々な疑問が湧わき上あがるが、いずれにせよ今は逃にげる彼かれらを放置していい状じよう況きようではない。

　いったん疑問を保留にして、ランドルフは全隊員に指示を出す。

「──《フリューゲル・ヌル》から各員。念のため、《アハト》《ノイン》は、こちらに待機。町の様子を警けい戒かいしていてください。残りは私と一いつ緒しよに、スノーモービルを追います。《フィア》《フュンフ》《ゼクス》《ズィベン》は進路予想をして先回りしてください。包囲陣じんを張ったら連れん絡らくを。あとはこちらから追おい込こみます。それでは──状じよう況きようを開始してください」

『了りよう解かい』

　部下たちの声を合図に、ランドルフは町の東側に向かって動き出す。刻こく印いんエンジンの出力は全開。おかげでヒータも暖まり、コクピットはようやく快適空間となる。

　動き始めて数分で、目的のスノーモービルを見つけた。背後から追つい跡せきを開始する。

　ちらりと後部座席に座すわる少女がこちらを振ふり返かえる。やはりそれは──写真に写っていた《遺い存ぞん種しゆ》の少女本人に見えた。

　一人を町へ残し、顔をフードで隠かくせばこちらの誤ご認にんを誘さそえると考えたのか。こちらが写真で対象を確かく認にんしていることは知らないはずなので、その可能性は大いにあり得る。

　だとしたら──いささか拍ひよう子し抜ぬけだ。

　祖国と地上でいかんともしがたい技術差があることはどうしようもない事実なので、ある意味では仕方のないことなのかもしれないが……。

《遺い存ぞん種しゆ》のブレインならばもう少しマシな作戦を考えてくると思っていたランドルフとしては、微かすかな落らく胆たんを覚えた。

　少し買いかぶりすぎていたかもしれない。

　確かにスノーモービルを利用する手は意表を突つかれたが、優すぐれていたのはそのアイディアだけ。その先は結局行き当たりばったりの──その場しのぎでしかなさそうだ。

　所しよ詮せん、地上人シヤーフは地上人シヤーフということか。

　諦てい観かんめいたそんな当たり前の事実を再認にん識しきして、ランドルフは任務に戻もどる。

　スノーモービルは、やがて山間部に到とう達たつする。この辺りまで来るといよいよ吹ふ雪ぶいてくる。

　林立する木々の隙すき間まを颯さつ爽そうと走はしり抜ぬけていくスノーモービル。あるいはこの林の中ならば刻印機兵シグムンドも付いてこられないと踏ふんでいるのか。だとしたら──相当見み込こみが甘あまい。

　彼かれらの新型刻印機兵シグムンドは、現在地上で主力の前世代型を性能で遥はるかに凌りよう駕がする──。

　刻こく印いんエンジン出力はそのままに、ランドルフは華か麗れいなマニューバで追つい跡せきを続行する。

　さすがに予想外だったのか《遺い存ぞん種しゆ》の少女は再び振ふり返かえり、驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

　ちょうどそのとき、先回りさせた部下より準備完かん了りようの通信が入る。ランドルフは、自分の背後の追つい跡せき部隊に、指定ポイントまでの誘ゆう導どうを指示する。

　バーニアの出力を調整しながら、つかず離はなれず一定の距きよ離りを保ちスノーモービルを追い回して──ついに山の中にぽっかりと空いた広々とした空間へ追おい詰つめた。

　進行方向を部下たちの刻印機兵シグムンドで塞ふさがれ、スノーモービルは急停止する。しばらく停止した状態で二人はランドルフを見つめていたが、もうどうにもならないと判断したのか、二人ともスノーモービルを降りてランドルフの前に立ち並んだ。おそらく、唯ゆい一いつ色の違ちがう、彼かれの黒い刻印機兵シグムンドが隊長機であると判断したのだろう。

　一見すると武器の類いは持っていないように見えるが──念を入れるに越こしたことはない。

　ランドルフは、外部スピーカを使って二人に声を掛かける。

「両手を挙げてください」

　何らかの抵てい抗こうを見せるかと思いきや、意外にも二人は大人しく従い両手を挙げた。やはりこの状じよう況きようでは反はん抗こうする意志はないようだ。

　部下たちに、待機を命じてからランドルフはコクピットを開けて地上に降り立つ。

　途と端たん、彼かれの身体を極ごつ寒かんの空気が包つつみ込こんだ。雪はますます強くなっている。

　寒さに顔をしかめながらも、ランドルフは拳けん銃じゆうを構えながら二人の前へ歩み出る。

　じっと彼かれを見つめる二人に意識を集中させながら、ランドルフは彼かれらに声を掛かける。

「──よくここまで我々を出だし抜ぬきましたね。褒ほめてさしあげましょう」

　ランドルフの言葉に少年のほうが、そいつはどうも──、と口を開き、目ま深ぶかに被かぶっていたフードを外す。

　フードの下から現れたのは赤あか髪がみの、まだあどけなささえ残す少年だった。しかし鋭するどい眼光からは揺ゆるぎない自信と知性が垣かい間ま見みえる。

　ランドルフはほとんど本能的に、この少年は生かしておいたらこの先、自分たちにとって大きな障害になると確信する。

　このタイミングで早く芽を摘つめて良かったと胸をなで下ろすランドルフに、こんな状じよう況きようだというのに至し極ごく落ち着いた口調で少年は言う。

「本当に──見事だよ、メクレンブルク少しよう尉い。こちらの目もく論ろ見みを正確に読み、素す早ばやく的確な判断を下し、より確実に自軍の勝利を導く──あんたは理想的な戦略家だ。あんたほど頭の切れる軍人は、王立軍にだってそういないだろう」

「──お褒ほめにあずかり光栄です」ランドルフは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに言葉を返す。「あなたもなかなか優ゆう秀しゆうな策士ですね。正直脱だつ帽ぼうです。その奇き想そう天てん外がいな発想力と失敗を恐おそれない土ど壇たん場ばの胆たん力りよく──ここであなたのような逸いつ材ざいを消すことができてほっとしています。さあ、チェックメイトです。大人しく《遺い存ぞん種しゆ》をこちらに渡わたしてください。そうすれば、私の手で苦しまずにあなたを逝いかせてあげます」

「それはありがたい。俺おれは、痛かったりつらかったりするのが苦手なんだ」

　戯おどけてそんなことを言ってから──少年は、嫌いやらしく口元を歪ゆがめて笑った。

「だが──きっとそれは無理だな。あんたは俺おれを、八やつ裂ざきにしてもしたりないくらい憎にくむはずだから」

「──憎にくむ？　なぜです？」

　意外な言葉に眉まゆをひそめるランドルフ。少年は相変わらず口元を歪ゆがめたまま笑う。

「あんたを見事出し抜いてやったからさ。この戦い──俺たちの勝利だ」

　わけのわからない少年の言葉を合図に、少女はフードと外がい套とうを脱ぎ去る。

　その下から現れたのは──やはり写真で見たままの《遺い存ぞん種しゆ》の少女だった。

　白い肌はだに整った顔立ちの少女。そして、何より特とく徴ちよう的で見み間ま違ちがいようのない──長く美しい金髪とサファイアの双眸。

　状じよう況きようがわからず戸と惑まどうランドルフに、赤あか髪がみの少年は自らが着ていた外套を脱ぎ捨て、朗々と告げた。

「あんたらが《遺い存ぞん種しゆ》だと認にん識しきしていたこの娘むすめの名前は、アーデルハイト・プリンツアーダルベルト。アスガルズ王国王立軍学校戦術科首席の学生だ。そして、あんたらが本当に探し求めていた《遺い存ぞん種しゆ》の娘むすめ、ネージュ・シャルンホルストは、今いま頃ごろ、見事俺おれの計略によって当初の目的どおり王都に到とう着ちやくしていることだろう」

　一いつ瞬しゆん何を言われているのかわからず惚ほうけてしまったが、直後その真の意味に気づいて全身が総毛立つ。

　まさか──まさかっ！

「まさか初めから、私たちは誤認させられていたというのか──っ！」

「──ご明察」

　にやり、と。

　口元を凄せい絶ぜつに歪ゆがめて笑う少年の顔が──ランドルフには悪あく魔まのそれに見えた。







◆第三節　ウルヴダリル・宿屋◆




　──時はわずかにさかのぼる。




　ウルヴダリルの場末の宿屋の一室で──エルヴィン・ケーニヒヴィルヘルムは、二人の少女に計略の全容を語る。

「──まずは、俺おれたちの状じよう況きようを確かく認にんしよう。今現在──このウルヴダリルは連中の刻印機兵シグムンドに包囲されているだろう。おまけに列車はとうに最終時刻を過ぎており、とどめの大寒波──。早々に雪が降り始め、明日にはこの辺一帯の線路は雪で埋うまり、しばらく交こう通つう網もうは麻ま痺ひするはず。つまり、俺おれたちはこの町から容易に出ることは叶かなわない。──ここまではいいか？」

　エルヴィンの言葉にネージュとアーデルハイトは顔を見合わせて頷うなずく。それから、アーデルハイトは不思議そうに小首を傾かしげて尋たずねる。

「でもエル。これは、あなたの指示で私がこの一帯を刻印で天候操作しているだけよ？」

　──そう。ウルヴダリルに到とう着ちやくしてすぐ、エルヴィンはアーデルハイトに、《イサ》の刻印ルーンを使ってこの一帯の気温を低下させ、夜までに雪を降らせてほしい、と頼たのんでいたのだ。

　理由も説明されず、言われるままにそれを実行していたアーデルハイトとしては当然の疑問だろう。

　エルヴィンはアーデルハイトに微ほほ笑えみかける。

「おまえがいてくれて本当に助かったよ。《勝利の女め神がみ》の二つ名は伊だ達てじゃないな」

　滅めつ多たに人を褒ほめないエルヴィンに褒ほめられてたじろぐアーデルハイト。

「な、何よ急に……。そんなことより、雪を降らせてわざわざ自分を窮きゆう地ちに追いやった理由をそろそろ話してよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、全部話すよ」エルヴィンは余よ裕ゆうの表情を崩くずさないまま続ける。「だがそのまえに──なあ、アーデ。一昨昨日さきおととい、俺おれが講義中に講師に当てられたこと覚えてるか？」

「え……？」

　予想していなかったであろう言葉に戸と惑まどいながらもアーデルハイトは頷うなずく。

「それは……もちろん覚えているわ。あなたも知ってのとおり、記き憶おく力はいいほうだし……」

「あのとき講師が出してきた例題に、今の状じよう況きようは似ていると思わないか？」

　問われてアーデルハイトは一いつ瞬しゆんきょとんとした表情を浮うかべながらも頷うなずいた。

「──渓けい谷こくを背に、天然の要よう塞さいと化した城じよう塞さい都市で籠ろう城じよう戦を仕し掛かけてくる敵勢力に対して、一個小隊の自軍がどう対処するか、という例題よね。立場は逆だけど確かに似ているわね……」

「もちろん細かな違ちがいはある。今回で言えば、俺おれたちがしたいのは籠ろう城じようじゃなくて逃とう走そうだし、それに伴ともなって重要になってくるのが、補給路ではなく退路だ。だがやはり──本質的には同じようなものだよ。さてその上で──俺おれがこう言ったことは覚えてるか？　セオリィでは補給路を断った上で消しよう耗もう戦を仕し掛かける。城じよう塞さい都市は、防衛の点では脅きよう威いだが、逆にそれを檻おりとして利用することもできる、ってな」

「え、ええ、それももちろん。そして今、私たちはそのセオリィどおりに補給路──つまり退路を断たたれて消しよう耗もう戦を仕し掛かけられている状じよう況きようね。もはや手の施ほどこしようがないくらい絶望的に思えるけど……どうするつもりなの？」

「敵も──そう思っているだろうな」

「──は？」

　アーデルハイトの言葉をスルーして、エルヴィンは自分のペースで話を続ける。

「連れん峰ぽうを利用して町を取り囲み、おまけに唯ゆい一いつの退路は、じきに訪おとずれる降雪によって封ふうじられる──。これによって、俺おれたちをこのウルヴダリルの町に閉とじ込こめた、ってな。もしおまえが、この町を攻せめるとしたらこれからどうする？」

　困こん惑わくを示しながらもアーデルハイトは、口元に手を当ててしっかりと考えて答える。

「どうって言われても……。ここまで状じよう況きようを整えられたのであれば、私なら何もしないわ。だって、何もしなくてもそのうち投降してくるもの。そもそも、私たちは彼かれらがニヴルヘイムの村に酷ひどいことをしたことを知っているのよ？　早く出て行かないとあのときのようにこの町も酷ひどい目に遭あう可能性があるのなら──出て行かざるを得ないでしょう……？」

「そう、そのとおり」エルヴィンは満足そうに頷うなずく。「おまえくらい優ゆう秀しゆうな人間がそう考えるんだ。敵将のメクレンブルクも相当の頭脳を持っているようだから、まず間ま違ちがいなく同じような結論を導き出すだろう。さらに言うなら、列車でも話したようにやつは今、民間人を巻まき込こむことに消極的だ。ならば、町の人を人ひと質じちにとる体ていで、街の安全を確保しつつ、俺おれたちを確実にあぶり出せるその策を採用する可能性は高い」

　そこで今まで沈ちん黙もくを保って二人の話に耳を傾かたむけていたネージュが首を捻ひねりながら言う。

「……それはつまり、完かん璧ぺきな作戦ってことだよね？　私たちもう逃にげられない感じのやつ」

　ネージュの鋭するどい指し摘てきに、エルヴィンは頷いて答える。

「そう、完かん璧ぺきな作戦だ。だが、それゆえにネージュが逃げるまでの時間が稼げるんだよ」

　その言葉で、エルヴィンの真意に気づいたらしく、アーデルハイトは驚きよう愕がくに目を見開いて声を上げる。

「まさかあなた！　時じ間かん稼かせぎのためだけにこの擬ぎ似じ的な膠こう着ちやく状態を作り出したのっ!?」

「──正解」

　エルヴィンは口元を歪ゆがめて笑えみを浮うかべる。

「まさに俺おれの狙ねらいはそこだ。この一見完かん璧ぺきなやつの作戦には──一つだけ欠点がある。いや、欠点というほどではないが、ロジックの性質上、必然的に発生するネックが存在する。それは──俺たちの行動を待たざるを得ない、という点だ。俺おれたちが連中の意図を察し、あぶり出しに応じるまで必ず幾いくばくかの時間を要する。それは言うなれば作戦上必要な経費だ。だから俺おれは、メクレンブルクがこの作戦を立案、採用し、それに伴ともなって発生する理論上の空白時間を許容するよう思考誘ゆう導どうするために──アーデに気候操作をして貰もらったんだ。もしも、雪で線路が埋うまらず渓けい谷こく側の退路が空いている状態なら、連中は違ちがう作戦を採っただろうからな。たとえば、渓けい谷こく側の線路を物理的に破は壊かいして俺おれたちをここに閉とじ込こめてあぶり出す、みたいな感じだ。それだと困るんで、あえてこちらで思考の道筋を用意してやったって寸法だ」

「ちょ、ちょっと待ってエルくん！」

　ネージュは眉み間けんにしわを寄せながらエルヴィンの言葉を遮さえぎる。

「この状じよう況きようがエルくんの狙ねらいどおりだってことはわかったけど、そもそも私たちはこの町から出られないんだから、時じ間かん稼かせぎなんかしたって意味ないんじゃないの？」

　当然と言えば当然のネージュの疑問。エルヴィンは優やさしく答える。

「──逃にげられないなんて俺おれは一言も言ってないよ」

「え、でもさっき確かに……」

「あれはあくまでも、メクレンブルクがそう認にん識しきするだろう、という意味の発言だよ。俺おれはとうに、この一見完かん璧ぺきな包囲から安全に逃にげ出だすためのロジックを用意してる」

　あくまで余よ裕ゆうの表情で、エルヴィンは飄ひよう々ひようと続ける。

「そもそもこの包囲は、『雪で線路が埋うまって列車の運行が中止する』という仮定に依い存ぞんしているのはわかるな？　だがそもそも──本当に線路が雪で埋まるだろうか？」

　エルヴィンの発する根本的な疑問に、ネージュとアーデルハイトは再び顔を見合わせる。それからアーデルハイトは、少しだけ不ふ機き嫌げんそうに言う。

「埋うまるわよ。だって、エルが吹ふ雪ぶくぐらい雪降らせろって言ったから、私、とりあえず全力で気候操作の真っ最中なんだから。雨雲もだいぶ成長したし、そろそろ降り始めるわ。たぶん、平野積雪量十センチはいくはず」

「おまえの能力は疑ってないよ」エルヴィンは肩を竦める。「だから、間ま違ちがいなく雪は降って積もる。そこに問題はないんだ。俺おれが言いたいのはね、雪が積もって線路が埋うまれば列車が動かなくなる、という簡単な事実を鉄道局が見逃すはずがない、ってことだ」

「──鉄道局？」

　予想していない単語だったのか、アーデルハイトは首を傾かしげる。

　エルヴィンは、同じように首を傾かしげているネージュにもわかるよう丁てい寧ねいに説明を続ける。

「鉄道局ってのは、国中の鉄道路線を管理する国営組織でな。大陸横断列車ラタトスクにしろ大陸縦断列車フレスヴエルグにしろ、重要な国の交こう通つう網もうだ。それが一部区間でもマヒするってのは一大事だろ。特に雪なんてのは、簡単に交通マヒに繫つながるから最警けい戒かいだよ。当然──それを回かい避ひするための秘策も用意されている」

「秘策って……具体的にはどうするのよ？」アーデルハイトは訝いぶかしげに問う。「この辺は豪ごう雪せつ地ち帯たいじゃないから、除雪車なんてものも用意していないでしょうし……」

「そんな大層なものなくていいんだ」

　エルヴィンは種明かしをするマジシャンのように不敵に笑う。

「ただ単純に──雪が降っている間、降雪区間に低速で列車を走らせておけばいい」

　あ──、とアーデルハイトとネージュは同時に声を上げる。

　あまりにもシンプルな結論に──驚おどろいたのだろう。エルヴィンは上じよう機き嫌げんに続ける。

「そう、それこそが俺おれの真の狙ねらいだ。夜間──つまり最終列車のあと、除雪という列車を動かす口実を作り、軍権限を行使して無理矢理それにネージュを乗車させ、こっそりと夜中のうちにこの町を脱だつ出しゆつさせる──。これが俺おれの考えた戦術だ。アーデの気象操作も、メクレンブルクの思考誘ゆう導どうも、すべてネージュを秘密裏に町から脱だつ出しゆつさせるための布石だよ。あとは、隣となりの駅で降りて軍支部に乗のり込こんで軍用車で王都まで送って貰もらえばいい。この距きよ離りなら列車よりは時間が掛かかるだろうが、王都まで三時間もあれば行けるだろう」

「すごい！　エルくんすごいよ！」

　エルヴィンの作戦を聞いたネージュは、心底嬉うれしそうにエルヴィンの手を取って飛とび跳はねる。年上のはずがまるで童女のような喜びように、エルヴィンは微ほほ笑えましさすら感じながらネージュを眺ながめる。

「完かん璧ぺきな作戦だね！　これでこっそりこの町をおさらばしちゃえば万ばん事じ解決なわけだ！」

「──いや」

　水を差すのも悪いと思ったが、エルヴィンは淡たん々たんと続ける。

「確かに俺おれたちが脱だつ出しゆつするだけならこれでおしまいなんだが──ことはそう簡単じゃない。俺おれたちはね、軍学校の学生としてこの街の住民も守らないといけないんだ」

　エルヴィンがそう言うと、アーデルハイトは口元に手を当てながら、そうね──、と呟つぶやく。

「エルの計画だと、私たちが脱だつ出しゆつしたあと、この町は謎なぞの武装集団に狙ねらわれるだけの危険地帯になるわ。だって、ネージュが町にいてこそ、エルヴィンの当初の計画である擬ぎ似じ的な膠こう着ちやく状態が生まれたのだから……。もしも、すでに町にネージュが居ないことが彼かれらに知れたら、この町もニヴルヘイムのようになりかねない。エルが作り出したこの膠こう着ちやく状態がいつまで続くのかわからないけど、それほど長く保たないのは確実だわ。保ってせいぜい──三、四時間ってところじゃないかしら」

「そう──それがこの作戦のネックでもある」

　エルヴィンは神しん妙みように続ける。

「さっきも言ったが、メクレンブルクは町の住民を人ひと質じちにして俺おれたちにプレッシャーを与あたえている。『住民を守りたければ投降しろ』ってな。当然、ある程度の時間は猶ゆう予よとして与あたえられるだろうが、それにしても限界がある。こちらを焚たきつけるために、町に火を放つくらいはやりかねないし、そうなっても俺おれたちが動かなければ、あるいは既すでにいないのでは、という疑問を抱いだかれこちらの狙ねらいがバレる可能性も高い。いずれにせよそうなったら住民に何らかの被ひ害がいが出ることは確実だし、最悪の場合、ニヴルヘイムのように《光の柱》を落とされて消しよう滅めつさせられるかもしれない」

　エルヴィンの冷静な指し摘てきに、ネージュは悲鳴のような声を上げる。

「そ、それはダメだよ！　ニヴルヘイムみたいなことは二度と起こしちゃダメだよ……っ！　もう私のせいで誰だれかが何も知らないまま死んじゃうなんて耐たえられない……っ！」

　目め尻じりに涙なみだを浮うかべながらネージュは懇こん願がんするように言う。エルヴィンは多少戸と惑まどいながらもその涙なみだを指で拭ぬぐい、彼かの女じよを安心させるように優やさしい声こわ色いろで言った。

「──大だい丈じよう夫ぶだよ。そうさせないための策がちゃんと用意してある」

　──え、と惚ほうけたような声を上げるネージュ。エルヴィンは落ち着いた口調で続ける。

「つまりだな、要は向こうにネージュが既すでに町にいない、ということを悟さとらせなきゃいいわけだろ？　なら、答えは簡単。俺おれとアーデがこの町に残って、あたかもネージュがまだこの町にいるかのように偽ぎ装そうすればいい」

「──でも、そんな単純な作戦、本当に上う手まくいくかしら……？」アーデルハイトが不安そうに口を開く。「確かにその作戦なら、さっき言った方法でネージュをこっそりと王都へ向かわせつつ、この町の住民にも危害を加えさせないよう立ち回ることができるかもしれないけど……。私たち二人しかいなかったら、すぐネージュが既すでにいないことに気づくんじゃないかしら。まして相手は相当の切れ者なのだから……」

　アーデルハイトの指し摘てきに、エルヴィンは不敵な笑えみを浮うかべる。

「そのための布石はすでに打ってあるんだ」

　それからエルヴィンは暖だん炉ろの前から立ち上がり、窓まど際ぎわまで歩み寄って窓の外の空を眺ながめながら呟つぶやく。

「──そもそも、なんで連中は俺おれたちが列車に乗ったことを知ってたんだろうな？」

　独白のような問題提起に、え──？　という声を上げるアーデルハイト。構わずエルヴィンは続ける。

「あの列車が待まち伏ぶせされたのは、俺おれたちが確実にあの列車に乗ったことを知っていたからだ。では、どうやってそれを知ったのか。考えられる答えなんて一つしかない。実際に俺たちが列車に乗り込むところを見ていたんだ」

「……つまり、斥せつ候こう部隊のようなものがすでにノルズリの町にいたってこと？」

　アーデルハイトの言葉に、エルヴィンは頷うなずく。

「そう考えるのが妥だ当とうだろうな。もちろん、狙ねらってやったのではなくほとんど偶ぐう然ぜんみたいなものだろうけど。連中の規模じゃそんな広こう範はん囲いに斥せつ候こうは撒まけないだろうし、たぶん万が一ニヴルヘイムから目的のネージュが逃にげ出だしたときのためにたまたま最も寄よりの都市に配置しておいた、という感じだろう。そうして、翌朝始発の列車を見張っていたら、地方都市では滅多に見かけない軍学校の学生も混じった奇妙な三人組が列車に乗のり込こむのを目もく撃げきした──たとえネージュの容姿がわからなかったとしても、それが目的の人物であると確信するには十分な条件だ。とまあ、俺おれたちが乗っている列車が連中に筒つつ抜ぬけだったのはそういう理由だろう」

「でも、ならどうしてその斥せつ候こう部隊に私たちを確保させなかったのよ？　そのチャンスなんていくらでもあったはずなのに」

　アーデルハイトの鋭するどい指し摘てき。しかし、エルヴィンはあくまでも余よ裕ゆうの表情で応じる。

「それは連中があくまでも斥せつ候こう部隊だったからだよ。ニヴルヘイムを襲おそったメクレンブルクたちが荒あら事ごと専門の実行部隊だとしたら、斥せつ候こう部隊は隠おん密みつ行動専門と考えるべきだろう。もちろん、ある程度の戦力は持っているだろうがそれはあくまでも必要最低限。下手に荒あら事ごとに手を出して状じよう況きようを悪化させるよりは、自分たちは斥せつ候こうに専念して、荒あら事ごとは専門の実行部隊に任せようと考えるのは自然なことだ。というかたぶん、そういう徹てつ底ていした各部隊の責任意識が、新型刻印機兵シグムンドを大量に保持してるような巨きよ大だいな組織でありながらもその正体を謎なぞにしている最大の要因なんだろうな。逆に言えばそれほど統制の取れた大きな組織である証しよう拠こにもなる」

「……下手なことをしてしっぽを出すつもりはない、ってことね」

　アーデルハイトは、口角を下げて呟つぶやく。そうだな、と呟つぶやいてエルヴィンは続ける。

「──と、少し話が逸それたが、俺おれたちがかなり早い段階から斥せつ候こう部隊に見張られていたことは間ま違ちがいないだろう。そして当初からその可能性を考こう慮りよして──俺おれは動いていた」

　次の瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん、アーデルハイトが悲鳴に近い声を上げた。

「──っ！　ちょ、ちょっと噓うそでしょ……っ!?　そんな、まさか──あり得ないっ！」

　どうやらようやくエルヴィンの狙ねらいに気づいたらしい。驚きよう愕がくに双そう眸ぼうを見開き、化け物でも見るかのようにエルヴィンを見つめる。

　それを受けてエルヴィンは、凄せい絶ぜつに口元を歪ゆがめ、悪あく魔まのような笑えみを浮うかべて言った。

「──そのまさかさ。ノルズリの町でアーデとネージュの服を交換させたままにしておいたのはそのためだ。遠くから見ている連中にアーデとネージュを誤認させる。これこそが、最後の不可能を可能にするためのトリックだ」

　エルヴィンがノルズリの町で、服の新調を拒きよ否ひしたのもこのためだ。

　あえて目立つ制服姿を衆目にさらすことで──真の狙ねらいをカモフラージュする。

　これが──彼かれの隠かくしていた切り札ジヨーカーの全ぜん貌ぼうだ。

　もちろん、彼かれがこの秘策を思いついたのはだいぶ後になってからで、当初は後々の布石になれば、程度の軽い気持ちでそれを二人に実行させたのだが──奇き跡せき的にそれが奏功した。

「ニヴルヘイムで、広場に陣じん取どったメクレンブルクはこう言っていた。『《遺い存ぞん種しゆ》の少女を差し出せ』。考えてみればこれはおかしな話だ。《遺い存ぞん種しゆ》だなんだと村人に言ったところで全く通じないはず。本当にネージュを探しているのであれば、名前なり容姿なりの特とく徴ちようを伝えるだろう？　何せネージュはこのとおり見事な白はく髪はつだ。これ以上の特とく徴ちようはないってくらいわかりやすいし、他人にも伝えやすい。だが、連中はそれをしなかった。なぜか。答えは明らかだ。あの時点で連中はネージュの容姿も名前も知らなかった。ただ《遺い存ぞん種しゆ》という特とく殊しゆな存在がニヴルヘイムに住んでいる、というだけの情報しか摑つかんでいなかった。だからあんな曖あい昧まいな言葉を村人に投なげ掛かけざるを得なかったんだ。本人にしかわからないような言葉で──村人を人ひと質じちにして引きずり出すほかなかった。そのことに気づいたから、俺おれは早々に連中にネージュを誤ご認にんさせるための手を打ったんだ。何かあったとき、せめてネージュだけでも逃にがしやすいように、な」

　それからエルヴィンは言葉を一度切り、改めてネージュとアーデルハイトを見やって朗々と告げる。

「──これが俺おれの戦術の全容だ。斥せつ候こうのことは俺たちがなんとかするから、雪が降り始めたら、ネージュは鉄道局の連中に事情を話して、除雪列車に乗せてもらって王都へ向かう。そして王都へ着いたら、オーディン中将と連れん邦ぽうの説得を頼たのむ。特に連れん邦ぽうの王都奇き襲しゆうは、必ず謎なぞの第三組織が裏で糸を引いているはずだから、事情を話せば連れん邦ぽうも納なつ得とくして軍を引いてくれるだろう。その後の動きは──まあ、後で話す。そしてその間、俺おれとアーデは、この町を包囲している連中の様子を窺うかがいつつ、しびれを切らしそうな頃ころ合いを見計らって行動を起こす。──な、簡単だろ？」

　ようやくすべてのロジックを語り終えたエルヴィンは、窓まど際ぎわの寒さに震ふるえて急いで暖だん炉ろの前へ戻もどっていったのだった──。







◆第四節　ウルヴダリル地区連れん峰ぽう山中◆




　──そして、時は《今》へ戻もどる。

　エルヴィンは滔とう々とうと自身のロジックを語り、ランドルフはそれを聞きながら驚きよう愕がくに目を見開いている。そしてエルヴィンは、最後に勝かち誇ほこった笑えみを浮うかべて告げた。

「──以上が俺おれの計略のすべてだ。今いま頃ごろ、本物のネージュは王都に到とう着ちやくしているはずだろう。そして、セルベリア・オーディンとベアトリクス・フレイの両名を説得できれば、あんたらが裏で糸を引いている王都奇き襲しゆうも片かたがつくって寸法だ。何だかよくわからない大量破は壊かい兵器を保持している以上、そっちの優位は変わりないが、とりあえずこの戦いは俺おれたちの勝ちだ。俺おれたちはここで殺されるだろうが──まあ、些さ末まつ事さ。俺おれらはあくまでも戦術師のタマゴで、この戦いにさえ勝てればいいんだからな。あとのことは、セルベリア・オーディンやネージュが何とかしてくれるだろう」

　エルヴィンの言葉に、ランドルフは忌いま々いましげに彼かれを睨にらみつける。心なしか構えた拳けん銃じゆうが震ふるえている。それは、寒さのためだけではないだろう。それから怒いかりの感情をかみ殺したような声で言う。

「……なるほど。すべてあなたの計略どおりというわけですか」

「そう、あんたらは見事俺おれの手の中で踊おどってくれたよ」

　嫌いやらしく笑い挑ちよう発はつするエルヴィン。しかし、ランドルフはすぐに余よ裕ゆうの表情を浮うかべ直す。

「……まあ、地上人シヤーフ風ふ情ぜいが我々を出だし抜ぬくなんて大したものです。冥めい土どの土産みやげにいい思いができてさぞ満足でしょう」

「シャーフ？」

　聞き慣れない言葉にエルヴィンはおうむ返しをする。ランドルフは、彼かれの無知をあざ笑うかのように上じよう機き嫌げんに続ける。

「──せっかくです。これから死に逝ゆくあなた方に、この世界の真実という絶望を授さずけましょう。あなたがた地上人シヤーフは、我々《神聖ヴァルハラ帝てい国こく》に管理されているだけの下等種族なのですよ」

「……ヴァルハラなんて国、聞いたこともない。どうせ苦くるし紛まぎれのハッタリだろう？」

　会話の主導権を突とつ然ぜん握にぎられて困こん惑わくを示すエルヴィン。ランドルフはますます勝かち誇ほこったように告げる。

「まあ、しょせんあなた方の情報網もうなどその程度ですよ。地べたを這はう虫けらにふさわしい惨みじめさです」

「地べたを這はうって──あんたらはそうじゃないのかよ」

「我々は、神に選ばれた高等種族です。こんな不衛生で劣れつ悪あくな環かん境きようの地上になど、任務以外では訪おとずれたくもないほどです」

「──さっきから地べただ地上だと言ってるが、もしかしてヴァルハラってのは空の上にあるのか……？」

　疑いのまなざしを見せるエルヴィンを見下すようにランドルフは言う。

「さすが地上人シヤーフにしては鋭するどい。そうです、我らが祖国ヴァルハラは、地上の俗ぞく念ねんの届かない遥はるか上空に存在する、気高く気品に溢あふれた楽園です。あなた方とは、見ているもののスケールからして違ちがっているのですよ」

　満足そうにそう言い放ってから、ランドルフは改めてエルヴィンに銃じゆうの狙ねらいを定める。

「──まあ、死に逝ゆく愚ぐ者しやへの餞せん別べつはこんなものですか。そろそろ終わりにしましょう」

「──覚かく悟ごはできてるよ」

　言いながらもエルヴィンは、庇かばうようにアーデルハイトを背後に隠かくす。
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「ただ──この作戦を考えたのは俺おれで、こいつは俺おれに無理矢理付き合わされただけなんで、できればこいつは見み逃のがしてくれ。その代わり、俺おれはどうなってもいいから」

「ちょっと、何言ってるのよ！」

　背中でアーデルハイトは怒おこる。しかし、それを無視してランドルフは首を横に振ふる。

「それはできません。そもそも、あなた方は私に意見できる立場にいないのですから」

「じゃあ、せめて痛くない感じで頼たのむ」肩かたを竦すくめてエルヴィンは言う。「俺おれはまあ、多少痛くても我が慢まんするから」

「承知しました」

　ランドルフは、一いつ瞬しゆんだけ下げ卑びた笑えみを浮うかべ、しかしすぐに無表情に戻もどして、肩かたに付いた通信機に向かって告げた。

「──火器使用を許可します。構え」

　エルヴィンたちの周囲を取り囲んでいた刻印機兵シグムンドが一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向ける。

　冷れい徹てつな表情でエルヴィンたちを見下ろすランドルフ。今すぐにでも腕うでを振ふり下ろして、発はつ砲ぽう許可を与あたえそうな彼かれに、それでもエルヴィンは穏おだやかな表情を浮うかべながら告げた。

「──なあ、メクレンブルク少しよう尉い。最後に、もう一つだけいいか？」

　ランドルフは、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せる。

「……命いのち乞ごいですか、見苦しい。それとも何か言い残したことでも？」

「まあ、そんな感じかな」

　この状じよう況きようでもいつもの飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさずにエルヴィンは言う。

「あんた──この仕事向いてないよ」

「……はい？」

　予想外の言葉に首を傾かしげるランドルフ。エルヴィンは淡たん々たんと続ける。

「まあ、あんたの国の連中はみんなそうなのかもしれないけど、プライドが無む駄だに高すぎる。地上人シヤーフって言ったっけ。そんな俺おれたちに対して常に優位でありたいから、少し出だし抜ぬかれただけですぐムキになる。その結果、冷静さを失い、本来絶対他言無用のはずのヴァルハラの真実とやらを漏もらしてまで自身の優位性を保とうとした。戦略家としては優ゆう秀しゆうかもしれないが、軍人としては三流以下さ」

　あまりの言葉にランドルフは額に青筋を浮うかべるが、それでも冷静を装よそおって応じる。

「──ご忠告痛み入ります。しかしさすがは地上人シヤーフ、最後の最後まで見苦しく挑ちよう発はつとは恐おそれ入いります。まあ、そうやって強がりながら死ぬのもいいでしょう」

「──挑ちよう発はつ？　まだそんなこと言ってるのか」

　今度は逆にエルヴィンが勝かち誇ほこった笑えみを浮うかべる。

「俺おれたちに出だし抜ぬかれた時点で、あんたは冷静さを欠きすぎた。だがまあ、あんたがそんなふうにコントロールしやすい人間だったから今回俺おれたちが救われたわけで、そういう意味では感謝すらしてるけどな」

「どういう……意味です？」

　そこでようやく何らかの不審を抱いだいたらしく、ランドルフは眉まゆ根ねを寄せる。

　エルヴィンは、相変わらず勝かち誇ほこったような嫌いやらしい笑えみを浮うかべながら続ける。

「疑問に思わなかったのか？　ここへ来て俺が淡々と戦術のすべてを語ったのも、その後命乞いもせずこうして暢気におしゃべりしてるのも……あんたには自然な行動に見えるのか？」

　その言葉にランドルフはいよいよ表情を凍こおりつかせる。エルヴィンは凄せい絶ぜつに笑う。

「──そう、すべて……すべてが計略さ。ウルヴダリルからスノーモービルで飛び出したことも。そのまま山の中へ入っていったことも。──そして、逃とう走そう経路の先の開けた場所にこうして追おい詰つめられることも……すべて俺は読んでいた」

「────っ!?」

　その言葉ですべてを察したのか、ランドルフは驚きよう愕がくに表情を歪ゆがませる。

　そう、エルヴィンがスノーモービルで逃にげ出だしたのは、ウルヴダリルから意識を離はなすため──ではない。木々の生おい茂しげる山間部に逃にげ込こんだのも刻印機兵シグムンドを振ふり切きるため──ではない。そして、逃とう走そう経路の先にたまたま包囲陣じんが敷しけるほどの開けた場所があったことも──偶然ではない。

　つまり彼かれの真の目的は、この場所にランドルフたちを誘ゆう導どうすること──っ！

　慌あわてた様子でランドルフが肩かたの通信機に向かって叫さけぶ。

「総員撤てつ退たい──っ！」

「──遅おそいよ」

　ニィと。エルヴィンが悪あく魔まのように笑った次の瞬しゆん間かん──空から無数の輝く槍が降ってきた。

　大気を振ふるわせる爆ばく音おんと振しん動どう。エルヴィンはとっさにアーデルハイトを抱だき締しめて庇かばう。

　そしてすぐに辺りを窺うかがうと──状じよう況きようは一変していた。

　空から降ってきた無数の槍やりは、的確に刻印機兵シグムンドの重火器を破は壊かいした上で、それぞれの機体を個別に取り囲んで拘こう束そくしていた。それはさながら──光ひかり輝かがやく檻おり。

　あの一いつ瞬しゆんでランドルフ隊は、その強力な武装を──完全に無効化されていた。

　ようやくエルヴィンは安あん堵どの息を吐く。

　そして半はん拍ぱく遅おくれて、彼かれらの前に──音もなく黒い影かげが白い軌き跡せきを伴ともなって舞まい降おりた。

　さながら天使と悪あく魔まの降臨を想起させる光景だったが、もちろんエルヴィンたちが死んだわけではない。

　舞まい降おりた黒い影かげ──腰こしまで届く漆しつ黒こくの長ちよう髪はつを風になびかせ、ボディラインを強調する濃こい紫むらさき色いろの礼装に身を包んだ妙みよう齢れいの美女は、エルヴィンとアーデルハイトを見やりながら、にやり、と口元を歪ゆがめて笑う。

「よくここまで耐たえたな！　私が来たからにはもう安心だぞ！」

　ある種の感動すら覚える。問答無用で見る者に安心感を与あたえる絶対的存在──それはまさしく、アスガルズ王国が誇ほこる最強の《大英えい雄ゆう》セルベリア・オーディンその人だった。

　そして──。

「やほー、エルくん、アーデちゃん。間に合って良かったよー」

　場ば違ちがいなほど朗ほがらかに笑いながら、セルベリアに背負われた白い髪かみの少女──ネージュは、緊きん張ちよう感のかけらもなく二人に向かってぴらぴらと手を振ふっていた。

　全く予想外の出来事に困こん惑わくしたまま──それでもエルヴィンはネージュを怒ど鳴なる。

「おまえ、なんで戻もどってきたんだよ！　危ないから王都に着いて役目を果たしたらじっとしてろって言っておいただろ！」

　そう、エルヴィンの計画では王都に着いたネージュに、このポイントへセルベリアだけを派は遣けんしてもらうはずだった。それなのにまさかネージュまで付いてくるとは……予想できたこととはいえエルヴィンは自分の詰つめの甘あまさに内心で舌打ちをする。

「あー、エルくん、命の恩人にそういうこと言うんだー」

　セルベリアの背中から地面に降りたネージュは、エルヴィンの気持ちも知らず戦場のど真ん中だというのに子供のように頰ほおを膨ふくらませる。

「エルくんたちが心配で戻もどってきたに決まってるでしょー。二人は私の初めての友だちなんだから、それは心配もするよー」

「────」

　さすがに返す言葉が見つからない。確かにネージュの思考や意志までも計算に入れていなかったのは、明らかにエルヴィンのミスだ。だがそれでも──この状じよう況きようはまずい。ある意味では考えられ得る最悪のケースとも言える。

　何とかしてネージュをすぐにこの場から離はなさなければ、と焦あせるが極度の疲ひ労ろうと不意の安あん堵どにより頭が全く回らない。

　とにかく心配を気取られないよう、エルヴィンは努めて普ふ段だんどおりの口調を意識して言う。

「わかった。俺おれが悪かったよ。おまえは命の恩人だよ。でも、ここは危険だからとりあえず離はなれよう」

「離はなれるもなにも、周り囲まれちゃってるじゃない。というか、そもそもセルベリアさんの近くが一番安全だよ」

「────」

　再び正論を返され閉口する。ダメだ、頭が全く回っていない。

　そんなエルヴィンをよそに、ネージュはセルベリアとランドルフのほうへ視線を向ける。

「それに──ちょっとあの人にお話があるからね」

　その言葉に、エルヴィンの心臓がひときわ高く脈動した。恐おそれていた展開だ。まずい、どうにかしないと──。

「お、おい、ネージュ。あくまでもそいつは末まつ端たんの人間で、真に悪いのはそいつに指示を出していたやつらだぞ……だから仇かたきだとかそういう余計なことは考えるな……？」

「わかってるよー」ネージュは屈くつ託たくなく笑う。「でも、ニヴルヘイムをあんなにしちゃった人のことは知ってると思うんだよー。だから、ちょっとお話させてもらおうと思ってねー」

　この状じよう況きようでも相変わらずのネージュ。エルヴィンはようやく違い和わ感かんの正体に気づく。

　思い返してみれば、ネージュは朝からずっとこの調子だった。早朝、ニヴルヘイム壊かい滅めつのニュースを知ったときは、自分で立てないくらいのダメージを負っていたにもかかわらず、小一時間ほどしたら何事もなかったかのようにケロリとしていた。

　当初はそれがネージュの強い覚かく悟ごと意志によってもたらされたものだと考えていたが──根本的な部分で勘かん違ちがいをしていたのではないか。

　平穏でのどかな田舎で生まれ育ち、年の近い友人さえ持つことの叶わなかったこのネージュ・シャルンホルストという少女は、負感情の発散方法を知らず、それゆえに脳が感情の解析を拒否し、結果的にこの緊張感のない人格を自動的に発露しているのではないか。

　もしもそうであったならば──母親の死に深く関かん与よしている人物を前にして、本当にまともな精神状態を保てるのだろうか。

　あるいは重度のストレスにより──心が壊こわれてしまわないだろうか。

　数多あまたの心配事が脳のう裏りを過よぎるが、いずれもその解決策までは見えてこない。

　いっそのこと無理矢理彼かの女じよを担かついででもこの場から離はなれようか、とも考えたが今の状じよう況きようでは何がスイッチになるかわからないので、迂う闊かつなことはできない。

　やむを得ず、ただただ成り行きを見守る。

　ネージュはふらふらとした覚おぼ束つかない足取りでセルベリアとランドルフの元まで歩み寄る。

　途と中ちゆう、気づいたセルベリアが制止の声を掛かける。

「ネージュさん。これから尋じん問もんをするところです。危険ですので下がっていてください」

「セルベリアさん。少しだけ、その人とお話しさせてください」

「い、いえ、しかし、私もこの男には早さつ急きゆうに確かく認にんしなければならない案件が、」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。すぐに終わりますから」

　にへら、と笑いながら有う無むを言わさずにそう答えると、ネージュは輝かがやく槍やりによって囲まれ捕ほ縛ばくされたランドルフの目の前まで進み出る。

「初めまして。私がネージュ・シャルンホルストです。あなたのお名前を教えてください」

　恐おそろしいほど穏おだやかな口調で尋たずねるネージュ。この状じよう況きようにあまりにも不ふ釣つり合あいな存在を前に戸と惑まどいを隠かくせない様子のランドルフだったが、意を決したのかネージュを真まっ直すぐに見返して答えた。

「──ランドルフ・メクレンブルクです」

　そうですか、と満足そうにネージュは頷うなずく。

「では、ランドルフさん、教えてください。あなたは何者ですか？」

「──お答えできません」

　一いつ切さいの逡しゆん巡じゆんも見せずにランドルフは断言する。おそらく捕ほ虜りよの価値がないことを示した軍人としての矜きよう恃じなのだろう。しかし、ネージュはそんなこと気にも留めない様子で続ける。

「私を探していたんですよね。私をどうするつもりだったんですか？」

「──お答えできません」

「何の取とり柄えもないただの田舎いなか娘むすめの私に……どんな価値があるっていうんですか？」

「──お答えできません」

「村の……」そこでネージュはいったん言葉を切る。様子がおかしい。浅く早い呼吸を繰くり返かえしながら、喘あえぐように続ける。「村の人たちに……どうしてあんなひどいことを……っ！」

「──っ、お答えできません」

　ストレートな質問にさすがのランドルフも一いつ瞬しゆん動どう揺ようを示すが、それでも定型句を返す。

　ネージュは何も言わず、ただ浅い呼吸を繰くり返かえしている。

　やはりネージュの様子がおかしい。

　このままでは本当にネージュが壊こわれてしまうような気がして、なぜかエルヴィンにはそれがどうしようもなく嫌いやで、半ば無意識に止めに入った。

「ネージュ、その辺でやめとこう、な？　あとはオーディン中将に任せよう。とりあえず、ウルヴダリルの町へ戻もどって一ひと眠ねむりして、それから王都へ向かって今度は甘あまいものでも食べに行こう。アーデおすすめの甘かん味み処どころならおまえもきっと気に入るから──」

　そこまで言って、エルヴィンは口をつぐむ。あれだけオーバーリアクションだったネージュが何の反応も示さなかったからだ。

　ネージュは、うつろな目で虚こ空くうを見つめながら、うわごとのように何かをぶつぶつとつぶやいている。

　明らかに危険信号だった。これはもう力ずくでもこの場から離はなさなければならない、と直感的に思って、ネージュの肩かたに手を置いたそのとき──。

「どうして……どうしてお母さんを殺したのっ！」

　少女の感情が爆ばく発はつした次の瞬しゆん間かん──大気が爆ぜた。
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「────っ！」

　ランドルフ・メクレンブルクは、突とつ如じよ襲おそい来る暴風に堪たまらず尻しりもちをついた。

　何が起こったのかわからない。

　ただ目の前の哀あわれな白い少女が叫さけんだと思った刹せつ那な、大気が軋きしみ凄すさまじい衝しよう撃げき波はを発したことだけは何となく理解できた。

　だが──それが何に起因するものなのかは理解できない。

　尻しりもちの衝しよう撃げきで頭がくらくらするのを堪こらえながら、状じよう況きよう判断のために周囲を見回す。

　しかし、特に大きな変化は見られない。あれほどの衝しよう撃げきにもかかわらず数すう瞬しゆんまえと何一つ変わらない光景が広がって──。

　いや──変化はあった。

　すぐ目の前にいる純白少女の背後に──巨大な何かがいた。

　雪荒すさぶ中、大気を揺ゆらがせながらぼんやりと形を浮うかばせる、身みの丈たけ十五メートルほどの──不可視の巨人。

　どこから現れたのかもわからないそれは、少女を守るように、ただそこに存在した。

　ますます混こん迷めいを極きわめる状じよう況きようで──それは吼えた。

　天をつんざく大轟ごう音おん。既き存そんの生物のそれとは明らかに一線を画する、可か聴ちよう領域を超ちよう越えつした圧力ある怒ど号ごう。

　その圧あつ倒とう的てきな音圧は、セルベリア・オーディンによる光の檻おりさえ易やす々やすと砕くだき、ランドルフは背後に勢いよく吹ふき飛とばされ、待機させておいた刻印機兵シグムンドに背中を強打した。

　あまりの激痛に意識が飛びかける。しかし、渾こん身しんの気合いで自じ我がを保ちながら、周囲に視線を巡めぐらせて部下たちの無事を確かく認にんする。

　先さき程ほどまでセルベリアの光の檻おりに捕とらえられていた部下たちの刻印機兵シグムンドは、ランドルフと同じように光の檻おりごと吹ふき飛とばされ、その尽ことごとくが地面に伏ふして動かなくなっていた。

　ただ吼ほえただけでこの甚じん大だい被ひ害がい。

　これこそが元老院の求めた《遺い存ぞん種しゆ》の力──。

　畏い敬けいの念すら抱いだきながら、ランドルフは純白の少女──ネージュ・シャルンホルストを見つめる。

　少女は愛らしい顔を怒いかりに歪ゆがめ、頰ほおには涙なみだを流しながらランドルフを睨にらみつけていた。

　不意に少女が右みぎ腕うでを掲かかげた。それに合わせて、背後の巨きよ人じんも右みぎ腕うでを振ふり上あげる。

　ランドルフは一いつ瞬しゆんで察する。

　きっと少女の細い右みぎ腕うでが無造作に振ふり下ろされた瞬しゆん間かん、背後の巨きよ人じんの拳こぶしがランドルフの身体をいとも容易たやすく叩たたき潰つぶすのだろう。

　彼かれは未いまだに現状を正確に把は握あくできない。

　神に選ばれしヴァルハラの民たみである自分が、なぜこんな地上人シヤーフの小こ娘むすめに殺されなければならないのか。

　悪いのは、惑ほ星しに巣す喰くい資源を貪むさぼる下等生物のほうだ。自分はそんな害虫を信念に則のつとって駆く除じよしたに過ぎない。

　だから、自分が殺されるのは明らかにおかしい。こんな現実、認められるわけがない。

　ああもう、死にたくない死にたくない死にたくない──。
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　まるで夢を見ているような心持ちで、ネージュ・シャルンホルストは右みぎ腕うでを掲かかげていた。

　ただこの腕うでを軽く振ふり下ろすだけで──目の前の母の仇かたきがいなくなると、直感的に理解する。

　目がチカチカする。口の中はカラカラでやけに心臓の音がドクドクとうるさい。

　ぼんやりと覚おぼ束つかない思考で、目の前の雪原に座すわり込こむ軍人の男を見やる。

　男はあまりにも見苦しく取り乱しながら、恐きよう怖ふに染まった瞳ひとみをネージュに向けている。

　こんな情けない男が、何も悪いことをしていない母と大切な村人と──村そのものをネージュから奪うばったのだ。

　霞かすみ掛がかった意識の中、それだけは感情が理解していた。

　もうじきすべてが終わって、母や村のみんなの無念が晴れる──そう思うだけで、彼かの女じよの心臓はますます早はや鐘がねを打つ。

　さあ──早くすべてを終わらせよう。

　相対的な思考停止状態で、ネージュは感情の赴おもむくまま無造作に右みぎ腕うでを振ふり下ろし──。

　否、振ふり下ろそうとした直前、背中に暖かい何かを感じて不意に自じ我がのコントロールを取とり戻もどした。

　鼻び腔くうをくすぐるこの何とも言えない懐なつかしい匂におい──。

　それは一昨日、出会った直後から密ひそかに抱いだいていたネージュの知らない記き憶おく。

　初めて会ったのに──ずっとまえから知っていたかのような不思議な感覚。

　エルヴィン・ケーニヒヴィルヘルムという赤あか髪がみのどこかひねくれた少年は──ネージュにとってそんな未知の存在であった。

　そしてそのときになってようやく、背後からエルヴィンに抱だきしめられていることに気づく。

　突とつ然ぜんのことで、しかも男の人に抱だきしめられたのも初めてなものだから、ネージュは激しく動どう揺ようする。今までとは別の意味で頭が働かなくなる彼かの女じよに、エルヴィンは優やさしい口調で言う。

「──こんなことニーナさんや村の人たちは望んでない、なんて月並みなこと俺おれにはとても言えないし、ネージュの悲しみや怒いかりが理解できるともまるで思ってないけど……。俺おれはね、馬ば鹿かみたいに根明で常に笑ってるおまえが好きなんだ。もしここでおまえがその手を振ふり下ろしたら、きっとおまえはこの先ずっと今までみたいに笑えなくなると思うんだ。人を殺すっていうのは、それくらい、重たいものなんだと思う。俺おれは、おまえが笑ってないのが嫌いやなんだ。だからおまえがやめる、って言うまでずっとこうして取とり押おさえててやるからな」

「これ抱だきしめてるんじゃなくて取とり押おさえてるんだ!?」

　つい普ふ段だんの調子で突つっ込こみを入れてしまう。というか、取とり押おさえるにしても振ふりかぶった右みぎ腕うではわりとフリーなので全然意味はないようにも思える。

　だがしかし──それでも、効果は絶大だった。

　半ば無意識に普ふ段だんの突つっ込こみを入れたのをきっかけに、どんどん思考が沈ちん静せい化していく。

　あれだけ一心に、母の仇かたきを討うつことだけを思っていたというのに、なぜかすっかりその気もなくなって、今や一周回って愉ゆ快かいな気分になっていた。

　本当に──この少年は不思議だ。軟なん弱じやくでどこか頼たよりないけど、頭が抜ばつ群ぐんに切れて、にもかかわらずどういうわけかところどころ微び妙みように抜ぬけている。

　少年を構成するあらゆる要素が──ネージュの琴きん線せんに触ふれる。

　まるでこの出会いを遥はるか以前から待ち望んでいたかのように──。

　何だか仇かたきとか復ふく讐しゆうとかが急にばかばかしく思えてきて、ネージュは掲かかげた右みぎ腕うでをそっと下ろして目元の涙なみだを拭ぬぐいながら場ば違ちがいなほど朗ほがらかに笑う。

「あはは、エルくん、もう自分勝手すぎー。もっとほかに言い様があるでしょ。もっと私のこと慮おもんぱかってよ」

「おまえみたいな言うことを聞かないわがまま娘むすめのことなんか知らん」

「またまた、そんなこと言っちゃって。今、私のこと好きって言ってくれたよね？　アーデちゃんには悪いけど、それってやっぱりプロポーズ的なアレなのかな？」

「バカ言うな。恋れん愛あい感情じゃないぞ。具体的に言うなら、ハンバーグと同じくらいの好感度だ」

「ハンバーグ!?　なにそれ喜んでいいのかどうかわからない!?」

　またいつものようにそんな突つっ込こみを入れてから、再びネージュは笑う。

　もうすっかりいつもどおりだった。母を亡なくした胸の痛みは消えないけれども、それ以上の感情は湧わいてこない。

　それより今は──こうしておちゃらけているほうが楽しいし、性しように合あっていると思う。

　ひとしきり笑ったあと、ふう、とため息をついてからネージュは言う。

「わかったよう。やめやめ。らしくないことはしないに限るね。疲つかれちゃったよ、私」

「……本当にやめるのか？　俺おれを油断させておいてその隙すきに、みたいな感じじゃないのか？」

「私、信用なさすぎっ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶだよー。ほら、そんなことよりも早く離はなれないとアーデちゃんに怒おこられちゃうでしょ」

「アーデに？　なんで？」

「え、本気でわかってないのっ!?　鈍どん感かんっていうレベルじゃないよっ!?　それなんかもう一周回ってバカだよ!?」

　そんな身のないやりとりをしているうちに、彼かの女じよに同調していた不可視の巨きよ人じんは消えていった。ネージュの感情が落ち着いたためか、あるいは不可視の巨きよ人じんが自らの意志で消えたのか。

　いずれにせよ、危機は去ったとばかりに周囲の空気が弛し緩かんしたことは間ま違ちがいなかった。

　ネージュの言葉を信じたのか、エルヴィンも彼かの女じよから離はなれる。

　相変わらず胸の鼓こ動どうは激しかったが、我を失っていたときの動どう悸きとは異なり、妙みように心ここ地ちよい響ひびきであった。

　それからネージュは、目の前で放心したように自身を見つめるランドルフを見やり、あらためて告げる。

「──取り乱してすみませんでした。怖こわがらせてしまってごめんなさい。……でも、私はあなたを許せそうにありません。だからどうか──誠実な対応を望みます。あとは、セルベリアさんに」

　言って、今度は成り行きを端はたで見守っていたセルベリアに水を向ける。

　急なことに多少狼ろう狽ばいしながらも、セルベリアは真っ先にネージュの元へ飛んでくる。

「ご、ご無事ですか、ネージュさん！」

　言いながら許可も取らずにぺたぺたと身体中をまさぐってくる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですって」ネージュはくすぐったさに身をよじる。「セルベリアさん、心配しすぎです」

「それは心配もしますよ！」

　怒おこったようにそう言ってから、しまった、とばかりに平静な様子を取とり戻もどして続ける。

「と、とにかくご無事で何よりです。どこか痛かったり、気分が悪かったりするようなこともありませんか？」

「スーパー元気です！」ネージュは無む駄だに自信ありげに胸を張る。

「──良かった」心底安あん堵どしたようにセルベリアはため息をつく。「──とにかく、《覚かく醒せい》してしまったのであれば致いたし方ありません。今は時間が惜おしいので簡単に説明しますが、先ほどネージュさんが出したものは《霜しもの巨きよ人じん》という太古の奇き跡せきの一種です。まあ、とりあえずネージュさんの守り神のようなものだと考えてください。ただ非常に強力な守り神なものですから、使し役えきしすぎるとあまりお身体によくありません。ですのでこの先、基本的には使し役えきせず、どうしようもないとき一いつ瞬しゆんだけ私の指示に従って使し役えきするようにしてください。いいですね？」

　有う無むを言わさぬセルベリアに、ネージュは多少気け圧おされながらも頷うなずく。

「はあ……まあ、セルベリアさんがそう言うのであれば、従います」

「感謝いたします」

　恭うやうやしくネージュに頭を下げてから、ようやく普ふ段だんの調子を取とり戻もどしてランドルフの前へと進み出る。

「──さて。では改めて、尋じん問もんさせてもらおうか。ネージュさんの寛かん大だいな御み心こころにより五体満足でいられる幸運を嚙かみしめながら、誠実な対応をしてもらおう」

「……わかりました」

　観念したのか、ランドルフは力なく頷うなずく。その言葉を了りよう承しようの合図として、セルベリアは尋じん問もんを開始する。

「まずは、所属と階級、作戦行動中の隊規模を言え」

「──ランドルフ・メクレンブルク少しよう尉い。《神聖ヴァルハラ帝てい国こく》の特とく殊しゆ部隊《アードラ》所属。本作戦は、私の小隊のみが秘密裏に行動中で、私を除いて隊員は九名。七名は、今この場に。残りの二名は、ウルヴダリル周辺に待機させています」

「それじゃあ町の人が危ないんじゃ──っ！」

　いきり立つネージュを、セルベリアが優やさしく諭さとす。

「いえ、すでにウルヴダリルには私の《戦いくさ乙女おとめ隊》を数名向かわせています。たとえ最新型の刻印機兵シグムンドであっても、彼かの女じよたちの練度であれば問題はないでしょう」

　それからセルベリアは、急に語気を荒あららげてランドルフに向き直る。

「──だが、ヴァルハラ所属という噓うそは気にくわない。笑えない冗じよう談だんだぞ。こちらが優やさしくしているうちに正直に話せ」

　何らかの根こん拠きよがあってセルベリアはその証言を噓うそだと判断したのだろう。

　しかし、当のランドルフは不思議そうに眉まゆをひそめる。

「噓うそではありません。この期に及およんで所属を偽いつわってどうするのですか。私は本当にヴァルハラの軍人で──」

「噓うそはやめろ！」不意にセルベリアは、ランドルフの襟えり首くびを摑つかみ上げて怒ど鳴なりつける。「ヴァルハラは五千年まえに滅ほろんだはず──っ！」

　突とつ然ぜんのセルベリアの豹ひよう変へんにネージュたちは戸と惑まどう。

　先ほどまで理知的で温おん厚こうだったセルベリアが、何をここまで怒おこっているのか。

　しかし、ネージュたち以上に困こん惑わくした様子を見せながらランドルフは何とか言葉を紡つむぐ。

「い、意味がわかりません……。ヴァルハラが滅ほろぶなんてあり得ませんし……そもそも五千年も昔にヴァルハラはありません……。ヴァルハラが建国されたのは……五百年ほどまえなのですから……」

　苦しそうに、ランドルフは喘あえぐ。セルベリアは摑つかみ上げていた襟えり首くびから手を離はなして、惚ほうけたようにぶつぶつと何か独り言を呟つぶやく。

「五百年まえ……《刻こく印いん》が弱まった時期と一いつ致ちするな……裏で教会が動いている……？　いや、だが修道院の分ぶん裂れつ時期とも……」

　一人の世界に入はいり込こみかけるセルベリアに、ランドルフは声を掛かける。

「……あの……私からも、一つ、伺うかがいたいことがあります……」

　首元の拘こう束そくから解放されたにもかかわらず、苦しそうに胸に手を当てながら尋たずねるランドルフを不ふ審しんそうに眺ながめながら、セルベリアは、なんだ、とぞんざいに返す。

　妙みように荒あらい呼吸を繰くり返かえしながら、ランドルフは再び尋たずねる。

「……あなたのその瞳ひとみの輝かがやき……輝き眼がんは……まさかあなた……ヴァルハラ出身なのでは……」

「──答える義務はない」にべもなくセルベリアはそう切り捨てる。

　きがん、というものが何のことなのかネージュにはわからなかったが、二人の双そう眸ぼうが同じ黄こ金がね色いろの輝かがやきを宿していることは気になっていた。

　それは、セルベリアやランドルフ以外には見たことがない不思議な輝かがやきの瞳ひとみだ。

　セルベリアが、ランドルフと同じくヴァルハラ出身……？

　だが、セルベリアはヴァルハラが滅ほろんだものだと考えているようだし……。

　考えれば考えるほどどつぼにハマりそうだったので、ネージュはとりあえずそれ以上考えるのをやめる。

　それより今気になるのは、ランドルフの変調だ。尋じん問もんが始まってから急に様子がおかしくなった。呼吸は安定しないし、顔色も悪く見える。

　しかし、セルベリアは別のことで頭がいっぱいのようで気づいていない様子だ。何か一言進言したほうがいいかな、とネージュが考えた次の瞬しゆん間かん──。




　──ランドルフは大量の血液を吐はいてその場に倒たおれ込こんだ。
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　ランドルフが血を吐はいて倒たおれた瞬しゆん間かん──その場のみんなが硬こう直ちよくする中、エルヴィンは真っ先に飛び出してランドルフの元へと駆かけつけた。

　実はランドルフの変調に気づいてから、彼かれの頭の中にはある仮説が浮うかんでいた。

　ヴァルハラは、最新しん鋭えいの刻印機兵シグムンドや村一つを焼やき払はらうほどの軍事力を保持しながらも、今まで存在が知られていなかったような慎しん重ちような組織である。

　そんな組織が、自分たちの運営する軍の所属者に対して、捕ほ虜りよ対策をしていない、ということがあり得るだろうか。

　ヴァルハラはあくまでも秘密組織であるからこそ暗あん躍やくできるはずである。それなのに、今みたいに末まつ端たんの戦せん闘とう員が任務に失敗して捕ほ虜りよになってしまったら、あれこれ都合の悪いことを聞き出されてしまう可能性がある。

　それだけは、絶対に避さけたいはずだ。

　ならばどのような対策を採れば盤ばん石じやくか。答えは簡単だ。

　捕虜になったら死ぬような細工を施しておけばいい。

　なにもそう難しいことではない。たとえば事前に遅ち効こう性の毒を飲ませておいて、定時で解げ毒どく剤ざいを飲まなければ自動的に毒が効いてきて死ぬ、というような単純なものでも構わないのだ。

　それを本人たちが毒と認にん識しきしていなければ、あるいは別の薬効成分を混ぜてあれば、違い和わ感かんもなく、所属者に服薬させることができる。

　村一つを平気で焼やき払はらうような連中ならば、この程度の非道、何のためらいもなくやってのけるだろう。

　──そんなことを考えていた矢先の出来事だったものだから、誰だれよりも素す早ばやく反応できたのも当然だった。

　ランドルフに飛びついたエルヴィンは、瞬しゆん時じに状態を見る。

　呼吸は浅く、脈みやく拍はくも早い。顔色はすでに死人のように青く、額には大量の脂あぶら汗あせを浮うかべている。黄こ金がね色いろの双そう眸ぼうは瞳どう孔こうが開き、見えているのかどうかも怪あやしい。

　これはもう、助からない──どうしようもなく、そう判断せざるを得なかった。

　それでも諦あきらめきれなくて、エルヴィンは怒ど鳴なりつけるように声を掛かける。

「おい、死ぬな！　あんたにはまだ聞かなきゃいけないことがたくさん残ってるんだ！」

　ランドルフは、わずかに首を動かして焦しよう点てんの定まらない双そう眸ぼうでエルヴィンの顔を見やる。

　明らかな死相を浮うかべながらも、なぜか勝かち誇ほこったような笑えみを浮うかべて──ランドルフは喘あえぐように言う。

「──少年……私に勝ったつもりかもしれませんが……真の勝者は世界の支配者たる我々ヴァルハラです……」

「ど、どういうことだ……？」

　困こん惑わくするエルヴィンの表情を楽しむかのように、ランドルフはゆっくりと続ける。

「……これから……現地時間午前六時四〇分に……王都ユグドラシティへ光の柱……《天の裁きミヨルニル・フアルシユ》が下ります……しかも威い力りよくはニヴルヘイム時の十倍以上です……これはもう決定事じ項こうなので王都の住民は誰だれも助かりませんよ……っ！」

「じょ、冗じよう談だんだろ……っ!?」

　あと四時間ほどしかないではないか。突とつ然ぜんのとんでもない事実を脳が拒きよ否ひしかけるが、ランドルフはいい気味だと言わんばかりに笑う。

「……本当です……そして惑ほ星し中のマナが集まる《世界樹》を焼やき払はらうことによって……ヴァルハラの支配は盤ばん石じやくになるのです……っ！」

　そこまで言ってランドルフは再び大量の鮮せん血けつを吐はく。しかし、ランドルフは口元を血で汚よごし、浅い呼吸を繰くり返かえしながらもギラギラと双そう眸ぼうを輝かがやかせてエルヴィンに告げる。

「……貴様が己おのれの無力さに膝ひざをつき失意の底で泣なき叫さけぶ姿を……一足先に……地じ獄ごくで見ているぞ……っ！」

　その言葉を最さい期ごに──ランドルフは力ちから尽つきた。それは驚おどろくほど静かで、やるせないほどあっけない幕切れだった。

　理り不ふ尽じんなことばかりで非常に腹立たしいが、今はそんなことに憤いきどおっている場合ではない。

　そっとランドルフの見開かれた双そう眸ぼうを閉じさせ、エルヴィンはすぐに意識を切きり替かえる。

「オーディン中将！　あなたの能力で、《光の柱》を止めることは可能ですか？」

　突とつ然ぜん水を向けられて、一いつ瞬しゆんだけたじろぐが、さすがは稀き代たいの大英えい雄ゆう。すぐにいつもの冷静さを取とり戻もどして応じる。

「現物を見ていないから何とも言えないが、おそらく無理だろう。残念ながら私の《神槍グングニル》は対人、対たい艦かん、対城兵器でしかないからな……。だが、あるいはネージュさんの力ならば……」

　そこまで言ってセルベリアは慌あわてて口を噤つぐむ。

「な、何でもない。とにかく、現状どうしようもない。こうなったらもう可能な限り住民を避ひ難なんさせて王都を放ほう棄きするしかないだろう。幸い、ベアトリクスの王都襲しゆう撃げきのおかげで子供や老人、妊にん婦ぷなど一部の住民は王都外への避ひ難なんが完かん了りようしているが、それでもまだ大部分の住民は王都にいる。すべての住民を避ひ難なんさせることは不可能だし、何より軍司令部を放ほう棄きするのは痛いが……やむを得ない」

　それから、セルベリアはアーデルハイトの前まで進み出る。

「これから私はすぐに王都へ跳ぶが、万一のためにきみも一いつ緒しよに来てくれ。きみの頭脳と《ティール》の加護があれば私も心強い」

「わ、わかりました！」慌あわててアーデルハイトは頷うなずく。「私でお役に立てるのであれば、喜んでお供します！」

　その返事にセルベリアは、よし、と笑う。

「それじゃあ、我々はもう行くぞ。ネージュさんたちは、後ほど迎むかえを寄よ越こしますのでそれまで待機していてください。少々寒いですがしばらくご辛しん抱ぼうのほどを」

　一方的にそう告げると、セルベリアはアーデルハイトを背負い、勢いよく跳ちよう躍やくしてそのまま雪荒すさぶ鈍にび色いろの空へ消えてしまった。

　残されたエルヴィンとネージュはやることもなくただぼんやりと立たち尽つくす。

　とりあえず先ほど脱ぎ捨てた外がい套とうを拾って、横たわるランドルフの上にそっと掛かけてから、エルヴィンは口を開く。

「──ひとまずこれで、俺おれたちの大冒ぼう険けんはおしまいだな。あとは、オーディン中将とアーデが何とかしてくれる。おまえもよくここまで頑がん張ばったよ。つい一昨日までは何も知らないただの田舎いなか娘むすめだったのに……本当に、よく頑がん張ばった」

　この一件でネージュが責任を感じないように、エルヴィンは努めて優やさしい口調で言う。

　しかし、ネージュはふるふると首を横に振ふる。

「私は……何も頑がん張ばってないよ。ただ状じよう況きように流されて、エルくんたちに守ってもらって、気がついたらここにいるだけ……。私は自分の意志で何もしてないし、何も決めてない。だから私は……今もまだ何も知らない田舎いなか娘むすめのままだよ」

「俺おれだって状じよう況きように流されてただけだよ」俯うつむくネージュの頭に優やさしく手を置いてエルヴィンは続ける。「流されて、その場しのぎを繰くり返かえして、運良く生き延びただけさ。でも人生なんてそんなもんだろ。みんな色々な状じよう況きように流されたり抗あらがったりしながら、何となく生きてるんだよ」

「……じゃあ、流されたり抗あらがったりする機会も与あたえられないまま理り不ふ尽じんに殺されちゃった人は、どうなるの……？」

　それはおそらく、ネージュの母や村のみんなのことを言っているのだろう。幸いエルヴィンの両親は健在だし、大切な誰だれかを亡なくしたこともないから本当の意味でネージュの気持ちを察することはできなかったが、それでも目の前の傷ついた少女のことを必死に想おもって答える。

「──思いがけない不条理によって命を落とすことはあるだろう。そして不条理ってやつは、すべての人に等しく訪おとずれる可能性のある災さい厄やくだ。今だって、俺おれはこうして平然としてるが一秒後には、空から降ってきた隕いん石せきが頭に直ちよく撃げきして死ぬかもしれない。それは誰だれにもわからないし、どうしようもないことだ。ありていに言うと──運命ってやつだな」

「運命……」

　ネージュは悔くやしそうに呟つぶやく。そうだ、とエルヴィンは頷うなずいて続ける。

「運命には決して抗あらがえない。だから、俺おれたちはいつ理り不ふ尽じんな災わざわいが降りかかってもいいように、悔くいのない毎日を送らないといけない。なぜならそれ以外、理り不ふ尽じんに訪おとずれる死の対策がないからだ」

「そんなの難しすぎるよ……」ネージュは悲しそうに眉まゆ尻じりを下げる。「それに私は、お母さんや村のみんなが死ぬ運命だった、なんて割り切れないよ……」

「それは違ちがうぞ」エルヴィンはきっぱりと否定する。「ニーナさんたちが死んだのは運命なんかじゃない。どこかの誰だれかの都合のいい思おも惑わくによって──理り不ふ尽じんに殺されたんだ。偽いつわりの運命を、押おしつけられただけなんだよ」

「偽いつわりの、運命……？」ネージュは潤うるんだ双そう眸ぼうを大きく開いて小首を傾かしげる。

「ああ。世の中ってのは不思議なもので、大多数の不条理は人によってもたらされるんだ。そして、大たい抵ていその不条理によって割を食うのは、ネージュやニーナさんみたいな、何も知らず平へい穏おんに日々を過ごしている人たちだ。俺おれはね、そんな偽いつわりの運命で何も知らない一いつ般ぱん人じんが傷つく世の中をどうにかしたくて、軍学校に入ったんだ。軍人になれば、世の中の不条理を駆く逐ちくできるって、信じてな。もちろん、世の中からすべての不条理を除のぞけるとは思ってないけど……それでも、目の見える範はん囲い、手の届く範はん囲いのことであれば──どうにかできると思うんだ。青あお臭くさいかもしれないが……それが俺おれの本音だよ」

　まあ、今回の件で村の人たちを不条理な死から救えなかった時点でただの戯ざれ言ごとだけどな、とエルヴィンは結ぶ。

　そんなエルヴィンの言葉にネージュは、強い意志を持って首を横に振ふる。

「そんなことないよ……っ！　エルくんは、この国全体の人が、ニヴルヘイムの人たちみたいな理り不ふ尽じんな目に遭あわないように、必死で私を守ってくれたよ。何より私は──エルくんやアーデちゃんがあの日、村に来てくれなければあのまま連れ去られちゃってた。だからエルくんは、偽いつわりの運命を押おしつけられるはずだった私を、確実に救ってくれてるんだよ」

「そう言ってもらえると──俺おれも少しは救われるよ」

　エルヴィンは戯おどけて肩かたを竦すくめる。それはどうしようもなく彼かれの本音だった。

　無力で不出来な自分がすべてを賭として守った存在が、それは間ま違ちがいではなかったと認めてくれた。

　それだけで──エルヴィンは本当に心の底から救われた。

　それからネージュは目元の涙なみだを無造作に拭ぬぐい、不意に真しん剣けんな表情を浮うかべる。

「……ねえエルくん。私にも、それできないかな……？」

「それってなんだ？」

「だからエルくんが目指してる、世の不条理を駆く逐ちくする、ってやつさ」

「できるよ、簡単だ」エルヴィンは即そく答とうする。「おまえは誰だれよりも、理り不ふ尽じんに大切なものを奪うばわれる悲しみを知ってるんだ。なら今度はおまえが、理り不ふ尽じんに苦しんでるほかの人をできる範はん囲いで救ってやればいい。きっと俺おれなんかよりもよっぽど上う手まくやれるさ。俺おれには難しいが、おまえならそういう人たちにちゃんと共感できるからな」

　その言葉に、そっか、と呟つぶやいてから何かの覚かく悟ごを決めたかのようにエルヴィンの目を真まっ直すぐに見つめながらネージュは言った。

「──なら私は、王都に住む人たちを救いたい」

　エルヴィンは何も言わず、ただネージュの言葉を受け止める。

「いくらセルベリアさんやアーデちゃんが頑がん張ばっても、王都の住民すべては救えないわけでしょ？　でも私なら……私なら王都そのものを守れるかもしれない。さっきセルベリアさんもそんなこと言ってたし。みんなを救える可能性があるのなら──それに賭かけてみたいの」

「命いのち懸がけになるぞ」ネージュの決断に、エルヴィンは真っ向から切り返す。「大体、そのまま無む駄だ死じにになる可能性のほうが高いくらいだ。俺おれとアーデが命いのち懸がけでおまえを守ったのに、その命をおまえはこんなところで容易たやすく危険な天てん秤びんに賭かけるのか？」

「エルくんとアーデちゃんは、私を守ることが将来的にこの国を救うことに繫つながる、って信じたからそれを実行したわけでしょ？　でも、このまま王都を失ってしまったら、この国にとっては確実にマイナスになる。それは、将来的にまたこの国の人が不条理に苦しむことに繫つながりかねない。ならいっそ、わずかでも可能性があるのなら、ヴァルハラとかいう人たちの思おも惑わくを全力でうっちゃるのが、将来的にこの国を救うことに繫つながると思うけど？」

　ネージュは真まっ直すぐにエルヴィンの目を見返して答える。

　思いの外論理的な返答に──エルヴィンは思わず苦く笑しようする。

「──悪い。少しいじわるがすぎたな。おまえの言うとおり、ここでむざむざ王都を失うのは失策だ。そもそもヴァルハラの連中は、《世界樹》の存在が気にくわないんだ。なら、何が何でも《世界樹》を──王都を守らなきゃならない。そして、今それができる可能性があるのは、ネージュ、おまえだけだ。なら、おまえのしたいようにすればいいよ。俺おれはそれを全力でサポートしてやる。第一、俺おれたちに救われた命だ、なんて殊しゆ勝しようなこと考えるなよ。俺おれたちが俺おれたちの都合で勝手におまえを守っただけであって、その命を使っておまえがどんな大博打ばくちを打とうが、それはおまえの自由だよ。おまえの決断を──俺おれは尊重する」

「──エルくんって無愛想なわりに意外と優やさしいよね」ネージュはどこか楽しそうにくすくすと笑う。「そんなに優やさしくされたら、好きになっちゃうよ。──ハンバーグくらいにはね」

「この狭せまい界かい隈わいで、ハンバーグモテモテだな！」

　あえて脱だつ線せんして気持ちを切きり替かえてから、エルヴィンは核かく心しんに迫せまる。

「さて──とりあえず、真っ先に確かく認にんしないといけないことだが、さっきおまえが出した《霜しもの巨きよ人じん》とやらは、どんな感じなんだ？　おまえの望むとおりに動くものなの？　というか、自由に出し入れできるものなの？」

「んー、ちょっと待ってね」

　ネージュは目を瞑つぶり、両手の人差し指でこめかみのあたりをぐりぐりと刺し激げきして唸うなる。

「うーん……っ！　うーん……っ！」

「どうだ、出そうか？」

「いや、そのまえに何かうんち出そう」

「息むのやめろっ！」

　慌あわてて止めさせる。ネージュは、ふう、と息を吐はいてから、額の汗あせを袖そでで拭ぬぐう。

「おっかしいなあ……さっきどうやって出したんだろう……？」

「さっきは、その……我を忘れてたのが良かったのか……？」

　話題が話題だけに、少しだけ遠えん慮りよしてエルヴィンは指し摘てきする。しかし、当のネージュはさほど気にした様子もなく、そうかなあ、と首を傾かしげる。

「確かにきっかけはそうかもしれないけど……もうちょっと融ゆう通づうが利きかないと困るなあ……さっきのことあまりよく覚えてないんだけど、ほかに何かなかったっけ？」

　エルヴィンもこめかみを指で叩たたきながら記き憶おくを探さぐる。

「えっと……あとは、あれだな。俺おれが後ろから触さわった瞬しゆん間かんだったな」

「え、何それ全然覚えてないよ！　どこ触さわったの？　胸？」

「肩かただよ！」

　不ふ名めい誉よなセクハラ野や郎ろうの烙らく印いんを押おされそうだったのでエルヴィンは慌あわてて否定する。

「おまえを落ち着かせようと思ったんだよ！　よかれと思ってやったんだよ！　精神的苦痛に対する慰い謝しや料請せい求きゆうするぞ！」

「まあまあ、そんなに恥はずかしがらなくてもー」ネージュはにやにやと笑う。「とりあえず、触さわって触さわってー」

　ネージュはくるりと振ふり返かえりエルヴィンに背中を向ける。あのときの再現で触さわってみろ、ということらしい。まさかそんな単純なことで例の《霜しもの巨きよ人じん》とやらがまた顔を出すとも思えなかったが、ほかにやることも思おもい浮うかばないので、仕方なくエルヴィンは言われるままあのときのように、ネージュの肩かたに手を置く──。

　すると次の瞬しゆん間かん、ネージュの身体から猛もう烈れつな突とつ風ぷうが吹ふき出だした。突とつ然ぜんのことに顔を背そむけてエルヴィンは、二、三歩距きよ離りを取る。

　すぐに風が止やむ。慌あわててエルヴィンはネージュを見やる。すると──そこにはもう先ほどの不可視の巨きよ人じんが空気を軋きしませて鎮ちん座ざしていた。

　本当にネージュに触ふれただけで出てくるとは……《霜しもの巨きよ人じん》の出現条件は今ひとつよくわからないままだったが、とりあえず今は出てきてくれただけでよしとする。

　しかし──、とエルヴィンは《霜しもの巨きよ人じん》を見上げる。

　こうして改めて目の前にすると──その異質さに圧あつ倒とうされる。

　吹雪ふぶきのおかげでかろうじてぼんやりとシルエットが見えるが、快晴だったらおそらくほとんど視し認にんすることは不可能だろう。

　だがそれでも──重圧はありありと感じ取れる。

　すぐ目の前に、強大な力を持った存在が立っていると──本能で理解できる。そしてそれは、自分という矮わい小しような存在をいとも容易たやすく消し飛ばせるほど偉い大だいなものなのだと。

　ふとそこで彼かれは、数日まえに聞いたセルベリアの話を思い出す。

　聖女エイルや《救国の戦いくさ乙女おとめ》リーゼロッテが、ネージュと同様の《大いなる力》を持っていたのだとしたら、それはこの《霜しもの巨きよ人じん》の力にほかならない。

　触ふれることなく巨きよ大だいな岩を砕くだいたのも。

　砲ほう煙えん弾だん雨うの中をまるで見えない壁かべに守られているかのごとく無傷で駆かけ抜ぬけたのも。

　数万の軍勢をただの一いつ喝かつで昏こん倒とうさせたのも。

　それらの不思議な力の本質は──念動力の類いではなく、この不可視の巨きよ人じんによってもたらされたものだったのだと、理解する。

　やはりニヴルヘイムの神話に登場する巨きよ人じんは、《大いなる力》と無関係ではなかったのだ。

　そして、一昨日スルズヘイムで出会った不思議な印象の少女ヘンリエッタが追い求めていた伝承も──目の前の傑けつ物ぶつそのものだったのだろう。

　手を伸のばせば届く神秘の顕けん現げんに対して、様々な思考を巡めぐらせるエルヴィンをよそに、ネージュは何とも気軽な様子で、不可視の巨きよ人じんをぺたぺたと触さわる。

「よーしよしよし、ちゃんと出てきてくれたねえ、いい子いい子。でも何だか、不思議な感かん触しよく。固いような柔やわらかいような──え、名前？　あなた『ユミル』っていうの？」

「おまえ、まさか言葉がわかるのか？」

「うん、言葉っていうか意思っていうか……まあ、何となくこの子が言いたいことはわかるよ」当たり前のようにネージュは言う。「でも、せっかくだからもっと可愛かわいい名前をつけたげよう。そうだなあ……うーん……。じゃあ、『カレン』にしよう！　よろしくね、カレン！」

　ネージュの言葉に呼応するように、大気が鳴動する。

　怒おこっているのではないか、と訝いぶかしむエルヴィンをよそに、ネージュは楽しそうに笑う。

「あはは、そうかそうか。そんなに喜んじゃってもう可愛かわいいなあ。こっちもつけた甲か斐いがあるってもんさ」

「……それ喜んでるんだ」

　もうわけがわからない。

　早々に理解を諦あきらめるエルヴィンに、ネージュは嬉うれしそうに告げる。

「真下からなら、あの《光の柱》に対たい抗こうできるって！　ラクショーだって言ってるよ！」

「…………」

　意外と軽いノリの巨きよ人じんで不安になるが、まあセルベリアが太たい鼓こ判ばんを押おしている以上、大だい丈じよう夫ぶなのだと一いつ旦たん信しんじ込こむことにする。

　あとはどうやって《光の柱》の真下──つまり、直ちよく撃げきコースを割り出すかだが……。まあ、そのあたりは行き当たりばったりで何とかなるだろう。困ったときの神かみ頼だのみではないが、実際、エルヴィンは土ど壇たん場ばの指運には密ひそかな自信を持っていた。

　時間がない。とにかくそうと決まれば、早く行動に移ろう。

　それからエルヴィンは、いつもの調子で口元を歪ゆがめて嫌いやらしく笑って告げた。

「──それじゃあ、早さつ速そく、王都救出大作戦を始めよう」







◆第八節　王都ユグドラシティ第三階層・商業地区◆




「慌あわてないで落ち着いて行動してください！　走らないで！　大だい丈じよう夫ぶ！　航こう空くう艦かんにはまだ十分な空きがあります！　焦あせらないで！」

　アーデルハイト・プリンツアーダルベルトは、軍人や一部の残った学生らとともに声を張り上げてユグドラシティ第三階層の避ひ難なん誘ゆう導どうを行っていた。

　避ひ難なん経路は、主に二種類。

　第四階層以下の住民は、《世界樹》幹に設置されたエレベータで地上まで降りてそこから列車を使う経路を。そして人口が密集している第三階層以上の住民は、各階層に乗りつけた航こう空くう艦かんを使う経路をそれぞれ利用してもらっていた。

　ちなみにアスガルズ王国は航こう空くう艦かんを二隻せきしか保持しておらず、そのうち一隻せきは南部最前線に配備していたので、航こう空くう艦かんを使った避ひ難なん経路ではとても間に合わないように思われたが、数時間まえまで王都を襲しゆう撃げきしていた連れん邦ぽうのベアトリクス・フレイが非常に協力的に自軍の航こう空くう艦かんを住民避ひ難なんに提供してくれたこともあって、予想よりも早く住民の避ひ難なんは進行中だった。

　そしてセルベリアとベアトリクスの両名はそれぞれ艦かんの護衛に奮闘している。

　効率的な避ひ難なん活動の結果、開始三時間で住民の半数近くが避ひ難なんを完かん了りようしていた。

　あるいはこの幸運もアーデルハイトの《ティール》の刻印ルーンが影えい響きようしているのかもしれないが──それでも彼かの女じよはこの王都の緊きん急きゆう事態だというのに避ひ難なん誘ゆう導どうくらいの役にしか立てない自分に幻げん滅めつしていた。

　王国に住む人々の笑え顔がおを守るために軍人になる決意をしたというのに──本来であればユグドラシティそのものを守るべきだというのに、この体ていたらく。

　今まで軍学校で懸けん命めいに学んできたことはいったい何だったのか。戦術科首席という肩かた書がきに誇ほこりすら抱いだいていたというのに、実際今回の特務ではエルヴィンばかりが活かつ躍やくし、アーデルハイト自身は、状じよう況きように翻ほん弄ろうされるばかりで何の役にも立てなかった。

　自分の無力さに──ほとほと嫌いや気けがさす。

　結局──頑がん張ばって築いてきた優等生のイメージなど、ハリボテでしかなかったと思い知らされた。こんなことでは、国王直属の特級戦術師など──夢のまた夢だ。

　完全に自信を喪そう失しつしながら、それでも愚ぐ直ちよくに避ひ難なん誘ゆう導どうを続けていたところで──不意に視界の端はしに見知った顔が映った。

　それは、アーデルハイトとエルヴィンの王都での保護者代わりでもある《詩人の蜜みつ酒しゆ》の女将おかみさんだった。

「──おばさまっ！」

　アーデルハイトは慌あわてて駆かけ寄よる。なぜまだ彼かの女じよがこんなところにいるのか。

　子供や老人や女性は優先的に避ひ難なんさせていたはずなのに──なぜ。

　予想外のことに動どう揺ようするアーデルハイトに、しかし女将おかみさんは朗ほがらかに笑いかける。

「おや、アーデじゃないか。たった数日見なかっただけなのに、ずいぶんと精せい悍かんな顔つきになったじゃないか」

　あまりにも場ば違ちがいな言葉に戸と惑まどいながら、すぐに気を取り直して問い質ただす。

「どうしてまだ避ひ難なんしていないんですか!?　それともどこか怪け我がを!?」

「いや、なに。身体は元気なものさね」女将おかみさんは力こぶを見せながら笑う。「ただ、私なんかよりももっと未来ある若者のほうが優先されるべきだと思ったから、優先避ひ難なんには参加しなかっただけさ」

「そんな……っ！」

　アーデルハイトは一いつ瞬しゆん泣いてしまいそうになったが何とか堪こらえて言葉を紡つむぐ。

「私なんか、なんて言わないでください……っ！　女将おかみさんは、私とエルの大切な家族です……っ！　だからどうか、無事に避ひ難なんしてください……っ！」

　大だい丈じよう夫ぶだよ、と苦く笑しようを浮うかべながら女将おかみさんはアーデルハイトの頭を撫なでる。

「私だってそう易やす々やすと死ぬつもりはないさ。たとえ王都がなくなったって、どこかでまた誰だれかのためにご飯作ってやっていくつもりだよ。第一、あんたたちが頑がん張ばってるのに、私が頑がん張ばらないわけにはいかないだろう？　あんたらは、私の子供みたいなものなんだからね！」

「おばさま……っ！」

　今度こそ感かん極きわまって涙なみだを零こぼしそうになるが、それも何とか堪こらえてアーデルハイトは言う。

「と、とにかく、急いで避ひ難なんをしてください」

「ああ、わかってるよ」

　先に進もうとして何かを思い出したように女将おかみさんは立ち止まって振ふり返かえる。

「そうだ、アーデ。街じゃもうあんたらの噂うわさで持ちきりなんだけど、連れん邦ぽうの襲しゆう撃げきを止めたのも、この街の危機を伝えてくれたのも、あんたとエルらしいね。私は鼻が高いよ。先にみんなの代わりに礼を言っておくけど、この街の人たちを救ってくれて、本当にありがとうね。あんたたちは私の──いや、この街の誇ほこりだよ！」

　それだけ言うと女将おかみさんは満足げに微ほほ笑えんで、避ひ難なんする人混みの中へ消えていった。

　その背中を見つめながら──アーデルハイトは戸と惑まどいの感情を何とか処理しようと試みる。

　こんな役立たずの自分が、誇ほこり……？

　しかし、すぐに彼かの女じよは頭に浮うかんだ余計な考えを振ふり払はらう。

　今はそんなことを考えている場合ではない。一刻も早く一人でも多くの住民を避ひ難なんさせなければ、それこそ本物の役立たずになってしまう。

　それから、アーデルハイトは今まで以上に一心不乱に避ひ難なん誘ゆう導どうを行った。

　だが──それでも現実は過か酷こくだった。

　アーデルハイトの懸けん命めいの献けん身しんをあざ笑うかのように、運命は加速する。

　東の空が明るみ始めた頃ころ、誰だれかが頭上を指さして何かを叫さけぶ。

　それは波のように連れん鎖さして、避ひ難なん行動を取っていた住民は次々と空を見上げて行く。

　釣つられるようにアーデルハイトも空を見上げ──そして彼かの女じよは絶望する。

　ユグドラシティの直上、暁あかつきの天球には、見慣れぬ一番星がひときわ明るく輝かがやいていた。

　アーデルハイトは一いつ瞬しゆんで状じよう況きようを察する。

　あんな位置にあんなに明るい星は存在しない。つまりあれは──人工の光。

　そしてこの状じよう況きようで見えるそんな光と言えば──ニヴルヘイムを焼やき払はらったあの《光の柱》以外にはあり得ない。

　どうやら──アーデルハイトは、王都住民の避ひ難なんに間に合わなかったらしい。

　なるべく見ないようにしていた時計を確かく認にんすると予告された時間までもう十分もなかった。つまりまもなくこの王都は、光に包まれて無に帰すのだろう。

　至し極ごく当たり前の結論に思い至り──アーデルハイトは悔くやしさのあまりほぞを嚙かむ。

　彼かの女じよの《ティール》の加護を持ってしても、間に合わなかった。こればかりは彼かの女じよの実力どうこうの問題ではないので彼かの女じよに責任は一いつ切さいなかったのだが──それでも、王都住民の半分ほどしか救い出せなかった事実に、彼かの女じよは打ち拉ひしがれた。

　あるいは、エルヴィンならば──最愛の幼なじみである彼かれならば、この絶望的な状じよう況きようも奇き想そう天てん外がいな発想で切きり抜ぬけられるのかもしれないが、今のアーデルハイトにはこれが精せい一いつ杯ぱい。

　結局最後まで──追い続けてきたその背中には届かなかった。

　だがそれでも救いはある。

　今回の任務で、エルヴィンとネージュは何とか生き延びられた。

　二人ならばきっと、この先たくさんの人々の命を救っていけるだろう。それこそ、アーデルハイトがこの場を生き延びたところで到とう底てい救いきれないほどの大人数を。

　できればその活かつ躍やくぶりを遠目からでも見てみたかったが──贅ぜい沢たくは言うまい。

　まるで諦てい観かんのようにそんなことを考えていたら、いきなり突とつ風ぷうに身体をさらわれた。

　あまりの強風に思わず目を瞑つむるが、次に目を開けたとき──彼かの女じよの身体は空を飛んでいた。

　理解できない状じよう況きように絶句するアーデルハイト。しかし、すぐ近くから降ってきた聞き覚えのある声が彼かの女じよをさらなる混乱へと導く。

「すまない、アーデルハイト……っ！　私にはもうこうする以外に思おもい浮うかばない……っ！」

「お、オーディン中将っ!?」

　驚おどろきのあまり声を裏返して叫さけぶアーデルハイト。そこでようやく、どうやら自分はセルベリアに抱だきかかえられて、空を飛んでいるらしいことを理解する。

　だが理解できるのはそこまでだった。そもそもなぜそんなことになっているのかまでは、思考が及およばない。

　困こん惑わくに困こん惑わくを重ね、何とか思考の正常化を図はかろうとしていると、不意にセルベリアは空中から地面へと降り立った。

　目の前に広がるのは、無残にも所々焼けてしまった庭園と──荘そう厳ごんな王室居城。

　そこは、王都ユグドラシティの頂点である第一階層だった。どうやら、自分は先ほどまでいた第三階層からセルベリアに抱だきかかえられてこの第一階層まで跳び上がってきたらしい、ということをようやく理解する。

「お、オーディン中将……？　これはいったい……？」

　地面に下ろされ、戸と惑まどいながら尋たずねるアーデルハイトに、セルベリアは早口で捲まくし立たてる。

「今、王都の航こう空くう艦かんがこちらに戻もどってきたところだが、時間的にもこれが最後の便になるだろう。悪いがきみにはこの便に乗って王都から逃にげてもらう」

「──お断りします」間かん髪はつを容いれずアーデルハイトは言い切る。「それより一人でも多くの住民を収容して、速すみやかに王都から脱だつ出しゆつしてください」

　アーデルハイトの言葉に、セルベリアは苦しげに眉まゆをひそめる。

「……きみならそう言うと思ったが、まあ聞いてくれ。きみはもう十分に働いた。こうも手際良くスムーズに住民避ひ難なんが進んだのは紛まぎれもなくきみの手て柄がらだ。脱だつ出しゆつルートの選定、連れん邦ぽう艦かんの協力要よう請せい、情報伝達の整理、各階層における避ひ難なん誘ゆう導どう経路の最適計算、並びに最善の誘ゆう導どう員配備──どれをとっても超ちよう一級の働きだ。正直、きみがいなければ王都住民の二割も避ひ難なんを終えられなかっただろう。まったくもって、感謝の念に堪たえない。それに、ネージュさんからもきみの活かつ躍やくぶりは十分に聞いている。きみほどの逸いつ材ざいをこんなところで失うのはアスガルズ王国にとって大きな損害だ。真にこの国の将来を思うのであれば──どうか私の提案を受け入れてこの場を脱だつ出しゆつしてほしい」

　満足に時間も残されていないというのに、セルベリアはとても真しん摯しにそう言った。

　一いつ瞬しゆん心が揺ゆらぎかけるが──それでもアーデルハイトは穏おだやかに微ほほ笑えんで首を横に振ふる。

「──ありがとうございます、オーディン中将。実は私……今回の一件で自信を喪そう失しつしていたのですよ。この件の最大の功労者は、間ま違ちがいなくエルヴィンです。私は彼かれの奇き想そう天てん外がいな戦術にただ従うばかりで……何の役にも立てませんでした。でも……そんな私を、オーディン中将は認めてくださった。その誉ほまれを胸に──私はこの王都の最後を見守りたいです。ですので、私の代わりに、ほかの誰だれかを航こう空くう艦かんに乗せてあげてください」

　セルベリアの黄こ金がね色いろの双そう眸ぼうを真まっ直すぐに見つめて答える。セルベリアは、今にも泣きそうなほど表情を歪ゆがませて、アーデルハイトの両りよう肩かたを摑つかむ。

「頼たのむ……後生だから私の提案を受け入れてくれ……。この一件が済んだら、私はきみを《戦いくさ乙女おとめ隊》の戦術師として迎むかえ入いれたいと考えている。きみはこの先、間ま違ちがいなくこの国の要かなめとして数多あまたの人々を救っていく存在となるだろう。だからどうか、考えを改めてくれ……」

「正直過大評価ですが──身に余る光栄です。しかし……仮に将来そうなったとしても、ここで私の代わりに救われるべき誰だれかの命を無む為いにして良よい理由にはなりません。軍人は民たみのために命を懸かけるべし──。軍学校で最初に習う軍人の心構えです。まだ学生の身ではありますが……その心構えくらいは、実じつ践せんさせてください」

「……気は進まないが、この国の将来のためならば今きみを殴なぐり倒たおしてでも連れて行くぞ」

「なら、そのまえに舌を嚙かんで死にます」

　とても穏おだやかに微ほほ笑えみながらも、アーデルハイトは物ぶつ騒そうなことを言う。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。すぐに折れたのは──セルベリアだった。深いため息をついて彼かの女じよは言う。

「──わかった。きみの意思を尊重する。代わりに一人でも多くの住民を乗せて行く。それでいいか」

「ありがとうございます、オーディン中将」上品に小首を傾かしげてアーデルハイトは微ほほ笑えむ。「わがままを言って、申し訳ありません」

「──本当だよ」セルベリアは苦く笑しようする。「私の熱心な勧かん誘ゆうをここまで素っ気なく振ふったのはきみが初めてだ。世の《戦いくさ乙女おとめ隊》志願者が知ったら卒そつ倒とうするぞ」

「申し訳ありません」もう一度謝罪をしてからアーデルハイトは話題を戻もどす。「では、オーディン中将、もう予告の時間に五分もありません。速すみやかに一人でも多くの住民を収容し、王都から離はなれてください。そして中将は、航こう空くう艦かんの護衛をしっかりとお願いします」

「──ああ。それがきみの望みならば私は全力でそれに応えよう」

　セルベリアが不敵に笑って力強く頷うなずいた次の瞬しゆん間かん──突とつ然ぜん彼かの女じよの通信機ががなり立てた。

『観測班より緊きん急きゆう報告！』

　セルベリアは急いで応じる。

「どうしたっ！」

『ほ、報告します！　現在、ユグドラシティに向かって東から高速接近中の物体を確かく認にん！　速いです！　速度は──さ、三○○ノット!?』

「バカなっ！　速すぎるっ！　連れん邦ぽうの新兵器か!?」

『い、いえ、熱源反応がほとんどありませんのでミサイルの類いではなさそうです！　しかし──解かい析せき不能！　速すぎます──』

　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　◆

　通信士が叫さけんだ瞬しゆん間かん、通信が遮しや断だんされた。

　セルベリア・オーディンは内心で舌打ちをする。

　マナによる影えい響きようを激しく受ける無線通信は、何かマナの大きな揺ゆらぎのようなものの影えい響きようで、よくこうして切断される。

　通信士は、東から、と言っていたか。

　セルベリアは、第一階層の見通しの良さを利用して夜が明けつつある東の空に目をこらす。

　そして驚きよう異いの視力で数キロ先の飛ひ翔しよう体の正体を見み極きわめると、彼かの女じよは愕がく然ぜんとした。

　それは紛まぎれもなく、《霜しもの巨きよ人じん》とそれに抱だきかかえられたネージュとエルヴィンだった。

「バカな……っ！」

　セルベリアは珍めずらしく狼狽うろたえる。ウルヴダリルでじっとしているよう言い聞かせたはずなのに。だが、《遺い存ぞん種しゆ》の少女がそんな言いつけを素す直なおに聞き入れるような人格ではないことも薄うす々うす理解していた。

　緊きん急きゆう事態だったとはいえ、せめてあのときもう少しちゃんと《リスク》について説明できていれば、と心底悔くやみながらも、ある疑問が思おもい浮うかぶ。

　──なぜ、ケーニヒヴィルヘルムが同乗しているのだ？

　王都をどうにかするのであれば、ネージュ一人で十分なはず。

　何かまたとっておきの秘策でもあるのか。あるいは──この無茶を成功に導くための特別な刻印ルーンでも──。

　そこまで考えて再びの疑問。これまで気にしてこなかったが──そもそも、エルヴィン・ケーニヒヴィルヘルムは何の刻印ルーンを持っているのだ？

　ほとんど無意識に、セルベリアは隣となりのアーデルハイトに尋たずねる。

「──唐とう突とつだが、ケーニヒヴィルヘルムの持つ刻印ルーンを知っていたら教えてくれないか」

　その言葉になぜか一いつ瞬しゆん言いよどみ、それでもアーデルハイトは大人しく答えた。

「彼かれは──刻印ルーンを持たない《ウィアド》ですよ」

「────っ!?」

　予想外の答えに、セルベリアはここ数年で最大の動どう揺ようを示す。

　まさか──ついに出会ってしまったというのか。

《霜の巨人》の力を持つ救世主と、《ウィアド》の少年が──。

　あまりにも無む慈じ悲ひで性しよう悪わるな《運命》に、セルベリアは、激しい憤いきどおりを感じる──。







◆第九節　王都ユグドラシティから数キロ地点◆




「──目標見えたぞ！」

《霜しもの巨きよ人じん》──ユミル改めカレンの手に包まれながら、前方の様子を窺うかがっていたエルヴィンは、声を上げた。

　少し距きよ離りはあるが、前方には天高くそびえ立つ《世界樹》と、その枝の上に形作られた王都ユグドラシティが見える。

　予告の時刻にはまだ間がある。胸をなで下ろすエルヴィンに、ネージュは声を上げる。

「ねえ！　今、おっきい空飛ぶお船とすれ違ちがったけど、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「あれは航こう空くう艦かんだよ！　見たところ連れん邦ぽうの戦せん艦かんみたいだが、たぶんアーデが住民避ひ難なんの協力を要よう請せいしたんだろう！　ほんと抜ぬけ目めがなくて末すえ恐おそろしいやつだ！」

　心配そうなネージュに、エルヴィンは上じよう機き嫌げんに応える。

　ものすごい速度で移動しているはずのカレンだったが、彼かの女じよ（？）の手に包まれていると、不思議と風や寒さや慣性力などを感じないでいられた。どういう原理なのかはさっぱりだったが、とりあえずエルヴィンは思考停止してありがたくその恩おん恵けいを授さずかっている状態だった。ただ、風切り音だけはどうしようもなく、すぐ隣となりのネージュに話しかけるときも声を張り上げなければならないのは、難点と言えば難点だったが。

　そんなことを考えていたら、不意にネージュが空の上を指さして叫さけぶ。

「エルくん！　なんか光ってる！」

　言われるままにその先を見ると──遥はるか上空に不自然に輝かがやく星を見つけた。

　本来あんな場所にあれだけ強く輝かがやく星は存在しない。ならばあれが《光の柱》の正体か。

　今まで見えなかったものが急に輝かがやきだしたということは、そろそろアレが来るに違ちがいない。

「ネージュ！　時間がない！　急がせてくれ！」

「わかってる！　カレン、お願い！　もう少しだけ頑がん張ばって！」

　ネージュの拍はく車しやを受けて、カレンはさらに加速する。

　ものすごい速度で迫せまり来る王都を睨にらみつけながら、エルヴィンは意識を集中させる。

　脳内に《光の柱》の軌き道どうパターンをいくつもシミュレートする。

　ニヴルヘイムの十倍という膨ぼう大だいなエネルギィだ。わりとどこを狙ねらっても確実に王都は壊かい滅めつしそうだが──《世界樹》のほうはどうか。《世界樹》にはこの惑ほ星し中のマナが集まり、さらにはそのマナを使った自己防衛機能まで備えている。それが《光の柱》に対してどの程度の効果を持つかはわからないが──ヴァルハラ側もそのあたりは慎しん重ちようにやるはず。

　従って、もっとも効果的に《世界樹》を破は壊かいできそうなポイントに狙ねらいを定めるだろう。

　それはつまり──。

（──やはり、《幹》の直上か）

　エルヴィンはそう結論づける。論理的に考えて──それがベストな軌き道どうだ。

　だが、あくまでもそれは論理の話。現実はもっと様々な要因が複雑に絡からみ合あうので、往々にして論理を外した結果に終わるものだ。

　ましてこれは、絶対に失敗できない、しかも一発勝負命がけの作戦だ。

　そんなものに彼かれの独断と偏へん見けんに満ちたロジックを適用して良よいものかと、迷いが生じる。

　だが──それでも彼かれは一いつ瞬しゆん、未来を視みた。




　──《世界樹》の幹直上に《光の柱》が落ちる未来を。




　その半ば妄もう想そうのような未来を確信に変えて──エルヴィンは叫さけぶ。

「《世界樹》の幹の真上に向かってくれ！　そこに落ちる！」

　ネージュは元気よく答える。

「おっけい、任せて！　カレン、お願い！」

　天の星はますますその輝かがやきを増している。

　間に合え、とエルヴィンが心の中で祈いのった瞬しゆん間かん──。

　しかし、それとは異なる凄すさまじい悪お寒かんが彼かれを襲おそった。ほとんど無意識に、隣となりのネージュの頭部を摑つかんでぐいと横に向ける。

　ぐえ、というカエルが潰つぶれたような奇き声せいを上げるネージュ。それに伴ともなってコントロールを失ったカレンは、ゆらりと揺ゆらめく。

　一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感。

　しかし、その刹せつ那な──直前までいた位置に、謎なぞの高速飛行体が通り過ぎた。













◆第十節　王都ユグドラシティから数キロ地点◆




『──《レルヒェ雲雀・アイン》から《ヌル》へ。目標、こちらの無誘ゆう導どうミサイルを回かい避ひしました。やはり中ちゆう尉いの予想どおり、《霜しもの巨きよ人じん》は操縦者のコントロール下にあるようです』

　部下からの通信に、ヘンリエッテ・ヴィッテルスバッハは内心安あん堵どの息を吐はいた。

　だが、まだ安心はできない。ヘンリエッテの任務は、何とかして《遺い存ぞん種しゆ》を王都へ近づけないこと。そしてあわよくば、《遺い存ぞん種しゆ》を確保して本国ヴァルハラまで連れ帰ることだ。

　つまり──それは彼かれらの邪じや魔まをする、ということ。

　そのために、彼かの女じよは十二人の部下を引き連れて刻印機兵シグムンドで、ターゲットであるエルヴィンたちを追っているのである。

　操縦席のディスプレイには、赤あか髪がみの少年と白はく髪はつの少女が懸けん命めいに王都へ向かっている姿が望遠で映し出されている。《霜しもの巨きよ人じん》は不可視である、という話だったが、どうやら今のようにその力を強く行使しているときには、視し認にん率が上がるらしい。今は紺こん碧ぺきの空にぼんやりとその十五メートルほどのシルエットを浮うかび上あがらせている。

　本来、戦略担当官である彼かの女じよが、戦いの先せん陣じんを切ることはないのだが、先の作戦で彼かの女じよの部下であるメクレンブルク隊からの連れん絡らくが途と絶だえ、現在特とく殊しゆ部隊アードラ内で自由に動ける部隊がヴィッテルスバッハ隊しか無かったのだから仕方がない。

　それに部下の失敗は上官である彼かの女じよの責任にもなる。

　その汚お名めいをそそぐ、という名目でこうして出しゆつ撃げきしてきたわけだが──彼かの女じよはまだ迷っていた。

　自分が何をなすべきか。そして、自分の決断は本当に正しかったのかを。

　そう。結局ヘンリエッテは、いち早く気づいたアーデルハイトとネージュの入いれ替かわりの件を誰だれにも話さなかった。

　そしてその結果──予想どおり策に嵌はまったランドルフの部隊は全ぜん滅めつした。

　それはある意味において、ヘンリエッテがメクレンブルク隊を見殺しにしたとも言える。

　もちろん、そのことに責任は感じていたが、それでも彼かの女じよは自分の判断が間ま違ちがいだったとは考えていなかった。

　だから彼かの女じよは──見届けたいと思った。

　自分の判断がどのような未来を導くのかを。

『──《レルヒェ・ヌル》？　中ちゆう尉い？　聞こえていますか、どうぞ』

　通信機からの部下の言葉に、ヘンリエッテは逸それかけていた意識を慌あわてて戻もどして対応する。

「──《レルヒェ・ヌル》から《アイン》へ。失礼しました。あまり通信の状態がよろしくないようです。おそらくは《遺い存ぞん種しゆ》が操あやつる《霜しもの巨きよ人じん》の影えい響きようでしょう。マナの集束密度が異常ですから、近づきすぎると通信に影えい響きようが出ます。《レルヒェ・ヌル》から各員。この距きよ離りを保ちながら、無誘ゆう導どうミサイルで行動を制限しつつメインの赤外線誘ゆう導どうミサイルで攻こう撃げきします。タイミングはこちらで指示を出しますので三十秒以内に準備を整えてください」

　了りよう解かい、という各員からの通信が入る。

　ヘンリエッテも自身の専用刻印機兵シグムンドの肩かたに装備されたミサイルポッドをチェックする。

　だが今この状じよう況きようで──彼かれらに手心を加えるわけにはいかない。不正確な指示は即そく部下たちの死に直結するからだ。いくらヴァルハラのやり方に不信を抱いだき始めたとしてもそれはヘンリエッテの個人的な感情であって部下たちには関係ない。

　だから、どうあっても今は本気を出さざるを得ない。

　ゆえにそれは──ある意味賭かけでもある。

　もしも《遺い存ぞん種しゆ》がヘンリエッテの本気如ごときで撃げき墜ついされるようであれば、到とう底ていヴァルハラには敵かなわないだろう。

　しかし──もしも本気のヘンリエッテでさえ軽々とあしらうようであれば。

　伝承どおりの救世主として、人々を守れるのではないか──。

　そんな微かすかな期待を込こめて、ヘンリエッテは任務に当たる。

　だが、問題はその先──。

　果たして、《霜しもの巨きよ人じん》が本当に王都を守り切れるのか、という部分だ。

　彼かの女じよの上官、クレイグが数日前に突とつ然ぜん用意した二機の新兵器《天の裁きミヨルニル・フアルシユ》。

　七千年まえの超ちよう文明が残した兵器で、威い力りよくは折り紙つき。試射のわずか十パーセントの威い力りよくでも村を一つ完全に消しよう滅めつさせるほどだ。

　そのフルパワーで撃うち込こまれる一いち撃げきを、果たして本当に《霜しもの巨きよ人じん》は凌しのげるのか。

　そればかりは本当に運うん否ぷ天てん賦ぷだったが、今この状じよう況きようにおいて王都とその住民を守れるのはエルヴィンたちしかいないのである。

　ヴァルハラの人間でありながら、エルヴィンたちと同じく王都とその住民を救いたいと考えているヘンリエッテは彼かれらに命運を託たくすしかない。

　しかしそれにしても──、とヘンリエッテは疑問を呈ていする。

　なぜこのタイミングで、地上に対して宣戦布告など行うことにしたのだろうか。

　今の今まで、ヴァルハラが地上に対して直接攻こう撃げきを加えることなく暗あん躍やくし続けたのは、ひとえに数の不利があったからである。

　いくらヴァルハラの技術が進んでいたとしても、総人口はせいぜい一万人程度。対する地上人シヤーフは優にその千倍。おまけに地上には、セルベリア・オーディンやベアトリクス・フレイを筆頭とした人外が六名ほど存在しているのだ。まともにやりあって勝てるはずがない。

　だから、ヴァルハラはこの五百年の間、ひたすらに存在を隠かくし続けた。

　そして、アスガルズ王国とアンドヴァリ連れん邦ぽう共和国の軍事力が高まったところで二大大国の潰し合いをさせ、両国が疲ひ弊へいしきった隙にヴァルハラが軍事介かい入にゆうを行い、そこでようやく真の意味で地上の支配が完かん了りようする──という筋書きだったはずだ。

　だが、クレイグの《天の裁きミヨルニル・フアルシユ》で事情が変わった。《神器》とさえ呼ばれるあれは、地上のあらゆる都市を一いち撃げきで消しよう滅めつさせる大量破は壊かい兵器だ。

　それは惑ほ星し中のマナを集め、通常兵器では傷一つ付けることができない《世界樹》でさえ例外ではない。

　ゆえに、ヴァルハラの元老院は真っ先に《世界樹》の破は壊かいを決定した。地上制圧の際、最大の障害となるであろう《地上人シヤーフ》防衛の要かなめを──。

　とどのつまり、王都の破は壊かいは目的を遂すい行こうする上での『ついで』にすぎない。そしてその『ついで』で何万人もの命と住家が奪うばわれようとしている──。

　とても歯がゆいが、今のヘンリエッテにヴァルハラの決定に逆らう力はない。

　だから──ただただ願う。

（エルヴィン……どうかご無事で……っ！）

　そんな本音をひた隠かくしにして、ヘンリエッテは通信機に向かって告げる。

「──《レルヒェ・ヌル》から各員。状じよう況きようを開始します」







◆第十一節　王都ユグドラシティから数キロ地点◆




「な、何ごと!?」

　謎なぞの飛行体をすんでのところで回かい避ひしたネージュは、慌あわててカレンのコントロールを復帰させて叫さけぶ。

　エルヴィンは急いで振ふり返かえり、飛行体が飛んできた方向を確かく認にんする。

　彼かれらの背後には、ニヴルヘイムで見たのと同型の刻印機兵シグムンドが十二機と隊長機と思おぼしき白銀の機体が一機、隊列を組んで飛行していた。

　エルヴィンは舌打ちをして叫さけぶ。

「たぶん、ヴァルハラの刺し客かくだろう！　どうやら連中、何が何でも俺おれらを王都へ向かわせたくないらしい！　つまり、逆に言えば王都へたどり着ければ勝ち目は十分にあるってことだ！」

　エルヴィンの言葉に、しかしネージュは泣きそうな表情を浮うかべる。

「で、でも、次また何か飛んできても私じゃ避よけられない……っ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺おれが指示を出す！」

　言って、エルヴィンはほとんど唇くちびるが触ふれるくらいの位置まで、ネージュの耳に顔を寄せる。

「どうだ、これならいちいち叫さけばなくても聞こえるだろ。上下左右で簡潔な指示を出すから、おまえは常にその時点でのカレンの体勢を基準にして、俺おれの指示どおりカレンをコントロールしてくれ。できるな？」

「で、できるけど……っ！」なぜかネージュは頰ほおを朱しゆに染めてエルヴィンを見上げる。「エルくん近すぎて恥はずかしいよ……っ！　あと吐と息いきが耳に掛かかったり、ちょいちょい耳に唇くちびるが触ふれたりして、ドキドキしちゃう……っ！」

「……緊きん急きゆう事態だ、我が慢まんしろ」

　エルヴィンも非常に恥はずかしかったがほかに手がないのだから仕方がない。

　それよりもエルヴィンにとって難題なのは、正確な攻こう撃げきの進路予測だ。先ほどはたまたま運良く避よけられたが……その幸運がこの先も続く保証は何もない。

　それに、今みたいな無誘ゆう導どうミサイルならともかく、チャフもフレアもないカレンで最新しん鋭えいの誘ゆう導どうミサイルをどう回かい避ひすればいいのか、まるで想像もつかない。

　だがそれでも──やるしかない。

　エルヴィンは、全神経を集中させて周囲を探さぐる。

　まるで空気中に存在する微び細さいな分子一つ一つを認にん識しきするような繊せん細さいさで気を配り──やがて彼かれの脳は、数秒後に襲おそい来る無数の攻こう撃げき進路を幻げん視しした。

「──左だ」

　エルヴィンの囁ささやきを合図にカレンは進行速度を落とさないまま左へバンクする。一いつ瞬しゆん遅おくれてカレンを掠かすめるように直線的な動きのミサイルが二発通りすぎ──その刹せつ那な、爆ばく発はつした。

「きゃあ！」

　衝しよう撃げきでカレンの身体が激しく揺ゆすられる。脳みそをシェイクされるような衝しよう撃げきにエルヴィンが堪たまらず目を瞑つむりそうになったとき、彼かれの脳は直後に襲おそい来る誘ゆう導どうミサイルを幻げん視しする。

（まずい……体勢を……っ！）

　急いでネージュに上じよう昇しようとロールの指示を出すが間に合わない。

　無茶な体勢でロールを開始したところで、二発飛んできたうちの一発がカレンの脚きやく部ぶに直ちよく撃げきして爆ばく発はつする。

「いっつ……っ！」

　不意にネージュが顔をしかめる。慌あわててネージュの様子を窺うかがうと、スカートから覗のぞく白い足から血が滲にじんでいた。

　一いつ瞬しゆん理解が遅おくれる。しかし、すぐにエルヴィンはその意味を察する。

（まさかカレンへのダメージが、ネージュに跳はね返かえっている……？）

　考えてもいなかった事態だが、その仮説が正しいのであれば、カレンに無茶はさせられない。下手をしたらネージュが死んでしまう。

　作戦を変えるならば今しかない、と急な選せん択たくを迫せまられたエルヴィンが奥おく歯ばを嚙かみしめたところで、ネージュは顔をしかめながらも作り笑いを向けて言う。

「だ、だいじょぶ！　ちょっとしたかすり傷程度だから！　それに、初めから無傷で王都を救おうなんて甘あまい考えじゃないよ……っ！　だから気にしないで……っ！」

　気き丈じように笑うネージュ。つい数日まえまで何も知らない田舎いなか娘むすめだった少女の懸けん命めいな願い。

　この状じよう況きようでそれを無視できるほどエルヴィンも達観していない。

「……わかった。可能な限りおまえを傷つけないよう頑がん張ばるから、おまえも頑がん張ばれ」

「がんばるよっ！」

　力強くネージュは頷うなずく。

　そして、エルヴィンも覚かく悟ごを決める。

（攻こう撃げきを回かい避ひするだけではダメだ。隙すきを見て迎げい撃げきしていかないと……。だが、刻印機兵シグムンドには人間が乗っている。下手に破は壊かいしてパイロットを殺してしまったらネージュが悲しむ……。なら、狙ねらうは一点、背中の飛行ユニットか……っ！）

　思考をまとめて、振ふり返かえる。

　するとちょうど二機の刻印機兵シグムンドが、両りよう肩かたのミサイルポッドからそれぞれ四発ずつ、計十六発のミサイルを掃そう射しやするのが見えた。

　瞬しゆん時じに弾だん道どう予測。

　四発の高速無誘ゆう導どう弾だんで回かい避ひ行動を制限しつつ、誘ゆう導どう弾だんで仕留めるつもりらしい。

　無誘ゆう導どう弾だんが届くよりも先に、エルヴィンはネージュに上じよう昇しようの指示を出す。

　王都へ向かうための運動エネルギィを一部位置エネルギィに変へん換かんし、速度を落とす。

　無誘ゆう導どう弾だんが彼かれらの下を通りすぎたところで、今度は誘ゆう導どう弾だんが追いかけてくる。

　カレンは空中を蹴けるような瞬しゆん間かん的な加速で上じよう昇しよう。ロールも組み合わせて三発をやり過ごす。

　そこから今度は、ふわりと自由落下。動作の緩かん急きゆうに対応できなかった五発が軌き道どうを逸それて爆ばく発はつする。

　残る四発は優ゆう秀しゆうにもまだ追つい尾びを続けている。自由落下ではすぐに追いつかれるので、再び空中を蹴けるように、今度は加速下降する。

　そしてその先は──隊列を組んだヴァルハラ刻印機兵シグムンドの直上。

　危機を察したのか、彼かれらは慌あわてて散開するが──もう遅おそい。

　さらに落下速度を速めて、すれ違ちがいざま二機の刻印機兵シグムンドの飛行ユニットを破は壊かいする。おまけに追つい尾びしていたミサイルの一発がほかの刻印機兵シグムンドに直ちよく撃げきする。

　これで三機を無効化した。上出来だ、とネージュを褒ほめようとしたところで、二発の鋭するどい衝しよう撃げき。別のミサイルの爆ばく煙えんで視界不良だったところに着ちやく弾だんしたらしい。

　慌あわててネージュに目を向けると、肩かたと脇わき腹ばらを押おさえて苦く悶もんの表情を浮うかべている。

　声を嚙かみ殺ころし、身を削けずる痛みに耐たえるネージュを見て、内心でエルヴィンは舌打ちをする。

（またネージュを傷つけた……っ！　あれだけの急機動でもまだ追つい尾びできるのか……っ！　ダメだ、もっと早く、正確に進路予想を……っ！）

　自己に埋まい没ぼつするほど意識を集中させる。

　脳のう裏りに投とう影えいされる無数の可能性事象の中から最速で有効進路を抽ちゆう出しゆつ。

　今度は、散開した刻印機兵シグムンド三機が、急下降するカレンを追いながらわずかにタイミングをずらしての一いつ斉せい掃そう射しや。ミサイルは計二十四。

　目め眩まいがするほどに加熱する思考。

　認識有効色数を８色に変更。代わりに脳の処理速度が飛ひ躍やく的に向上する。

　すべての弾だん道どうを計算しながら、水平飛行に移行。速度を落とし、十分にミサイル群を引きつけてから、ほぼ垂直に急きゆう上じよう昇しよう。

　ミサイル同士の機動を巻まき込こむようにロールを繰くり返かえしたところで、虚こ空くうを蹴けって今度は逆ベクトルの水平飛行へ。

　そして、そのまま縦に緩ゆるやかな回転を加えながら速度を落として自由落下。すでにミサイルは大半が進路上で接せつ触しよくして爆ばく散さん。残りは六発。

　再び上を取った刻印機兵シグムンドを二機、すれ違ちがいざまに無効化し、残りのミサイルを引き連れたまま、地上へ向かって加速する。

　そして、地上すれすれのところで水平復帰。さすがにこの機動には耐たえられなかったようで、残りのミサイルはすべて地面に接せつ触しよくして消えた。

　今度は、一発もカレンに当たらなかった。

　少しだけ安あん堵どして、休む間もなく続く第四波。先ほどの三機に続けてカレンを追ってきた二機が背後から、そして残りの二機が上空からの一いつ斉せい掃そう射しや。

　計三十二発のクロスファイア。さすがに脳の処理速度が追いつかない。

　弾だん道どう予測だけで直感的に回かい避ひしていく。

　水平飛行に蛇だ行こうとロールを組み合わせ、脳のう裏りに焼き映されたミサイルの予測進路の隙すき間まを縫ぬうように飛ぶ。

　瞬しゆん間かん瞬しゆん間かんで意識が飛びそうになるほどの負ふ荷かが脳に掛かかるが、それでもミサイルは一発もカレンを掠かすることなく爆ばく散さんしていく。

　ここへ来てエルヴィン自じ身しん、今の自分の脳がどのような状態になっているのかよくわかっていなかったが、不思議と攻こう撃げき進路予想のコツを摑つかみつつあった。

（連中の攻こう撃げきが見える──いや、視える……？）

　脳のう裏りに過よぎるイメージのとおりに進行する現実に戸と惑まどいながらも、彼かれは脳細さい胞ぼうをフルアクセルで回しながら回かい避ひ行動指示を続ける。

　ただ王都を救いたいという一心で、ひたすらに──。

　そして王都まで目測で一キロを切ったあたりで、不意に刻印機兵シグムンドによる攻こう撃げきが止やんだ。

　振ふり返かえると、追いかけること自体を止めたように刻印機兵シグムンドの一団は空中に静止している。

　諦あきらめたのか、あるいはもっと致ち命めい的な理由かはさておき、ひとまずエルヴィンは安あん堵どする。

「ネージュ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　傍かたわらの相棒を気き遣づかうように尋たずねると、純白の少女は少しだけ引きつった笑えみを浮うかべながらも、苦痛を感じさせない声こわ色いろで応える。

「このくらい余よ裕ゆうだよー。ただちょっと、ぐるぐる回って気持ちが悪いよー……」

　どこまで本心かはわからなかったが、この様子だとまだ余よ裕ゆうがありそうだ。

　もう少しだけ頑がん張ばれ、と優やさしく囁ささやいて、エルヴィンは姿勢を正す。

　それから、あとは王都直上から降り注ぐであろう《光の柱》をどうにかするだけだ──という段階になって、今さらながら彼かれの脳のう裏りに初歩的な疑問が思おもい浮うかぶ。

「なあ、ネージュ。ところで、どうやってあの《光の柱》を防ぐんだ？　こいつ、何ができるんだ？」

　そんなエルヴィンの質問に、ネージュはきょとんとした笑えみを浮うかべてから、ウィンクとサムズアップで答えた。

「わからん！　とりあえず、全力で殴なぐってみる！」

「え、何言ってるのか全然わからない!?」

「ほいじゃあ、やるよ、エルくん！」

「ちょ、ちょっと待って急に心の準備が、」

　そんなエルヴィンの心の迷いを吹ふき飛とばすように。

　カレンは、ますます加速して最終決戦の場へ向かう──。







◆第十二節　王都ユグドラシティから一キロ地点◆




「──《レルヒェ雲雀・ヌル》から各員。攻こう撃げき止め。これ以上の深追いは無意味です。帰投します」

　王都から一キロほど離はなれた付近で、ヘンリエッテ・ヴィッテルスバッハは追つい撃げきを諦あきらめた。

　ディスプレイには、王都へ向かって直進するエルヴィンたちの後ろ姿が映し出されているが、アレを止めることはもう不可能だ、と彼かの女じよは結論づけていた。

　神かみ懸がかり的な高速機動と、悪あく魔ま的な弾だん道どう予測でこちらのミサイルを尽ことごとく回かい避ひした彼かれらには──少なくとも今のヘンリエッテたちでは太た刀ち打うちできない。

　あれが、元老院が全力で欲ほつする《遺い存ぞん種しゆ》の力の一いつ端たん──。

　正直身み震ぶるいがする。もしもアレと真正面から対たい峙じしていたら……今ごろヘンリエッテの部隊は全ぜん滅めつしていたかもしれない。

　だが──それでも何とか無事に切きり抜ぬけた。五機ほど刻印機兵シグムンドを撃げき墜ついされてしまったが、パイロットも無事なようだ。おそらくエルヴィンの手心によるものだろう。

　敵に情けを掛かけるエルヴィンの優やさしさに救われたわけだが……。

　しかし、そんな彼かれの青あお臭くさい優やさしさは、いずれ自身をも蝕むしばむ猛もう毒どくとなるだろう。

　かつてヘンリエッテも苦しめられたその矛む盾じゆんに、エルヴィンも悩なやむ日が来るのだろうか、などと詮せんないことを考えたところで、彼かの女じよは首を横に振ふって余計な思考を振ふり払はらう。

　──とにかく今は、部下が全員無事であったことを喜ぼう。

　ヘンリエッテは再び通信機に語りかける。

「撃げき墜ついされた機体はすべて回収します。無事な機体は援えん護ごを──」

『待ってください、隊長！』

　指示を途と中ちゆうで遮さえぎられる。本来は発言のまえにコードネームを言う決まりになっているのだが、そんな基本的なルールすら忘れるほど冷静さを欠いているらしい。

　ヘンリエッテは通信記録から通信者を割り出して、冷れい徹てつに対応する。

「──《レルヒェ・ヌル》から《アイン》。何か不満な点でも？」

『私はまだ戦えます、隊長！　残弾だんもわずかにある！　ここまで一方的にやられて、おめおめと引き下がったのではヴァルハラ軍人の恥はじです！』

　気持ちはわかるが、そんな勝手を許すヘンリエッテではない。

「──引ひき際ぎわを見み極きわめることすらできませんか、《アイン》。我々では、《霜しもの巨きよ人じん》に敵かなわないと言っているのです。下手に深追いをするよりも無事な味方を回収して帰投するのが得策です。それにこの辺りはもうサブの有効射程範囲です。おそらく出番はないでしょうが、それでも巻まき込こまれる可能性がある以上は早期に撤てつ退たいすべきです。──《レルヒェ・アイン》。これは、命令ですよ？」

　一部部下たちの間では密ひそかに《魔ま女じよ》と呼ばれ恐おそれられているヘンリエッテの冷然とした言葉。さすがに目の前に死を突つきつけられてしまっては、復ふく讐しゆうの炎ほのおも燃やし続けられなかったらしい。まさに不承不承といった様子で、《レルヒェ・アイン》は了りよう解かい、と呟つぶやいた。

　後退する部隊のしんがりを勤めながら、ちらりとヘンリエッテは背後の王都を見やる。

　それから心の中で祈いのるように呟つぶやいた。

（……エルヴィン……アーデルハイト……どうかご無事で……）

　答えの出ない葛かつ藤とうに苦しむ軍人の少女を尻しり目めに、決着の時は迫せまる──。







◆第十三節　王都ユグドラシティから一キロ地点◆




　──様々な障害を乗のり越こえて、エルヴィンとネージュは、何とか王都へ辿たどり着ついた。

　どうやらまだたくさんの住民が残されているようだが、残された時間は幾いくばくもない。

　頭上には今にも爆ばく発はつしそうなほど強く瞬またたく死の一番星。

　人々の希望の象しよう徴ちようたるこの《世界樹》を破は壊かいせんがために放たれるであろう一いち撃げきは、太陽を地上に落とすに等しいほどの威い力りよくを誇ほこるだろう。

　その結果もたらされるものは、人類の絶望と──限りない殺さつ戮りく。

　死の恐きよう怖ふを抱いだく暇ひまさえ与あたえぬあまりにも無む慈じ悲ひな裁さい定てい。

　そんな数秒後に待ち受ける絶対的な死の運命に立ち向かうのは、《ゼロ》の烙らく印いんを押おされたひねくれた学生と、何も知らない天てん真しん爛らん漫まんな田舎いなか娘むすめ。

　世界の命運を賭かけた戦いに挑いどむには、あまりにも不ふ釣つり合あいな二人だが──奇き跡せき的にも今この状じよう況きようにおいては、彼かれら以外にこの惑ほ星しを救うことができる可能性を持った人間がいないのだから仕方がない。

　破れかぶれで、勝算なんて小さじ一杯ぱい程度も持ち合わせていなかったとしても、愚ぐ直ちよくに立ち向かうしかないのである。

　エルヴィンたちは、《世界樹》のてっぺんを目指して高度を上げていく。

　いよいよ目前に迫せまった決戦に、エルヴィンは気合いを入れて叫さけぶ。

「よし、ネージュ行くぞっ！」

　が、次の瞬しゆん間かん──なぜかカレンはガクンと一度大きく揺ゆれ、失速する。

　これまでの鋭するどさとは打って変わった鈍にぶい動作にネージュも首を傾かしげる。

「あ、あれ……？　カレン、どうしたの……？」

「……まさか、ここに来るまで無茶しすぎたせいでエネルギィ切れとか……？」

　さすがのエルヴィンも額から冷ひや汗あせを流す。

　考えてみれば十分にあり得る可能性だ。そもそも彼かれらはカレンがどういった存在なのかもよくわからないのだ。冷静になってみると平然と空を飛んでいること自体もおかしい。

　嫌いやな可能性ばかりが脳のう裏りを過よぎる。カレンとの会話（？）を終えたネージュは口を開く。

「なんかね、実はあんまり高いところまでは飛べないんだって。五百メートルくらいが限界だって」

「……うそだろ」

　改めて知らされた事実にエルヴィンは愕がく然ぜんとする。

　五百メートルまでしか飛べないのであれば、そもそもこの王都を守るすべがないことになる。幹直上はざっと高度一キロ強。そこまでたどり着けないのであれば、守るもクソもない。

「と、とにかく無理してでもできる限り高度を上げてくれ！」

　ネージュに頼たのみながらもエルヴィンは必死で脳みそを回す。

　先ほどオーバーヒートぎりぎりまでむち打ったせいで、脳の深いところから鈍どん痛つうがするがそれを無視して彼かれは思考に没ぼつ頭とうする。

　高く飛べない、ということは少なくともエネルギィ切れという最悪の事態だけは避さけられたことになる。つまり、その飛べない理由を予想できれば何らかの対策は立てられるはず。

　水平飛行に限界はなく垂直飛行に限界がある場合、両者の差は何か。

　空気の密度、もしくは温度か。

　空気が薄うすくなると、もしくは上じよう昇しように伴ともなって気温が低下すると活動できなくなる。

　いずれも可能性としては十分考えられる。

　だが、ここまで非常識な速度と機動でここまでやってきたカレンならば、その程度の環かん境きよう変化くらい気合いでどうにかしてしまいそうな気はする。

　気合いでどうにかならないようなもの──たとえば、存在そのものに関係すること。

　そもそもカレンは何でできているのか。何もないところから突とつ然ぜん現れたり、消えたり。極きわめて目視しづらかったり。常識では考えられないような挙動ができたり。

　そういった超ちよう常じようのものに関わるある概がい念ねんに──エルヴィンは思い至る。

（──マナ、か）

　惑ほ星しを循じゆん環かんする血脈のシステム。いつの間にか人々の生活になくてはならないエネルギィとなり、あるいは刻印ルーンとして人々に超ちよう常じよう的な力をもたらす源泉。

　やはり、カレンはマナによって活動していると考えるのが妥だ当とうなところだろう。

　そしてマナの密度は、空気の密度に比例する。つまり、高度が上がり空気が薄うすくなるとそれに伴ともなってマナもまた少なくなっていく。

　おそらくそれが、カレンが高度を稼かせげない決定的な理由だろう。

　もしも、ここが何もない平地だったならば──彼かれは為なす術すべなく膝ひざを突つき、絶望に喘あえいだだろうが──ここは世界で唯ゆい一いつ、例外的にマナの豊富な場所。

「おい、ネージュ！　カレンをなるべく《世界樹》に近づけてみてくれ！　この巨きよ大だいな樹きは、大地から大量のマナを吸い上げて各階層に分配してるんだ！　だから、近づけば近づくほどマナが濃こくなる！　もしも、カレンがマナを原動力としてるのなら、それを利用して少なくとも第一階層までなら行けるはずだ！　もう一分しかない！　急がせてくれ！」

「わ、わかった！　やってみるよ！」

　先ほど受けた傷もまだ痛むだろうに、そんな気配はみじんも感じさせずネージュは動く。

　するとエルヴィンの読みどおり、《世界樹》に近づくほどカレンの上じよう昇しよう速度は加速する。

　これでとりあえずは一安心だがまだ肝かん心じんの問題が残っている。

　第一階層から《世界樹》の幹直上までは、それでもまだ百メートル近くある。さすがに幹の上の上まで潤じゆん沢たくなマナに満ちているわけもないので、どうにかしてそこまでたどり着く算段をつけなければならない。

　カレンの力で強ごう引いんに幹をよじ登っていけばたどり着けるかもしれないが、すでに予告の時間まで間がない以上そんな悠ゆう長ちようなことをしている暇はない。

　つまり時間的にも、この勢いで飛んでいくしかないのだが……どうにもそれが難しい。

　では、風を利用するのはどうか。第一階層に満ちるマナを風で上空に巻き上げることで《世界樹》上空のマナ密度を上げることができれば──これまでどおりに飛ぶことができる。

　問題はどうやってその風を起こすかだ。

　たとえば、第一階層に火を放ってその上じよう昇しよう気流を利用するというのはどうか。非常に現実的な案ではあるが、そもそも十分な上じよう昇しよう気流を稼かせげるほど燃え広がるのに、時間が掛かかりすぎる。何か一いつ瞬しゆんで第一階層を火の海にできるような──たとえば《カノ》の刻印ルーンでもあれば話は変わってくるのだが、そう都合良くはいかないだろう。ならばほかに何か代用できるような刻印ルーンでも──。

　ほとんどオーバーヒート直前まで思考を巡めぐらせ、それでも答えが見つからないまま第一階層にたどり着く。そしてすぐそこに、いるはずのない《勝利の女め神がみ》の姿を認めた次の瞬しゆん間かん、彼かれの脳のう髄ずいは天てん啓けい的に最後の戦術を閃ひらめいた。

　再会の挨あい拶さつすらも惜おしんで彼かれは叫さけぶ。

「アーデ！　《世界樹》上空を急速冷れい却きやく！　フルパワーだ！」

「──!?　わ、わかったわ！」

　突とつ然ぜんのエルヴィンの要求にも、あうんの呼吸でアーデルハイトはすぐさま対応する。

　そしてアーデルハイトが両手を天に掲かかげてサファイアの双そう眸ぼうを虹にじ色いろに煌きらめかせた次の瞬しゆん間かん──ほとんど暴風のような風が吹き上がった。

　上じよう昇しよう気流。

　本来それは、地表で温められ密度の低くなった空気が、上空の冷たく空気の密度が高い空間に向かって流ながれ込こむ現象だ。

　そしてエルヴィンはその性質を──逆に利用した。

　つまり、火を放って地表の空気が温められないのであれば──逆に上空の空気をより冷たくしてしまえばいい。

　そうして発生した相対的上じよう昇しよう気流でマナを吹ふき上あげさせる──見事にその作戦は成功した。

　まるで水を得た魚のように、急加速するカレン。

　ガッツポーズを見せながらエルヴィンはアーデルハイトとその隣となりのセルベリアに叫さけぶ。

「ナイスだアーデ！　おまえのことは俺おれが守るから、いろいろ気にせずそのまま続けてくれ！　それからオーディン中将！　すぐ近くにヴァルハラの刻印機兵シグムンドがいるかもしれません！　航空艦かんの警護をお願いします！」

　言いたいだけのことを一方的に告げ、相手の返事も待たずに、エルヴィンたちは一心に目的の幹直上へ向かって飛ぶ。残り時間はあとわずか──三……二……一……。

　そうして第一階層のさらに上空、《世界樹》の頂点まで辿たどり着ついた瞬しゆん間かん──ひときわ明るく輝かがやいていた星から、瞬まばたきをする間もないほどの速度で《光の柱》が降ってきた。




　紺こん碧ぺきの闇やみを切きり裂さく神こう々ごうしいまでの煌きらめき。

　一見、息を吞のむほど美しいそれはしかし、人々に絶対的な死を運ぶ死神の鉄てつ槌ついだ。

　まるで神に挑いどむよう天高くそびえるこの《世界樹》に町を作り、栄えい華がを極きわめつつある人類の傲ごう慢まんさに怒おこった荒あらぶる神による裁き。




　そんなどうしようもなく絶望的なイメージしか湧わき上あがらない超ちよう越えつ存在に、エルヴィンたちは無む謀ぼうにも無策のまま突つっ込こんでいく──っ！

　虚こ空くうを蹴けり上げて加速上じよう昇しようしたカレンと《光の柱》が──激げき突とつする。

　莫ばく大だいなエネルギィ同士の衝しよう突とつにより周囲の空気が弾はじき出だされる。

　結果発生する刹せつ那なの真空は、時空の疑ぎ似じ微び分ぶんに等しい。

　あらゆる音が置き去りにされ、衝しよう撃げき波はさえも行き場をなくして立ちすくむ。

　しかし、宇宙の無む謬びゆう性はその矛む盾じゆんを許容しない。

　直ちに弾はじき出だされた空気を揺ゆり戻もどして真空状態を解消し──その結果、大気を鳴動させる爆ばく発はつ音と衝しよう撃げき波はを撒まき散ちらす。

　歯を食いしばって耐たえるエルヴィン。

　傍かたわらでは、ネージュが自らの腕うでを抱だきながら痛みに耐たえるよう苦く悶もんの表情を浮うかべている。

　この状じよう況きようではもはやエルヴィンにできることは何もない。ただ黙だまって状じよう況きようを見守る。

　天からの一いち撃げきとカレンの力はほとんど拮きつ抗こうしているように見える。

　だが、わずかにカレンが押おされている。

　ジリジリと、上から押おさえつけられるように高度が落ちていく。

《光の柱》による攻こう撃げきがいつまで続くのか、そしてその攻こう撃げきにネージュがどれだけ耐たえられるかもわからない現状では、ジリ貧ひんという最悪の結果を想像せざるを得ない。

　何か精神的なものでも、ネージュの助けになるようなものはないだろうか、と必死に脳みそを回すエルヴィンに、ネージュは苦しげな口調で言う。

「エルくん……っ！　その……そういう状じよう況きようじゃないのはわかってるつもりなんだけど……っ！　ぎゅって……抱だきしめてくれないかな……っ！　そうしたら、もうちょっと頑がん張ばれそうな気がする……っ！　あわよくば、気持ちを込こめた感じでお願いします……っ！」

　突とつ然ぜんのあまりにも場ば違ちがいな要求に戸と惑まどいながらも、エルヴィンは頷うなずく。

「わ、わかった！　ものすごく、全力で気持ちを込こめて抱だきしめてやる！」

　そう宣言して──エルヴィンは後ろから彼かの女じよを強く抱だきしめる。

　何百万人もの人々を救うには、あまりにも細く小さく頼たよりない背中。

　それでもこの純白の少女は、気持ちを奮い立たせて人々を救う決意を固めたのだ。

　だとしたら、そのあまりにも無む垢くな決意を──遂とげさせてやりたい。

　少女の耳元でエルヴィンは万ばん感かんの思いを込こめて、頑がん張ばれ──、と囁ささやく。

　すると少女は、耳まで真っ赤に染め上げながらはにかむ。

「えへへ……っ！　元気ぱわー、いただきました……っ！」

　そして次の瞬しゆん間かん、少女の言葉に呼応するように、カレンが咆ほう哮こうを上げた。

　天地を揺ゆるがす大だい音おん声じよう。

　それを合図に《光の柱》との接点──カレンの拳こぶしのあたりから七色の光が溢あふれ始める。

　やがてそれは虹にじ色いろの奔ほん流りゆうとなり、《光の柱》を押おし返かえしていく。こぼれ落ちた虹にじ色いろの粒りゆう子しの影えい響きようか、カレンの巨きよ体たいがプリズムのように可視化する。

　東の空から上り始めた朝日を反射して煌きらめくカレンの身体。

　それはこの非常時においてさえ、エルヴィンが思わず見とれてしまうほどの美しさだった。

　再びカレンの咆ほう吼こう。

　そして、カレンが両りよう腕うでを天に向かって掲かかげた次の瞬しゆん間かん──虹にじ色いろの奔ほん流りゆうは《光の柱》を完全に押おし返かえして、天高く上っていく。

　やがて天に伸のびた虹にじの帯は細く集束していき、霧む散さんした。周囲に静けさが舞まい戻もどる。

　あれだけ明るく輝かがやいていた直上の星も今は消失している。

「お……終わったのか……？」

　声のトーンを落として独り言を呟つぶやくエルヴィン。しかし、すぐに我を取とり戻もどしてネージュの様子を窺うかがう。

　腕うでの中のネージュは、息も絶え絶えに力なくその身体をエルヴィンに預けていた。

　額には玉のような汗あせを浮うかべ、いつも愛らしく笑えみを浮うかべているはずの顔は、苦く悶もんに歪ゆがんでいる。

「お、おい、ネージュ！　しっかりしろ！　どこか痛いのか！」

　慌あわてた様子で尋たずねるエルヴィンを見上げて、ネージュは力なく笑えみを零こぼす。

「どこっていうか……なんか……全身がバラバラになりそうなくらい……そこら中痛いよ……」

「わ、わかった！　すぐ医者に連れて行ってやるから、もう少しだけ我が慢まんしてくれ！」

「いや、それよりもエルくん……王都はどうなったの……？」

　心配そうに、自分の身体のことよりもよほど大切なことのように、ネージュは不安そうな口調で尋たずねてくる。

　その言葉に──エルヴィンは笑えみを浮うかべて応える。

「──大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと守り切れたよ。おまえは──本当にすごいよ」

　それを受けてネージュも心底嬉うれしそうに笑う。

「えへへ……よかった……痛い思いをした甲か斐いがあったってもんだね……」

　それから一度力なく息を吐はいてから、上うわ目め遣づかいでエルヴィンの顔を見つめてネージュは言う。

「あのね……エルくんにちょっとお願いがあるの……。なんかね……私……すごく疲つかれちゃって……むちゃくちゃ眠ねむたいの……。だから……眠ねむるまでこうしてもらってていいかな……？　エルくんの腕うで、あったかくてきもちいいから……」

　一いつ瞬しゆん、返答に躊ちゆう躇ちよする。

　もしもそれを許してしまったら、そのままもう二度とネージュが目を覚まさないような気がしてしまったから──。

　しかし、それでも──。

「──ああ、いいぞ」

　迷いを振ふり切きってエルヴィンはそう応える。そう──応えることしか彼かれには思いつかない。

「──俺おれなんかの腕うでで良ければ、いくらでも貸してやるからゆっくり休め。次に目が覚めたら、おまえはもう国を救った英えい雄ゆうとして、あっちこっちに引っ張りだこだ。そうなったらまたすぐに忙いそがしくなるぞ。だから──今のうちに、たっぷりと休んでおけ」

　その言葉に、ネージュは再び力なく微ほほ笑えむ。

「えへへ……じゃあ、お言葉に甘あまえて遠えん慮りよなく……でも、不思議だな……こうしてエルくんに抱だきしめてもらってると……なんだか……すごく……気持ちが落ち着いて……」

　次し第だいに言葉が切れ切れになり──そのままネージュは規則的な寝ね息いきを立て始めた。

　そこでようやく、エルヴィンは安あん堵どの息を吐はく。

　色々なことがありすぎたがとにかく──これで一段落だ。

　深い眠ねむりに就つく少女の月白の髪かみをそっと撫なでながら、何気なく東の空を見上げて──。




　その先に不自然なほど燦然と輝く一番星を見つけて絶句した。




　脳のう裏りをよぎる最悪の可能性に全身が総毛立つ。

　まさか、ヴァルハラの保持する超兵器は一つではない──っ！

　だとしたら、もうまもなく先ほどと同様かあるいはそれ以上の第二波が来る。

　だがこちらの切り札であるネージュは、ぐったりと全身を弛し緩かんさせ寝ね息いきを立てている。

　無理矢理にでも叩たたき起おこすか。だが、仮に無理矢理起こしたとしても、すでに満身創そう痍いな現状、続く第二波を受けきれる可能性は極きわめて低い。

　まずいまずい、と彼かれの脳内にアラートが鳴なり響ひびく。

　ほかにこの危機的状じよう況きようを打開する策はないか、と必死に知ち恵えを絞しぼる。

　彼かれらの足あし下もとには数万の王都民と、何よりも大切な幼なじみの少女がいる。

　彼かの女じよたちの命運は、今この瞬しゆん間かんのエルヴィンの閃ひらめきに懸かかっている。

　駆かけ巡めぐる亜あ光速の思考。大量に分ぶん泌ぴつされた脳内麻ま薬やくがシナプスを次々と発火させていく。

　火が点ともり、一いつ瞬しゆんの最高速を実現し、消費する。

　一いつ切さいの後先を考えないあまりにも無茶な脳細さい胞ぼうの非可逆的破は壊かい。

　シナプス間かん隙げきに充じゆう満まんした伝達物質は飽ほう和わし、周辺細さい胞ぼうにさえ致ち命めい的な傷きず跡あとを残していく。

　正直、脳に重大な障害が残ってもおかしくないレベルだが──それでもエルヴィンは思考を弛たゆませない。

　不真面目で、運動もからきしで、学校では疎うとまれる何の才能もない《ゼロ》の自分でも──考えることだけは、できるから。

（向こうはこちらを一方的に攻こう撃げきできる。それも圧あつ倒とう的てきな威い力りよくでもって、だ。対してこちらは、ネージュ以外誰だれも対たい抗こう策を持たず、そのネージュでさえ今はほとんど再起不能だ。ネージュに頼たよらない手段は何かないか。あるいは下にいるアーデの刻印ルーン、《イサ》や《ティール》を利用する手はどうか。《ティール》はそもそも発動条件さえ不明だからこの場で当てにはできないが……《イサ》なら何かできるかもしれない。その本質は分子運動の抑よく制せいだからあらゆる物体には何らかの効果が得られるはずだが……。向こうの攻こう撃げきはほとんど光の速さで飛んでくるが、大規模破は壊かいをもたらす以上何らかの粒りゆう子しを超ちよう高速で放出していることは間ま違ちがいない。だが果たしてそれが温度変化でどの程度減げん衰すいするのかは見当もつかない。つまり《イサ》も当てにはできない。あとこちらの戦力といえばオーディン中将だが、航空艦かんの護衛でもうこの場にはいないし、そもそも彼かの女じよは自分で役に立たないと言っていたからこの状じよう況きようで戦力と数えるのはいささか酷こくだろう。あとはあとは──）

　あらゆる可能性を考こう慮りよ。どんな些さ細さいな可能性も見み逃のがすことなく、つぶさに検討していく。

　だがそれでも──あらゆる可能性が、絶望的だと言っていた。

　この状じよう況きようを覆くつがえす奇き跡せきは──存在し得ない。

「くそ……っ！」

　悔くやしさのあまり歯は嚙がみする。

　せっかくここまで来たのに。戦術を組み上げ、計略を巡めぐらし、他者を欺あざむき、多くの人々を見捨て、人間失格の誹そしりを受ける覚かく悟ごで、ようやくここまでたどり着けたというのにあと一歩のところで及およばなかった。

　これが今の自分の限界なのだと──思い知らされる。

　腕うでの中で眠ねむる無む邪じや気きな少女も、自分に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれる幼なじみも。

　結局──本当に守りたいと思った大切なものは、何一つとして守れなかった。

　己おのれの無力さにほとほと嫌いや気けがさす。

（ああ……もう……）

　圧あつ倒とう的てきな絶望感から、ついに彼かれの思考はオーバーフロゥした。破は滅めつ的なほど発火していたシナプスは急速に冷れい却きやくされ、反動のような吐はき気けと鈍どん重じゆうだけが残る。

　ほぼ完全な思考停止の中──それでも無意識に腕うでの中の少女を庇かばうように抱だきしめた。

　そうして暁あかつきの空で淫いん靡びに輝かがやく一番星から無数の光こう弾だんが発射され、彼かれらの元へ届くまでの瞬まばたきをするほどの刹せつ那な──。




　──突とつ然ぜん世界は色しき彩さいを失って静止した。




　あまりにも不可解な状じよう況きように、さすがのエルヴィンも混乱する。

　死の間ま際ぎわに見る幻げん覚かくか。あるいは極限状態まで加速した思考が観測遅ち延えんを起こしているのか。

　不可思議な相対的時間静止の中で──それでもエルヴィンは普ふ通つうに動くことができた。

　そして身体を起こし、何気なく腕うでの中の少女に視線を向けると──思い切り目が合った。

　先ほどまで眠ねむりこけていたはずなのにぱっちりと目を開き、漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに虹にじ色いろの煌きらめきを宿した少女は、腕うでの中で彼かれをじっと見つめていた。

　色しき彩さいの失われた世界で彼かの女じよだけが、ひときわ鮮あざやかに存在している。

　その視線に──エルヴィンは微かな違い和わ感かんを抱いだく。

　彼かれの知るネージュ・シャルンホルストという少女は、こんな蠱こ惑わく的な瞳ひとみをしていなかった。

　ネージュの双そう眸ぼうが、見る者の心を引きつけてやまない宝石のようなものだとしたら、目の前の少女のそれは、心だけでなく魂たましいすらも引きつける奈落のようなものだ。

　あまりの違ちがいに、思わずエルヴィンは尋たずねる。

「おまえは……誰だれだ……？」

　その質問に、しかし少女は答えることなく普ふ段だんのネージュからは考えられないほど大人びた微ほほ笑えみを浮うかべる。

　そして戸と惑まどうエルヴィンの頰ほおに両手を添そえると、身を乗り出して彼かれの額に軽いキスをした。

「────っ!?」

　額から波のように全身に伝でん播ぱする優やさしい感かん触しよくに、彼かれの思考は再び静止する。

　本当にもうわけがわからない。

　困こん惑わくすることさえ忘れて、ただただ惚ほうけたように目の前の現象を観測する。

　額への口づけを合図にしたかのように、世界は少しずつ色しき彩さいを取とり戻もどしていく。

　不意にネージュではないその何者かは口を開いた。

「──《ユミル》。対神障しよう壁へき十七層全天展開」

　その一言で──カレンはひときわ高く吼ほえた。

　びりびりと心を振ふるわせる咆ほう吼こうにともる感情は──歓かん喜き。

　まるで快かい哉さいを叫さけぶかのようなその咆ほう吼こうを合図に──世界は再び動き出す。

　暁あかつきの空に浮うかぶ一番星から発射された無数の光こう弾だんが、地表に向かって降り注ぐ。

　遥はるかなる高みから人々を見下ろし、淫いん靡びな笑えみを浮うかべる性しよう悪わるの神による一いつ斉せい掃そう射しや。

　先ほど、エルヴィンたちを襲おそったミサイル数十発というレベルではない。

　その百倍──否、千倍を優に超こえる物量の全開攻こう撃げきだ。

　こんなものが地表に降り注いだら王都だけでなく、この国そのものが焦しよう土どと化してしまう。

　しかし、その最悪の未来が訪おとずれるよりわずかに早く──カレンの身体から膨ぼう大だいな量の、七色の粒りゆう子しが放射された。

　その量たるや先ほどの比ではなく、一いつ瞬しゆんでユグドラシティを中心に半径一キロほどを覆おおう虹にじ色いろの天球へと成長する。

　直後──王都とその周辺地域を守るよう展開した、あまりにも巨きよ大だいなドーム目め掛がけて東の空から大量の光弾が降り注ぐ。

　めまいがするほどの爆ばく音おんと衝しよう撃げきがエルヴィンの身体を揺ゆする。しかし──それだけだ。

　降り注ぐ光弾のシャワーはただの一発も虹にじ色いろの天球を通過できず打ち消されてしまう。

　圧あつ倒とう的てきな──あまりにも圧あつ倒とう的てきな力。

　これこそがかつて何度も世界の危機を救ったという真の《大いなる力》なのか──。

　エルヴィンは目の前で繰くり広ひろげられるデタラメな光景に、ただただ啞あ然ぜんとする。

　やがてエネルギィが尽つきたのか、東の空の一番星は輝かがやきさえ失って消失してしまった。

　それに伴ともなって、展開していた虹にじ色いろの天球も虚こ空くうに霧む散さんする。

「……今度こそ、終わった、のか……？」

　半ば放心したように呟つぶやくエルヴィンに、《彼かの女じよ》は大人びた笑えみを浮うかべて頷うなずく。

　それから《彼かの女じよ》は、ようやくエルヴィンにもわかる言葉を紡つむぐ。

「──この程度で希望を失っていたら、世界なんて救えませんよ、《王様》」

「……王様？」
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　理解はできるが意味がわからない言葉に首を傾かしげるエルヴィン。

　しかし、その疑問に答えることなく──ネージュの身体は力なくくずおれた。慌あわててその幼い体たい軀くを抱だき留とめる。

　顔を見ると、先ほどまでの不ふ釣つり合あいに大人びた表情はすっかりと消きえ失うせ、代わりに脳天気な寝ね息いきを立てるいつものネージュが戻もどっていた。

　当事者であるエルヴィンでさえ、何が起こったのかほとんどわからなかったが──それでもこのあまりにも無む邪じや気きな寝ね顔がおを見たら、余計な考えはすべてどこかへ吹ふき飛とんで行ってしまった。

　とにかく──当初の予定どおり王都を無事守れたのだ。それでいいではないか──。

　ざっくりとまとめようとしたところで、腕うでの中のネージュが、うーん、とうなり声を上げてもぞもぞと動き出した。もしかしたら起きる前兆かもしれない。慌あわてて声を掛かける。

「お、おい、ネージュ！　無事か！」

「う……ん……える……くん……？」

　あまり明めい瞭りようではない発声でそんなことを呟つぶやいて、ネージュはおもむろにまぶたを開く。

　その下から現れた漆しつ黒こくの双そう眸ぼうは、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな輝かがやきを宿していた。

　どうやら彼かれのよく知るネージュに戻もどったようだ。喜びもつかの間、エルヴィンは慌あわててネージュの怪け我がの具合を確かく認にんするために全身をまさぐる。

　しかし驚おどろいたことに、あれだけの出血量にもかかわらず身体には傷一つ付いていなかった。

　もしかしたら、《ゲーボ》を持つ彼かの女じよは自分で傷を修復できたりするのかもしれない。

　いずれにせよ怪け我ががなくて良かった、とネージュを労ねぎらおうとしたところで、エルヴィンは腕うでの中のネージュが顔を真っ赤に染め上げてわなわなと震ふるえていることに気づいた。

　そしてようやく自分のしでかしたことの大きさに思い至り、慌あわてて言い繕つくろう。

「ま、まあ、落ち着けネージュ。これはな、違ちがうんだぞ……？」

　目元に涙なみださえ浮うかべながら、ネージュは声を震ふるわせて言う。

「……私は、起きしな強きよう烈れつなセクハラを受けたようにしか思えないんだけど……？」

「だから、それは誤解なんだ。俺おれはあくまでもおまえの健康状態を確かく認にんするために──」

「おっぱいとおしりと太ももを重点的に攻せめられたようだけど、いったい私のどんな健康状態を確かく認にんしたかったのかな……？」

「待て待て！　それこそ誤解だ！　確かに不ふ可か抗こう力りよく的にそれらの部位にも触ふれたことは認めるが、そこに性的な意味は一いつ切さい含ふくまれてない！」

　エルヴィンの言葉を聞いているのかいないのか。

　ネージュは赤面したままエルヴィンに半眼を向け、判決を言いい渡わたす裁判官のように告げる。

「──エルくん。何か私に言うことないかな……？」

　ネージュに言うこと。

　ごめんなさいでは罪を認めたことになるし、そもそも彼かれは自らの行いに何ら引け目は感じていないのである。だからあえてここは、強気で本音をぶつけるのが良策──っ！

　ずたずたのぼろぼろになった脳細さい胞ぼうが導き出した答えを、エルヴィンは高らかに述べる。

「ごちそうさま！」

　その答えにネージュは再び耳まで真っ赤に染め上げ、そして叫さけんだ。

「エルくんの……エルくんのばかあぁぁぁ！」

　──パチン、と。

　乙女おとめの全力ビンタは、平和の戻もどった王都の空に、ひときわ高く高く響ひびき渡わたった──。
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◆幕まく間あい　王都ユグドラシティ第一階層・王室居城前庭◆




　──頰ほおを撫なでる冷たい夜風に、何とも言えない心ここ地ちよさを抱いだきながら、エルヴィン・ケーニヒヴィルヘルムは、一人、誰だれもいない前庭に佇たたずみ、月を眺ながめていた。

　こうしていると、何だかここ数日の出来事がすべて夢だったように錯さつ覚かくしてしまう。

　だが本来、この王都で最も美しい場所であるはずのこの王室居城庭園が、無残にもところどころ焼やけ焦こげているのが、否いや応おうなくすべて現実であったことを示している。

　よくもまあ生きていたものだと──エルヴィンはため息交じりにつくづくそう思う。

　あのあと──満身創そう痍いで第一階層に降りたエルヴィンたちは、王室居城に残っていたスタッフらの手によって城内の医務室へ運ばれ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのあまりそのまま昼過ぎまで爆ばく睡すいした。

　起き床しよう後、用意されていた下ろしたての制服に着き替がえ終わったところで、突とつ然ぜんの来客。

　大英えい雄ゆうセルベリア・オーディン堂々の登場である。医務室に現れた大英えい雄ゆうによって、問答無用でエルヴィンは別室まで連れ出され、

「どうして命令を無視して危険なことをしたんだ、馬ば鹿か者っ！」

　──開口一番、思い切り怒ど鳴なりつけられた。

　ウルヴダリルでの待機命令を無視して、ネージュとともに王都へ向かったことを非難しているのだろう。

　予想していたとはいえ、怒おこられるのは少々つらいものがある。仕方がないので、ここはネージュにすべての罪を被かぶってもらうことにする。

　得意の口八丁で言葉巧たくみに、悪いのはネージュであって自分は無理矢理付き合わされただけだ、ということを説明する。

　現実に彼かれらがこの王都と《世界樹》を守り切っているという負い目もあり、セルベリアもそれ以上責められないのか、早々に引き下がり本題に入る。

「──まあ、いい。ケーニヒヴィルヘルム……いや、エルヴィン。きみには言っておかなければならないことがある」

　それから、セルベリアは滔とう々とうと語る。

　まずは現状報告。

　とりあえずヴァルハラの件は、あちら側に対して下手に手を出すと痛い目を見る、という認にん識しきを与あたえられたので、しばらくは安あん泰たいだろう、ということだった。もちろん、ほかにもヴァルハラが何らかの超ちよう兵器を保持している可能性は否定できないので完全に安心することはできないが、おおむねエルヴィンの分ぶん析せきとも一いつ致ちしていたので、その意味では胸をなで下ろす。

　そして連れん邦ぽうによる王都奇き襲しゆうだが、やはりエルヴィンの読みどおり裏でヴァルハラが手を引いていた。何でも、説得に応じない《遺い存ぞん種しゆ》にしびれを切らしてセルベリア自身がニヴルヘイムを焼やき払はらった、という誤情報に踊おどらされていたらしい。

　それで復ふく讐しゆうのため、セルベリアのいる王都に奇き襲しゆうを掛かけたようだ。

　ネージュから事情を聞いたセルベリアが、ネージュは生きておりヴァルハラが裏で糸を引いている云うん々ぬんという話をしたら、ベアトリクス・フレイは、泣き土下座をして許しを請こうたあと、報ほう償しよう金を約束して全軍を撤てつ退たいさせたのだとか。どうやらネージュは、連れん邦ぽうでも重要な存在として認にん識しきされているようだ。

　ちなみにその途と中ちゆうで、王都住民の避ひ難なんにも協力してくれたらしい。恐おそるべきネージュ効果。

　それから、これが一番重要なのだが、とセルベリアは至し極ごく深刻な表情で続ける。

　曰いわく──ネージュの《霜しもの巨きよ人じん》の力は、使い続けると命を削けずる諸もろ刃はの剣つるぎらしい。

　だから、これ以上ネージュに力を使わせないよう、これからは気を遣つかってほしい、という懇こん願がんだった。

　エルヴィンとしても、ネージュの命を危険にさらしてまであんな強大な力を使わせるつもりはなかったので、一も二もなく了りよう解かいした。

　だが、疑問は残る。

　なぜそんなことをわざわざエルヴィンに懇こん願がんするのか。

　そんな当然の疑問に、セルベリアは切なげな表情を浮うかべながらただ、宿命だからさ、とだけ答えた。意味がわからないが、少なくとも今はそれ以上説明するつもりがないようだったので、エルヴィンも大人しく引き下がる。

　それだけ言うと、セルベリアは早々に部屋を出て行ってしまった。

　本当はヴァルハラのことやネージュのこと、それにあのとき──絶体絶命の危機を救ってくれた《ネージュではない誰だれか》のことなど聞きたいことがたくさんあったが、仕方がない。

　折を見てまた尋たずねてみよう、と今は諦あきらめる。

　そして、しばらくのんびりして体力を十分に回復させてから、やたら可愛かわいいメイドさんに給きゆう仕じをされながらの夕食。素材さえもわからないご馳ち走そうばかりだったが、とにかく異常に美お味いしくてご機き嫌げんに平らげる。

　その後特にやることもなく、腹ごなしがてらこっそりと部屋を抜ぬけ出だして城の前庭までやって来て──ようやく今に至る。

　水の止まった噴ふん水すいの縁ふちに腰こし掛かけ、青白い燐りん光こうを発して輝かがやく月──スクルドをぼんやりと眺ながめていると不意に背後に人の気配を感じた。ゆっくりと振ふり返かえる。

「──やほー、エルくん。奇き遇ぐうだねえ」

　なぜか学生でもないのに制服を着たネージュが、気安げに手をぴらぴらと振ふっていた。

「──身体はもう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　怪け我ががないことはもう知っていたが一応尋たずねてみる。

　するとネージュは、心底元気そうに両りよう腕うでで力こぶを作るポージングをして笑う。

「もうすっかり元気だよ！　私、もともと回復が早いほうだから少し寝ねればこのとおり！」

「……まあ、疲ひ労ろうやダメージが残っていないのであればそれでいいよ」

　空元気というわけでもなさそうなので、ひとまず安心する。それから改めて尋たずねる。

「……なんで制服なの？」

「あ、これー？」

　ネージュは嬉うれしそうに両りよう腕うでを広げてくるりとその場を回る。

「軍学校の制服が可愛かわいいって話をしたらメイドさんが特別に仕立ててくれたんだー。いいでしょー」

　それからネージュは、とてて、とエルヴィンに駆かけ寄よってすぐ隣となりに腰こしを下ろすと、空を見上げて感かん嘆たんの声を上げた。

「おおう、ここは絶好の星景ポイントだねえ。ニヴルヘイムよりも全然星が近いよ！」

「──普ふ段だんは光害があるから、こんなに星はたくさん見えないんだ」苦く笑しよう交じりにエルヴィンは答える。「運が良かったな。なかなか見られるものじゃないぞ。追おい々おい、避ひ難なんしてた人たちも町に戻もどってくる。そうすればこの王都ユグドラシティは、かつてのような不夜の町になる。大都会ってのは、夜も明るいものなんだよ」

「へえ……なら今度は、町の外から王都を見てみたいね。きっとすごく綺き麗れいだと思うの」

　上じよう機き嫌げんにそんなことを言ってから──ネージュは唐とう突とつに深いため息をついた。

「なんというか──上う手まく言葉にできないけど、てんてこ舞まいだね」

「何だよそれ」エルヴィンは思わず笑えみを零こぼす。「まあ、でも言わんとしてることはわかるよ。確かに──せわしなかったな」

「ねー」

　ネージュは楽しそうに笑う。それから、急にどこか哀あい愁しゆう漂ただよう表情を浮うかべ直して続ける。

「──そういえば、セルベリアさんから聞いちゃった。カレンの力を使いすぎると、私、死んじゃうんだって」

「──らしいな」エルヴィンも努めて冷静な口調で答える。「でも、無理しなきゃ大だい丈じよう夫ぶなんだろ？　オーディン中将が上う手まいこと采さい配はいしてくれるよ」

「うん……それはそうなんだけどさ……でもそれって、本当に正しいのかな……？」

「どういうことだ？」

「その……上う手まく言えないんだけどさ……。私って、聖女様の生まれ変わりでカレンの力が使えるわけでしょ？　それってつまり、カレンの力を使って何かを為なすために、今ここに私がいるってことなんじゃないかな。なら──たとえ命を削けずるのだとしても、カレンの力は積極的に使っていくべきなんじゃないのかな……？」

「────」

　エルヴィンは言葉に詰つまる。

　過去の偉い人じんたちは、何かを成なし遂とげるために《霜しもの巨きよ人じん》の力を得たのか、それとも《霜しもの巨きよ人じん》の力を得たから何かを成なし遂とげたのか。因果が逆転しているようにも思えるが、そもそも《霜しもの巨きよ人じん》なんて非常識が絡からんでいるこの不可思議な現状では、ネージュの言うことも一いち概がいに否定できない。

　慎しん重ちように言葉を選びながら、エルヴィンは尋たずねる。

「ネージュには──何か成なし遂とげたいことがあるのか？」

「──わからない」ふるふると首を横に振ふる。「わからないけど、今回みたいにどこかの誰だれかがすごく困ってて、私とカレンならそれをどうにかできるのであれば──どうにかしてあげたい。せっかく誰だれかを救える力があるのにそれをしないのは──何かイヤだ」

「たとえそれで、おまえの寿じゆ命みようが縮んでも、か？」

「──王都を守ろう、って思ったとき、死ぬかもしれないってわかってたんだ。でも──それでも守りたい、って思ったの。たぶん、理り屈くつじゃないんだね。たとえ自分が長生きできなかったとしても、あと一年で死んじゃうんだとしても、その分でほかの誰だれかを救えるのだとしたら、それはとても価値のあることなんだって──考えちゃう」

　それから顔を寄せてきて、エルヴィンをじっと見つめながらネージュは問う。

「エルくんもそうなんじゃないかな？　私を王都へ送り届けようとしてくれたとき──死んでもいいと思ってたんでしょ？　私を王都へ送り届けるためなら、自分の命は惜おしくないと、本当にそう思ったんでしょ？」

「──ご想像にお任せするよ」

　エルヴィンははぐらかす。

　彼かれの場合は、ネージュの考えほど崇すう高こうなものではなかった。

　ただ、それしか方法がないから合理的に判断して自らの死を勘かん定じように入れた作戦を立てただけのこと。彼かれは博愛主義者ではないので、見知らぬ他人のために命を張ることなんてできない。

　ただそれがネージュだったから──。

　何が何でも彼かの女じよを王都へ送り届けたかったから──自らの死をも厭いとわない作戦を採用した。

　母と故郷を理り不ふ尽じんに失い、それでも前向きに生きる少女に──少しだけ特別な感情を抱いだいた。

　本当に──ただそれだけのこと。

　そんな余計な考えを振ふり払はらい、エルヴィンは話題を変える。

「それで──おまえはどうしたいんだ？」

　飛ひ躍やくしたエルヴィンの問いに、ネージュは少しだけ考えてから答える。

「私は──もっと世界を知りたい」

　立ち上がり、遠い地平の果てを真しん剣けんな表情で見つめて少女は続ける。

「私、今まで本当に何も知らなかった。ニヴルヘイムだけが私の世界で、村の人だけが全人類だった。でも──村の外にはもっと果てしなく広い世界があった。数えられないくらいたくさんの人がいて、たくさんの思想があって、それがいいものだったり悪いものだったりして……清せい濁だく併あわせ吞のむっていうのかな、そういうすべてを内包したものが、本当の世界なんだ、って私知ったんだ。だから私は、もっといろいろな世界を知って、いろいろな人、いろいろな思想と出会って、自分なりの世界のあるべき姿っていうのを模も索さくしたい。そうしてその果てに──お母さんを殺したヴァルハラって人たちのことを判断したい。今の私じゃあ、ただただ憎にくむことしかできないから……」

「────」

　ネージュの決意にエルヴィンは思わず息を吞のむ。

　この娘むすめは、親を殺し故郷を焼やき払はらったヴァルハラにさえ、何らかの思想に基もとづいた彼かれらの言い分があると考えているらしい。

　そしてそれを理解するために、世界の理ことわりを知りたいと──願っている。

　何という深しん甚じんな精神だろう。エルヴィンですら十全に理解することの適かなわない思考。

　しかしその大海のような精神は、まさしく聖女の生まれ変わりと呼ぶにふさわしいものだ。

　ふとエルヴィンはあの夜のことを思い出す。

　ネージュの母、ニーナ・シャルンホルストは、自分の娘むすめを特別なのだと言った。

　今ならば──その言葉の意味がわかる。

　確かにネージュは特別だ。クーア教聖女エイル・グナイゼナウやアスガルズ王国王女リーゼロッテ・ヴィクトリア・ルイーゼと同じような処女受じゆ胎たいで生まれ、そして彼かの女じよたちと同じように《霜しもの巨きよ人じん》を使し役えきする──。これで、世界を変える可能性を持たない、と思うほうが無理な話だ。

　だが逆に言えばそれは、過か酷こくな運命が待ち受けている、とも取れる。

　聖女エイルや《救国の戦乙女》リーゼロッテが血を吐はきながらも進んだ覇は道どうを、ネージュも歩かなければならないということ。

　こんな小こ柄がらで細くて脳天気で根明な少女がたった一人でそんな過か酷こくな人生を突つき進すすめるとは──とても思えない。

「──わかってるのか？　おまえが選んで進もうとしている道は、決して楽なものじゃないぞ。何も知らず、数日まえまで平和に毎日を過ごしていた田舎いなか娘むすめには厳しすぎる選せん択たくだ。おまえには──それを受け入れる覚かく悟ごがあるのか？」

　エルヴィンの意地の悪い言葉に、しかしネージュは苦く笑しようを浮うかべて答える。

「やってみなくちゃわからないよ、そんなもの。でも、少なくともこの町にいたら私は何もできないと思うの。私は──誰だれかのためにこの力を使いたい。だから──この町を逃にげ出だそうと思うの。そうして実際にこの目で──世界を見て回りたい」

　愚ぐ直ちよくなまでに真しん摯しなネージュの言葉に、エルヴィンは胸を打たれる。

　だから彼かれも──覚かく悟ごを決めた。

「わかったよ。おまえ一人じゃ心配だから俺おれも付いていってやる」

「──へっ？」急に間の抜ぬけた声を上げるネージュ。

　エルヴィンは、いつものように嫌いやらしく口元を歪ゆがめて笑う。

「いくら何でも、つい数日まえまで何も知らなかった田舎いなか娘むすめ一人を旅立たせるのは気が引ける。護衛──は、カレンがいるからいらないだろうが、ブレインは必要だろう。大体、おまえはお人ひと好よしすぎるんだ。そんなんで一人で都会なんか行ったらあっという間に騙だまされて痛い目を見るのがオチだ。世の中、力だけではどうにもならないことが多いんだよ。だから俺おれはおまえの──おまえだけの戦術師になってやる」

「ほ……ホントにいいの……？　それは、エルくんが一いつ緒しよに行ってくれるなら、私はものすごく心強いけど……」

「そもそも、おまえ一人で行かせたらすぐに無理して早死にするに決まってる。おまえが無理しないよう俺おれがしっかり見張って、おまえが無理しなくても済むよう綿密な戦術をことあるごとに組み上げてやるから、大船に乗ったつもりでいろ」

　それに──、とエルヴィンは肩かたを竦すくめて戯おどけた口調で続ける。

「俺おれも王都の平和な生活に飽あきてきたところだしな。もともと何かに縛しばられるのは窮きゆう屈くつで嫌きらいなんだ。なら、ネージュと一いつ緒しよに好きに世界を回ったほうが楽しそうだ」

「意外と俗ぞく物ぶつ的な本音だった!?」

　いつもの調子で大げさに驚おどろいてから、ネージュはくすくすと笑う。

　それから、エルヴィンに向かって手を伸のばし満面の笑えみを浮うかべて言う。

「うん、じゃあ一いつ緒しよに行こうか」

　エルヴィンも笑えみを浮うかべて、伸のばされたその手を取って答える。

「ああ、よろしく頼たのむよ」

　まるで大昔に忘れてしまった約束を果たすかのように──二人は固い握あく手しゆを結ぶ。

　そのさなか、ふとネージュは何かに気づいたように言う。

「そうだ。せっかくだから、アーデちゃんも誘さそってみようよ。二人よりも三人のほうが絶対楽しいよ」

「おお、それは名案だ。俺おれもアーデがいたほうが心強い」

　そんなことを言っていたら──不意に背中から声を掛かけられた。

「──私がなんだって？」

　驚おどろいて二人は背後を振ふり返かえる。その先には──自じ慢まんの金きん髪ぱつを月夜に輝かがやかせて、アーデルハイト・プリンツアーダルベルトが立たち尽つくしていた。

　動どう揺ようする二人をよそに、アーデルハイトは彼かれらに歩み寄り、ため息交じりに言う。

「──まったくもう。何となく胸むな騒さわぎがしたから出てきてみれば……こんな夜よる遅おそくに二人で何こそこそ悪わる巧だくみしてるのよ」

「……もしかして、話聞いてた？」

　何とも気まずいエルヴィンの問いに、アーデルハイトは、全部ではないけれども、と頷うなずく。

「ネージュが世界を知りたい、ってところからね。ごめんなさい、盗ぬすみ聞ぎきをするつもりはなかったんだけど、何だか深刻な様子だったから出て行くタイミングを逸いつしてしまって」

「──まあ、何でもいいよ」

　エルヴィンは気まずさを払ふつ拭しよくするように苦く笑しようを浮うかべて肩かたを竦すくめる。

「聞いてたのなら、話は早い。おまえも来いよ」

「そうだよ！　アーデちゃんも一いつ緒しよに行こう！　三人なら、きっと楽しいよ！」

　嬉うれしそうにそう言って、ネージュはアーデルハイトに手を伸のばす。

　しかし──数秒の葛かつ藤とうののち、アーデルハイトはゆっくりと首を横に振ふった。

「私は──一いつ緒しよには行けないわ」

「ど、どうして……？」ネージュは泣きそうなほど表情を歪ゆがませる。「アーデちゃんがいてくれたら、すごく頼たのもしいのに……っ！　私はアーデちゃんと行きたいよ……っ！」

「──よせ、ネージュ。強要するようなことじゃない」

　ネージュを窘たしなめてから、エルヴィンは静かに問う。

「──理由を聞いてもいいか？」

　アーデルハイトはこくりと頷うなずく。

「私……本当は自分に自信がなかったの。もちろん、人よりはそこそこ何でもできるけど……でも、それだけ。私の前にはいつもエルがいた。エルはいつだって私にはない発想で、私にはない行動力で、困難を乗のり越こえていく。今回の騒そう動どうだって、そうだった。私はエルの指示に従うまま行動するしかなくて……歯がゆかった」

　少しだけ悲しそうにアーデルハイトは微ほほ笑えむ。

「でも、そんな私をオーディン中将は認めてくれた。あまつさえ、こんな私を《戦いくさ乙女おとめ隊》に迎むかえ入いれたいとまで言ってくれた。それが私は──とても嬉うれしかった。常に目の前のエルを追いかけるだけだった私に、新しい視点を与あたえてくれたから……」

「────」

　アーデルハイトの告白にエルヴィンは息を吞のむ。

　そんなふうに、アーデルハイトが感じていたなんて──考えもしなかった。

　彼かれの中のアーデルハイトは、真面目で優やさしく才能に溢あふれ、しかしどこか抜ぬけていて放っておけない大切な幼なじみ、というイメージだったが──根本的な部分で誤解をしていた。

　この数年で急激に成長し美しくなったアーデルハイトも──普ふ通つうの年とし頃ごろの女の子なのだ。

　エルヴィンやほかの同年代の少年少女と同じように────苦しみ、悩なやみ、妬ねたみ、嫉そねみ、悔くい、恥はじ、怒おこり、泣くのだ。

　彼かれの無意識のうちの過か剰じような期待が──知らず知らずのうちにアーデルハイトを追おい詰つめ、苦しめていた。

　今になってそんなことに気づき──エルヴィンは、ひどく後こう悔かいする。

　そんなエルヴィンを真まっ直すぐに見つめてアーデルハイトは決意を告げる。

「だから私は──この国に残って、オーディン中将のもとで戦術師としての研けん鑽さんを積みたい。エルの後ろを追いかけるんじゃなく、エルとは違ちがった私だけの視点で世界を見て──そしていつか、エルと肩かたを並べられるほどの戦術師になりたい」

　月夜に照らされ、サファイアの瞳ひとみを潤うるませながらも儚はかなげに微ほほ笑えむ幼なじみを見て──エルヴィンも心を決める。

「なら──おまえがそうなったら、俺おれはもう一度おまえを誘さそいに戻もどってくるよ。この惑ほ星しのどこにいたって、必ずおまえのところに戻もどってくる。だから、約束してくれ。そのときには──俺おれたちと一いつ緒しよに来てくれるって」

　その言葉に泣き出しそうなくらい顔を歪ゆがめながら、アーデルハイトは精せい一いつ杯ぱい強がる。

「見てなさい……っ！　そのときには、是ぜ非ひ来てください、と土下座して懇こん願がんしたくなるくらい、ものすごい戦術師になってるんだから……っ！」

　ネージュもわずかに双そう眸ぼうを潤うるませながら、それでも笑え顔がおを崩くずさずに言う。

「私も、待ってるから！　アーデちゃんと一いつ緒しよに世界を回れる日を、楽しみにしてるから！　あと、アーデちゃん戻もどってくるまで絶対にエルくんに手を出さないって約束するから！」
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　その言葉に──アーデルハイトは思わず吹ふき出だす。それから涙なみだを拭ぬぐい、いつもの気き丈じような口調に戻もどって告げる。

「気を遣つかってくれなくて大だい丈じよう夫ぶよ。もしも、そのときには──それまで学んだあらゆる戦術を使って、ネージュからエルを奪うばい返かえしてみせるから」

「……きみら突とつ然ぜん何の話してるの……？」

　なぜだかエルヴィンは、薄うすら寒さむいものを感じ始める。しかし、それには取り合わず、何事もなかったかのように、アーデルハイトは話題を変える。

「──とにかく、行くなら早く行ったほうがいいわ。そろそろ見張りの近この衛え兵へいがこのあたりにもやってくるだろうから」

「お、おう……」

　微び妙みように納なつ得とくいかないものを感じながらも、確かにアーデルハイトの指し摘てきどおりだったので、とりあえずエルヴィンは半ば無理矢理納なつ得とくしておく。

「──それじゃあ、私たちは行くね。アーデちゃん、元気でね」

「ええ、ネージュも身体に気をつけてね。エルのこと、よろしく頼たのむわ」

　アーデルハイトとネージュは、固い握あく手しゆを交かわす。それをしっかりと見届けてから、エルヴィンはネージュの肩かたに手を置く。

　ネージュは、カレンおいで、と呟つぶやく。

　途と端たん、彼かの女じよの背後の大気が軋きしむ。雪の降っていない今はもうそのシルエットさえ望めないが、それでもただそこに圧あつ倒とう的てきな何かが存在することだけは、全身で感じられる。

　さっさとカレンに乗のり込こむ（？）ネージュを横目に見ながら、エルヴィンは今までずっと一いつ緒しよに育ってきた幼なじみに告げる。

「──行ってきます」

　最愛の幼なじみは、満面の笑えみを浮うかべて答えた。

「──行ってらっしゃい」

　その言葉を合図にして──エルヴィンはカレンに乗のり込こむ。

　そして二人を乗せた不可視の巨きよ人じんは、微かすかなプリズムの残ざん滓しを零こぼしながら月の綺き麗れいな夜空へ音もなく飛び去って行った──。







◆幕まく間あい　？？？？◆




　荒こう涼りようとした大地に、一人の男と一人の少女が立っていた。

　男は細身で背が高く、彫ほりの深い顔立ちをしている。美形だがどことなく冷れい徹てつな印象の男だ。

　一方少女は、派手な外見をしていた。

　褐かつ色しよくの肌はだ。頭の両サイドで結ゆったストレートの金きん髪ぱつ。燃えるような深しん紅くの双そう眸ぼう。

　少女の要素は、ネージュ・シャルンホルストのそれとまるで真逆に構成されていた。

　二人は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの岩場に立ち、遠くの空を見つめていた。

　不意に男の腰こしにぶら下がっていた機械から、無味乾かん燥そうな電子音が鳴なり響ひびく。一見すると通信機のようにも見えるが、そのサイズやフォルムは明らかにこの時代、この文明のものではないことが窺うかがえる。

　男は緩かん慢まんな動作で機械を手に取り、耳に当てて応じる。

「──私だ」

　見た目の印象どおり、硬こう質しつな──否、あらゆる感情のこもらない無機質な声。

　声と同様に表情も一切崩くずすことなく淡たん々たんと男は用件だけを告げる。

「──言い訳は不要だ。《遺い存ぞん種しゆ》の情報も《天の裁きミヨルニル・フアルシユ》も、すべて無む駄だにしてくれたな。貴様には失望したぞ、クレイグ・ヴァイセンブルク。次こそは、役に立ってくれることを期待する──」

　言いたいだけのことを言って、さっさと通信を切ってしまった。

　本来であれば最大一キロメートル程度しか届かないはずの無線通信を、数百キロメートル規模で可能にしている未知の技術で作られた通信機を無造作に腰こしへ戻もどしてから、男は多少感かん慨がい深ぶかげに口を開いた。

「──《霜しもの巨きよ人じん》が目覚めたようだな」

　男の言葉に少女は含ふくみ笑わらいを浮うかべて応じる。

「くふふ、知ってますよう。ボク、もう待ちくたびれちゃいましたよう。ねえ、早く会いに行きましょうよう」

　急せかすように男の上着の裾すそを引っ張るが、男は驚おどろくべき無表情のまま答える。

「まだその時ではない。だが、そう遠くない将来、相まみえることになるだろう」

「はいはい。まあしばらくは、その新しい《救世主》様に花を持たせてあげますよ。これだけ待ったんですから、あと数ヶ月くらい待つのなんて、チョロいです。でも──最終的に《お兄ちゃん》を貰もらうのは、今度こそボクですからねえ」

　くふふ、と少女は再び含ふくみ笑わらいを浮うかべる。

　それから男は、両りよう腕うでを広げて全身で風を感じながら独り言のように告げる。

「──惑ほ星しの辿たどる破は滅めつへの道筋は誰だれにも止めることができない。大地に巣す喰くう人類は、偉い大だいなる母への感謝を忘ぼう却きやくし、やがて自じ滅めつを迎むかえることだろう。そうしてようやくこの惑ほ星しはあるべき姿を取とり戻もどす。長い、長い道のりだったが──もうまもなく、私の《悲願》は達成される。──フランツィスカ」

「はあい？」

　フランツィスカと呼ばれた少女は、年相応のあどけない仕草で首を傾かしげる。

　そんな少女に男は、冷れい徹てつに告げる。

「来たるべきときには存分に暴れ、破は壊かいと暴ぼう虐ぎやくと殺さつ戮りくの限りを尽つくせ。それだけがおまえと──《炎ほのおの巨きよ人じん》の存在意義だ」

「くふふ、わかってますよう」少女は楽しそうに笑う。「ボクがこのくそったれの世界で、最初で最後の最高に楽しいパーティを開かい催さいしてあげますよう。ね、スルト？」

　少女は振ふり返かえって言う。

　そこには、ただ陽炎かげろうのような揺ゆらめきがあるだけで誰だれもいない。

　しかし、それでも少女の言葉に対応するように──なぜか大気が鳴動した。




　少年と少女の出会いに端たんをなし──。

　運命の歯車は、少しずつ動き始める──。










あとがき




　──人生わからないものである。

　東京の片かた隅すみで売れない薬屋をやるかたわら、趣しゆ味みで『一いち人にん称しよう』『現代』『ミステリィ』を書いていた僕ぼくが、まさか『三さん人にん称しよう』『異世界』『ファンタジィ』で文ぶん壇だんデビューすることになるとは……あにはからんや（意味はよくわからず使っている）。




　初めまして、紺こん野の天てん龍りゆうと申します。

　この度たびは、『ゼロの戦術師』をお手に取ってくださり、まことにありがとうございます。

　出版大国日本という書物の大海で、あなたと出会えたこの奇き跡せきに、まずは最大級の感謝を。




　あるいは、あとがきから読み始める（ないしあとがきだけ読む）猛も者さのために内容に関する言げん及きゆうは避さけつつ、簡単な出版経けい緯いから。

　本作は二〇一六年に行われた第二十三回電でん撃げき小説大賞において最終選考まで残ることの叶かなわなかった『ウィアドの戦術師』という長編をぼんやりと踏とう襲しゆうしつつ、百二十パーセント書き直した作品となります。

　いわゆる『拾い上げ』という扱あつかいになるようです。実はあまり細かいことは知りません。僕ぼくはただ敏びん腕わん編集者に担かつがれおだてられるまま執しつ筆ぴつしていたら出版が決まっただけなので……。

　ちなみに、担当の黒くろ崎さき氏に頂いた名めい刺しの役職を後々確かく認にんしたら『副編集長』と書いてありました。スーパー偉えらい人です。初めてお電話を頂いたときは、丁てい寧ねいで温おん厚こうなおじさんくらいにしか思っていなかったこと、この場を借りて謝罪いたします（書かなきゃバレなかった）。

　なおこの黒くろ崎さき氏。第一印象こそ温和なものの、やがて諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいもかくやという恐おそるべき名采さい配はいぶりを発揮して、僕ぼくを助けながらも大いに苦しめる存在になります……っ！

　ともあれ、幾いく度どもの改かい稿こうを経て何とか出版に至ったわけですが、何を隠かくそうこのあとがきを書いている時点でも、本当に刊行されるのかどうか懐かい疑ぎ的です。今にもインタホン鳴らして『ドッキリ』のプラカード持った担当氏が突とつ撃げきしてくるかもしれません（お茶目か）。

　特にもう一人の担当である藤ふじ原わら氏はやりかねないくらいのお茶目さんですので……。

　とりあえず、ドキドキしながら刊行予定日を待ちたいと思います。




　紙面が余ったのでちょっとした裏話。

　実は、第二十三回電でん撃げき小説大賞にはもう一本長編を応おう募ぼしており、そちらも四次選考まで進んだものの最終選考まで残ることは叶かないませんでした。ちなみにそちらは、『一いち人にん称しよう』『現代』『ミステリィ』でした。完全にそちらのほうが得意分野です。

　偶ぐう然ぜんにもどちらも拾い上げ対象になっていたようで、編集部としてはどちらでも良かったそうなのですが、それでもあえてファンタジィのほうで書かせていただきました。二に択たくを提示されたら困難なほうを選ぶタイプです。

　さらに編集部のほうでは投とう稿こう作の加筆修正で出版を目指す方針だったにもかかわらず、

「それなら同じ設定でもっと面おも白しろい話を一から書き直しましょう。そのほうが早いです」

　などと寝ね言ごとを宣のたまったせいで本来不要のはずの苦労まで背せ負おい込こみ、その後半年以上も、やはり大人しくミステリィにしておけば良かった、と散々苦しめられることになるのですが……それはまた別の話。でも、結果的にその判断は間ま違ちがっていなかったのでよしとしましょう。

　ミステリィのほうはまたいずれお披ひ露ろ目めの機会があれば。

　──デビューの経けい緯いについては、どこか別の場所で改めて紹しよう介かいさせていただければと思います。色々ありすぎてとてもこの場では書ききれませんので……（フェルマー的逃とう走そう）。




　ところで初めての打ち合わせ中に印象的だったシーン。

黒くろ崎さき氏「ネージュちゃん、可愛かわいいですよね」

藤ふじ原わら氏「そうですね。幼さの中に垣かい間ま見みえる大人っぽさが可愛かわいいです」

紺こん野の「ははっ、ありがとうございます」（まさかアーデルハイト派だとは言えない）




　最後になりましたが個人的な謝辞を。

　まずは担当の黒くろ崎さき様、藤ふじ原わら様。いつも終電間ま際ぎわまで打ち合わせにお付き合いいただき、本当にありがとうございます。お声かけいただいた当初、「プロットって何ですか？」という次元にいたド素人しろうとが何とか出版にこぎ着けたのは紛まぎれもなくお二方に鍛きたえていただいたおかげです。お二方がお世辞というふいごを踏ふみまくり、火力を最大にしたところで百ひやく戦せん錬れん磨まのゴルディオンハンマーで滅めつ多た打うちにした結果できあがった奇き跡せきのなまくらが僕ぼくです。このご恩は一生忘れません。

　イラストのすみ兵へい様。こんなわけのわからない謎なぞの新人のデビュー作に美び麗れいなイラストを付けてくださって本当にありがとうございます。すみ兵へい様から頂いたラフイラストを拝見して初めて、本当に出版されるのだな、という実感が湧わきました。ビジュアルイメージの重要性を改めて認にん識しきした次し第だいです。今さらながら本の完成が待ち遠しいばかりです。

　そして校こう閲えつの皆みな様さま、営業の皆みな様さま、宣伝の皆みな様さま、デザイナの皆みな様さま──すべての関係者様に全ぜん身しん全ぜん霊れい全力全開の感謝を。

　それでは、あわよくばまた次回お目にかかれることを祈いのりつつ──。


十一月某ぼう日じつ自宅　無音にて




著者　紺こん野の天てん龍りゆう
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紺こん野の天てん龍りゅう

東京の片隅で売れない薬屋をやるかたわら趣味で小説を書いていたら、いきなり本が出ることになり困惑している次第。敏腕編集者におだてられるまま長編を書き上げてしまったが、未だに出版に関しては懐疑的である。……実はドッキリなんじゃろ？（疑心暗鬼）
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イラスト／すみ兵へい

お久しぶりの電撃文庫さんです。

ラノベに出てくる食べ物にその日のごはんが

影響されるクチですが

今回はおなかがすいたらスニッカーズでした。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「紺野天龍先生」係

「すみ兵先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





ゼロの戦せん術じゅつ師し








紺こん野の天てん龍りゅう
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